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一
は じ め に

本 協 会 で は、 企 業 をは じめ とす る コン ピュー タの各 分 野 にお け るめ ざ ま し

い 発 展 ・普 及 に対 処 す るた め 、 そ の一環 と して 、企 業 内 におけ る コ ン ピュー

タ教 育 の重要 性 を認識 し、 昭 和44年 度 に 「企 業 内 コ ン ビ1一 タ 教 育委 員

会(委 員長 大 野達 男 氏)」 を設 け、 同問 題 に つ き調 査 研究 を進 め てき た。

44年 度 は、一 般 管理 者 お よび コ ン ピュ ー タ専 門 要 員 に関 す る コ ン ピュー

タ教 育 の現 状 を調 査 した 。 そ の 結果 、 一般 管理 者 向 け の コン ピュ ー タ教 育 の

必 要 性 を痛 感 し、 同 カ リキ ュ ラムを 開発 す るこ ととな り、 カ リキ ュ ラムの ス

ケル トン を作 成 した。

45年 度は、上記スケル トン に検 討 を加え、 カリキュラム概要 を作 成 した(表1参 照)。

本年 度 は、 前 記 「一 般 管 理 者 向 け 企 業 内 コン ピ ュー タ教 育 カ リキ ュ ラム概

要 」 に 則 り、A・Bコ ー ス に つ い て テ キ ス トお よび ス ラ イ ドを 作 成 し

た(表2参 照)。 こ れ らテ キ ス ト ・ス ラ イ ドの 開 発 に 先 立 っ て 、46

年7月14日 か ら16日 ま で の3日 間 、 委 員長 を中心 と して 、前 年 度 に

開発 した カ リキ ュ ラ ム概 要 に即 して、 「一 般 管理 者 向 け企業 内 コン ピュ ー タ

教 育 特 別 講座 」 を実施 した。 委 員 会 では 、 科 目別 に作 業 部会(表3参 照)を

設 け 、 上 記講 義録 お よび 受 講 者 の 意見 等 を参 考 に して、教 材 作成 の ため の基

本 方針 を検 討 した。 この基 本 方 針 に も とつ い て、 教材 の 開発 を委 員会 の構 成

メ ンバ ー に よっ て行 な うこ とを意 図 した が 、各 委 員 とも時 間的 制約 が多 く、

具 体 的 作業 を進 め る ことが 困難 とな った ので 、や む な く外 部へ 具 体的 作 業 を

依 頼 す る こ とと した.依 頼 先 に つ いて は、委 員会 の承 認 を得 て、 この種 の教

材 の作 成 に経 験 と実 績 を有 し、 か っ、 前年 度 に 「本 カ リキ ュ ラム・の概 要 」 の

作 成 を手 が け て い る㈱ フ ジ ミ ック に、 具 体 的 作業 を依頼 す る こ と と した。 各

作 業 部会 で は、 テ キ ス ト ・ス ライ ドの 内容 の検 討 お よび修正 を行 なっ た 。

本 テ キ ス トは、 上 記 の よ うな経 過 に よ り開発 され た もの を、A・Bコ ース

別 に2冊 に と りま とめ た もので あ る。

おわ りに、カリキュラムお よび教材 の作成 につ き、終始 ご尽 力いただいた委 員をはじめ

各位 の方 々な らび に㈱ フジミックに対 し、厚 くお礼 申 し上げ る次第である。

昭 和47年5月

財 団 法 人 日 本 経 営 情 報 開 発 協 会

(1)



科 目 別 ・ コ ー ス の 目 的 と 時 間

コ ー ス

科 A B C

〔講 義 〕 コ ン ピ ュー タ お よび デ _" ■

プ 一 夕 ・プ ロ セ シ ン グ ・
一, ●

1,プ 一 夕 ・フ ロ セ
一 夕 ・プ ロ セ シ ン グ に

シス テ ムに 関 す る具 体

シング概説 関する基礎知識を習得 的事例を研究する

す る
H5

3H

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ

2.プ ロ ジ ェ ク ト
メ ン トに 関す る各 社 の メ ン トに 関す る 自社例

・マ ネ ジ メン ト 具体的事例の研究を行

ない、全般的基礎知識

を研究する

を習得する

gH 7H

情報処理システムの活 情報処理システムの活 自社における情報処理

3.シ ス テ ム 設 計
用に関する基礎知識を 用に関する技術的問題 シス テム の活用 例 に っ

習得する を取扱 う いて研究する

7H 4H 5～10H

マ ネ ジ メ ン ト ・サ ィ エ マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ

4.マ ネ ジ メ ン ト ・
ンスに関する基礎知識 ンスの応用に関する具

サイエンスの 応用 を習得する 体的事例(自 社例およ

び各社の事例)を 研究

する

4H 6～8H
.

コ ン ピ ュー タに関 す る 自社 に関 す る コン ピュ

5、 カ レ ン ト ・ 最近の一般的動向を研 一 夕関係の新技術を研

トピ ックス 究す る 究ずる

3H 3H

・ プ ログ ラムを 実 際 に組

む こ とに よって コン ビ
6.プ ログ ラム 実 習

ユ一 夕の概 念 を具 体 的

に理解する
・

2～6H

21H 14H 23～34H9

〔 自 習 〕 コ ン ビ 己一 タお よ び デ /
一"0

7.プ 一 夕 ・ フ ロ セ

一 夕 ・プ ロセ シ ン グ に /

シング概説
関する基礎知識を補足

する

4H

情 報処 理 シス テ ムの活

8.シ ス テ ム 設 計 用に関する基礎知識を

補足する

4H

計 8H
一 『

合 計 2gH 14H 23～34H

(2)
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表2本 年 度 に 開 発 さ れ た 教 材

Aコ ー ス Bコ ー ス

Oテ キ ス ト Oテ キ ス ト

デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ 概 説
oス ラ イ ド

講 oテ キ ス ト

プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト
oス ラ イ ド

Oテ キ ス ト ○ テ キ ス ト

シ ス テ ム 設 計

義
○ ス ラ イ ド

oテ キ ス ト

マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス の 応 用
○ ス ラ イ ド

○ テ キ ス ト

自 デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ 概 説

oテ キ ス ト

習 シ ス テ ム 設 計

表3科 目 別 作 業 部 会 構 成 メ ン バ

〔デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ概 説 〕
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1コ ン ピ ュ ー タ 概 説

1コ ン ピ ュー タ

1-1計 算 作 業 の構 造

コ ン ピュー タは、 単 純 な ソ ロバ ンで は ない。 あ るい は、 単 に、 計 算 す るだ

け で は な い とい うこ とが一 般 にい われ て い る。 しか し、 コ ン ピュ ー タを1つ

の機 械 ある い は、 道 具 と して み た場 合、 そ れ は やは り、"計 算 す る機 械"あ

るい は"計 算 をさ せ る機 械"で あ る こ とには間 違 いは な い。 で は、 こ こで、

この"計 算 をす る時 につ か う機 械"に つ い て まず考 え て み よ う。

われ わ れ は、 昔 か らい ろい ろ な タ イ プの"計 算 をす る時 につ か う機 械"を

持 っ て い る。 ソ ロバ ンをは じめ と して、 手 回 しの卓 上 計 算 機 や、 最 近 では電

動 の計 算 機 、 電子 式 卓 上型 計算 機 とい った よ うな、 い ろ い ろ な段 階 でい ろ い

ろ な タ イプ の機械 を持 って い る。 そ の 中 で、 コ ンピュ ー タは ど うい う位置 に

あ るか とい うこ とをまず 最 初 に明 らか に したい。 そ の た め には 、 まず 計 算 と

い う ものが、 ど うい うし くみ に な って い るか を最 初 に考 え よ う。

計算 作 業 は、 一般 に、+、 一、 ×、 ÷ とい う ような演 算 をす る作 業 で あ る

と考 え られ て い る。 そ して、 そ れ も確 か にそ うだが、 計算"作 業"と い う こ

と を考 え るな らば、 実 際は そ うで は ない。 た とえば、 ソ ロバ ンを使 っ て計算

す る とい うケ ー スを考 え てみ る と、 ソ ロバ ンはそれ 自身 演算 能 力 を もっ てい

る わけ では な い。 そ れ に もかか わ らず、 ソ,ロバ ン を使 う と、 い ろ い ろ な計 算

作 業 が 能率 よ く運 ぶ とい うこ とは事 実 で あ る。

そ こで、 ど うして ソ ロバ ンを使 うこ とに よっ て計算 が 容 易 に な るの か、 ソ

ロバ ンを用 い て の計 算 作業 を調 べ てみ よ う。

ソ ロバ ン で計算 す る場 合、 ま ず計 算 す るた め のデ ー タ、 つ ま り も との数 字

を帳 簿 か ら読 み取 る、 あ るい は読 み 上げ た もの を耳か ら聞 くとい う形 で、 わ

れ わ れ は指 先 では じき入 れ る。 一 番最 初 に ソロバ ンを ご破 算(ク リア)に し

て 、 帳 簿 か ち読 み取 る、 あ るい は耳 か ら聞 いて 指先 で は じき、 デ ー タを ソ ロ

バ ンに置 くとい うこ とが 必 要 にな る。 そ うい う動 作 の こ とを われ われ は"入

力(INPUT)"と 呼 ん で い る(一 般 に シス テ ムの 中 に何 か外 側 か らデ ー

タや パ ワー を入れ る こ とを、 通 信工 学 関係 で入 力 とい うこ とば を使ってい る)。
-3一



これ は単 純 にデ ー タを入 れ る とい うこ とで あ る。 また 、 は じい た結 果 をみ て

み る と、 珠 の形 で記 録 され て い る とい うふ うに考 え られ る。 あ とで振 った り

落 と した り しない限 り、 ソロバ ンの珠 の 形 で、 永久 に は じき入 れ られ た数 字

は残 って い る。 こ うい う動 作 の こ とを一 般 に"記 憶"と 呼ん で い る。 つ ま り

あ る時 点 で入 って き た情 報 とい うものは 、 一 定 の 時間 遅 れ て あ とか らそ れ を

取 り出 す ことが で き る。 そ うい う もの を"記 憶 〃と呼 ん で い る。

わ れ わ れ が実 際 に ソ ロバ ンを使 って 計 算 す る場 合 、記 憶 され た デ ー タに つ

いて、+、 一、 ×、 ÷ とい うこ とを指 先 の 動 作 を ま じえ て行 な うわ け で あ る。

ソロバ ン を使 う場 合 、 演算 を して い るの は 人 間 の頭 の 中で ある。 最終 的 な結

果 は ソ ロバ ンの珠 の 形 で残 る。 そ の ま まの 状 態 で は使 い もの に な らない の で、

計 算 した 結果 を帳 簿 に書 き取 る とか、 結 果 は 幾 らだ とか 口 で伝 え る。 つ ま り

計 算 の 結果 をほ か に伝 え る とい う動 作 が 必 要 にな る。

一 般 に情 報 が 持 っ てい る性 質 は
、 そ の 時 点 で は何 の価値 を生 み 出す もの で

もな いが 、 これ を他 人 に伝 え る こ とに よって初 めて1つ の価 値 を生 み 出す も

の で あ る。 他 の もの に伝 え る動 作 を"出 力(OUTPUT)"と 呼 ん で い る。

そ して、 入 力 と出 力 を一緒 に して"1/O"と 略称 して い る。

これ だけ で計 算 が で き るか とい う と実 は そ うでは な くて、 最 も基 本 的 な も

の が忘 れ られ て い る。 い ま ま で に説 明 した動 作 はす べ て機 械 的 な動 作 で あ る

の で、 これ らの こ とが機 械 で実 現 で きた として も、 そ れ ほ ど不 思 議 で は ない。

ところ が、 帳 簿 上 の どの デ ー タ をい つ読 み とる か、 あ るい は、 入 が読 み上 げ

た数 字 を正 確 に聞 き とってそ れ を ソ ロバ ンの ど こに置 くか とい う よ うな、 計

算 動 作 以 外 の 動 作 を、 われ わ れ は 自分 で考 え なが らや ってい る。 ま た、 耳 か

ら入 っ て き た"タ セ"、"ヒ ケ"に 従 っ て、 頭 の 中に ある計 算機 構 が、 足 し

算 、 引 き算 を行 な って い る。 とな る と、 計算 作 業 には2つ の動 作 が入 って い

る こ とに な る。

1つ は、+、 一、 ×、 ÷ とい う計算 そ の もの で あ り、 も う1つ は、 そ れ ら

を どの よ うな順 番 で 行 なえ ば 目的 の 答 が 得 られ る か 、 あ るい は、 ソ ロパ ン

の どの 桁 をつ か え ぱ い い かな どの計 算 作 業 を"制 御"す る タ イ プの動 作 で あ

る。 つ ま り、 計算 作 業 は、

○計 算 動 作

一4-一
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●

`

○制御 動 作

の2つ か らな っ て お り、 制 御動 作 は"ど うい うふ うに ソ ロバ ン を入 れ る"と

い うよ うな こ との 面 倒 をみ て い るの で あ る。

ソ ロバ ン を使 う場合 、 この制 御 動 作 の命 令は、 人 間 の脳 細 胞 か ら発せ られ

そ れ が神 経 を伝 わ って 指先 な り、 目な り、耳 な り、 口な・りに伝 わ る とい う形

で 動 作 が 行 なわ れ る。 い ま、 ソ ロバ ンを例 に とって 説 明 した が、 暗算 で計 算

す る場合 で も、 道具 を使 って計 算 す る場 合 で も、 一応 計 算 とい う作 業 は これ

だ け の もの か ら成 り立 っ て い る とい うこ とは疑 う余 地 が な い。

ソ ロバ ンは、 以 上 の動 作 の 中 で、 記 憶 とい う動 作 だけ を機 械 化 して い る に

す ぎ ない。 入 力 も出 力 も制 御 も演 算 も全 部人 間が してい るわけ で あ る。

しか し、 ソロバ ン を使 え ば 非 常 に計 算 の効 率 が上 が る とい うこ とは、 計 算 と

い う仕 事 の 中 で記 憶 とい う動 作 が非 常 に大 きな意 味 を も って い るか らで あ る。

図1-1

(制 御 ・演 算)

伝

「コ →
、/

さて、 今 ま で見 て きた よ うに、 人 間 が、 ソ ロバ ンを使 っ て行 な う計算 作 業

は 、

① 伝票 を1枚 取 り上 げ る
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② そ の 数 字 を読ん で 覚 え る

③ 覚 え た数 字 を ソロバ ンに入 れ る

④ 計 算 結 果 を覚 え る

⑤ 覚 え た 結果 数 字 を 帳 簿 に記 入 す る

とな り、 この過 程 で活 用 され てい る機 能 は次 の 通 りで あ る.

(機 能)(人 間)

伝 票(デ ー タ)を 読 む こ と 一ー一一 》 目 一一ー ー 一一…〉 入 力機 能

数 字 を覚 え る こ と 》 脳 〉 記 憶 記 能

計 算 を行 な い、 結 果 を覚 え る こ と → 脳 、 ソ ロバ ン → ・計 算 機 能 ・

記 憶 機 能

結果 を 帳簿 に書 くこ と'〉 ペ ン(手)→ 出 力機 能

作 業 の 次 の手 順 を考 え る こ と 一 脳 一一ーーー一→ 制 御 機 能

す な わ ち、 入 力、 記 憶 、 計算 、 出力 の 機 能 と、 これ らを順 序 よ く使 い こな

す 制御 の機 能が あれ ば よい とい う こ とに な る。 しか し、 こ こで も う一 つ考 え

てみ た い こ とが ある。 それ は、 計 算 を行 な うと き に、 計 算 順 序 をだれ が考 え、

だれが 覚 え て い た か とい うこ とで あ る。 い うま で もな く、 人 間 が考 え、 人 間

が そ の 頭 の 中 で覚 え て い た。 両方 と も人 間 の 役 目で あ っ た。

そ こ で、 さ らに次 の よ うな こ とを考 え る。 機 械 に計 算 の 手 順 を考 え ろ とい

って も、 これ は ム リだ。 だが 、 機 械 には 覚 え る と ころが あ るの だ か ら、入 間

の 考 え た 一 連 の計 算 手 続 を覚 え こます こ とが で き るだ ろ う.デ ー タ と同

じ よ うに"記 憶"し て も らえ ば い い の で はな い か。

この よ うにす れ ば、 後 はデ ー タを与 え てや れ ば よい。 そ うす れ ば、 自分 が

覚 え て い る計算 手 続 に したが って、 一 連 の計 算 を行 な う機械 にな るの では な

い か。

この よ うな考 え に基 づ い て作 られ た ものが 、 コ ン ピュ ー タ で あ り、 この コ

ン ピュ ー タ に覚 え こ ます一 連 の計 算 手 続 の こ とを プ ログ ラム とい い、 そ して

そ れ を考 え 出す 人 を プ ログ ラマ と呼 ぶ の で ある。 だか ら、 コ ン ピュー タの も

って い る機 能 を図 に書 け ば 図1-2の よ うに な る。 そ して、 これ が コン ピュ

ー タ の基 本 的 な 構成 な の で あ る
。
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図1-2コ ン ピ ュ ー タ の 機 能

入 力 機 能 〉 記 憶 機 能

↓ 不

＼

1-2コ ン ピュ ー タの歴 史

1-2-1卓 上 計 算機 の発 明

ソ ロバ ンの歴 史 も源 をた どれ ば、 非 常 に古 く、 そ の 原形 は北 周 の 時代 の

文 献 に も現 わ れ て お り、 一 説 には、 さ らに さ かの ぼ っ て、 イ ン ドに起 源 を

発す る とい われ て い る。 欧 州 では、1617年 にス コ ッ トラン ド人 の ナ ピ

アが 考 案 した、 ナ ピア の骨 と呼 ばれ る乗 算 の道 具が 、 計 算 の機 械 化 の先 祖

と考 え られ て い る。

現 在 の 卓 上 型 計算 機 の原 形 が 一番 最 初 に 出 た のは、17世 紀半 ば で、 名

前 と して 有 名 な の は、 フ ラン スの パ ス カル で あ る。 この パ ス カル が、1642

年 に歯 車 をつ か った加 算 機 を試 作 した とい う記 録 が あ る。 ま た1671年

に は、 哲 学者 、 数 学 者 と して有 名 な ライ プニ ッツが、 段 付 歯車 式 計 算機 を

つ くっ た。 これ は、 最 近 ま でつ か われ てい た、 ユ ー ク リ ッ ドとい うメ ー カ

ーか ら出さ れ た 電動 計 算機 に使 わ れ て い る メ カニズ ム と全 く同 じ設 計 で あ

り、 四則 演 算 力が で き る計 算 機 で あ った。

1-2-2プ ログ ラム に よ る制 御 の 自動 化

昔 の手 回 しの ものか ら、 い まの 電 子式 卓 上 型 計算 機 に至 る まで、 ずい ぶ

ん タ イプ は違 うが、 共 通 して いえ る ことは、 記 憶 とい う動 作 と演算 とい う

動 作 を機 械 化 して い るが、 制御 は まだ機 械 化 され て い な い とい う点 で あ る。

この制 御 を 自動 化 す る機械 は、 つ くれ な いだ ろ うか と考 え た人 が い た。 そ

れが、 チ ャー ルズ ・バ ベ ッジ とい うイ ギ リス 人 で、 バベ ソジは 記憶 、 演 算

を機 械 で で き て も、 ふ しぎで は な い。 そ れ よ り も、 人 間 が や って い る制 御

とい うこ と を、 うま く機械 化 で き ない だ ろ うか と考 え た。
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チ ャー ル ズ ・バペ ッジの発 想 は、 き わめ て 自然 な形 が と られ て い る。 と

ころ で、 制 御 とい うもの を機械 化 す る場 合 に必 要 な こ とは、2通 りあ る。

1つ は、 計 算 し よう とす る意 思 で ある。 ある い は、 何 か 問題 を解 決 し よう

とす る意 思 で あ る。 この こ とは、 機 械 的 には絶 対 に生 ま れ て こな い もの で

あ る。

しか し、 意 思 の部 分 を除 くと、 あ とはや ろ うと思 っ た手 続 を、 た だ順 番

通 りにや って い るだけ にす ぎな い。 したが って、 そ うい う手 順 を何 らかの

形 で、 計 算機 構 の 中 に覚 え させ て お き、 順 番 に処 理 してい け ば、 うま くい

くの で はな い か とい うこ とが、 最 初 の発 想 で あ った。

とこ ろが、 この考 え 方 に は1つ 大 きな問題 が あ る。 どの よ うな計 算 で も、

実 際 に デ ー タの大 き さ を見 る前 に、 一 般 的 に そ の手 続 を正 確 に書 くこ とが

で きな い。 つ ま り、 途 中 でデ ー タの大 きさ に よって条 件 が 分 かれ る場 合が

あ るか らで あ る。 この 解 決 法 を パベ ッジは、 次 の よ うに考 え た。2つ の も

の を比 較 して、 どち らが 大 きいか 小 さい か。 もっ と基 本 的 にい うと、等 し

いか等 し くない か とい う比較 を した。 そ の結果 に よっ て、 そ れ以 下 の計 算

手続 は どの よ うな手 順 を と るか を選 択 させ た。 この選 択 す る手 順 を拾 わせ

る機 械 を、 従 来 の 四 則 演算 に プ ラス す る と、 すべ ての 問題 は解 決 す る とい

うこ とを発 見 した の で あ る。 この プ ロセス を書 き上 げ た もの をバ ベ,.ジ は

"計 算 の プ ログ ラム"と 呼 ん だ
。 つ ま り、 これが プ ログ ラムの は じま りで

あ り、 プ ログ ラム に よ る制 御 の 自動化 とい うこ とで あ る。

今 日で は、 こ うい うプ ログ ラ ム に よって、 制 御 が 自動 化 さ れ て い る よ う

な計 算 機 械 の こ とを 自動 計算 機(AutomaticComputer)と 呼 ん で い

る。 制 御 の 自動化 は、 実 用的 に も非常 に大 き く、 これ に よって計 算 の能 率

は飛 躍 的 に向 上す る とい うこ とが いえ る。

バ ベ ッジは、 実 際 に この プ ログ ラムを与 え る方法 と して カー ドに穴 を あ

け たパ ン チ カー ドを使 った。 プ ログ ラムを カ ー ドの 上 に あ らわ し、 そ れ を

機械 の 中に差 し込 む と動 くとい うよ うな プ ロ セデ ュ ア を考 え たが 、 実現 し

なか った。

実 際 に こ うい っ た 自動 計算 機 が 最初 に完成 した の は、1944年 で・・一

バ ー ド大学 で、ASCC・MarkI(AutomaticSequenceContro-
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11edCalculator)と い う計算 機 で あ る。 これ は 歯車 の 組 み合 わせ では

な く、 電 話交 換 機 な どで古 くか ら使 われ てい る リレー とい う小型 のス イ ッ

チ を うま く組 み合 わせ て、 一 連 の動 作 を機 械 化 し よ うとい うこ とで あ った。

ASCCMarkIで は、 プ ログ ラ ムは紙 テ ー プで 与 え られ て お り、 長 い

紙 テ ー プ に順番 に計 算 の プ ログ ラム を打 ち込 ん で、 それ をル ー プ状 態 にす

る。 そ の 紙 テ ー プ をか け る と順 番 通 り処 理 して い く。 一 種 の 外部 的 な記 憶

とい う形 で プ ログ ラムが与 え られ た とい う こ とで あ る。

1-2-3パ ンチ カー ドの採 用

一 方
、 多 量 の デ ー タを処 理 す る方法 と して、 パ ンチ カー ドが一 般 に広 く

使 わ れ る よ うに な った の は、19世 紀 の後 半 で あ る。 米 国 の 人 口統 計 局 に

い た ハ ー マ ン ・ホ レ リス とい う入 が カー ドを使 って 各種 の統 計業 務 をや ろ

う と した。

この ホ レ リスが 発 明 した パ ンチ カー ドを使 って、 い ろ い ろな統 計 業務 を

行 な う機 械 が 、 後 にパ ンチ カー ドシス テ ム(通 常 そ の頭 文字 を とっ てPC

Sと 呼 ばれ てい る)と い う一 つ の大 き な事 務 デ ー タの処理 機 械 群 に発展 し

て き て い る。 コ ン ピュー タが 出現す る以 前 には、 大 量 の集計 だ とか情 報 の

処 理 はす べ て、 この パ ンチ カ ー ド ・シス テ ム に よっ て行 なわ れて いた。 も

ちろん 、 現 在 で も コ ン ピュ ー タの入 力媒 体 と してパ ンチ カー ドは非 常 に重

要 な、 あ る いは 最 も重要 な媒 体 の1つ で あ る とい え る。

ホ レ リス の 場合 には、 大 量 のデ ー タを速 く処 理 す る とい う目的 のた め に パ

ンチ カー ドを使 用 した わけ で あ るが 、 別 な見 方 か らす る と、 これ は 非常 に

重 要 な意 味 を も って い る。 そ の1つ は、 パ ンチ カー ドとい うの は、 カー ド

に穴 が あい て い るか、 あい て い な いか とい うこ とで情 報 を表 現す る こ とで

あ る。 現在 の カー ドは、 ポ ジ シ ョンが 縦 に12段 あ り、1桁 ず つ にな って

い る。 標 準 の カー ドで は80桁 の もの が表 示 で き るが、 この桁 に ど うい う

デ ー タが入 っ て い るか とい うの は、 この穴 が どの よ うな状態 で あい てい る

か とい うこ とで わ か るわ け で あ る。 つ ま り、 か りに あい て い る状 態 を1、

あ い て い な い 状態 を0と い う数 字 で表現 す る と、0か1か とい う よ うな、

た った2つ の安 定 した状 態 しか ない よ うな もの を組 み合 わせ て、 い ろ い ろ

な数 字 な り、 情 報 な りを表現 す る とい う こ とで あ る。 この よ うに、2つ の
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よ く見 か け る例 で い う と電 光 ニュ ー ス も二 進表 現 にな って い る。 電 光 ら

一ス は普 通 の もの と違 って
、 個 々 の電 球が つ い て い るか い な い か とい う、

それ の組 合 わせ に よって 、 図 形 す なわ ち文 字 を表 わ して い る。 この二 進 表

現 が実 際 の情 報処 理 の上 で採 用 され た こ とが 、 この パ ン チ カ ー ドの 大 き な

意 味 で あ る。

も う1つ の大 き な意 味 は、 機 械 相互 間 で共 通 に交 換 し得 る よ うな こ とば

を作 っ た こ とで あ る。 パ ンチ カー ドに打 たれ た こ とば は、 人 間 の こ とばや

文字 で は ない。 しか し、 機 械 相 互 間 には、 そ れ で 自由に通 用 す る。PCS

の機 械 を使 えば 仕事 が 非常 に能 率 的 に運 ぶ とい う1つ の理 由 は、 こ うい う

共 通 の こ とば が あ るた め に、 そ の 間 で人 間 が 通訳 の よ うな形 で介 在 す る必

要 は な い か らで あ る。 デ ー タが 自動 的 に交 換 され て い くとい うこ とに非 常

に大 きい意 味 が あ る。

現在 で は、 機 械 相 互 間 で交換 し うる よ うな 共 通 の こ とば は、 パ ンチ カ 一
-10-－
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ドの こ とば だ け で は な く、 紙 テ ー プの こ とば、 あ るいは 磁 気 テ ー プの こ と

ば とい うよ うに、 し(ろい うな こ とば が あ る。

この よ うにパ ンチ カ ー ドは、 多量 のデ ー タを速 く処 理 す る こ とが でき た

とい うこ と とは別 に、 い ま述 べ た よ うな2つ の大 きな意 味 を情 報 処 理 の歴

史 上 で もって い る。

図1-4PCS機 械 組 織 図
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1-2-4コ ン ピ ュ ー タ の 発 明

今 ま で は 機 械 的 な 自 動 計 算 機 で あ っ た が 、1946年 に 初 め て 電 子 部 品

に よ る コ ン ピ ュ ー タ が 出 現 し た 。 こ れ はElectronicNumericalIn・-

tegratorAndCalculatorと い う の が も との 名 前 で 、 そ の 頭 を と っ

てENIACと し た 。 こ れ が 世 界 で 最 初 の コ ン ピ ュ ー タ で あ る(オ ー ト マ

チ ソ ク ・ コ ン ピ ュ ー タ と い う の は 、 そ れ 以 前 に ハ ー バ ー ド大 学 で で き て い

,る の で 、 別 に ふ し ぎ は な い が)。 ハ ー バ ー ド大 学 の 機 械 で は リ レ ー の よ う

な ス イ ッ チ を 使 っ て 計 算 し て い た 部 分 を 、 こ のENIACで は 真 空 管 に よ

る 電 子 回 路 に 置 き か え た 。 こ れ は 電 子 計 算 機 の 歴 史 上 、 特 筆 さ れ る べ き 事

柄 で あ っ た 。 た と え ば 、 電 子 回 路 に 置 き か え る こ と に よ っ て ス ピ ー ドが 速

く な っ た 。 ハ ー バ ー ド大 学 のMarkIに 比 べ てENIACは 、1,000倍

ぐ ら い の 速 さ に な っ て い る 。
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資料1

ENIACの 仕 様

使用真空管

所要電力

所要空調設備

演算速度

但 し

1mS

1μS

lnanoSecond

lpicoSecond

約18,800本

120KVA

24馬 力

10桁 ±10桁

10桁 ×10桁

10桁 ÷10桁

O.2mS

3mS

20mS

1/1,000S

1/1,000,000S

1/1,000,000,000S

1/1,000,000,0000,000S

●

△

1-2-5プ ログ ラム記 憶 方式

このENIACで 、 先 に述 べ た りレー か ら電子 部 品 へ の発 展 の過 程 に い

く つ か の 新 しい 考 え 方 が 登場 した。 そ の1つ に、 プ ログ ラ ムを シス テ ム

の 外部 か ら与 え る方 法 を あげ る こ とが で き る。 そ れ ま での プ ログ ラムは 紙

テ ー プ に よって 与 え てい た が、ENIACで は穴 が た くさ ん あ い た プ ラグ

ボ ー ドに配 線 をす る こ とに よ って プ ログ ラ ムを与 え た。 しか し、 この 方 法

だけ で はい ろい ろ な こ とが 不便 で、 た とえ ば計算 の 途 中で プ ログ ラムそ の

もの を変 更 した い とい うこ と もで き な い。 結 果 に よって い くつ か の計 算 手

続 の 中 の1つ をえ らん だ りす るだ け で は な く、 プ ログ ラムそ の もの を変 更

した い とい う よ うな こ と も実 際 に必要 に な って くる。 この よ うな場 合 、 外

部 か らプ ログ ラ ム を与 え る方式 で は 非 常 に不便 で ある。 そ こで、 エ ッカー

ト、 モ ー ク リの 両 名 が、 この 外部 か らプ ログ ラム を与 え る方 法 以 外 にな に

か うま い方 法 は な い ものか と研 究 して い た とき に、 フ ォン ・ノ イ マ ン とい

う有 名 な数 学者 が、 エ ッカ ー ト、 モ ー ク リに助 言 して1つ の重 要 なア イデ

ア を 出 した。 そ れ が プ ログ ラム記 憶 方 式 で あ る。1945年 の こ とで あっ

た。

-12 一
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ノ イ マ ンの ア イ デ ィア は次 の よ うな こ とで あ った。 人 間が 何 か 頼 め 中 で

計 算 す る場合 、 人 間 の 頭 の 中 に記憶 され て い るの は デ ー タだけ で は な く、

ど うい う方 法 で計 算 して い くか とい うこ とも、 実 は 頭 の 中 に入 って い る。

つ ま り、 計算 の プ ロ グ ラ ムそ の もの も頭 の 中 に入 って.いるわけ で あ る。

つ ま り、 記 憶 装 置 に入 力 デ ー タや 出 力デ ー タ、 あ るい は演 算 の中 間結 果

な どを た くわ え るだ け で は な く、 演算 を進 め て い くプ ログ ラム を同時 に こ

こ に記 憶 させ て お い た ら ど うだ ろ うか とい うこ とで あ る。 そ して記憶 され

た プ ログ ラム を逆 に 制御 装 置 へ1つ ず つ呼 び 出 して、 そ の命 令 に従 っ て制

御 装置 を動 かせ ば よい とい うこ とで あ る。

その場合、いろいろな演算 の手 続 を命 令 とい う形 で表 現 し記 憶 す る。 これ

は命 令 を1つ の情 報 と して貯 え る とい うこ とで あ る。 足 せ、 引 け 、掛 け ろ、

割 れ とい う命 令、 つ ま り実 際 に紙 テー プに穴 を あけ る とか、 プ ラグ ボー ド

に ピンを刺 す とい う よ うな こ とで は な く、 これ を命 令 とい う よ うな情 報 の

形 に して た くわ え て お き、 そ の命 令 を制 御 装置 で読 み と って実 行 して い く

とい うこ とで あ る。 後 に、 エ ッカー ト、 モ ーク リは 実 際 に プ ログ ラム記 憶

方 式 の コン ピュー タ と してEDVACと い うもの の設 計 を したが 、 実 際 に

完成 した の は1951年 であ った 。

実際 に完 成 した 最 初 の プ ロ グ ラム記憶 方 式 の電 子 計 算 機 は、 イ ギ リス の

ケ ン ブ リ ッジ大学 のEDSACと い う機 械 で、1949年5月 に最初 の計

算 を した と伝 え られ て い る。 これ は ウ ィル クス とい う人 が 作 り上げ た コ ン

ピュー タ で1949年 に完 成 して い る。 今 は一般 に コン ピュ ー タ とい うの

は、 この プ ログ ラム記 憶 方式 の電 子 計 算機 の こ とをさ して い る。
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資 料2

古 代

1614年

1642年

1672年

1834年

1850年

1872年

1884年

1889年

1917年

1919年

1919年

1938年

1940年

1940年

1944年

1945年

1948年

1949年

1950年

1951年

1951年

電 子 計 算 機 の 歴 史

手 、 指 、 石 な ど を 利 用 し て 数 字 を 表 現

石 か ら算 盤 へ

JohnNapier(1550～1617)に よ る 骨 牌 の 発 明

BlaisePascal(1623～1662)に ょ る10進 数 歯 車 の 計 算 機(Machin
e

Arithmetique)の 発 明

G・W・L、ebnig(1646～1716)に よ る卓 上 計 算 機(StepedReckoner)

の 工 夫1694年 完 成

Ch・ ・lesB・bb・g・(・791～187・)に よ るAn・lyti,alEngin。 の 考 案

Palmary計 算 機 の 発 明

Boldwinリ バ ー シ ブ ル 四 則 計 算 機 の 発 明'

Burroughsの 作 表 会 計 機(ListingCalculator)の 開 発

H・Hollerithvaよ る パ ン チ カ ー ド法 の 発 明

電 動 式 分 類 機 の 発 明

Eceles&Jordanに よる 真 空 管 計 数 回 路(FlipfIop)の 発 明

VannerarBushに よ る 大 砲 射 程 の 研 究

G・R・StibitzがRelay計 算 機 を 提 唱

NobertWinerに よ る 自動 計 算 機 の 構 想

S'B・WilIiamsの 設 計 に よ るMode1完 成

ハ ー バ ー ド大 学H・H・Aikenの 助 力 を 得 てIBMはH
arvardMarkIを 完 成

J・P・Eckertお よびJohn・W・Maucklyの 手 に よ っ て 電 子 管 式 本 格 的 電 子 計

算 機ENIACi誕 生

HarvardMarkllを 完 成

水 銀 遅 延 回 路 を もつEDSACが ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 で 完 成 －

J・P・Eckert&J・W・MaucklyがBINACを 完 成

EDVACの 完 成

ブ ラ ウ ン管 記 憶装 置 が マ ン チ ェ ス タ ー 大 学F・C・WiIliams&Ferrantige

の 協 同 で 開 発
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一資 料3

●

第 一 世 代 第 二 世 代 第 三 世 代

ξ

1954～1959 1959～1964 1964～?

主 要 電 子 回 路 真空 管 ト ラ ン ジ ス タ ト ラ ン ジ ス タ

、夕 『'"

マ イ ク ロサ ー キッ ト

内 部 記 憶 装 置 磁 気 ド ラ ム 磁 気 コ ア 磁 気 コ ア

ミ リ セ カ ン ド マ イク ロ セ カ ン ド
磁 気 ナノ セカ ン ド

シ ン フ ィル ム

記 憶 装 置 の 内 容 4000語 3aoOO語 50000語

外 部 記 憶 装 置 磁 気 テ ー プ 磁 気 テ ー プ 安 価 な ランダ ム ・

高 価 な ラ ン ダ ム ・ ス ト レ ー ジ

ス ト レ ー ジ

プ ロ ダ ク ト ・ ラ 個 別 的 な無 関 係 科学 用 お よび商 ワ ン ・ シ ス テ ム ・

イ ン 特 性 な機 械 業用計算の傾 向 コ ン セ プ ト

シ ス テ ム 特 性 パ ン チ ド ・ カ ー 地 点 に おけ るデ 統 合 さ れ た プ レ

'.

ド装 置 と単 独 コ 一 夕 プ ロ セ シ ン
イ ム ワ ー ク

ン ピ ュ 一 夕 グ大 型 機 と衛 星 遠隔入出力装置をも
●

・

コ ン ピ
ュ ー タ つ オン ・ラ イ ン 処 理

●
ソ フ ト ウ エ ア 機 械 語 ア ッ セ ン ブ リ ー タ イム ・シ ェ ア リン

,

シ ス テ ム ズ グ ・ シス テ ム ズ
,

ア プ リ ケ ー シ コン ・
→

シ ス テ ム ズ

ア プ リ ケ ー シ
ヨ 管 理 資 料 給 与 発 オ ペ レ ー シ ョ ナ 総 合 的 マ ネ ジ メン

ン の 型 注 処 理 な ど ル な 在 庫 お よ び ト ・イ ン フ ォメ ー シ 。

1

生 産 コ ン ト ロ ー ルiン ・シ ス テ ム
{

|
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2コ ン ビ ュ ーv－夕 の 原 理 と 構 成

図1-5
,

(
入

出

力

装

置

)

『
[出 力]4r

τ一/
「

制 御

ニコ[
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演

算

処
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装

置

)

…
ー
＼
〆ー

ー二=二

」

/

記 憶

置1

「三}/]

L二
演 算

コ ン ピュー タは 同時 にい ろ いろ な媒 体 に記憶 され たデ ー タ を読 み込 み 、 同時

に い くつ もの デ ー タを書 き 出す こ とを実 際 にや らなけ れ ば な らない。

そ れ で一 般 に コ ン ピュ ー タで は、 入 口 も出 口 も非 常 に た くさん あ る。 図1-5

の よ うに、 い くつ か の入 力装 置 とい くつ か の 出力 装 置 を ま とめ て、 入 出 力装 置

(1/O)と 一 般 に呼ん で い る。 一 方、制 御 、 記 憶、 演 算 とい う、 人 間 でいえ ば

頭 に対応 す る とこ ろが あ る。 この部 分 を、 演算 処 理 装置 、 あ る い は 中央演 算 処

理 装 置(セ ン トラル ・プ ロセ ッサ)と 呼 ん でい る。

2-1情 報 の表 現

コ ン ピュ ー タで の情 報 の 表 現 とい うの は、 どの よ うな 形 で 行 なわれ て い る

か とい うこ とを考 え よ う。 これ は、 基 本 的 に は先 に述 べ た パ ンチ カー ドと同

じこ とで あ る。 電子 的 な回 路 素子 の場 合 も、 安 定 状 態 は2つ しか ない。 つ ま

リオ ン(On)と か オ フ(Off)と かい うよ うな形 で ある。 オ ン の状 態 オ フ

の状 態 を利 用 してい ろ い ろ な計算 を進 めて い くわけ で あ るか ら、 情報 の表 現
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は2進 表 現 に な って くる。 一 般 に コン ピュ ー タの 回路 素子 と呼ば れ て い る も

の は、 大 ざ っ ぱ に分 け る と3つ の タイ プ に分 け る こ とが で き る。

1つ は、 論 理 素子 と普 通呼 ばれ て い る。 つ ま り、 足 す、 引 く、 掛け る、 割

る、 あ るい は、 大 きい か、 小 さい か、 等 しいか を判 断す る よ うな役 割 りをつ

とめ て い るの が この論 理 素子 で あ る。

そ れ に対 して、 電気 的 な意 味で い ろい ろな論 理 素子 を補 充 す る ような整 形

素子 、 あ るい は 増 幅 素子 とい った もの が ある。 電 気 的 な信 号 は、 た とえ ば ト

ラン ジス タや、 ダ イオ ー ド、 コンデ ンサ ーな どを通 過す る と、 波 の形 が くず

れ る と と もに抵抗 が あ るの で、 そ れ だ け 高 さ も低 くなっ て しま う。 そ うす る

と電 気 的 な信 号 が 一般 の雑 音 と区別 が つ か な くな って しま うの で、1つ の素

子 を通 過 す るた び に うま く形 を整 えて、 か つ、 も との大 きさ にま で増 幅 す る

ものが 必 要 で、 そ の よ うな素子 を増 幅 素 子 とい う。

も う1つ は、 遅延 素子 、 あ るい は記 憶 素子 とも呼 ばれ て お り、 コ ン ピュ ー

タ の 内部 で の タ イ ミン グの調整 に使 われ て い る。 い ろい ろな 回路 を通 って く

る信 号 は、 そ の パ ス の 長 さ に よって、 あ るい は途 中 に入 っ て い る エ レ メ ン ト

の 数 に よって 時 間 が狂 っ て くる。 これ は真空 中 を通 る速 さ で は走 らな い わけ

で あ る。 パ ス が 長 くな れば そ れ だけ 遅 くな り、 エ レメ ン トが 多 くなる とそ れ

だ け 遅 くな るの で、1ケ 所 に集 まっ た とき に タ イ ミン グが 合 わ な くな る。 そ

れ を調整 す るた め に早 い 方 を少 し遅 らせ る。 そ うい う ものが 遅延 素子 で あ る

が、 これ が 記 憶 素子 とい われ て い るゆ えん は 、記 憶 とい うの は、 あ る時 点 に

送 っ た情 報 を タ イ ミン グをず ら して取 り出 せ る とい う動 作 で あ る ので、 しば

ら く遅 らせ る こ と、 つ ま り待 たせ る とい う こ とは、 ち ょ うど記 憶 とい う状 態

と同 じで あ る。 それ で記憶 素子 とい う名 前 が 使 わ れ てい る。

電気 的 な もの の解 消の た め に整 形 素子 や 遅 延 素子 な どが使 われ るの で あ る

が 、 直接 演算 とか プ ログ ラム の制御 とか に関.与 して い るわけ で は ない。 そ う

い うこ とをや る の は論理 素子 で あ る。 コ ン ピュー タの 回路 は トラン ジス タ と

か 、IC(集 積 回路)と か、 あ るい は真 空 管 で あ る とい う よ うな ことが よ く

い われ るが、 そ れ は こ うい う回路 素子 と呼 ば れ る ものが 、半 導体 で あ るか、

トラン ジス タ で あ るか、 あ るい は集 積 回路 で あ るか、 あ るい は真 空 管 で あ る

か、 とい うこ とを意 味 して い るの で あ る。・基 本 的 に、 論理 素子 は3種 類 の も
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のか ら成 り立 っ て い る。1つ は ア ン ド(AND)と 普 通呼 ばれ て い る素 子 で、

ス イ ッチ 回路 の よ うな形 で書 くと図1-6の よ うな 回路 にな る
。 この 回路 に

は、 ス イ ッチ の他 に電 池(電 源)と 抵 抗(た とえ ば電 球 の よ うな もの)と か

ら構 成 さ れ て い る。 この 回路 は、Aと い うス イ ッチ とBと い うス イ ッチの ど

ち らも閉 じな い と回路 全 体 が閉 じな い。 つ ま り、 抵 抗 を 電球 だ とす る と、 こ

の 電球 が つ くの はA、Bど ち ら も閉 じた 場合 で ある。 つ ま りAか つBと い う

こ とで あ る。 こ うい う動 作 は、 何 もス イ ッチ で は な く、 トラ ンジ ス タや真 空

管 を使 って も容 易 に実 現 で き るが 、 この動 作 をす る素子 の こ とをAND回 路

_… ン

図1-6

B/

_/

争

↓

『
電池(電 源)

川 レ

抵抗(電 球)

とい って い る。 これ を回路 記 号 で あ らわ す と図1-7の よ うに な る。

これ に対応 す る もの と して オ ア(OR)と い う素 子 が あ る。 図1-8で い く

と電球 が つ くの は、 両方 閉 じて も電 球 は つ くわけ で あ るが 、Aま た はBの ど

ち らか が閉 じれ ば よい こ とに な る。 と うい う回 路 の こ とをOR回 路 とい って

い る。 これ を 回路 記 号 で あ らわ す と図1-9の よ うに な る。

も う1つ 基 本 的 な もの は ノ ソ ト(NOT)で ある。 い ま図1-10の よ う

な回路 を考 え る。 この場 合Aを ふ さ ぐ と、 コ イル に電 流 が 流 れ て電 磁 石 とな

り、 ス イ ッチ を吸 い 上げ てBの 回路 を離 して しま う。 つ ま り、 何 か イ ン プ

ッ ト ・シグ ナル が あ る と回路 が 切 れ て しま う よ うな回 路 で あ る。 これ をNO

入 力

A

BO－

図1-7AND回 路

Y出 力

●
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図1-80R回 路

1 /γし

図1-90R回 路

入 力

A

B

OY出 力

図1-10NOT回 路
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丁 回路(否 定 回路)と い い、 回路 記 号 で あ らわ す と図1-11の よ うにな る。

⑨

へ

A
O

力入

図1-11NOT回 路

↓

この3種 類 の もの が基 本 的 な タイ プで あ るが、 現在 で は、 こ うい った もの

を組 み 合 わせ た よ うな い ろい ろ な 素子 が 使 わ れ て い る。

次 に、 こ うい うもの の組 み 合 わせ に よって ど う して計 算 が 行 な われ るか、

つ ま り実 際 に2進 法 に よ る計算 を考 え てみ よ う。

0

1、.ノ ノ σ)
Il

(0000)1 (0001)

い ま こ こで、4つ 玉 の ソ ロバ ンで は な く、 上 図 の よ うな ソ ロバ ンを考 えて

み る と、 ゼ ロ とい うの は全 部玉 が 下 に あ る状 態 をい い、iと い うの は一 番 右

は じを1つ は じげ ば よい とい うこ と にな る。 次 に2は ど うす るか どい う と、

1を 加 え るの だが、 ・も う玉 が ない の で、 つ ま'り4つ 玉 の9と 同 じ状態 な ので 、

2 (0010) D

`

右 は じの 玉 を は らって、 次 のけ た に1を 入 れ るわ け で あ る。 す る と上 図 の よ

うにな る。 以 下 同 じ よ うにす る と、 次 頁 の 図 の よ う に 、oと1の 組 み 合

わせ 、 つ ま り2進 法 で10進 全 部 が あ らわせ る。 これ でわ か る よ うに、2進

法 演算 の規 則 を ま とめて み る と、

0十 〇=0

1十 〇=1

1十1ニ10
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とな る。

実 際 に この規 則 を使 って、2進 数 で10進 数 と同 じよ うな計算 が で き る か

ど うか や ってみ よ う。

た とえ ば、3+5と い う よ うな計 算 をや って み る と、10進 数 で は

3

+5と な る。

8

これ を2進 数 で行 な うと

0011

十 〇101

1000

とな り、1000は10進 数 では8に な る。 そ こで コ ン ピュ ー タでや らなけ

れ ば いけ な い こ とは 、 この 演 算規 則 に従 う よ うな演算 が 、 論 理 素子 の組 み 合
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BO

わせ で で き るか ど うか とい うこ とで あ る。 これ を 図1-12の よ うな回路 で

チ ェ ック して み る

A・=o、B=0を 考 え る と、OR回 路 か らはoが 出 てAND-2け た 上が

り回路 に入 る。AND-1回 路 か らは0が 出てNOT回 路 に入 り、 そ こか ら

1が 出 てAND回 路 に入 る。 そ して、AND回 路 か らは0が 出 てA+Bは0

にな る。 け た 上が りは0で あ る。A=1・B=O、A=0●B=1、Ar-1'

B=1も 同様 で あ る。

OR 図1-12

＼

AND-2

卜 一

け た上 り
一一〇

`

」

コ ン ピュ ー タは、 この よ うな回路 を数 多 くつ な ぎ合 わせ た もの で あ る。

次 に、 情 報 の単 位 につ い て 考 え てみ よ う。

0か ら9ま で の数 字 を あ らわす た め に は、2進 法 で は4つ の エ レ メン トが

あれ ば よい。2進 法 の こ うい った1.つ1つ の エ レ メ ン トを10進 法 のけ た と

区別 す るた め に"ビ ッ ト(bit)"と 呼 ぶ。 つ ま り、4ビ ッ トで10進 法 の

0か ら9ま での 数 字 は表 現 で き る とい うこ とで ある。 と ころが、 われ われ が

コ ン ピュ ー タで扱 うのは数 字 だけ では な く、 英 文 字 や 記 号 な ど情 報 の範 囲 は

広 く、4ビ ッ トで は足 りな い。4ビ ッ トで 表 現 し得 る情 報 の種 類 は16種 類 、

5ビ ッ トだ と倍 に な って32、6ビ ッ トで は64、8ビ ッ トにな る と256

種 類 の情 報 を表 現 で き る。 最 近 で は、文 字 を あ らわ す 単位 として8ビ ッ トを

1つ の 単 位 と して い る。 英 文 字 や ほ か の記 号 を あ らわ す と きには8ビ ッ トを

フル に使 い、 数 字 だ け の ときは8ビ ッ トを半 分 に割 って、4ビ ソ トを1つ の

単 位 と して扱 うこ とが で き る。 した が っ て、 数 字 だけ 扱 う場 合 には、8ビ ッ
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トで2け た の数 字 を入 れ る こ とが で き るの で、 コ ン ピュ ー タ全 般 と して 非 常

に無 駄 が な い。 特 に8ビ ッ トひ とか た ま りで文字 を あ らわ す とい う ような場

合 に、8ビ ソ トとい う単 位 に対 してバ イ トとい う名 前 が つ け られ て い る。 コ

ン ピュ ー タに よっ て は、 演 算 の 効果 を上 げ るた め に、2進 法 の計 算 をそ の ま

ま使 って い る もの もあ る。 一般 に、1回 に演 算 し得 る単 位、 つ ま り長 さ とい

うよ うな もの を、 コン ピュ ー タで は、 語 ある いは"ワ ー ド(Word)"と い う

単 位 で呼ん で い る。 つ ま り、 コ ン ピュ ー タで1回 に取 り扱 い得 る情 報 の長 さ

を語 と称 す る。 これ に対 して、4ビ ッ トとか8ビ ッ トな ど、 語 を形 成す る単

位 を"キ ャラク タ(character)"と 呼 ん で い る。 コ ン ピュ ー タに よっ て は、

語 とい う単 位 を と らな い で、 キ ャ ラク タだけ とい う単 位 で計 算 を して い る よ

うな機 械 もあ る。 これ は1け たず う処 理 を して は 元 に送 り返 す とい うよ うな

や り方 をす る。 そ の場 合 、1つ の命 令 で取 扱 い得 るけ た数 に は制 限 はな くな

る。 しか し、'そ の よ うな計 算 方 法 を とる と非 常 に遅 くな る。 比 較 的 小 型 の コ

ン ピュ ー タで記 憶 容 量 に余 裕 が な い場 合 には この 方法 が と られ て い るが、 大

型 の機 械 で は、 た い て い語(ワ ー ド)と い う単 位 で計 算 をす る方法 が と られ

て い る。 そ の理 由 は計 算 が 速 い か らで あ る。

ところ で、2進 表 現 や10進 表 現 の よ うに文字 や数 字 とい った もの を組 合

わせ て表 現 で き る よ うな情 報 を、 一 般 に、 計 数 型 の情 報、 あ る いは デ ィジ タ

ル ・イ ン フ ォ メー シ ョ ン とい う。 われ われ は普通 コ ン ピュ ー タ と呼 ん でい る

が 、 それ に は ア ナ ログ型(相 似 型)コ ン ピュ ー タ とデ ィ ジタ ル型(計 数 型)

コ ン ピュ ー タの2種 類 が あ る。 しか し、 普通 一 般 に コ ン ピュ ー タ とい うと後

者 を さす 。

2-2演 算 処 理 装 置

2-2-1主 記 憶 装 置

演算 処 理 装 置 に あ る記憶 とい う機 能 を果 た す 部分 は、 普 通、 コ ン ピュ ー

タで は"主 記 憶 装置"と 呼 ば れ てい る。 単 純 に記憶 装 置 と呼 ぶ場 合 もあ る

が、 他 の記 憶 装 置、 た とえ ば補 助 記憶 装 置 と区別 す る場 合 には主 記 憶 装 置

と呼ん でい る。 主 記 憶 装 置 は、 もの をた くさん 覚 え るた め に あ る もの では

な く、 もの を考 え るた め に あ る。 ち ょ うど人 間 の大 脳 に あ た る部 分 で あ る。

人 間 の脳 とい うのは、 い ろい ろな こ と を考 え 出す こ とが で き るが、 コンビュ

ー23一



一 夕の主 記 憶 装 置 もそれ が 目的 で あ る
。

コ ン ピュ ー タが 考 え る とい うのは プ ログ ラム を収 容 す る とい うこ とで あ

る。 複雑 な プ ロ グ ラム を収 容 す るた め に は手続 が 多 い た め、 そ れ だけ 大 き

な記憶 容 量 が い るわ け で あ る。 主記 憶 装 置 の最 大 の 目的 は プ ログ ラムの収

容 とい うこ とで、 主 記憶 装 置 の容 量が 少 ない とい うこ とは、 複雑 な こ とが

1度 に考 え られ な い とい うこ とで あ る。 した が って、 本来1回 で処 理 が 終

る こ とで も、2回 、3回 と分 け て処 理 を しなけ れ ば な らな くな り、 手 順 も

複雑 にな り、 ま た、 処理 に 必要 な時 間 も大 幅 に増 加 す る。

次 に付 随 す る仕 事 と して、 人 出力 デ ー タ、 あ るい は 演算 に必 要 な定 数、

演 算 の 中 間結 果 、 こ うい った こ とを一 時的 に覚 え るの が2番 目の 目的 で あ

る。 主 記憶 装 置 に対 す る性 能的 要 請 は速 い とい うこ とで あ る。 いか にた く

さん の 複雑 な プ ロセデ ュア を覚え られ た と して も、 反応 の鈍 いの は 困 る。

コン ピュー タの 速 さは 主記 憶 装置 の動 作 の速 さ、 つ ま り'もの を覚 え る、 あ

るい は覚 えて い る もの を取 り出 す ため の速 さ の こ とで あ る。 最 も速 い もの

で も、0.1マ イ ク ロセ カン.ド、 つ ま り100ナ ノセ カ ン ド前後 の速 さ しか

出せ ない。 そ れ 以 上 の もの は実 験 的 に しか ま だ存 在 して いな い。

2-2-2演 算 制御 装 置

演 算 制御 装 置 とい うの は、 演算 装 置 と制御 装 置 を ひ っ くるめ て い って い

るが 、 これ は実 際 に プ ログ ラムで与 え られ た こ と を実 行 して い くとい うこ

と、 つ ま り四則 演 算 お よび 論 理 演算 の実 行 が1つ の大 き な 目的 で あ る。

それ 以 外 に、 各 種 の 誤動 作 、 つ ま りい ろい ろ な 間違 い が起 こった ときの

検 出処 理 をす る こ とも重 要 な仕 事 で ある。 コ ン ピュ ー タで は非 常 に多 くの

仕事 をす るの で 、 そ の た め の い ろい ろな チ ェ ックは 自動 的 に処 理 しない と

困 るの で あ る。

演算 装 置 は、 四 則 演 算 を行 な う加 算 回路 、 レジス タ ーの1種 で 演算 の結

果 を蓄 え る累 算 器 、 シフ トレジス ターか ら構 成 さ れ て い る。

X+Yの 演 算 につ いて、 演 算 の仕 組 を考 え て み よ う。

まず デ ー タXが 記憶 装 置 か らデ ー タ レジス ター に よび 出 され る。L端 子

に電 圧 が か か る とデ ー タ レ ジス ターの 内容、 す な わ ちデ ー タXが 累 算器 に

入 り、 次 にデ ー タYが 記 憶 装 置 か らデ ー タ レジス タ ー に よび 出 され る。
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図1-15
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端 子

Load端 子

Calculate端 子

Store端 子

加算 回路 の 演算 端 子 に電圧 が 加 え られ る と、 累算 器 内 のデ ー タXが 加算

回路 のA側 か ら加 算 回路 に入 り、 デ ー タ レ ジス タ内 の デ ー タYは 、 加算 回

路 のB側 か ら加算 回路 に入 る。 そ こで デ ー タXと デ ー タYが 加 え られ 、C

端子 に電 圧 が か か る と加算 さ れ た結果 が 累算 器 に入 る。 したが って 累算 器

に最 初 に 入 った 内容 デ ー タXは 加算 結果X+Yに よって置 き かえ られ る。

S端 子 に電 圧 が かか る と、 累算 器 の 内容(X+Y)が 記憶 装 置 の定 め られ

た 記憶 場 所 に蓄 え られ る。

2N2-3入 出力 制御 装 置

入 出力 制 御 装 置 は、 入 出力機 器 や 補 助 記 憶 装置、 通信 回 線 な どを制御 す

る もの で あ る。 入 出 力装 置 か ら送 られ て くるデ ー タ、 あ るい はそ こへ 送 り
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出す デ ー タを うま く交通 整 理 して、 正 し く取 り扱 われ る よ うにす る もの で

あ る。

も う1つ の重 要 な 働 きは、 タ イ ミン グの調 整 で あ る。 コ ン ピュ ー タの演

算 処理 装置 は、 大 体100万 分 の1秒 ぐ らい の速 さで 動 い てい るが(あ る

い は最近 の コン ピュ ー タで は、 もっ と速 い1,000万 分 の1秒 ぐ らい の速

さ で計 算 してい る)、 入 出 力装 置 はそ れほ ど速 く動 か な い。 カー ドで1分

間 に1,000枚 読 む の が 限度 で あ る。 磁気 テ ー プの装 置 の よ うな 速 い もの

で も、1秒 間に20万 ～30万 字 ぐ らい しか読 めな い。 この よ うに コ ン ピュ

ー タの演算 速 度 と入 出 力装 置 との速 さの間 に は、 大 き な ア ンバ ランス が あ

る。 国 鉄 の み ど りの窓 口の よ うに実 際 に人 間 が手 で タ イ プ し、 コン ピュー

タに デ ー タ を送 る とい う場 合 にな る と もっ と遅 くな る。 この ア ンバ ランス

を うま く調整 す る とい うこ とが 必要 にな る。

次 に この ア ン バ ランス を調整 す る方 法 を考 え てみ よ う。 下 の図 の入 力側

入遠 ご 力

ハ ソ フ ア

か らポ ツポ ツ と単 発 に デ ー タが 送 られ て くる もの を、1度 ④ で蓄 え る。 あ

る程 度 た ま った と ころで、 これ を一 斉 に演 算 処 理装 置 に短 い タ イ ミングで

送 って しま う。'feと え ば、 デ ー タ を全 部送 る の に1秒 間 か か った とす る と、

1秒 間 ④(バ ッフ ァ)へ 蓄 え て お き、 この間 セ ン トラル ・プ ロセ ッサ とは

縁 を切 る。1秒 間 の デ ー タが た ま った ところ で、1ミ リセ カン ドな り、 数

10マ イ ク ロセ カ ン ドの速 さ で一 斉 にた くわ え たデ ー タを主 記 憶 装 置 に移

す。 この よ うに、 あ る時 間 デ ー タな どを蓄 え る こ とをバ ッフ ァ リング と呼

ん で い る。 入 出力装 置 が非 常 に遅 く、 演 算処 理 装 置 が非 常 に速 い場 合、 そ

の時 間差 を バ ッフ ァ を設 け る こ とに よって うま く調 整 す る とい う仕 事 も入

.出力制御 装置 の 部 分 で は、 や って い るの で あ る。

2-3入 出 力装 置

入 出力 装置 は、 人 間 とコ ン ピュー タ との イ ン ター フ ェー ス に な るの で、
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とれ が 不便 だ と中央 処 理 装 置 の性 能 が どん な に よ くて も うま くい か ない。 し

たが っ て非 常 に 大事 な部 分 で あ り、 それ だけ 多 種 多様 性 に富 ん で い る。 入 出

力機 器 、 つ ま り実 際 にデ ー タ を出 し入 れす る機械 は2つ に分 か れ てい る。1

つ は一 括 処 理(バ ソチ処 理)の た め の入 出 力機器 で あ る。 一 括 処 理 とは、 同

種 類 の デ ー タ をま とめ て一 度 に処 理 す る もので ある。 多 くの企 業 で 多量 の デ

ー タ を短 時 間 で処理 す るた め に使 って い る方法 で あ る。 入 出力 装 置 には、 カ

ー ド読 取 装 置
、 カ ー ド穿孔 装 置、 紙 テ ー プ読 取 り装 置、 紙 テ ー プ穿 孔 装置 、

光 学 文 字 読取 装 置(OCR)、 磁 気 文字 読 取 装置(MICR)、 ライ ン ・プ

リン ター、 プ ロ ッター、 ドラフ ター な どが あ る。

バ ッチ処 理 をす る入 出 力機 器 の要 件 の1つ は早 く処 理 で き る とい うこ とで

あ る。2つ には 信頼 性 が 高 い、 つ ま り故 障 しな い とい うこ とで あ る。 早 く処

理 で き る こ と と,堅 牢 で あ る とい うこ とが 非 常 に大 きな要 件 と して 要求 さ れ

る。

も う1つ の入 出 力機 器 には、 会 話 型 処 理 あ るいは対 話 型処 理 の入 出力機 器

が あ る。 国鉄 のみ ど りの窓 口の よ うに、 お客 さん の要 求 を 中央 の コ ン ピュ ー

タに送 って、 そ の結 果 を受 け と る とい うよ うに コン ピュ ー タ とみ ど りの 窓 口

に あ る機 械 が対 話 をす る形 で処 理 を進 めて い く。 この よ うな処 理 の しか た を

対 話 型 の処 理 、 会 話 型 処理 、 カ ンバ セ ー シ ョナ ル ・プ ロセス と い う。

この会 話 的処 理 に適 して い る入 出力 装 置 と して 、 タ イ プ ラ イ タ ーや映 像 表

示 装 置 が よ く使 われ て い る。 これ は テ レ ビの ブ ラウ ン管 と同 じで、CRTデ ィ

ス プ レ イ(カ ソ ドレイチ ューブ・デ ィス プ レイ)と いわ れ て い る。

会 話 型処 理 に おけ る最 大 の要 件 は人 間 が 直接 さ われ るの で、 まず 使 い や す

い とい うこ とで あ る。 堅牢 さ とか速 さ とい うこ とも必 要 で あ るが、 業 務 目的

に 合 い 使 い やす い とい うこ とが 会 話 型 端 末 機器 に対す る一番 大 き な要 請 で あ

る。 したが って 一 般 に個 々 の業 務 目的 に合 った特 別 な機械 が つ く られ る とい

うケ ース が 多 い。 た とえ ば、 国鉄 のみ ど りの 窓 口に あ る機 械 、 銀 行 の普 通 預

金 口座 を扱 うテ ー ラー ・マ シ ンな どが そ うで あ り、 一般 に端 末 機 械 あ る い は

端 末機 器 と称 してい る。 ま た これ ら端 末機 器 は通 常 コ ン ピュ ー タ と通信 回 線

で 結 ば れ てい る。

コ ン ピュ ー タ本体 の性 能 が 高 い とい うこ とは もちろん 重 要 で あ るが、 そ れ
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と並 行 して も う1つ 大 事 な こ とは、 端 末 機器 が い か に使 い や す くて 優 秀 で あ

る か とい うこ とが大 き な問題 に な っ て くる。 さ らに業 務 に適応 した もの で あ

る とい うこ とや、 使 用台数 が 多 い た め値 段 の安 い とい うこ とが要 請 され る。

コ ン ピュ ー タの構 成 で大 事 な もの に補 助 記憶 装 置が あ る。 情 報 処 理 シス テ

ム を構 成 す る大事 な もの と して、 ファ イル(台 帳)が あ るが、 そ うい っ た も

の を蓄 え るの が 補助 記 憶 装 置 で あ る。 何 億 字、 何十 億 字 とい う、 た くさん の

文 字 をた くわえ る装 置 が この 補助 記 憶装 置 で あ る。 補 助 記 憶 装置 は入 出力機

器 と同 じ よ うに必 要 に応 じて 何台 も付 け加 え る こ とが で き る よ うにな って い

る。 補 助記 憶 装 置 には、 磁 気 テ ー プ装 置 の よ うに多 くの文 字 を収容 す る こ と

が で き るが、 必 要 な情 報 を 直接 取 り出 す こ とが で き ない ものが あ る。 これ は

録 音 テ ー プ と同 じで 、巻 かれ て い るテ ー プの最 初 か ら順 を追 っ て、 情 報 を取

り出 した り入 れ た りす る こ と しか で き ない もの で あ る。 この よ うな形 で ファ

イル す る もの を シー ケ ン シ ャル ・ファ イル と称す る。 シ ー ケ ン シ ャル ・ファ

イル の形 で取 扱 うだけ では 不便 な こ とが 多い た め、 直接、 情 報 を読 み書 き で

き る補 助 記憶 装置 が非 常 に重要 な ポ ジシ ョ ンを 占め る よ うにな って きた。 こ

うい うもの を、 ダ イ レク ト ・ア ク セ ス ・ス トレー ジ(直 接 呼 び 出 しが で き る

ス トレー ジ)と 一 般 に呼 ば れ て い る。 あ るい は、 ランダ ム ・ア ク セス ・ス ト

レー ジ とい う名 前 で呼 ん でい る。 これ に は、 磁 気 デ ィス ク、 磁 気 ドラム とい

っ た よ うな タイ プの ものが 使 われ て い る。 それ ぞ れ 大 きさ に よって、 あ るい

は記 録密 度 に よって 容 量 は違 うが、 何 十億 字 とい うもの が記 録 で き るダ イ レ

ク ト ・アク セ ス ・ス トレー ジが最 近 で は つ く られて い る。

一
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資料4

1)入 出力 装置

カー ド読 取装 置

光学文字読取装置(OCR)

光学 マーク読取装置(OMR)
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紙 テープ読取装 置

磁気文字読取装置(MICR)



映 像 表 示 装 置
プ ロ ッ タ

ら

'

ラ イ ン ・ プ リ ン タ コ ン ソ ー ル ・ タ イ プ ラ イ タ

2)補 助記 憶 装 置

'磁 気 テ ー プ装 置

磁 気 デ ィス ク装 置

●
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3)カ ー ド ・穿 孔 テ ー プ ・磁 気 テ ー プ の 比 較 表

▲

媒体 の 種 類

項 目
カ ー ド 穿 孔 テ ー プ 磁 気 テ ー プ

」

○'

情 報 の 記 録 密 度 × △

一'「

〇
一 一 ・

入 力 × ○ ○
入 出 力速 度 　 　 　

i 出 力 × △ ○
'

記 録 の 独 立 性 ○ × ×

記 録 の 保 存 ○ △ ×

記 録 の 長 さ △ ○ ○

媒 体 の 値 段 ○ ○

A

×

{装 置 の 値 段1
△10 ×

〇 一 優 れ て い る △ 一 普 通 × 一 劣 っ て い る

4)補 助記憶装 置の比 較

記 憶 装 置 ア ク セ ス タ イ ム 容 量 装置の大 きさ
1け た 当 り

の 価 格

'

〆 ㌧'

磁 気 ド ラ ム

磁 気 デ ィ ス ク

約10mS小

爪

約10mS

小

く

大

く

高

/

価

＼

＼/ v ＼1/ ↓

φ

`

磁 気 テ ー プ

1

大 き い 大
1

㌧i

大

!

小

i

安 価

一

,

↓
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5ソ フ トウ ェア

3-1ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェア

コ ン ピュー タがほ か の機 械 と大 き く違 う ところ は金 物(ハ ー ドウ ェアHa-

rdware)、 つ ま り機 械 そ の もの を買 って きて、 そ れ に電 源 を通 じた だけ で

は全 く仕 事 を しな い とい うこ とで あ る。 そ れ で は仕 事 を させ るた めに は何 が

必 要 か とい う と、 ハ ー ドウ ェア を実 際 に動 か す プ ロ グ ラ ムで あ る。 この プ ロ

グ ラムや コン ピュ ー タの使 用技 術 の こ とを総 称 して、 ソフ トウ ェア とい う。

コ ン ピュ ー タが で きた ご く初期 の ころは、 仕 事 が あ る ご とに そ の プ ログ ラ

ム を書 いてい た。 と ころが だ ん だん とコ ン ピュー タが 方 々 で利 用 され る よ う

に な る と、 プ ログ ラム を書 くとい う作 業 が 非常 に大 き な負 担 にな って きて、

仕 事 が うま くいか な くな る。 また、 同 じ よ うな プ ログ ラ ム をい ろい ろな とこ

ろ で、 同 じ よ うな苦 労 を しな が ら作 成す る とい う無 駄 が生 じて くる。 そ れ か

ら、 特 別 な技 術 を必 要 とす る よ うな プ ログ ラムは特 定 の と ころ で しか 作れ な

い。 そ こで、 プ ロ グ ラ ム を標 準 的 な もの、 一 般 的 な もの として作 り、 どの コ

ン ピュ ー タで も使 え る よ うに しよ うとい うところ に ソフ トウ ェア の発想 が あ

る。

ハ ー ドウ ェア:コ ン ピュ ー タ を構 成 す る機 器 、 電 子 回 路 な ど

ソ フ トウ ェア:コ ン ピュ ー タ を活用 す るた め に必 要 な プ ログ ラム使 用技 術

な ど

3-2ソ フ トウ ェア の構 成

コ ン ピュ ー タに 附 随 して い る直接 的 な ソ フ トウ ェア は 次 の よ うな構 成 にな

って い る。

1)言 語処 理 プ ロ グ ラム ・

プ ロ グ ラム を作 成 す る こ との むず か しさ は、 大 き くわけ る と2つ あ る。

そ の1つ は、 実 際 に コ ン ピュ ー タで処 理 す る仕 事 の手 順 を正 し くフ ロー

チ ャー ト(流 れ 図)に 書 き あげ るこ とで あ る。 これ が 非 常 にむず か しい の

で あ る。実 際 に プ ロ グ ラ ム を作成 す る作 業 の うち8割 位 が そ れ にかか って

い る とい って も過 言 で は ない。

も う1つ のむ ず か しい こ とは、 書 きあげ られ た手 順 を コ ン ピュ ー タにわ

か る こ とば で あ らわ す とい うこ とで ある。 コ ン ピュ ー タの プ ログ ラムは、
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プ ログ ラム記 憶 方 式 の 場合、 命 令 の形 で書 か れ るが、 そ の命 令 は わ れ われ

普 通 の 人 間 には非 常 にわ か りに くい もので ある。 た とえ ば、 足 し算 や引 き

算 の命 令 もそ の通 り書 くの で は な く、0、1の 組 み合 わせ で書 いて い く。

この0、1で 書 い た こ とば が、 直 接 コ ン ピュー タが わ か る こ とば で あ る。

と ころが コ ン ピュ ー タの こ とば、 つ ま りoと1の 組 み合 わせ を勉 強 す る と

い うこ とは 非常 に困難 で ある。 ま た人 間の場 合 で考 え る と、 日本 人 とア メ

リカ人 が お 互 い に イ ン フ ォ メー シ ョンを交 換 す る場 合、 日本語 で も英語 で

もな い もの、 た とえ ば エ ス ペ ラン ト語 の よ うな第3の こ とば を使 って もお

互 い に通 じるはず で あ る。 コンピュータの場合 に もそれ と同 じよ うな こ と を

や ろ う とい うわ け で あ る。 人 間 の こ とば で もない、 コ ン ピ ュー タの こ とば

で もない 中 間 の もの で、 人 間 には 使 いや す く し、 コ ン ピュ ー タ に もわ か る

よ うにす る。 この よ うな こ とば を使 用す れ ば、 プ ログ ラム'を作 成 す る作 業

が 楽 にな る。 この プ ログ ラムの た め の専 用 の こ とば を、 一 般 に プ ログ ラム

言 語 と称 す る。 これ は い うまで もな く、 自然言 語 で は な く、 文 法 的 に見 て

も プ ロ グ ラ ム用 の こ とば 、人工 の こ とば で あ る。 人 間 は プ ログ ラム言 語

を使 って プ ログ ラム を表 現 す る。 現在 プ ログ ラム言 語 と して、 一般 に よ く

知 られ て い る もの と して、COBOL語(CommonBussinessOri-

entedLanguage)と い うものが あ る。 これ は主 と して事 務 計算 に使 わ

れ て い る。 ま た、 科 学 計 算 用 と してFORTRAN(FormuIaTrans-

lation)が あ る。 この他 にALGOL語 、PL/1、RPGな どの こ と

ば が あ るが、 これ らは いず れ も プ ログ ラム言 語 で ある。 い ま あげ た の は、

一 般 に レベル が 非 常 に高 く
、 人 間 の こ とば にわ りあい に近 い こ とば で あ る。

以 上の よ うな プ ログ ラム用 言語 を使 って プ ログ ラムを書 く。 そ の プ ログ ラ

ム を コン ピュ ー タ の こ とば で書 か れ た、 つ ま リコ ン ピュ 一 夕の命 令 で書 か

れ た プ ログ ラム に翻 訳 す る こ とが 必要 にな って くる。 こ の翻訳 す る プ ログ

ラムの こ とを言 語 処 理 プ ログ ラム と一 般 に呼 ぶ。

2)サ ー ビス ・プ ログ ラ ム

実 際 に コ ン ピュ ー タ を使 用す る立 場 か ら見 る と、 ど うい うプ ログ ラム言

語 で プ ログ ラ ムを書 くか とい うこ とが最 も大 事 な こ とで あ る。

も う1つ 非 常 に 大事 な こ とは 、 コ ン ピュ ー タの入 出力 デ ー タの編 集 だ と
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か 分 類 だ とか、 入 出 力装置 の 制御 、 ファイ ル の処 理 、 こ うい った ものは ど

の よ うなデ ー タ処 理 をす る場 合 で も必 ず 必要 にな る。 この よ うな プ ログ ラ

ムは、 標 準 的 な プ ロ グ ラム と して作 っ ておけ ば 便 利 で あ る。 パ ッケ ージ化

して あ らか じめ準 備 して あ る この よ うな プ ロ グ ラムの こ と を、 サ ー ビス ・

プ ログ ラム と呼 ん で い る。

3)診 断 プ ログ ラム

デ ィバ ッ グ用 プ ログ ラムな ど コ ン ピュー タに ど こか悪 い ところ は ないか

とい う よ うな こ とを 診断 す るた め に使 われ る プ ログ ラムが 、 診 断 プ ログ ラ

ム で あ る。 ま た、 実 際 に書 か れ た プ ログ ラムの ど こか に 間違 い が な いか ど

うか、 とい う よ うな こ と をチ ェ ックす るの が デ ィバ ッグ用 の プ ログ ラムで

あ る。

4)管 理 プ ロ グ ラム

最 近 の コ ン ピュ ー タ では、 管 理 プ ログ ラム、 あ るい は 制 御 プ ログ ラム、

一 般 に コン トロール ・プ ログ ラ ム とい う名 前 で呼 ば れて い る ものが あ る。

この プ ログ ラム に よって 統 一 的 に処 理 が行 な わ れ る。 つ ま り、 各装 置 に対

す る仕事 の 割 り振 りを制 御 し、 そ の潜在 的 な 能 力 を最 も効果 的 に使 え る よ

うにす る プコ グ ラムで あ る。 管理 プ ログ ラムが で きた こ とに よって得 られ

る最 大 の メ リ ッ トは、 オ ペ レー タに よ る仕事 の 中断 が 少 な くな った とい う

こ とで あ る。 仕事 の 順 序(ジ ョブ ・ス トリー ム)を 、 この コ ン ピュ ー タに

あ らか じめ与 え て お くと、 管 理 プ ログ ラムは順 番 に ピ ンク.ア ンプ して い っ

て、 オペ レー タの 中断 な しに次 か ら次 へ と仕 事 を や って い く。 ソフ トウ ェ

ア の中 で、 管理 プ ログ ラム に よって引 き入 れ られ た 言 語処 理 プ ログ ラム以

下 の プ ログ ラ ム で、1つ の大 きな 体 系 にな っ てい る わけ で あ る。 これ を一

般 にオペ レ ーテ ィン グ ・シス テ ム と呼ん で い る。

オ_テ,ン グ.システム遵 ㌫1二,ム

ー サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム

…
一 そ の 他

5)オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム と い うの は 、 管 理 プ ロ ラ グ ラ ム が あ っ て 、
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そ の下 に言 語 処 理 プ ログ ラム、 サ ー ビス ・プ ログ ラ ムな どの体 系 を もっ て

い る。 プ ログ ラ ムの サ イズ と して も非 常 に大 きな プ ログ ラム に な る。

6)ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラム

ユ ー ザー ・サ イ ドか ら見 て大 きい のは、 ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ム

で あ る。 実 際 に コ ン ピュー タ で仕事 を行 な うの に必 要 な プ ログ ラ ムで あ る。

これ は大 体2通 りに分 け る こ とが で き る。

アプリケーシ・ン・プ・グラム仁 ∵1二 二 ニリィ

1つ は プ ロ・グ ラ ム ・ライブ ラ リィと呼 ば れ て い る もの で あ る。 特定 の 大

き な 内容 を もった 対 象 業務 を共 通 に処 理 し うる よ うに作 成 した プ ログ ラム

で あ る。 あ る一 定 の 計算 手順 で一定 の結 果が 得 られ る ものを あ らか じめ プ

ログ ラム して お く。 ち ょ うど既 製 品 を使 用 す る時の 考 え 方 と同 じで、 必 要

な時 必 要 な プ ロ グ ラム を と り出 して使 用す る こ とが で き る。 特 に1つ の プ

ログ ラムで大 き な もの を つ くる には、 い ろい ろ な技 術 が い る。 特 別 な計 算

技 法 や 仕事 そ の もの に対す る ノ ウハ ウが必 要 で あ る とい っ た場 合、 プ ログ

ラム ・ライブ ラ リ ィは、 非 常 に貴 重 な価 値 を もって くる。 現 在 標 準 的 な プ

ログ ラム ・ラ イブ ラ リ ィが 作 成 さ れて い る。 大 きな ソ フ トウ ェア ・パ ッケ

ー ジ と して は
、情 報 管理 の分 野、 デ ー ター ・ベ ース の 管理 、 計量 経済 予測 、

い ろい ろな もの を予 測す る ため の プ ロ グ ラ ム シ ミ ュ レ ー シ ョン のた め の

プ ログ ラム、 あ るい は統 計 解析 、 数 理 計 画、 数 値制 御 、 構 造 解 析 な どい ろ

い ろな大 きな パ ッケー ジの 開発 が進 ん で い る。

ア プ リケー シ ョ ン ・プ ログ ラムの も う1つ の分 野 は、 ユ ー ザ ーズ ・プ ロ

グ ラムで あ る。 ユ ー ザ ーが 自 らの企 業 の 中 で開 発 した ア プ リケ ー シ ョン ・

パ ソケー ジで あ る。

以 上述 べ た よ うに、 ソフ トウ ェアは い ろ い ろな 目的 の た め の プ ログ ラム

の集 団 と して み て もい いわ け で ある。 この ソフ トウ ェア の問 題 点 は、 まず

第1に ハ ー ドウ ェア とのバ ランス で あ る。 中型 や小 型 の機 械 で、 非常 に大

きい ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジをつ くっ てみ て も意 味 が な い とい うこ とで

あ る。

次 に大事 な こ とは、 プ ログ ラムの 標準 化 とい うこ とで あ る。 特 にプ ログ
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ラ ム言 語の 標 準 化 は非 常 に大 事 な こ とで あ る。 つ ま り、 どの メー カー の ど

の 機械 で も、 この こ とば で プ ログ ラム を書 い て お け ば 安心 だ とい うよ うな

標 準 語 がほ しい こ とで あ る。 現 在、 標準 語 と して、 一 般 に認 め られ て い る

の は、COBOL、FORTRAN、ALGOL、PL/1と い うこ とば

で あ る。 特 にCOBOLとFORTRANは 国 際 的 に大体1つ の標準 は で

き あが って い る。 標 準 語 で プ ログ ラム を書 いて お け ば 、 多 くの コ ン ピュ ー

タでそ の ま まそ の プ ログ ラム を使 うことが で き る よ うに な る時 代 が、 近 い

将 来 実現 す る で あ ろ う。 尚、 日本 にお い て は、FORTRAN、ALGO

LがJISに 定 め られて お り、COBOLのJIS化 も近 い。

3番 目に大 事 な こ とは、 基 礎技 術 の開発 で あ る。 コ ン ピュー タは、 ハ ー

ドウ ェアや ソ フ トウ ェア とい う よ うな もの も、もち ろん 大 事 で あ るが、 さ ら

に それ をバ ック ア ップす る基礎 技 術 を 開発す る こ とが 非 常 に重 要 で あ る。

た とえば、100万 トンタ ン カ を設 計 した い とい う場 合 、 当 然 そ の構 造計

算 を綿 密 に しなけ れ ば な らな い。 しか し、 そ の構 造 計 算 を ど うい う方法 で

行 な っ た ら よい か とい うの は現在 は っ き りわ か っ て い るわけ で は な い。 近

似 的な 方法 や、 や り く りす る方 法 は あ るが、 そ れ で は果 た して 実 際 に大 丈

夫 か ど うか とい う こ とは、 わ か らな い わけ で あ る。 そ の た め に非 常 に大 き

い セ ー フテ ィ ・フ ァク タ(安 全 率)を かけ て や る こ と も行 なわ なけ れ ば な

らな い。 そ うい うこ とを正 確 に行 な わな い と、 い か に コ ン ピュ ー タが発 達

して も、 うま く活 用 して い くこ とが む ず か しい の で あ る。 これ は一般 の情

報 処理 の 場 合 に もい え る。 デ ー タ ・ベ ー ス とい う よ うな もの を ど うい う構

造 につ くるべ きか、 あ るい はそ の検 索は ど うい う方 法 で や るべ きか とい う

よ うな こ とは、 特 にMISと 呼 ばれ る よ うな大 き な情 報 シス テ ム をつ くる

場合 に は、 非 常 に大 きな 問題 にな って くる。 したが って 基礎 技 術 や基 礎理

論 とい っ た よ うな もの を無 視 して は、 決 して うま くい か ない とい うこ とで

あ る。

最後 に大事 な こ とは、 ユ ー ザ ーは 開発 す る こと を怠 っ ては い け ない とい

う こ とで あ る。 つ ま り、 真 に企 業 の た め の機 械 として コン ピュ ー タ を使 っ

て い く場 合 、 非 常 に大 きな 意 味 を も って い る とい うこ とで あ る。
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4コ ン ピ ュ ー タ とそ の周 辺 技術 の発 達

コ ン ピュ ー タが 他 の機 械 と違 う大 き な特 徴 は、 ソフ トウ ェア が 必要 で あ る と

い う こ とで あ る。 も う1つ 大 きな特 徴 は 、ENIAC以 降 の コ ン ピュー タの 発

達 は 非 常 に め ざ ま しい とい うこ とで あ る。 つ ま り、 同一 種 類 の もの で これほ ど

まで に著 しい発 達 を した機 械 は ほか に な い だ ろ う。 た とえ ば 自動車 に して も、

フ ォー ドが 一 番 先 に走 らせ た 自動 車 と現 在 の 自動車 を比 べ て も、 平 均 的 な値 で

い え ば、 速 さ は10対1に もな って い な い。 しか しコン ピュ ー タの 場合 、 人 間

とENIACの 計 算 能 力 の差 よ りも、ENIACと 現在 の コン ビ=一 夕 との 計

算 能 力 の差 の方 が は るか に大 きい わけ で あ る。 コン ピュ ー タの発 展 過 程 を数 学

的 に見 る と(1)～(3)表 の ように な る。(次 頁)。

まず 一 番 著 しい特 徴 と して処 理能 力 につ いて 見 る と、 処理 能力 は2つ あっ て、

1つ は速 さ、1つ は もの を考 え る能 力 で あ る。 演 算速 度 は、1950年 代 の 一

番速 い もの で大 体1,000μS、 つ ま り1mSか か った。 これ は10桁 ぐ らい の

数 を プ ラス ・マ イナ スす る速 さが 大体1mSか か った とい うこ とで あ る。 これ

は、10年 後 に大 体50倍 ぐ らいの速 さ で速 くな って きて い る。 現 在 では、 大

体0.4μSぐ らいの もの が、 大 型 の 計算 機 で は ご く普 通 に使 わ れ てい る。0.4

μSと い うと、1秒 間 に250万 回 の プ ラス ・マ イナ スが で き る とい う速 さ で

あ る。1980年 に は、 演算 速 度 が0、01μSの ものが 開 発 され て い る に違 い

な い と思 う。 これ が1つ の大 き な特 徴 で あ る。

2番 目 に頭 の 良 さ で あ るが 、 大 体10年 間 に1桁 ず つ ぐ らい の割 合 で 良 くな

っ て きて い る とい うこ とで あ る。 一 番 最 初 の プ ログ ラム容 量 は103ぐ らい、 つ

ま り1,000ぐ らい で あ る。 これ は、 わ りあい に複雑 な給 与計 算 を1つ の プ ロ

グ ラムで書 け る ぐ らいの 容 量 で あ る。 給.与計算 を1つ の ま とま っ た プ ログ ラム

と して 処理 し得 る ぐ らい の容 量 が、1950年 代 の最 高 限 度 だ った わけ で あ る。

これ が 大 体10年 ご とに1桁 ぐ らいず つ 上 が って きて、 現 在 で は、 数 十 万 とい

った プ ロ グ ラム ・ス テ ップが実 際 に実 行 で き る よ うな コ ン ピュ ー タが あ る。 近

い将 来 に は、 数 百 万 とい うよ うな こ とにな っ て くるだ ろ う と考 え られ る。

つ ぎに、 補 助 記 憶 容 量 、つ ま り どれ く らい の フ ァイル を記憶 で き るか とい う

こ とで あ る。 これは 、 大 体10年 間 に2桁 、100倍 ず つ くらい の割 合 で伸 び

て、 現 在 で は10年 間 数 百 億字 に な って い る。
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(1)処 理 能 力 の 向 上

1950 1960 1970

-一

演 算 速 度 LOOOμS 20μS α4μS

一 も"「

α01μS

プ ロ グ ラ ム 容 量 103 104 105

一 一

106

補 助 記 憶 容 量 105 107 109 1011

1線 型 計 算 の 処理 能 力1δ

100i 1,000 10000 110qoOO

② 機 能 の 多 様 化

1950 1960 1970

入 出 力 情 報 計数的情報 物理 的情報 図形 的 情 報 パ ター ン情報

処 理 方 式 一 括 処 理 オンライン処 理 会 話 型処 理

}

時 分 割処 理

プ ロ グ ラ ム 言 語

i 1機 械 的 言語1
汎 用 コ ン パ イ ラ 言 語 問 題 向言 語

(3)信 頼性 、 経 済 性 の 向 上

1950 1960 1970

回 路 素 子 真空 管 回路 トランジスタ回路 集 積 回 路 高密度集積回路

MTBF 200時 間 LOOO時 間 5000時 間 10000時 間

素 子 の 価 格 10ド ル 1ド ル α1ド ル α01ド ル

消 費 電 力
{

|

100 10

$

5 1

1

以上 の3つ の性 能 は ハ ー ドウ ェア の能 力 で あ るが、 能 力の 向上 で は ソ フ トウェ

ア の向 上 もみ の がせ な い。 た とえ ば、 連 立 一 次 方 程式 を解 く場 合、1950年 代

ぐ らい に は百 元 くらい の もの を解 く計 算 技 術 しか な か った の で あ る。 そ の誤 差

を キ ャン セ ルす る よ うに うま く計 算 して い か な い と、 この計 算 はで きな い。 コ

ン ピュ ー タ の性 能 では な くて、 誤 差 を うま くとって い く計 算 技 術、 つ ま リソ フ
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ト ウェア の方が 問題 に な るわ け で あ る。50年 代 には 大 体 百 元 く らい の もの を

さば くソ フ トウ ェアが 限 度 で あっ たが、 それ が60年 代 に な る と手 元 くらい の

ものが で き る よ うに な り、 現 在 で は一 万元位 の 線型 計 算 が 取 り扱 え る よ うに な

って きて い る。

さて、 先 にふれ た コ ン ピュ ー タの計算 ス ピー ドで あるが、 この上 昇 の ス ピー

ドは今後 にぶ るだ ろ う。 な ぜ な ら、 現在 の ス ピー ドそ の もの が、 限 界 に近 づ い

てい る と考 え て もい い か らで ある。 で は、 コ ン ピュ ー タの 処理 能 力 は も うこれ

以 上 あが らない か とい うと、 決 して そ うで は な い。 コ ン ピ ュー タの処 理 能 力 は

まだ ま だ向 上す る。 そ れ が個 々のス ピー ドは 同 じで も、 一 時 に た くさん の仕 事

が で きる よ うに と設 計 の 方 向が 向 いて い るか らで あ る。 丁度 、 自動 車 の ス ピー

ドをあげ る よ りも、 積 載 量 を 多 くす る、 また、 道 路 を広 く して一 時 に数 台 の 自

動車 を走 らす、 そ うした全 運 送 量 を大 き くし よ うとす るの と同 じ考 え 方 で あ る。

一時 にい ろい ろ な プ ログ ラムが 互 い に関連 しなが ら仕 事 が で きれ ば
、 コ ン ピュ

ー タの処 理 能 力 は 増 大 す る ので あ る
。 この 方 向 に向 っ て、 これ か ら登場 し、 常

識 にな ろ うと して い るの が、 多 重 プ ロセサ ・システ ムで あ る。 す で に数 年 前 か

ら、 米 国 の ウェス テ ィ ングハ ウス の ソ ロモ ン ・コ ン ピュ ー タ、 イ リノ イ大 学 の

イ リア ック等 実 験 コ ン ピュー タの い くつ か が あ り、 最 近 で は、 この 思想 を実 現

した一 般 用 コ ン ピュ ー タ も続 々 と登 場 して い る。

これ は要 す るに、 図1-14の 型 を もつ もの で、 従来 の 唯一 の 演算 ・制御 装

置 にか わ り、 これ(Processor)を た くさん も った もの で あ る。 この種 の コ ン

ピュ ー タで は、 互 い に関連 の な い プ ログ ラム を同時 にい くつ か走 らす こ とが で

き るのは い うま で もな い こ とで あ るが 、1つ の プ ログ ラ ムを い くつ かの モ ジュ

ール に分 解 し
、 互 い に 関連 を もたせ なが ら(デ ー タに よ り、 あ る いは 時 間 に よ

り)仕 事 を行 なわ せ る こ とが 可 能 にな って い る。共 通 に しな け れ ば な らな い部

分(記 憶 装 置 、 入 出力 装 置)は 共 通 に し、 個 々別 々 に持 たせ た方 が 効果 的 な部

分(演 算 、 制 御 装 置)を 別 々 に持 たせ て、 しか も、1つ の コ ン ピュ ー タ として

制御 で き る よ うに ま とめ た もの が、 多重 プ ロセ サ ・シス テ ム なの で あ る。

この よ うな形 でデ ー タ処 理 を行 な う技 術 が、 だん だん と一 般 の汎 用 コ ン ピュ

ー タで も使 われ て い る
。2番 目 にめ ざ ま しい こ とは、 機 能 の 多様 化 とい うこ と

で あ る。 つ ま り、 い ろ い ろな こ とが で き る よ うにな って きた とい うこ とで あ る。
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図1-14
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1950年 頃 の コ ン ピュ ー タは、 計数 型 の情 報 だけ を処 理 す る よ うに考 え ら

れ て きた わけ で あ る。 もち ろん 、 現 在 で も コン ピュ ータは 基 本 的 には 計 数 型 の

情 報 しか処 理 しな いが 、60年 代 に な る と、 そ れ に加え て 物 理的 な情 報 が コ ン

ピュ ー タで扱 われ る よ うに な った。 物 理 的 な量、 た とえ ば 電 流 の量 だ とか 電 圧

だ とか い っ た もの を、 直接 コ ン ピュ ー タの入 力 情 報 と して 使 うこ とが で き る よ

うにな っ た とい うこ とで あ る。 た とえ ば、 化 学 工場 で無 人 制御 な どを行 な うた

め には 絶対 に必 要 で あ り、 電 カ プ ラン トの制 御 をす るた め には、 い ち い ちそ れ

を計数 型 の情 報 に 直 してそ れ を コン ピュ ー タに あ らため て 入 れ る とい う方法 で

は間 に合 わ な い。 ま た、 現在 で は図 形 的 な情 報 が 取 り扱 え る よ うに な っ た。 映

像 表示 装 置 で、 グ ラ フを表 示 す る とい う よ うな装 置 で あ る。 映像 表 示 装置 に瞬

間 的 に図形 をか くこ とが で き る よ うにな っ たが、 さ らに図 形 そ の もの を、 コ ン

ピュー タに イ ン プ ッ トとして使 うこ とが で き る よ うにな った。 一 般 に タ ブ レ ッ

トと呼 ば れ てい る入 力 機器 で、 一 番最 初 に ラン ドコー ポ レー シ ョン で開 発 した

もの で あ るが、 図 形 そ の もの を コ ン ピュ ー タの 入 力情 報 と して使 った。

今後 の問題 は、 パ タ ー ン情 報 と称す る もの で あ る。 パ ター ン で与 え られ て い

る情 報 を うま く処 理 し よ う とい うこ とで、 現在 で も部分 的 に は行 なわ れ る よ う

にな って きて い る。 た とえ ば、 手書 きOCRと い うよ うな ものが あっ て、 手 で

書 いた 数 字 を うま くコ ン ピュ ー タで読 み 取 る とい うこ とで あ る。 あ るい は、 郵

便 番号 の 認識 機 械 な ど も一 種 の パ ター ン認識 だ といえ る。 パ ター ン とい うと、

図形 と同 じもの だ と思 われ るが、 実 は大 きな違 いが あ る。 図 形 は形 そ の もの で

もの をあ らわ して い るが、 パ ター ン はそ うで は な い。 た とえ ば、 こ こに 「あ 」

とい う字 を書 く。 これ が大 き くて も小 さ くて も、情 報 と して は全 部 同 じ情 報 で

あ る。 つ ま り これ は 、 線 のつ なが りに よっ て1つ の情 報 が あ らわ され てい るわ

け で、 形 では な い。 ど こが ど う連 絡 して い るか とい う よ うな こ とで、1つ の情

報 が与 え られ て い る。 こ の よ うな前 後 の情 報 が コ ン ピュ ー タに よっ て与 え られ

て い る情 報 の こ とを、 一 般 にパ ター ン情 報 と称 す る。 音 声 も代 表 的 なパ ター ン

情 報 で あ る。 これ らを どの よ うに うま くコン ピュー タで処 理 す るか とい うこ と

が、 これ か らの重 要 な 課 題 で あ る。 パ ター ン認識 は、 現在 の と ころ、 まだそ れ

ほ ど実 用 段 階 に な る と こ ろま では い っ てい な い が、 そ れ が だん だん と実用 化 さ

れ て きて い る とい うこ とで あ る。
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次 に、 処 理 方式 で は、 昔 は バ ッチ処 理 だけ で あ っ たが、60年 代 に な って か

ら、 通 信 回線 とコン ピュ ー タを 直結 して、 遠 隔地 か らデ ー タを 直接 コ ン ピュ ー

タに送 り込 む こ とが で き る よ うに な って きた。 さ らに現 在 で は、 一 般 に会 話型

処 理、 つま り、 リアル タイム処 理 が 行 な わ れ る よ うに な って き た。 将来 の姿 とし

て は、 時 分割 処理(タ イ ム ・シ ェア リン グ処理)、TSSと い うこ とが あげ ら

れ てい る。 これ は、1つ の 大 きな コ ン ピュ ー タに い ろ い ろ な端 末 機器 を数 多 く

結 び、情 報だ け で な く処 理 す る プ ログ ラムまで送 っ て しま うもの で あ る。 独 立

に各 端 末機 か ら勝 手 に、 処 理 した い と思 う仕 事 の プ ログ ラ ム を中央 に送 る。 そ

こで処 理 させ て、 また結 果 を送 って も ら う。 す な わ ち、1台 の 端末 機 器 を持 っ

て い るだけ で、 あた か も大 きい コ ン ピュ ー タを持 って い るの と同 じよ うに仕 事

が で き るわ け で あ る。 業 務 量 と して は コ ン ピュー タの1割 ぐ らい しか使 え ない

け れ ど、 仕事 の質 で大 型 の コ ン ピュー タで なけ れ ば で き ない 仕 事 もす る こ とが

で き、 非 常 に都 合 が よ くな る。 異 な っ た メー カ、 異 な った 企 業 が、1つ の大 き

な コ ン ピュ ー タを共 同 で使 え る とい うこ とで あ り、 高 性 能 の コ ン ピュ ー タで な

け れ ば で き ない ものが 使 え る よ うに な る とい うこ とは、 これ か ら1つ の大 きな

方 向 で あ ろ うと思 われ る。

プ ロ グ ラム言 語 は、 一 番 最 初 機械 向 き言 語 しか なか っ た とい うこ とであ る。

プ ログ ラム言 語 とい って も、 機 械 の 言葉 そ の もの か、 あ る い は機 械 向 きにつ く

られ た言 葉、 す な わ ち ア セ ン ブ ラ言 語 と呼 ばれ る低 い レベ ル の言 葉 だ った。60

年 代 にな って、 一般 に汎 用 コ ンパ イ ラ言 語 に な った。 プ ログ ラム言 語 を コンピュ

ー タの 言語 に落 とす 言 語 処 理 プ ログ ラムの こ とを、 汎 用 コ ンパ イ ラ言語 と一般

に呼 ん でい る。

COBOL、FORTRAN、ALGOL、PL/1と い った もの が それ で あ る。

これ らは、 一 般 に問題 向 き 言 語(ProblemOrientedLanguage-POL)

とい うふ うに呼 ん で い るが、 厳密 に い うと、 問題 向 き では な くて あ くま で汎 用

な の で あ る。 つ ま り、 どの 問題 に向 くとい うこ とで は な くて 、 人 間 が使 いや す

い よ うに で きて い る こ とば で あ る。 真 の 問題 向 き言 語 は 、 た とえ ば、 デ ー タ ・

ベ ー ス の完 了す る た め に非 常 に都 合 の よい プ ログ ラム言 語 とか 、 あ るい は シミュ

レー シ ョ ンをや る た め の プ ログ ラム言語(た とえ ばSIMSCRIPT'ff)と い

う よ うに、 もっ と狭 い範 囲 の 問題 を処 理 す るた め に都 合 の よい プ ログ ラム言語

一・42一

●



し

●

■

唱

が あ る。 そ の よ うな プ ログ ラムの 開発 が 、 これ か らだ ん だん と活 発 にな るで あ

ろ う。

次 に、 ハ イ ブ リ ッ ド ・シス テ ムの実 用 化 で あ る。 ア ナ ログ的情 報 、 つ ま り物

理 的 な量 で あ らわ され てい る よ うな情 報 と計数 的 な情 報 が 混 在 す る よ うな1つ

の シス テ ム を、 ハ イ ブ リッ'ド ・シ ステ ム と呼ぶ 。 今 ま で の ところ は特 別 な制 御

の分 野 で しか使 わ れ て いな か っ たが 、 た とえ ば、 数値 解 析 の難 しい もの を取 り

扱 う場 合 には、 こ うい うハ イブ リ ッ ド ・シス テ ム で解 くこ とは か な り有 用 で あ

る。 こ のハ イ ブ リ ッ ド ・システ ム は、 これ か ら実 用 化 され て い くで あ ろ う。

適 応 制御 は、 状 況 に応 じてそ れ に合 うよ うな形 で コン ピュー タが 対 応 して、

自分 で プ ログ ラム をつ く り出 して い って くれ る とい うよ うな シス テ ムであ る。

現在 考 え られ て い るの はそ れ の ご く初 歩 で、 コ ン ピュ ー タに もの を学 ばせ る学

習 系 ラ ン ゲー ジ ・シス テ ムの 開発 が 実 験 的 に行 な われ て い る。

も う1つ の重 要 な こ とは 、信 頼 性 、 経 済 性 の向 上 で あ る。 回路 素子 は、1950

年 代 に は真空 管 回路 が使 わ れ て、60年 代 にな っ てか ら、 一 般 に固体 回路化 さ

れ た トラン ジス タ回路、 あ るいは トラン ジス タ ・ダ イオ ー ド回路 が 使 わ れ る よ

うに な った。 現 在 では 集積 回路、 い わ ゆ るICが 一 般 に使 わ れ て い る。ICは

トラ ン ジス タ回路 に換 算 す る と数 十 個 分 にあ た る。 将 来 の 方 向 と して は、 ト ラ

ン ジス タ回路 に 直す と数 千 個 分 に あた るLSI(高 密 度集 積 回路)が 考 え られ

て い る。

回路 素子 の 発 達 に よ り得 られ る大 き な メ リ ソ トは、信 頼 性 が向 上 した とい う

こ と と、 も う1つ 、 コ ン ピュ ー タそ の もの を安 くつ くる こ とが で き る よ うに な

った とい うこ とで ある。

信 頼性 につ い て は、 普 通MTBFと い う よ うな指 数 を使 う。MTBFと い う

のはMeanTimeBetweenFajlureと い う言 葉 の略 で、 平 均 故 障 間 隔 あ

るい は平 均 故 障率 とい う よ うな呼 び 方 が一 般 に行 なわれ て い る。 つ ま りこれ は、

一度 故 障 が 起 こって か ら次 に故 障 が 起 こ るま での無 事 故 運 転 の平 均 の 長 さで あ

る。50年 代 の真空 管 時代 に は、 コ ン ピュ ー タは 連 続運 転200時 間 が 限 度 で

あ っ たが、60年 代 に入 る と1,000時 間位 の もの が あ らわ れ、 現 在 で は数 千

時 間 とい う よ うな もの もで てい る。 将 来 これ は1万 時 間 に な る で あ ろ う とい う

こ とで あ る。 故 障 の間 隔 が長 くな る こ とに よる問題 点 は、 故 障 を直 す の が 非 常
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に難 か し くな る とい うこ とで あ る。MTBFの 非 常 に長 い コ ン ピュ ー タ にな る

と、 いか に して メ ンテ ナ ンス ・エ ン ジ ニ ア を訓 練す るか とい うのが1つ の大 き

な 問題 に な って きて い る。

も う1つ の問題 は、MTTR(MeanTimeToRecover)、 つ ま り平 均

的 修復 時間 で あ る。 つ ま り、 故 障 してそ れ を 直す ま で の平均 の時 間 で あ る。 こ

の 時間 は短 くない と困 る。 故 障率 と一 般 に呼 ば れ て い る もの をあげ る と、

MTBF故 障率=

MTBF十MT[[]R

とい う式 で 関連 づけ られ る。

次 に素子 の価格 で あるが、1個 あ た り10ド ル ぐ らい したのが 大 体10年 ご

と に1け た ぐらい ずつ 下が って きて、 現 在 で は、 論 理 素子1個 あた り10セ ン

トぐ らい で つ く られ る よ うにな って きた。 将 来 は さ らに1け た ぐ らい下 が るで

あ ろ う と考 え られ て い る。 コ ン ピュ ー タの 消費 電 力 も、50年 代 を100と す

る と、 現 在 は10と か5と か1と か の 指数 に な って きて い る。

そ の他 、 現在 この 分 野 に おけ る最 も重 要 な問 題 点 は、 ソフ トウ ェア の 開発 コ

ス トの問題 で あ る。 ハ ー ドウ ェア の 開発 コス トは どん どん 下 が って い るが、 逆

に ソ フ トウ ェアの コス トは 上が って い る。50年 代 には、 ソ フ トウ ェア の 開発

コス トは、 コ ン ピュー タ開発 コス トのほん の数%に す ぎな か っ た。 現 在 で はす

で に50%を 越 え、 将 来 は、 おそ ら くコ ン ピュ ー タの開発 コス トの70～80

%が この ソフ トウ ェア で 占め られ る と思 われ る。 ソフ トウ ェア の製造 工 程 を見

る と、 家 内工 業式 が 大 き くな っ た とい うよ うな 製造 の仕 方 しか行 な わ れ て い な

い。 この 辺 は1つ の大 き な問題 だ ろ うと思 われ る。 ハ ー ドウ ェア と ソフ トウ ェ

ア の標 準 化 は、 コン ピュ ー タの コス トを下 げ るの に非 常 に重 要 な こ とで あ る。

特 に、 これ か ら先 コン ピュ ー タが オ ン ライ ン使 用 さ れ た場 合、 回線 と接 続 して

使 っ て い くことが 非常 に大 事 にな って くる。 コ ン ピュ ー タが 変 われ ば端 末 も変

わ る とい うこ とで は困 るわけ で あ る。 通 信 回線 な り、 端末 機 器 に対す る イ ンタ

ー フ ェー ス な ど、 標 準 化 して で き るだ け ユー ザ ー ・サ イ ドで うま くコ ン ピュ ー

タが使 え る よ うに なっ て い な い と困 るわけ で あ る。

以 上 あげ た よ うな分 野 で、 コ ン ピュー タ ・メー カお よび 関連 企 業 は、 日夜 努

力 を続け て い る。
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皿 デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ

1.情 報 処 理 の 目的 と方 法

情 報 処 理 の 目的 は生 産 性 向 上、 経 営 情 報 の レベ ル ア ップ、 新技 術 の促 進 な ど、

い ろい ろ な ことを 目的 と して い る。

そ の 中 で、 コ ン ピュー タだ か らこそ で きる とい う特 色 は、 高速 性 、 記憶 が大

容 量 、 す なわ ち機 械 的 に処理 が で きる形 で多 くの情報 が ス トアさ れ 、 い ろ い ろ

な もの の相互 関係 をつ か ま え る こ とが で きる とい うこ とで あ る。

た とえば 、旅 館 の予 約、 列車 の予 約 とい った もの を考 えてみ る と、 コン ピュー

タが なけ れ ば列 車 は あい て い るか ど うか 、 電話 をかけ て調 べ な け れ ば な らな い。

旅 館 に も電話 を かけ なけ れ ば な らない 。 電話 が なけ れば手 紙 で尋 ね る。 そ れ で

あい て なけ れ ば、 旅 行計 画 を少 し変 更 して も う一 度 くりか え す。 そ れ が コン ピ

ュータの中にいろいろなデ ー タ が ス トアさ れ 、 ハ イ ス ピー ドで相互 比 較 が で きれ

ば 、1つ の こ とが ぐあい悪 けれ ば、 次 の方 法 、 そ れ で も悪 けれ ば ま た 別 の方 法

を とい うふ うに し らべ て い く こ とが で き る。 こ うい うの が コン ピ ュー タ の特 色

を 生 か した方 法 で、 この形 での 情報 処 理 の 向上 が は か られ て い る。

も う1つ の形 は 、 い ろ い ろ な1/Oの 装 置 を利用 して行 な われ る教 育 用 の シ

ス テ ム、CAI(コ ン ピ ュー タ、 エー デ.ト 、 イ ンス トラク シ.ン)で 、 飛 行

接 の操 縦 の シ ミュ レー タ とか 自動 車 の 練 習 、 そ うい った人 間 との対 話 を中 心

と した情 報 処理 方式 が あ る。

1-1情 報 の 流れ

ま た別 の方 法 で デ ー タ、 プ ロセ ス(情 報 処理)を み る と、一 般 に は 、生 産

工 場 や倉庫 、 あ るい は サ ー ビス な どの窓 口、 つ ま り実 際 の 作業 を して い る所

との関係 で お こkわ れ て い る もの が あ る。 そ の処理 の過 程 の1つ の形 は、 作

業 結果 に つ い ての 報 告書 が各 部 所 か ら出 され、 そ れが だ ん だ ん と集 約 さ れ て、

何 らか の形 に ま とめ られ る。 つ ま り各 部所 か ら出され た 情報 を集 約 して い き、

最 終 的 に社 長 へ の 報告 書 に な る。 この過 程 は、 こまか な情報 は社 長 には必 要

な い の で、 社 長 が心 要 とす る情報 に集 約 して持 ってい く。 こ うい う作 業 は結

果 の報 告 で あ る。 こ うい うの を後 始 末 型 の処 理 とい って い る。
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そ れ か らも う1つ は、 働 い てい る人 た ち に ど うい う仕 事 を しな さ い とい う

命 令 が 当 然 ある わけ で、 自動 車 工 場 で 、 き ょ うの仕 事 は これ これ だ とい う

こ とを、1人1人 に知 らせ る作 業 命令 書 の よ うな ものが あ る。 そ れ は ど うい

うふ うに個人 個 人 の 手元 に届 い てい るか とい うと、 社長 が まず 何 か の計 画 を

立 て る。 今 日の 自動 車 の 生産 は10万 台 で、 そ の うち乗用 車が 何 台 、 トラ 。

クが何 台 、 バ スが 何 台 とい うよ うな計 画 を た て る。 す る と社長 は各課 長 が何

をす べ きか とい う命 令 を 出 し、 各 課 長 は 部下 の個 人 個 人 が何 をす れ ば よい か

とい うこ とを命令 す る。 つ ま り情 報 が だ ん だ ん拡 大 され てい く形 が あ る。 こ

れ を前 向 きの処理 とい う。 この よ うに情 報 を集 約 す る の と情報 を展 開 す るの

と2つ の基 本 型 が あ る。

そ の他 に、 生産 や サ ー ビスの ため に直 接 コ ン ピ ェ一 夕 を使 う工 場 の 自動 化

(プ ロセス制 御)や 、無 人倉庫 の た め に コ ン ピ ュー タ を使 う型 す な わ ち生産

直 結型 が ある。・情報 処 理 の型 は 、図 皿 一1の よ うに な る。

1950年 ごろ ま での 処理 方 式 は 、後 始末 型 の情 報 処理 で あ った。 次 に生

産 工場 で問 題 に な って きた の が情 報 を展 開 して い く方 法 で あ る。 さ らに無 人

工 場 あ るいは 無人 倉 庫 な ど省 力化 が 大 きなテ ーマ に な って き たのが1970

年 代 で あ り、⊂ れ か らの情報 処理 の大 きな 目的 にな って くるの では な いか と

考 え られ る。

ζ こで 問題 に な るの は、 コン1ビ ュー タが な くて人 間 が や ってい る場 合 には、

同 じル ー トを通 じて情 報 が展 開 され ま た集 約 され てか え って くる場 合 で ある。

た とえ ば 、課 長 が 命 令 を 下 して部 下 か ら レポ ー トを も ら う。 そ れ をま た部 長

に持 ってい く。 それ が ま た社 長 の所 に ま とま って くる。 こ の場 合 、課 長 や部

長 の と ころで は 自分 の仕 事 の範 囲 内の 情報 は、 す ぐそ の 場 で手 に入 る。 何 か

変 な こ とが あ った場 合 、 自分 の と ころ で手 が打 て る範 囲 内の 問 題 はす ぐに手

を打 つ 。 ところ が、 コ ン ピ ュー タを使 用 して2つ の別 の情 報 の ル ー トをつ く

る と、 変 な こ とが あ つた場 合 、 最 後 の 結 果 を ま た な げ れ ば な らない 。そ こ

で わ か った と して もど こが おか しい か は、 調 べ 直 さ な け れ は な らない。 そ こ

で各部 分 で必 要 な情報 を適 時 に フ ィー ドバ 。クす る必要 が ある。 シス テ ムを

設 計 す る と きに、 そ の フ ィー ドバ.ク の 方法 を組 み こん で お くこ とが 必要 で

あ り、 部、 課 長 の管理 職 は、 そ の よ うな フ ィー ドバ 。ク を促 進 す る方法 を身
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につ け なけ れ ば な らな い。 今 ま では す ぐそ の場 で情 報 が つ か め た の に、 コン

ピ ュータ を使 うよ うに な った時 さ っぱ り情 報 が 流 れ な くな った と い う よ うな

こ とが あ るとす れ ば 、 や は りそ の辺 の 必要 な情報 の流 し方 の シ ス テ ム設 計 の

ミス とか 、使 う立 場 の人 々の理 解 の不 足 か ら とい うこ とが 考 え られ る。

ま た 前 向 き と後 始 末 型 を 一 体 化 してシ ステ ムをデ ザ イ ン し、何 か トラ ブ

ル が起 った場 合、 一 トラブル とい うの は プ ログ ラム ・エ ラー もあ る し、 ハ

ー ド ウ エ ア の エ ラ ー も あ る 一 全 体 の進 行 が とま るおそ れ が あ る。 た と

え ば 、設 計 す る仕事 の 部分 が お か しい と きに は、 前 向 きの情 報 は 現場 ヘ ス ト

レ ー トに流 して お い て、 統 計 処理 は また あ とで回復 す る こ とを考 え る方 が普

通 なの で、 シス テ ム をつ くる ときには 、 お互 い に関係 が な けれ ば いけ ない が、

そ れ が干 渉 し合 って もい け な い とい う、 非 常 に奇 妙 な もの をつ くり上 げ て い

か なけ れば な らない 。

1-2生 産 性 の 向上

生産 直 結型 を見 る と、 まず 第一 次産 業革 命 の とき には大 量 生 産 とい うこと

で コ ス トダ ウンが は か られ 、 性 能 とか規格 が統 一 され た よい もの が で きた。
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そ れ に対 して最 近 は、 ユー ザ ーの い ろい ろな希 望 、 趣 味 を取 り入 れ なけ れ ば

な らない 。 そ うす る と多 品種 の少量 生産 とい うこ とが要 求 され る こ と とな る。

自動 車 でい え ば、 フ ォー ドが 最 初 つ く ったの はT型 フ ォー ド1種 類 だけ で あ

つた。 そ れ が 、最 近 は デ ラ 。ク ス、 ス タンダ ー ド、 そ の他 に オ プ シ 。ン と、

い ろい ろ な もの を く っつ け て、 しか もそれ が大 量 生 産 と同 じ ぐ らい の速 さ と

安 さで で き る よ うに な った。 そ うい う要 望 に対 して無 人 工 場 とか無 人 倉庫 な

どvateけ るNC(工 作 機 械 の 数 値 制 御)技 法 な どが非 常 に大 きな影 響 を与

え 初 め た。

これ は ど うい うこ とか と言 うと、 い ろ い ろ な もの を つ くる とい うこ とは 倉

庫 に各 種 の部 品 を持 ってい て、 要 求 に応 じてそ れ を組 み立 て る。 ところが 部

品 の在 庫 を持 つ とい う こ とと、 数 値制 御 の工作 機 械 で プ ・グ ラムの紙 テ ー

プ を持 つ こ と とは 同 じ こ とに なる。 あ る種 の部 品 が ほ しい と言 われ た と きに、

倉 庫 か ら部 品 をつ くる プ ログ ラムの あ る紙 テ ー プ を持 って きて工 作機 械 にか

け るの との違 い だ け で あ る。要 す る に部 品在庫 を紙 テ ー プで置 きか え る こ と

が で きる。

も っとお も しろい こ とは 、 古 い補 修部 品 を と つてお くの はた いへ ん で あ る。

と ころが、 これ が 紙 テ ー プに な ってい れ ば、 い つ ま で も と って おけ る。 そん

な意 味 で、 現場 を 自動 化 す る とい うい き方 が、 生産 性 向 上 そ の ものの考 え方 、

倉 庫 とが部 品 とい うもの の=考え方 に非 常 に大 きな変 化 を.与え て きてい る。そ

うい つた総 合 的 な会 社 シス テ ムの 中 にお け るコ ン ピ ュー タの 役 割 を理解 しな

けれ ば な らない 。

コ ン ピ ュー タは 、 プ ログ ラ ムが な けれ ば 動 か な い 。 その プ ログ ラ ムが あ る

こ とに よって 後 始 末 、 前 始 末 生産 、 そ してそ の生 産 を通 じて部 品 とい う もの

に対 して大 き な イ メ ー ジ ・チ ェン ジが行 なわ れ つ つ あ るの で ある。 も ちろん 、

多 品種 を 間違 い な く管理 す る こ と もやは リコ ン ピ ュ ー タの大 容 量 性 と高 速 性 、

お よび人 間以 上 の正 確 性、 これ を活 用 して い るの で あ る。

-3経 営 情 報 の レベ ル ア ップ

コ ン ピ ュー タの大 容 量 記 憶 と高 速性 を利 用 して 、各 種 の 分析 作業 を しなけ

れ ば な らな いが 、 そ の場 合 、 高 速 性が ど うい うふ うに生 か され る のか?各 種

の 分析 をす る だけ な ら時 間 を か けれ ば手 で もで き る。 コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ
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て、 入 手 な ら、1000時 間 か か る もの が1時 間 で で き る とい うよ うな高 速

性 は ど うい うふ うに生 か され るだ ろ うか。

営 業 情 報 な どが コ ン ピュー タ を使 うこ とに よ って、1週 間早 く社 長 の手 元

に届 け られ る こ とは 、 確 か に コン ピュー タの効 能 で あ るが 、そ れ は一 体 金 に

換 算 で きるだ ろ うか 。社 長 が 机 の 引 き出 しに1週 間入 れ っぱ な してk・い た ら

同 じこ とに な る。 そ うす る と、 コ ン ピュー タの 高速性 を生 か す た め に は、社

長 つ ま リレ ポ ー トを も ら った人 が 、1週 間早 くも ら った こ とに よ って、 そ れ

だけ 利 益 を生 み 出 す人 で なけ れ ば 無 意味 とな る。つ ま り、 時 間 を金 に換 算 す

る能 力が なけ れ ば な らない。 また 、 い ろ いろ な 見方 の分 析 をす る こ とは、 そ

の結 果 を フ ィー ドバ 。ク で きる能 力 が要 求 さ れ る こと とな る。 コ ン ピ ュー タ

そ の もの が ど の よ うに活 用 され るか とい うのは 、逆 に コ ン ピュー タを使 う立

場 に あ る人 が ど う活 用 で きるか、 そ の人 の能 力 に よ って 非 常 に左 右 され る。

そ うい う点 が コ ン ピ ュー タを情 報 処 理 に活 用 す る と きの ポ イ ン トとな る。 あ

る 月の生 産 計画 をいつ立て た ら よいだ ろ うか 。部 品 を注 文 す る時間 が あ るか ら、

計 算7日 前 に
10日 位 注 文 月 の初 め

/＼(一,,/

計 画 決定

7日 ぐ らい前 に注 文 しな い と間 に あわ ない。 計 画 を立 て て、 どれ だけ の部 品

が 必 要 だ と い う こ とを計算 す る の に10日 ぐらい か か る。 そ うす る と、計

画決 定 は17日 前 とな る。 この 日数 が正 しい か ど うか は別 と して 、 少 な くと

も幾 日か 前 に計 画 を決 定 しな けれ ば な らない。 そ こで コ ン ピ ュー タ を入 れ て、

この計 算 を1日 で済 ま す。 そ うす る と決定 を8日 前 に ま で縮 め る ことが で き

る。 コ ン ピェ 一夕費 用 が同 じだ とす る と、表 面 の利 益 は何 もない が 、 実 は こ

の9日 の 間 に世 の 中 の大 勢 が ど う変 わ るか、 何 か変 化 が あ った とす る と、 こ

の 間 にす ぐ計 画 変 更 が で きる。 前 の方 法 だ と17日 前 に決 定 して い るの で、

そ の次 の 月 の と ころ で変 更 しなけ れ ば な らな い。 この10日 間 と9日 間 が生

きて使 え る こ と とな り、 や は りこれ も時 間 を金 に換 算 して い る と言 え る。

そ れ か ら も う1つ の型 が ある。 た とえ ば社 長 は まず 計 画 を立 て る。 計 画 を

立 てれ ば 、 自分 の立 て た計 画 が 良 いか 、悪 いか とい うこ とを実 行 前 に 知 りた

い 。 つ ま り、 計 画 を検 討 す る とい う型 の使 い方 で ある。 も う少 し詳 し くい う
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と、工 場 の作業 が コ ン ピュ ー タの 中に完 全 に再 現 され て い た とす る。社 長 は、

今 月1万5000台 の 乗 用 車 、2万5000台 の貨 物 自動 車 、500台 の キ ャ

ン ピング カ ー を生 産 し よ うとい う決 心 をす る。 そ れ で、 工 場 に命 令 を下 す 前

に、 こ うい った もの を コ ン ピ ュー タの 中 で再 現 してみ る。 順 調 に流 れれ ば そ

れ で よい が 、 い ざ計 算 してみ る と、倉 庫 に あ る部 品が 足 りな くな る場 合 もあ

る。 そ ん な現 象 も コ ン ピ ュー タの 中 で や って み れば わか る。

そ こで コ ン ピュー タの 使 い 方 と して、 工場 の シ ミ ュレ ー シ.ン を して 、計

画 の実 現可 能 性 を検 討 す る こ とが で きる。 外部 情報 、 乗用 車 の販 売 予 測 、景

気 の変動 な どか ら して 、2000台 削 って も よい とい う判 断 や、2000台

削 る と工 場 が ア イ ドル に な り、 次 の 月が忙 し くな るの で 、 ス トック に してお

け ば よい とい う判 断 が で き る。 こ うい った シ ミュレー シ.ン を活 用 して 、 コ

ン ピ ュータ は計画 に使 わ れ て い か な けれ ば な らな い。

この シ ミ ュ レー シ 。ンに は2通 りあ る。

そ れ は図 皿一2の ご と く、 た とえ ば 、会 社 の運 用 ポ リシ イをAと す る と、

世 の 中 の情 勢 に応 じた ポ リシ イでや る と利 益 の カー ブが求 め られ る。 この ポ

リシ イを きめ るの は別 に コ ン ピュー タ を使 う必要 は な くて、 勘 で きめ る こ と

もで きる。 コ ン ピュー タを使 うと きの メ リ ッ トは ど こに ある か とい うと、 幾

つ か の ポ リシ イを短 時 間 の うち に比 較、 検 討 す る こ とが で きる点 に あ る。 中

には赤 字 が で る もの もあ る の で、 そ うい うポ リシ イは 採 用 しな い こ とに な る。

さて、 図■-2の よ うに い ろ い ろ な カー ブが で きた とき に一 体 ど うす る か と

い う問 題 が あ る。 そ れ は 世 の 中 の 変 動 の 幅 を ど う 見 る か の 問 題 で 、 大

き く変 動 しない とい う見 込 み が立 て ば、 社 長 はAの ポ リシー を採 用 す る で あ

ろ う。 しか し、 変動 が起 こ り得 る し、 そ の幅 が相 当 に広 い とな る と、 ポ リシ

ーBを 採用 す る こと とな ろ う。 ま た も しも っと変 動 が大 きい と考 え れ ば、C

の方 が安 全 だ とい うこ と に なろ う。 ある与 え られ た条 件 に おけ る最 適 な オペ

レー シ.ン を や る こ とが 目的 で は な くて、 い ろ い ろ な変 動 が あ って も、 利益

が 確保 で きる や り方 で オ ペ レ ー シ.ン をす る こ とに な る。 これ をさ が すの も

シ ミ ュレー シ.ン の利 用 で あ る。

ま た、 社 会 情 勢 が変 わ った場 合 に は、 す ぐポ リシ ー を切 りか え る必要 が あ

る。 そ の場 合 、図]1-2に おける最 高 の と ころをず つとつ ない でい くこ とが で
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きれ ば、(ポ リシーA→A1→A2→A3と い うよ うに)、 変 化 に うま く追 従

してい くこ とにな る。 こ うい った こと をす る場 合 に も、 コン ピ ュー タの高 速

性 が活 用 で き る。 自分 の ポ リシーが どの よ うに利益 に結 びつ くか を考 え て コ

ン ピ ュー タ で前 も って計 算 して おい て、 そ の 結果 を長 期 にわ た つて使 って い

け ば い い とい う よ うな会 社 もあ るだ ろ う し、 あ るいは 毎 週毎 週 、 毎 日毎 日、

い ろい ろ な情 報 を利 用 しなが らや って い った 方 が いい とい う会社 もあ る だろ

う。 これ は 実 は コン ピ ェー タに 使 う費 用 の問 題 もか らむわ け で あ る。 うま く

ポ リシー を変 え る方 式 をや ろ うと思 えば 、 相 当大 きな コ ン ピ ュー タを持 って

複 雑 な シス テ ムデザ イ ン を しな け れば な らない 。

-4新 技 術 の促進

技 術計 算 の ほ うに 目 を向 け て み る と、 設計 とい う問題 や 、CAD(Comp -

uterAidedDesign)と い う問題 が あ る。 コ ン ピ ュー タを設 計 に

使 う場 合 の特 色 は、 開発 の ス ピー ド ・ア ップが で きる こ とで あ る。 エ ン ジニ

ア は一歩 つつ 着 実 に安 全 に設 計 計 算 を して い か なけ れ ば な らないが 、 そ こに

大 きな飛 躍 が あ る と理 論 と実 際 に食 い違 い が 出 て くる。 そ れが コ ン ピュー タ

を使 って解析 の精 度 を上 げ て いけ ば 、安 全 に飛 躍 で きる範 囲 が広 くな る。 タ

ン カーな どでみ る と3万 トンの タン カー が で きる とす ぐに、 そ れ を10万 ト

ンに引 き上 げ 、 さ らに30万 トンへ と巨大 化 の ステ ップを早 め た の も コ ン ピ

ュー タの力 で あ り、 ま た36階 の 高層 ビル を作 ったの もコ ン ピ ュー タの能 力

に よる もの で あ る。

さ らに、 エ ン ジニ ア の もつ 情 報 の蓄 積 を コ ン ピ ュー タに処 理 させ る こ とに

よ り、 よ り広 く、 よ り多 くの 情報 を設 計 に と り入 れ る こ とがで きる よ うに な

つた。

こ うい った考 え方 を一層 拡 大 した もの がCADで 、 そ こで は1種 の シ ミェ

レー シ 。ンが行 なわ れ る。物 をつ くらな い で、 コ ン ピュー タの 中 で架空 の物

をつ くり、そ の形 状 を し らべ 、 そ の性 能 を計 算 し、そ れ に人 聞一 機 械 の相互

会 話 機 能 を入 れ て、 新 ら しい よ りよい物 をつ くり出 して い くこ とが で きる。

エ ン ジニ アの た めの 情 報処 理 シス テ ムは、 非 常 に重 要 な意 味 を持 つ よ うに な

り、 積極 的 な意 味 で 利 益 を だ して くれ る シス テ ム とな る の で あ る。

以 上 述べ た情 報 処理 の 目的 を整 理 して み る と次 の表ll-1の よ うに な る。
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表II-1 情報 処理 の 目的

`

9

～

生 産 性 向 上 }経 営 情 報 の.ベ ル 。ア
。 プ 新 技 術 の 促 進

○ 省 力 化 ○ デ ー タ ・バ ン グ ○ 新製品の開発

○ 迅 速 化 ○ マ ネ ー ジ メ ン ト 。サ イ エ ン ス 要 求 の 分 析 、 マ ー ケ ッ ト

○ 正 確 化 管 理 手 法 リ サ ー チCADシ ミユ
㌧ 」

○ 適 性 化 予 測 手 法 レ ーシ ョン(適 用性 の 確認

統計、分析手法 ○ 新技術の開発

テ ス ト 。プ ラ ン トの ス ケ ー

ル の向上(運 搬 、 建 設)

○ 新 種 サ ー ビスの 促進

予 約(フ ィー ドバ ック の 速

lIR

;

'

e

2.処 理 手 法

こ こ で コ ン ピ ュ ー タ の 仕 事 と い う の は 一 体 ど うい う形 で 普 通 行 わ れ て い る か

と い う こ と を 考 え て み よ う。

典 型 的 な 例(図ll-3)は ま ず 元 帳(マ ス タ ・ フ ァ イ ル)が あ り そ し て 、 ト ラ

ン ザ ク シ 。 ン ・ フ ァ イ ル が あ る 場 合 で あ る 。

こ の ト ラ ン ザ ク シ 。 ン ・ フ ァ イ ル の 内 容 に 従 っ て マ ス タ ・ フ ァ イ ル(ニ ュ ー マ

ス タ ・ フ ァ イ ル)を 書 き 直 す 。 こ れ が コ ン ピ ュ ー タ の 作 業 の 基 本 型 で あ る 。

そ れ か ら も う1つ の 作 業(図III-4)は 、 こ の 結 果 で き た マ ス タ ・ フ ァ イ ル な

い し、 ト ラ ン ザ ク シ 。 ン ・ フ ァ イ ル か ら何 か 情 報 を 出 す 、 つ ま り報 告 書 を つ く

る 作 業 で あ る 。 コ ン ピ ュ ー タ の 作 業 は 基 本 的 に は こ の2つ で あ る 。 た とえ ば 、あ る

期 の 貸 借 対 照 表 が あ り 、 そ れ に 対 す る 営 業 活 動 が あ っ て 、 翌 期 の 貸 借 対 照 表 が

出 る 。 そ れ が ま た 次 の 期 へ 行 く と い う よ う な 繰 り 返 し で あ る 。 す べ て の 会 社 の

情 報 が 伝 票 に な つ て い た と す る と 、 そ の 伝 票 を マ ス タ ・ フ ァ イ ル 、 あ る い

は ト ラ ン ザ ク シ 。 ン ・ フ ァ イ ル と し て 次 の 処 理 を す る と い う こ と は 、 会 社 の 中

の 動 き を コ ン ピ ュ ー タ の 内 部 で 再 現 し て い る と い う こ と で あ る 。

レ ポ ー ト と い う も の は
、 そ う い っ た 時 間 的 な 動 き が あ る も の の 中 か
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ら必要 な情報 を取 り出 して報 告 す る とい うこ とで あ る。

この基 本 作 業 をす る のに1番 大 事 な操 作 は何 か とい うと、 分 類(SORT)

とい う操 作 で あ る。 分 類 とい う操 イや ・ デ ー タ をキー コ ー ド順 に順 序 よ く並

べ て お く とい うこ とで あ る。 た とえば 、給 与 計算 用 の マス タ ・フ ァ イル を従

業 員 番 号 順 に 並べ て お くことな どが そ うで あ る。次 に 給料 計 算 の トラ ンザ ク

シ.ン ・カー ドが発 生 した場 合、 これ も従業 員 番号 と同 じ順序 に並 べ てお く

と作 業 ス ピー ドが非 常 に上 が って くる。 従 って、分 類 つ ま り順序 よ く並 べ る

とい うの が 次 にの べ る パ.チ ・プ ロセ ス方 式 で、情 報 処理 を行 な う場 合 の 非

常 に重 要 な作業 と な る。 そ れ に反 し、 リア ル ・タイム また は オ ン ラ イ ン とい

う処 理 を行 な うの で あ るか ら、分 類 とい うのは 報告 書 をつ くる ときに わか り

やす い ま とめ方 、 ま た は分析 の立 場 々 々に応 じて、 デ ー タ の集計 を行 う手 が

か り と して の意 味 と、特 定 の デ ー タ をすば や くと りだ して加 工 して しま うと

きの手 がか りと して の意 味 を も って くる。

この よ うに分 類(コ ー ドに応 じた集 計)と い うのは 、情 報 処理 の基 本 の処

理 で ある と同時 に、 統計 分 析 の ため の重 要 な手 がか り とな る もので あ るの で、

充 分 将 来 の新 ら しい 分 析 に応 じ られ る もの で あ る と共 に、 現 時 点 での シス テ

ムの流 れ に応 じた もの を設 計 しなけ れ ば な らない。そ れ ゆ え に、 コ ー ド設 計

の 良 し悪 しに よ って、 そ の シス テ ムが成 功 す るか しな い か が ほ とん ど決 ま っ

て しま うと言 わ れて い る。

2-1パ ッチ 処理

パ ッチ 処理 とい うのは 、1ケ 月 とか1週 間 とかの デ ー タ をた め て お いて 、

一 度 に処 理 す る方 法 で ある
。 これ を在庫 管理 を例 に と って考 え てみ よ う。 ま

ず 、 出庫 カ ー ド、 入 庫 カー ドをつ く り、 前 の 残 高 を計 算 して新 ら しい残 高 を

作 る。 これ が1月 ご と、 ある い は1週 間 ご ととい うよ うに定 期 的 に行 なわれ

る。 い ま 、 そ の途 中 で現在 在 庫 が い くらあ るか とい う質 問 を受 け た時 、 倉 庫

へ 行 って 品物 を見 て 知 らせ るか 、 倉 庫 係 が 在庫 帳 に常 時 記録 して お い て、 い

くつ 残 って い るか を調 べ るの で あ る。 こ の様 に、 バ ッチ処 理 で は ある期 間 ご

とに処 理 され るた め、 必要 な情 報 を必 要 な時 に取 り出 す こ とが 出来 ない とい

う欠 点 が あ る。 そ の点 、 リア ル タ イム処 理 の場 合 は必 要 な時 に必要 な 処理 が

す ぐ出来 る。 ところが コン ピュー タ の実 働 効 率 を考 え る と、 バ 。チ処 理 の場
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合 の方 が非 常 に効 率 が いい。 とい うの は、 リア ル タ イ ム処理 の場 合、 デ ー タ

の入 り方 が ま ちま ちで あるが 、 パ 。チ処理 の場 合 デー タを ま とめ て 処理 で き

る ので 、遊 び の時 間 が 非常 に少 な くな るか らで あ る。

バ ッチ処 理 と リアル タ イム処 理 は 、 時 間的、 距 離的 に見 て非 常 に処理 の形

態が 異 な るの で、 そ れ ぞ れ の特 性 を考 え て 使 わ なけ れ ば な らない 。 た とえ ば、

給 与 計 算 の よ うな場 合 に は、 給 与 が支 給 され るの は月 に1度 で あ る ので 、修

正 、 任 意控 除 や勤 怠 な どの デ ー タ は、 月 に1度 ま とめ て処 理 され れ ば よい。

これ を リアル タ イム で処理 す る メ リ 。 トは全 くない の で ある。 と ころが 在庫

管理 の場 合 を考 え る と、特 に 倉庫 が た くさん あ り、 しか もそれ ぞ れ 離 れ てい

る場 合 には 、 常 に正 確 に在 庫 を と らえ て お くことは非 常 に困難 に な る。

と ころが 、 在庫 管 理 を月1度 の バ 。チ処 理 で行 な った とす る と、 そ の1ケ

月 の 間 に あ る品物 が 急 に売 れ た場 合 、 品 切れ をお こす危 険性 が あ る。 だ か ら

とい つて多 量 の商 品 を も った場 合 、在 庫 費用 がか か り、 しか も急 に売 れ な く

な った場 合 に は、 多 量 の在庫 をか か え こむ こ とに なる。 この様 な こと をふせ

ぐには 、 きめの細 い在 庫 管理 を行 な わ なけ れ ば な らな い。 つ ま り、 出庫 や入

庫 の状 態 を常 に正確 に知 って おい て、 い つ も適 性 在庫 維 持 を しなけ れ ば な ら

な い。 この様 な場 合 、 リア ル タ イム処 理 が 非 常 に有効 に な って くるの で あ る。

ま た、旅 館 の予 約 の場 合 で も、 バ 。チ処理 を行 な った の で は、 空 室 を正 確

に つか む こ とは 出来 ない。 この椋 に、 情 報 処 理 の 目的 に合 わせ て処 理 の形 態

を 考え なけ れ ば な らな い。

こ こで、 バ.チ 処 理 の典 型 的 例 と して、 給 与計 算 の シス テ ム ・フ ローチ ャ

ー トを上げ よう。この処 理 は 、1ケ 月 間 にま とめた修正 カー ド、任 意控 除 カ ー ド、

勤 怠 カー ドか ら給 与 変 動 フ ァイル とい う トラ ンザ ク シ 。ン ・フ ァイル を 作成

し、 それ に よ つて給 与 マス タ ・フ ァイル を更 新 しなが ら、 給与 明細 フ ァイル

を作成 し、 そ れ か ら給 与 明細 書 を作 る一 連 の処 理 で あ る。(図 皿 一5)

2-2リ アル タイ ム処理

リアル ・タイ ム とい うの は、 そ の デ ー タが発 生 した ときに、 そ のつ ど処 理

をす る方法 で あ る。 これが 最 初 に使 われ た のは ア メ リカで、 対 空防 衛 シス テ

ム と して、 レー ダ とコ ン ピ ュー タを 直結 した もの で あ った 。

この リアル ・タ イ ムの考 え方 を在 庫 管 理 を例 に と って考 え て み よ う。
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い ま部 品1つ に1枚 の カー ドを使 う。 そ の カー ドを箱 の 中 に順 序 よ く入 れ て

お・く。 これ は1対1で 対 応 して い る。 まず 部 品が 欲 しい とい う人 は 、そ の対

応 してい る カー ドを持 って倉 庫 へ 行 き、部 品 と引 きか え に持 ってい く。 こ こ

で歩 い て い る時 間 を無 視 す る と、部 品 と カ ー ドは一 致 す る。 問 い 合 わせ が あ

る と、 カー ドを見 て在 庫 が す ぐわか る。新 らしい もの が倉 庫 へ 入 って きた ら、

カー ドを追 加 す れ ば よい の で ある。 これ は 倉庫 の シ ミ ュレー タ で ある。 倉 庫

と全 く同 じよ うな作用 を す る もの を カ ー ドで表 わす 。 デ ー タ ・プ ロセ シ ング

とい う意 味 は 、 デ ー タを プ ロセ スす る とい うイ メー ジ よ りも、 いか に して現

物 と同 じよ うな作 用 を つ くる か とい う思想 で なけ れ ば な らない 。

た とえ ば 、 同 じ種類 の部 品 カー ドが あ る場 合 、そ の10枚 目の ところ に赤

い カー ドを入 れ てお く。 カ ー ドを抜 い てい る うち に赤 い カー ドが 出て くる。

赤 い カー ドは 、実 は部 品 に対 応 してい るの で は な くて 、注 文 書 の カー ドで あ

る。 あ る一 定 レベル ま で在 庫 が 下 が って くる と注文 書 が 出 て くる。 す なわ ち

これは 自動 発 注 方 式 に もな る。 も う少 し在 庫 が 下 が って い くと、、今度 は電 話

催 促 カー ドが 出て くる。 よ く考 え てみ る と、 デ ィス ・パ 。ク を使 って オ ン ラ

イ ン ・ リア ル タ イ ム方 式 で倉 庫 管 理 を して い る と きに、 や は り同 じ よ うな こ

とを して い る の で あ る。 リア ル タ イム ・プ ロセスは 、 コ ン ピュー タ と直結 し

て工場 を コ ン トロール し、発 電 所 を コン トロー ル し、一あ るい は デ ー タ を記録

して お くこ とな どに使 わ れ て い た が 、 あ ま り効 率 が良 くなか った。1年 に何

千 回問 い合 せ が あ って も、 高性 能 の コン ピ ュー タ に と って は全 労 働 の何 分 の

1で しか仕 事 を して い な い とい うこ とで あ る。 リアル ・タ イム の思 想 、 メ リ

ッ ト'は非常 に 良か った が 、 コス トと釣 り合 い が とれ なか った の で あ る。 しか

し、現在 で は み ど りの 窓 口 は全 国 に何 百 とな く散 らば って い て 、1台 の コ ン

ピュー タで処 理 す るの に都 合 が よか った の で、非 常 に効 果 を あげ てい る。 ま

た 、銀行 の預 金 シス テ ムに も大 きな効 果 を あげ て い る。そ して 、 これ か らは

ま す ます他 方 面 に利 用 さ れ て い くで あ ろ う。

-3タ イ ム ・シ ェア リン グ ・シス テ ム(TSS)

コ ン ピュー タ の使用 方 式 と して 、一 つ はバ ッチ処理 の方 向 が あ った 。 また 、

そ れ と独 立 して 、オ ン ラ イ ン的 な使 い方 が 発 達 して きた 。

も う1つ の展 開 は 、小 型 、高速 、安 価 な集積 回路 の採用 に よ り、 コン ビ ュ
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一 タは一 段 と大 型 化 し高速 化 した
。 た だ し、 これ は中央 処 理 装 置 の 方 で あ つ

て ・そ の他 の入 出力 装 置 の方 はそ れ ほ ど変 ってはい た い。 そ こで 、 この差 を

埋 め て有 効 に使 う工 夫 は ない もの か とい うこ とで 、 タ イム 。シ ェア リング ・

シス テ ム(TSS)と い う考 え方 が生 ま れ たの で あ る。

タイ ム ・シ ェア リン グ とい うの は 、 あ る仕 事 を して い る時 に優 先 順 位 の 高

い仕 事 が 入 って きた場 合 、今 や って い る仕 事 を途 中で や めて優 先 的 にそ ち ら

の仕 事 を し、 それ が 終 る と途 中 で や め て いた仕 事 をま た始 め る。 つ ま り、複

数 の仕 事 を、 そ れぞ れ の短 い時 間ず つ に 区切 って断 続 的 に処 理 す る方 式 で あ

る。1台 の 中 央処 理 装置 に数 十 、数 百 の通 信 回線 を直 結 し、同 時 に大 勢 の人

が オ ン ライ ンで コン ビ=一 夕を使 用 す る。 しか も、各 人 に全 く自分1入 で コ

ン ピュー タ を使 ってい る よ うな感 じをい だか せ る方式 、 それ が タ イ ム ・シ ェ

ア リング 方 式 で ある。

つ ま り、バ 。チ処 理 とか リアル ・タイム処 理 の場 合 には、使用 す る人 の 数 だ

け コン ピ ュー タが 必要 で ある とい う使 い方 で あ るが 、TSSと い うの は 、 コ

ン ピ ュー タは1台 しか ない が 、そ の タ ー ミナル(端 末 機 器)を 使 って い る入

か ら見 る と、 それ ぞ れ コ ン ピュー タが1台 ず つ ある とい った よ うな感 じなの

で あ る。

TSSの 使 い方 と して 、 バ ッチ処 理 と リアル ・タイ ム処 理 を コ ンバ イ ン し

た 形 と 、各 タ ー ミナル の ユ ー ザ ーが1台 ず つ計 算機 を 占有 して い るん だ とい

う形 と、2通 りの使 い方 が あ る。

TSSの メ リ 。 トと して は 、 デ ー タが1台 の端 末 に1つ ず つ つ い て い るの

で は な くて 、 多 くの タ ー ミナ ルか ら1つ のデ ー タを全 員 が 使 え る とい う こと

で もあ る。 た とえ ば 、技 術 計 算 をす る場 合 、 い ろい ろ な技術 デ ー タは 全 部共

通 の と ころ に置 いて あ って全 員 が 使 え る。

ま た ・ コ ン ピュー タで 自動 的 に 診 断 す る場 合 、診断 の新 ら しい デ ー タ とか 、

プ ログ ラ ムを ス トア して お く。 医 者 は タ ー ミナ ル を使 って診断 す る。 あ る医

者 が新 ら しい方式 を考 え て これ を取 り換 え る と、全部 一 斉 に交換 さ れ る。 と

ころ が 、小 型 コン ピ ュー タな どをそ れ ぞ れ が便 って い た場 合 には 、 新 ら しい

プ ログ ラム や デ ー タを各 人 が 作 成 しなけ れ ば な らない とい うこ とで あ る。

次 に デ メ リ ッ トで あ るが 、TSSは 、 コ ン ピュータ の使用 効率 か らす る と
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非 常 に悪 い。 タ ー ミナル の切 り換 え に要 す る遊 び時 間が 入 るか らで あ る。そ

の上 待 ち時 間 か らい え ば 、問 題 は も っと悪 くな る。 極 端 な例 でい うと、1時

間 か か る よ うな計 算 が4つ あ った とす る。 す る と答 えが 出 るの は4時 間 あ と

で あ る。 も し、 パ ッチ処理 でや って い くと、1時 間 目に最 初 の答 えが 出 る。

2時 間 日に次 の答 え が 出る。 平均 待 ち時 間 は2.5時 間 で ある。TSSの 場合 、

平 均 待 ち時 間 は4時 間 で ある'。TSSの 考 え 方 は非 常 に良い 考 え方 で あるが 、

実 用 的 に使 うには 、そ うい った面 を考 え なが らデ ザ イ ン しなけれ ば な らない 。

実 用 的 に使 うにはTSSの 特 色 を生 か し、デ メ リ.ト の 少 な い仕 事 に使 うべ

きで ある。

そ の よ うな応 用 面 は 、

aエ ン ジニ ア の創造 力 を助 け る。(会 話 型)

b経 営 者 、管 理 者 に適 確 な情 報 と予 測 を.与え る。(IR型)

c共 通 の フ ァイ ルに遠 方 か らア ク セス で きる。(デ ー タ ・プ ログ ラ ムの共

有)

d仕 事量 、 ス ケ ー ルか ら専 用 機 では 不経 済 な場 合 。(リ モ ー ト・バ 。チ)

な ど とい う所 に ある。

2-4情 報 の蓄 積 と検 索

現 代 は情 報過 多 の 時代 とい わ れ 、 われ われ の回 りで もい ろい ろ な情報 が は

ん 乱 して い る。 そ して 、物 質 的生 産 、 エ ネ ル ギ ー生 産 に代 って情 報 活.動が 大

きな 比 重 を 占め る よ うに な って きた。

そ こで情 報 とは何 か とい うと、た とえ ば別 荘 地 が 売 り出 され た ニ ュー スが

あ った とす る。 と ころが 、 この ニ ュース は 、 い ま別 荘 地 を貢 い だ い人 、 あ る

い は将来 買 お うと して い る人 に と って は価 値 が あるが ・ 全 く買 う予定 の ない

人 に と って は ほ とん ど価 値 を持 た ない。 ま た 、株 式 投 資 をや ってい る人 に と

っては 株 式情 報 が大 きな価 値 を持 つ が 、興 味 の ない人 に と って は単 な る ニ ュ

ー ス と しか 受 け取 れ ない 。

この よ うに 、情報 の価 値 とい うの は 、そ の情 報 を受 け取 る人 の行 動 に よ つ

て決 定 され る の で あ る。

逆 にい うと、情報 は 、人 間 や組 織体 が行 動 を決 定 す る時 、必 ず重 要 な役 割

り を果 して い る とい うこ とで あ る。 た とえ ば 、 買物 をす る場 合 の広 告 や チ ラ
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シの役 割 り、 ある いは企 業 活 動 に おけ る外部 情 報 な い し内 部 情 報 な どが そ う

で あ る。

と ころが 、現代 にむ い て膨 大 な量 の デー タが はん 乱 してお り、そ の た め に

自分 の 欲 して い る情 報 をつ かむ こ とが 困難 に な って きて い る。 つ ま り、膨 大

な デ ー タの おか げ で 、 か え.つ て情 報 不足 とい う現象 が起 きて い るの で あ る。

そ こで、 この よ うな膨 大 な デ ー タの 中か ら必要 なデ ー タ を集 め 、 しか も利

用 しや す い よ うな形 に 加工 し、 いつ で も必要 な と きに取 り出 す こ とが で き る

よ うに考 え られ た の が 、 コ ン ピ ュー タに よる情報 の検 索(IRInform-

at'Retrieval)で あ る。情 報 検 索 とい うの は 、つ ま り、 「蓄

積 して ある デ ー タの 中 か ら必要 に応 じて特 定 の デ ー タを取 り出 し、そ れ を利

用 で きる形 にす る 」とい うこ とで あ る。広 く言 えば 、百 科 事典 に よ って ある

項 目の説 明 を求 め る こ と、電話 帳 を引 いて あ る値 入 の番 号 をみ つ け る こ と、

フ ァイルの 中 か ら特 定 の書類 を取 り出す こ とな ども、す べ て情 報検 索 とい っ

て よい。

これ を可 能 に した のは 、 ほか で もな く、 コ ン ピュー タの 大記 憶容 量 、及 び

高 速 性 、正確 性 で あ る。 しか も、 コン ピュー タの働 き で あ るデ ー タの収 集 、

処 理 、検 索 、加工 、判 所 の各 機 能 が 、 この シス テ ムを可能 に した の で あ る。

と ころで 、情報 検 索 シス テ ム の機 能 は2つ の部 分 に 分 れ る。 そ の1つ は 、

検 索 しや す い よ うに デ ー タを分 析整 理 して 蓄積 す る こ とで あ り も う1つ は 、

蓄 積 され た デ ー タか ら目的 に あ ・た禰 を探 し胎 こ とで ある.特 に 前者 は 、

この シス テ ム を効 率 よ く働 か す の に は重 要 な カギに な って い る の で あ る。 ◆

そ こで 、 コ ン ヒ ー タに よる情 報 検 索 の メ リ 。 トを考 えて み る と、1つ は 、

検 索速 度 が速 く多 数 の検 索 を 同 時 に処理 す る こ とが で きる。2つ には 、多 次

元 の検 索質 問 が で き、質 の 高 い検 索 が で きる とい うこ とで あ る。

コ ン ピュー タに よる検 索 の他 に 、デ ー タの蓄積 が少 ない場 合 に用 い られ る

カー ド方 式 や 、文 書 や 図面 な ど資 料類 の検 索 に用 い られ る マ イク ロ フ ィル ム

方 式 が あ るが 、い ず れ も量 、 ス ピー ドに限 界 が あ り、 これ か らは 、 コン ピュ

ー タ に よる情 報検 索 の 必要 性 が ま す ます 高 ま ってい くと思 われ る
。
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1プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト概 説

1.プ ロジェク ト 。マ ネ ジ メ ン トと は

1-1定 型 的 マネ ジメ ン トと非 定型 的 マネ ジ メン ト

マ ネ ジメ ン トとい う考 え方 に は、 マネ ジ メ ン ト対 象の 反 復性 とい う観 点 か

ら、 定 型 的 マ ネ ジメ ン トと非 定型 的 マ ネ ジメ ン トとに 分類 可 能 で あ る。 そ の

場 合、 プ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ジ メン トは 非 定 型 的 マネ ジ メン トの ひ とつ の方 法

で あ る とい え る。

定型 的 とい う意味 に は 繰 り返 しが あ る とい う こ とで、 プ ロ ジェ ク ト.マ ネ

ジ メン トには 、 そ の よ うな反 復性 の あ る 日常 業 務 的 な こ とでは な くて、 ひ と

つ の 目的 を もっ た、 い わ ば例 外的 な もの ・一 時 的 な問 題 解 決 を対 象 と した も

の で あ り、 非定型 的 な マネ ジ メン トに 属す る考 え方 で あ る と考 え られ る。

そ れ で は 、 非 定 型 的 マネ ジ メン トにつ い て 学 ん でい くわけ で あ るが、 そ の

場 合 の 組 織構 造 は ど うな るか とい う こ とに つ い て考 え る。 こ こに、 古 い 静 態

組 織 と新 しい プ ロジェ ク ト型 組 織 の 対 比 につ い てD .1.ク リー ラン ドとW.

R.キ ン グに よっ て ま とめ られ た表 が ある の で 参 照 したい 。

プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト

〔ライ ンと ス タ ッフ 〕

従来 の階 級 的 序列 制 度 の 痕跡 は 残 って い るが、

機 能 的部 門 の ラ インは 主流 として よ りも、 支援

組織 と して の 役割 を果 たす 。

〔階 級 的 序列 制度 〕

縦の 関 係 も存在 す る が、 横 の あ るいは 斜 めの

関係 が重要 な役 割 を果 たす 。 重要 な企 業 活動 は、

すべ て プ ロジ ェク トの 実 施 を 中心 に行 なわれ る。

〔上 役 と部 下 の 関係 〕

同僚 と同僚、 仲 間 と仲 間、 マ ネ ジ ャー と技 術

者 等 々の、 横 の 関係 が 重要 で ある。 重 要 な活動

の ほ とん どが、 横 の 関 係 で処 理 さ れて い く。

〔組 織 の 目的 〕

フ ロシ ェク トの マネ ジメ ン トは、 なん らか の

機 能 的部 門別 マネ ジ メン ト

企 業活 動 は ライ ンの責任 の も とに 行 な われ る。

命令 系統 は ラインに あ り、 ス タ ッ フは ライ ンに

対 し、 助 言 組織 と しての役 割 を果 た す。

企業体のあらゆる分野において、責任と権限

は縦に流れる。重要な企業活動は、すべて上下

の関係で行なわれる。

上 役 と部 下の 関係 が も っとも重要 で ある。 こ

の 関 係 さ え うま くい ってい れ ば、 成 功 は保 証 さ

れ た と同 様 で あ る。 重要 な活 動 のす べ てが、 縦

の 関係 で処 理 され てい く。
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企 業 全体 の 目的 が追 求 され る。 した が って、



独 立 性 を有 す るい くつ か の組 織 の共 同 作 業 とし

て行 な われ る。

〔目的 の統 合 度 〕

プ ロジ ェク ト ・マネ ジ ャー は、 各 部 門各 組 織

の境 界 を越 え て マ ネジ メン トを行 ない、 プ ロジ

ェク トの 実 施 とい う単一 の 目的 に 向か う。

〔権 限 と責 任 〕

責 任 が、 与 え られ た権 限以 上 に、 重 く多 様 な

もの とな る こ とが あ る。各 部 門か らの プ ロ ジ ェ

ク ト参加 者の 給 与や 勤務評 定 や昇 進 に 関 し、 そ

れ ぞれ の部 門の 長 に 対 し、 報 告 もし くは 勧 告 を

行 な うとい う責 任 さえ、 と きと し て与 え られ る。

〔永 続 性 〕

プ ロジ ェク トには 終 りが あ る。 した が って、

そ のた め の組 織 に も終 りがあ る。

目的は単 一 であ る。

ゼ ネ ラル.マ ネ ジャー は、 同一 の 目的 を もつ

複数 の活 動 をま とめ る役割 を果 たす 。

部 門 別組織 図に 示す とお りの、 権 限 と責任 が

与 え られ てい る。権 限 と責 任 は ライ ンに あ り、

ス タ ッフは 助言 を 行 な う。 上 役 と部 下の 関 係 が、

す べ ての 活動 の 中心 となる。

永遠 につ づ く可 能性 を も って いる 。部 門別 の

組 織 は、 それ ぞ れ、 そ れ 自身つ ね に よ り強 力 な

存在 た ろ うとす る。

●

1-2シ ス テ ム 思 考 に よ る マ ネ ジ メ ン ト

1-2-1シ ス テ ム と は 何 か

シ ス テ ム と は 、 非 常 に わ か り に く い 言 葉 で 、 コ ン ピ ュ ー タ の 場 合 、 コ ン ピ

ュ ー タ そ の も の 、 物 理 的 存 在 と し て の ハ ー ド ウ ェ ア を シ ス テ ム と い う こ と も

あ り 、 ま た コ ン ピ ュ ー タ に の せ る 対 象 と な る 適 用 業 務 を シ ス テ ム と い う こ と

も あ り 、 時 と し て は プ ロ グ ラ ム を シ ス テ ム(特 に シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム とい

う場 合 に は プ ロ グ ラ ム の う ち コ ン ピ ュ ー タ ・ コ ン ト ロ ー ル を 行 な う プ ロ グ ラ

ム の こ と を い う)と い う こ と も あ る よ う に 、 は っ き り と し た 定 義 づ け が し に

く い も の で あ る 。

こ こ で は 、 一 応 シ ス テ ム ・ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 関 係 の 本 に お い て 、 シ ス テ ム

と い う 用 語 が ど の よ う に 定 義 さ れ て い る か と い う、 シ ス テ ム の 概 括 的 な 考 え

方 を 紹 介 す る 。

① マ ク ミ ラ ン と ゴ ン ザ レ スMcMILLANandGONZALEZ)は 、 「もの

お よ び そ の 属 性 が 互 い に 何 ら か の 関 係 を も っ て 結 合 さ れ て い る 場 合 、 そ の

集 合 が シ ス テ ム で あ る 。 」(「 シ ス テ ム 分 析 よ り 」)と 定 義 を く だ し て い

るo

-66一

ヒ



φ

◆

,

② アー サー.D.ホ ー ル(ArthurD.Holl)は 、

「システムとは 要素 の集 ま りで、 そ の 要 素間 ある い は要 素 の 属性 間 に

相 互 関 係 が存 在 す る もの で あ る。 」("AMethodologyforSys-

temsEngineering"よ り)と 考 え、 システ ム とは 大 規 模 で 複 雑 な

要 素 の集 合 体 で ある と端 的 に割 り切 っ て い る。

③ ウェ ブス ター 辞 典 は、

「複 合 的 また は 統一 体 を構 成 す る 事物 や 部 分 の集 合 また は組 み 合 わ

せ で ある」

と定義 を くだ して い る。

④ ジ ョン ソン,カ ス ト,ロ ー ゼ ンソバ イク(Johnson,Kast,Ros-

enzweig)は 、 「複 雑 なff-一 体 を形 成 す る もの、 また は部 分 の集 合

ま た は連 合 で あ り、 組 織 化 さ れ た複 雑 な統 一 体 で ある 。」("The

TheoryandManagementofSystem"よ り)と 定 義 を くだ して い

る が、 同 時 に 著書 の 中に 「シス テ ム とい う考 え 方 は マネ ジ メ ン トの た

め の考 え方 で あ り、 内的 、 外 的環 境 要 素 を統一 体 と して 具 象化す る場

合 の枠 組 とな る もの で あ る。 」 と考 えて お り、 システ ム とは 、 具体 的

に、 客観 的 に存 在 す る とい う考 え方 よ りも、AWAYOFTHIN-

KINGつ ま り、 シ ス テ ム とい うのは 、 ひ とつの考 え方 なん だ と と ら

え てい る。 さ らに、 つ き進 めて=考え る な らば、

⑤ ハー バー ト.A.サ イ モ ン(HerbertA.Simon)も 、 システムを

「一つ または そ れ 以上 の 関 係 を もつ 要 素の 組 み合 わせ 」

と考 え て い る点 は他 の 学者 とほ ぶ同様 で あ る が、 注 目す べ きは もっ と

実益 の あ る考 え方 、 つ ま り実 務 的 観 点 か らさ らに 突込 ん だ考 え 方 の展

開が、 サ イモ ン教 授か ら期 待で き る点 で ある。

同教 授 は 制 御 で き る変数 す なわ ち コン トロー ルで き る変 数 を シス テ

ム要 素 と名 づけ 、 制御 で きない つ ま リ コ ン トロー ルで き ない変 数 を環

境要 素 とい うよ うに 分け る考 え方 で ある 。 この こ とは 問題 を 解 く場 合

に、 何 が 制御 で きる 変数 で あ り、 何 が 制御 で きな い変数 で あ るか 一

変 数 とは 定 量 的 な 観念 か らそ うい ってい るの で あ る ので、 変数 といわ

ない で要 素 とい って も よい を考 え る ことが 大 事 な ポ イ ン トで あ
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る。 制御 で きな い もの をい く ら考 え てみ て も しか た が な く、 結 局制 御 で き

ない もの に対 して は そ れ に適 応 してい く よ り手が な い の で あるか ら、 適応

の仕 方 や 方 法 を発 見 す る こ とが 非 常 に大 事 な ポ イ ン トと なる。 と同時 に、

制御 で きる変 数 は で きだ け 目標 に合致 す る よ うに コ ン トロー ルす る とい う

こ とが 大切 に な る。

この よ うに、 制 御 で き る変数 と制御 で きな い 変数 に もの ご とを 分 け て考

え、 そ こか ら問題 解 決 の 糸 口を 見 つけ 出す とい う方 法 論 が 非常 に 実益 のあ

る考 え方 で あ る。

そ の 意味 で、 シス テ ム的 な考 え方 はAWAYOFTHINKINGで

あ る とい う考 え方 は、 実 益が あ る とい え る。

1-2-2シ ス テ ムの 種 類

シス テ ムの概 念 に つ いて考 え る場 合 、 シス テ ムを次 の よ うに 分け る と有 効

で あろ.う。

① 自然 の シス テ ム と人工 の シス テ ム

今、 自然 の シス テ ムが 人工 の シ ス テ ムの 相 対 的 な 巨大化 の た めに 追 い や

られ て い る とい うことが 、 公 害 問題 等 で盛 ん に論 議 され 始 めてい る。 この

ことは 、 人工 の シス テ ム とい うの が 人間 生 活 に と って重 要 性 を増 し、 それ

だけ に熱 中 しす ぎて 、 自然 の シス テ ムの 循 環 的 シス テ ムが無 視 され て きた

こ との た め に生 じた 問題 で ある 。その結果、 問題が多 く起 こって きた の で あ

るか らまた 自然 に 返 れ とい うわけ で あ るが 、 そ う簡 単 では な く自然 の シス

テ ムと 人工 シス テ ム との調 和が 問題 で あ る。 さ らに、 裏 返 してい うな らば、

わ れわ れ の 日常 生活 にお い て 人工 の シみ テ ムが 非 常 に大 きな ウエ イ トを 占

めっ つ あ る こ とを 表 わ して い る と もい え る。

② 開い た シス テ ム(opensystem)と.閉 じた システム(closedsystem)

「ほ とん どの シス テ ムは 、 そ の環 境 との あい だ で、 物質 、 エネ ル ギー 、

情報 を交 換 しあ うとい う意 味 に お い て、 開 い た シス テ ムで あ る。 も し、 シ

ス テ ムが でん な 形 にお いて も、 情報 、 熱 、 物 理的 物 質 の よ うな エネ ル ギー

を出 した り、 入 れ た りしなけ れ ば、 そ の シス テ ムは 閉 じた シス テ ムで ある。」

("AMe'thodologyforSystemsEngineering"よ り)

問 題 を 端 的 に 説 明 す るた め に 、 前 出の公 害 問 題 を取 り上 げ る と、 今 まで
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地 球 は 無 限 の大 き さを 持 つopensystemで あ る と考 え られ て きた 。

それ に対 して 、 人間 の 営 み は相 対的 に小 さい もの と考 え られ て きた。 と

ころ が、 人間 の活 動 が 非 常 に 広 範 囲に わた り、 能 率 の た め に高 密度 化 した 。

大 規 模 化 ・高密度 化 の結 果、 だ ん だん地 球 は 有 限 な大 き さ を持 つclosed

svstemに 変 わ りつ つ あ る。closedsystemと い っ て も、 太 陽エ ネル

ギー は も ら うわ け で あ るが 、 地 球は 地球 と して全 体 の エネ ル ギー お よび 物

質 のバ ランス を保 た なけ れ ば な らない とい うこ とで、 無 限 の 大 きさ を持 つ

と考 え られ て きた 地 球 が、 有 限 の大 きさ であ る こ とが 認 識 さ れ 始 め たの で

ある 。

つ ま り、 人間 の 営 み の相 対 的 巨大 化 に よ って、 前 述 の よ うにな っ た とい

うこ とは、 経済 ・技 術 の い ま まで の論 理 とい うもの が 、 地 球 はopensy-

stemで あ る とい う考 え方 の も とに、 経 済 ・技 術 の論 理 を 発 展 して いっ た

と ころ に問 題 が あ る。結 局、 地 球がclosedsystemな らば、 われ われ

の 経 済 ・技 術の 論 理 もclosedsystemで なけ れ ば な らない とい うこ と

で、 このopensystemとclosedsystemと い う考 え方 は 、 今 後 の技

術 ・経 済 の 論理 の 展 開上 非 常 に大 事 な要 素 とな った 。

③ 適 応 シス テ ム と非 適 応 シス テ ム

適 応 シス テ ム とは 、 ひ とつ の 問題 を考 え る場 合 に、 制御 で きない 変数 と

い うの が 環境 要 素 で あ るか ら、環 境 の変 化 に対 して いか に 制御 で き る変数

を対 応せ しめ て い くか とい うこ とで ある 。そ の 場 合、 環 境 か ら全 く遊 離 し

た も のが、 非 適 応 シス テ ムで ある 。非 適 応 シス テ ム とは シス テ ムの機 能 を

失 った存 在 価値 の な い過 去 の 形骸 とい うことに な る。

1-2-3シ ス テ ムの特 徴

シス テ ムの 特徴 は 、 まず 第1に 定義 で も述 べ た よ うに、 まず 何 らか の形 で

要 素 の集 ま りで あ る とい う ことか ら集 合 性 とい うこ とが そ の第1の 特 徴で あ

る。第2に 要 素 は ひ とつ では 困る の で、 要 素間 に お い て、 イ ン ター ア ク シ ョ

ンとい うか 、 相 互 関連 性 が 必 要 で あ る。第3に シス テ ムは ひ とつ の 目標 を も

って お り、 目標 の追 求 性 を持 ってい なけ れば な らない 。 なぜ 、 目標 を持つ か

とい うな らば 、 目標 を 持 っ てい なけ れ ば、 相互 関連 性 を ど う調 整 した らよい

かと い う価 値 基準 が 泣 くなるか らで ある 。第4に 環 境 の変 化 に 対 して、 目標
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に 照 らして、 どの よ うに シス テ ム要 素 を コン バ イ ン した ら よい か、 その 行 動

を どの よ うに コー デ ィネ イ トした らよいか とい うこ とが問 題 に なる の で、環

境適 応 性 を もた なけ れ ばな らない 。

以上 を ま とめ て み る な らば、 シ ス テ ムの 特 徴 は 、

① 集 合 性

② 相 互 関連 性

③ 目標 追 求 性

④ 環 境 適応 性

で あ り、 問題 の解 決 の しか た やそ の設 計 を考 え るに は、 以 上 の4点 が ど うい

うと ころに あ る か を具 体 的 につ きつ め て み る こ とが 、 問 題 を は っ き り定義 づ

け る こ とに な るわ け で ある 。

1-2-4シ ス テ ムズ ・ア プ ロー チの 特 徴

シス テ ムを考 え る場 合 、awayofthinkingで あ る とい う考 え 方 を と

る こ とが、 実 益 が あ る 旨を前述 した が、 も う少 し シス テ ムズ ・ア プ ロー チに

つい て の 注意 点 を述 べ る。

① シス テ ム要 素 と環 境要 素 との 弁 別(権 限、 時 間、 状 況)

た とえ ば権 限 の 有無 に よって、 あ る場 合 は シス テ ム要 素で あ り、 他 の場

合 に は そ の同 一 要 素 が環 境要 素 と もな りうる とい うこ とで あ る。 権 限 の な

コ

い者 に と って は環 境要 素 つ ま りコン トロー ル で きな い要 素 で あ る もの が、

権 限 の あ る者 に と って は コン トロー ル で きる要 素 とな る の で、 権 限の 有無

に よっ て シス テ ムの 境 界が 変 る とい うこ とで あ る。 と ころ が、 わ が 国の場

合 、 これ を意 思 決 定 につ い て考 えた 場 合、 制御 で き る要 素 の小 さい 人が意

思 決 定 を して、 制御 で きる 要 素 の大 きい 人が 承 認行 為 を よ く行 な って い る

が、 これ は能 率 の 問題 以 外 に有 害 な こ とで あ る。一 般 に 人間は 自分 の規 準

に合 わせ て行 動 す る もので あ るか ら、 制御 で きる要 素 の大 きい 人 が意 思決

定を しない 場 合、 企 業 に と って安 全 性 を見 込 みす ぎて マ イ ナス では ないか

とい うこ とで あ る。 この よ うに 権 限に よ って 、 シス テ ム要 素 と環 境要 素 と

は 、 い れか わ る の だ とい うこ とを 先づ 考 え る べ きで あ る。 次 に、 時間 につ

いて考 え る な らば 、 短 期 計 画 と長期 計 画 とは 一 般 に 非常 に 矛盾 しあ うもの

で、短 期計 画 の 利 益 の 積 み 重 ね は 長期 的 な利 益 に な る とは 限 らない 。 ひ と
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つ の問題 を考 え て み て も、 どの 程度 の時 間 を考 慮 す るか に よって 、 シス テ

ム要 素 と環 境 要 素は いれ か わ る わけ で ある。

長 期 的 な もの を 考 えれ ば 、 人 間の 能 力は 教 育 に よ って制 御 で き る シス テ

ム要 素 とな し得 るけ れ ど も、 短 期 的 に考 え る と与 件 と して の 環 境要 素 た ら

ざ るを得 な くな る か らであ る 。状 況 につ い て 考 え るな らば 、成 長 して い る

企業 に おい て は 制御 で きる 要 素は か な り多 く、 た とえ ば長 期 資金 の調 達 は

容 易 で あ るが 、 行 き言吉ま ってい る企 業 にお い て はそ れ は 制御 で き ない 要 素

とい う こ とに な る か らで あ る。

したが って 、 シス テ ムとい う もの は、 客 観的 に存 在 す るの では な くて、

む しろ問題 解 決 に あた っ ての ひ とつ の枠 組(フ レー ム ・ワー ク)、away

ofthinkingだ とい う考 え 方 の ほ うが 実 益 が 多 い と考 え て い る。

② 有 効 性(effectiveness)

有 効 性 とい う考 え方 は 能 率(e・fficiency)を 上 廻 る上 位 概 念 で、eff-

iciencyと い う考 え方 は 要 素的 な思考 、effectivenessと い う考 え

方 は シス テ ム的 な思 考 の 概 念 で あ る。 た と えば 、 コ ン ピュー タ を使 っ て事

務管 理 の能 率 をあ げ る とい うこ とは 要 素的 思 考 にお い ては きわ め て大 切 な

こ とで あ る が、 は た して 企 業全 体 に役 立つ か ど うか とい うこ と とは 別 問題

にな って くる 。 売 り上 げ 高 を早 く知 る とい う ことひ とつ を とっ て も、 マー

ケ ッ ト・オ リエ ンテ ッ ドの 企業 で 打 つべ き手 の ある企 業 とプ ロセ ス ・オ リ

エ ンテ ッ ドの 企業 で対 応 策の 少 な い企 業 と では、 そ の 有 効 性が 違 って くる

とい うこ と に な る。 あ るひ とつ の 要 素に お け る能 率 性 の 向上 が 即全 体 の 企

業に 大 き な貢 献度 を もた らす か ど うか は、 そ の 企業 体 の 性 質、 状 況 に よっ

て も違 うわ け で あ る 。 われ われ が ね ら うべ き こ とは 、 む しろefficiency

よ りもeffectivenessで なけ れ ば な らな い とい うこ とに な る。 オペ レ

ー シ ョンズ ・リサー チ の場 合 は、 メ ジャー オ ブ エ フェ ク テ ィブ ネス(me-

asureofeffectiveness=有 効 性 の 尺度)と い い 、 決 してmeasu-

teofefficiencyと はい わ ない こ とに 留 意 され た い 。

有 効性 とい う考 え 方 は シス テ ムの ミッ シ ・ ン とい うか 目標 とい うか、 使

命 に対 して そ の達 成 度 合 が どの よ うか 、 また そ の 貢 献 度 が どの 程 度 で あ っ

たか とい う こ とが 判 断 の基 準 に な るべ き で、 ただ能 率 を よ くす るだけ では
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足 りない ことに な る わけ で あ る 。

③ 要 素 間の 争 剋(conflict)

日本 の経 営 を考 え た 場 合 、 予 定調 和 説 とい って 各 人 が 努 力す れ ばす るほ

ど会 社 は よ くな る とい うよ うに考 え られ てい るが 、 日本経 済 や 企業 の 現実

面 を見 た場 合 に各 人が努 力す れ ばす るほ ど悪 くなって い る例 が 多数 ある。

これ につ い て は、PEPT手 法 の とこ ろで一 層 明 確 に学 ぶ こ とに な るが 、

こ こで は、 この一 番 よい 例 と して チ ャー チ マン教 授 らの 在 庫 政 策 に対す る

組 織単 位間 の 矛 盾を 引 用 して お こ う。

在 庫 政 策 に関 す る 各部 門 の もって い る ビヘ イ ビァ とか あ る い は政 策 とい

うもの を考 え て み る とき に 、 単 位 組織 間の コン フ リク トが 明 瞭 に浮 び上 っ

て くるか らで あ る 。 チ ャー チマ ン教 授 らの 例 を追 って行 くな ら、 生 産 部は

い か に安 い コス トで 製 品 をつ くる か とい うことが 第1任 務 とな る。 コ スト・

ミニ マ ムの 生 産 を行 な うに は、 ロッ トの 大 きさを 大 き くす れ ば よい 、 つ ま

り一 連 の生 産 を な るべ く多 くつ くれ ば準備 費 、 あ とか た づけ の 費 用が 最小

に な るの で、 ロッ トの 大 きさ を大 き くす る こ とが 、 コス ト ・ミニマ ムに な

る 有 力な手 段 であ る が、 そ の 結 果は 在 庫 は 大 とな る。 次 に、 販 売 部 は販 売

に 際 して 売 りそ こ ない 防止 を す る こと が第1任 務 で あ るが、 そ の た め には

在 庫 が どの 製 品 に つ い て もほ しい とい う ことに な り、 そ の 結 果 は在 庫は 大

とな らざる を得 ない 。 また 、 人事 部 では 雇 用 の安 定 を希 望 す る ことに よ り、

需要 期 と不 需 要 期 とが存 在 す る季節 的 製 品 の場 合 には 、 不 需 要 期 の生 産 と

い う ことに な り、 そ の 結 果 は 在 庫は また も大 とな る。 しか し、 財 務 部 や経

理 部 が考 え る こ とは 資金 の 固定 化 防止 で あ り、 在庫 が 多 い と い うこ とは資

金 が そ れ だけ 固定 化 す るが 故 に、 何 時 も悪 と され、 在 庫 は 少 なけ れば 少な

いほ どよい とい うわけ で 、 は じめ て 在 庫 は小 な るべ し とい う主 張 が 出て く

る 。そ して 、 これ らの主 張 を定量 的 に 追求 して、 その 釣 り合 い を発 見す る

こと がORの 任 務 で あ る が 、 これは 計 算 して み ない と護 れ もわか らない問

題 で、 実 際問 題 と しては 実 力者 が 勘 で決 め 、 他 の 者は 任務 を 忘れ て 妥 協 し

てい るの に過 ぎな い 。 些 細 な問題 は そ れ で もよい が、 非 常 に重 要 な決 定 で

あ る場 合 には 、 計 算 して み る と どこで 調整 した ら一番 シス テム全 体 として

売 りそ こ ない も少 な く、 在 庫 も少 な く、 コス トも ミニ マ ムな 点 が発 見 で き
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るか とい う技 法 は 既 に存在 してい る。併 しORも 費 用 が かか るか ら重要 な

問題 に つ いて の み 適 用す るの が 賢 明で あ る.

問題 は、 本来 組 織 とい うもの は、 各 自の 目標 を追 求す れ ば追 求 す るほ ど

争 剋 す る点 が 必ず 出て くる もの で、 そ の 事 実 認 識の上 にそ れ らの コン フ リ

ク トを どこで調 整 す るか とい う こと を認 識 す るの に、 実は シス テ ム的 なa

wayofthinkingの 意i義が あ る とい え る。

④ モ デ ルの 利 用(数 式 モデ ル、 決 定 論 的 モ デル と確 率 論的 モ デ ル)

コ ン ピュー タの 出現 に よ り、 社 会科 学 の 諸 現象 も 自然 科 学 と同 じ く実 験

科 学 の 性質 を お びて きた。 す なわ ち、 数 式 モ デル の使 用 に よ り将来 の予 測

や 決 定 因子 に落 ちが ない か ど うか とい うこ とを実験 的 に 追 求 す る こ とが 可

能 に な っ て き た わけ で あ る。 数式 モ デ ルは 普 通2つ の種 類 が あ り、 決 定 論

的 モ デ ル と確率 論 的 モデ ル とが あ る。

決 定論 的 モ デ ル とい うの は、 す で に わか って い る法 則 の 中か ら答 え が一

義 的 に 出て くる性 質 を有 す る もの で あ り、 確 率論 的 モ デル とい うの は 明 確

な ルー ルが な く、 時 と場 合 に よっ てい ろい ろ と異 った 結果 を伴 うもの で あ

るが 、 そ れ を全 体 として は こ うい う傾 向 に な るだ ろ うとい う推 定 を す るモ

デ ル であ り、 例 と しては モ ンテ ・カル ロ法 が ある。

〔モ ン テ ・カ ル ロ法 〕

J.vonNeumannとS.M.Ulamに よって1945年 ごろ シ ミュ レ

ー シ ョンの 中 に 導入 され た語 で、"決 定論 的 な数 学 問題 の 処 理 に乱数 を

用 い る こ と"と 定 義 した 。現 在 では む し ろ乱 数 な どを 中心 とす る確 率論

的 問題 で、 方 程式 をた て る こ とが 困難 な 場 合、 あるい は 方 程式 を た てて

も解 く こ とが 困難 な場 合 に、 デ ィ ジ タル 計算 機 に よる シ ミュ レー シ ョン

で解 く場 合 を、 モ ンテ ・カル ロ法 と よぶ。(岩 波 数 学辞 典 よ り)

⑤ 科 学 的 方 法(ScientificApproach)

シス テ ムズ ・ア プ ロー チ の 敵は何 か とい う と、先 入 観 とか 固定 観念 で あ

る。 元 来 、 科 学 的 方法 とか、 科 学精 神 とい う もの の本 質は い ま のべ た よ う

な観 念 を 取 り去 り、 実験 と観 察 の 中か ら よ りよい 可能 性 を見 つけ 出そ うと

す る努 力 で あ る。

⑥ 学 際的 方 法(InterdisciplinaryTeamApproach)
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当 初 は、 異 専 門領 域間 の 研 究 と 訳さ れ てい た語 で あ るが、 最 近 は 学 際的

方 法 とい う こ とで、 通 用す る ように な っ た。 これ は、 違 った 学 問 を お さめ

た 人達 は 違 った思 考 方 法 、 発 想 法 を持 って い る。 だか ら新 ら しい 問題 に挑

戦す る場 合 に 、違 った 発 想法 を持 って い る人 々の集 団の 方 が 有効 で あ る と

の考 え方 か ら生 まれ た方 法 で あ る。 つ ま り、 量 的 な問 題 を解 決す る場 合 に

は 、 同 じ専 門領域 の 人(同 質性)が 集 ま って い た ほ うが 効 率 が よ く、質 的

な問題 解 決 には 異質 的 な素 養 を もった グルー プの方 が 有 利 で あ る とい う考

え 方 で あ る。 また今 日の 複 雑 な社 会 にあ って は、 一 人 の天 才 よ りも異質 の

集 団 頭 脳 に依 拠す べ しとい う考 え 方 も同 時 に存 在 しての 発 想 で もあ る。

ただ し、 この アプ ロー チの方 法 も ミッ シ ョ ン ・オ リエ ン テ ッ ドな 態度 が

あ って 始 め て有 効 で あ って、 日本 の 縦 社会 構 造 の 中では 難 か しい、 な か な

か 実行 しが たい方 法 論 で あ る。 しか し、 これ は システ ムズ ・ア プ ロー チの

重 要 な方 法 論 に な って い るの で 、 こ うい うこ と を体得 し実行 可 能 に しなけ

れ ば、 とて もわが 国 では 新 しい 問 題 の解 決 は で きな い ことは 確 か で あ るの

で、 ど う して も70年 代 には 克 服 しな くては な らない 創 造 性 発 揮 の 関 門 と

い え よ う。

▲

■

2.シ ステ ム ・ア ナ リシス

2-1シ ス テ ム ・アナ リシス の 誕 生

シス テ ム ・ア ナ リシ スは 、1948年 、C・ 」・ヒッ チ、S・ エン ケ 博士 な ど

に よっ て開 発 され た 。1961年 、 マ ク ナマ ラ国 防長 官の 下 で具 体 的 に は

PPBS(Program-Planning-BudgetingSystem)の 中に 組 み入

れ られ たの で あ る。

その 内容 は、 大 別4つ の 部 門 か ら成 り立 っ てい る。 目的、 任 務(ブnグ ラ

ム)、 費 用 一効 果 、 予 算 で あ る。 以 下 その 概要 をみ て み よ う。

目的(ミ ッ シ 。ン)を 達成 す るた めに、 まず 計 画 を立 て る。 米 国に お け る

国 防の 例 で は、 戦略 報 復 兵 力、 一 段 目的 兵 力、 情 報 収集 及 び 通信 、 な どに 分

け た9つ の プ ログ ラム別成 業 計 画(任 務 別 計 画 と もい う)を 立 て て い る。す

な わ ち国 防 とい う任 務 を達成 す る た めの企 画 と行 動 を選 り分 け て、 具 体 的 な

計 画 に再 組 み分 け す る こ とが 必 要 な の であ る。 そ れ らは す べ て1つ の 統 一 活
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動 と しての 「国家 安 全 保 障」 を 目的 と して 関連 づけ るの で あ る。 プ ログ ラ ム

別 成 業 計 画 を構成 す る要 素は 、2つ の面 か ら考 え る必 要 が あ る。1つ は 部 隊

の数 、 航 空 隊の 数、 発射 台の ミサ イ ルの 数 、艦 艇 の 数 とい っ た構 成 要 素 の具

体的 な定 員 を数 字 で 明確 に示す こ とで あ る。 他の1つ は、 そ れ に 要 す る 費用

を 明確 に す る こ とで あ る。 費 用 は3つ に区 分 して検 討 し、 作 成 す る。

・研究 開 発用 費用

・投 資 費用

・運 用 費用

で あ る 。

研 究 開 発 用 費用 は、 新 ら しい 兵 器 体 系 または 新 ら しい兵 器 を 開 発 して、 戦

争能 力 を実 際に利 用 可能 な状 態に す る まで の 費用 で あ る。 す な わ ち一 般企 業

で の新 製 品開 発に 必 要 な費 用 の 見 積 りと同 じ であ って、 これ を 開発 し、 具体

化 す る まで に は莫 大 な額 の費 用 が か か る 。 目的 に対 して 、 適 切 な もので あ る

の か とい っ た 点が 大 切 に な り、全 体規 模 での 開発、 す な わ ち開 発の 最 終 段 階

に進 む か 否 か は重 大 な 意思 決 定 で あ る。 そ こで の評 価 を終 っ てか ら投 資 が 決

定 さ れ るの で あ る。

投 資 費 用 は開 発 が終 ってか ら、 これ を作 戦 用 途 に導 入す る ま で に 必要 な費

用 で あ る 。 これ に は兵 器 体 系 の調 達、 陣 地 の 建設 な どが 含 まれ て い る 。

運用 費用 は年 々の 運用 維 持、 兵 員 のた め の 費用 で ある。 歩 兵 師 団の よ うに

一 年 間 の 運用 費用 が 初 年 度投 資 よ り も大 きな もの もあ る
。

これ ら3つ の必 要 費 用 は5ケ 年 間 程 度 に わ た って見 積 られ る 。 以上 の よ う

な プ ログ ラム構i成要 素 と費 用見 積 りは 、概 念的 に 図1-1の よ うに なる。

こ う した プ ログ ラム要 素 を組 み 立 て 、 長期 にわ た る デー タを揃 え て、 戦 闘

計 画 の 内容 を 明 らか に し、 同 時 に同 様 な任 務 を達 成す るた め に考 え られ る他

の 代 替体 系 と比 較 して 、そ の プ ログ ラム別 成 業 計 画 の費 用 一有 効 度 を評 価す

る こ とに なる。そ れ が 平 等 の配 分(資 源 の配 分)に つ い て の適 正 度 を判 定 す

る基 準 に な る。

これ らの プ ログ ラム別 成 業 計画 を 予算 とい う期 間計 画 へ、 年 間 毎 の 費 用 と

して 把 握す るため に、 費用項 目を予 算 の支 出項 目に 分 け る 必要 が あ る。 費 用

項 目 を予 算の支 出科 目区 分 に従 っ て分 け て お く。 図 で もそ れ ぞ れ の 費 用項
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目を 予算 書 の支 出項 目区 分 に 対 応 させ て い るの であ る。

しか し国家 予 算の 編成 で 使 わ れ て き てい る使 途 別 の積 算 方 法 と、 マ クナ マ

ラ方 式 で の 目的 達成 に必 要 な任 務 別 な プ ログ ラ ム事業 計 画 の 予 算 積 算方 法 と

は、 別 々の 予 算体 系 とな って い る。 そ れ で ヒッチは、 両 立 て に して そ れぞ れ

の長 所 を生 かす シス テ ム を考 え 出 した 。 「この 結 果、 予 算 編成 に あ た って は、

任 務 別 計 画 を使 途 別 予 算 に 翻 訳 し交 換 す る とい う事務 的 め ん ど うが生 じ、 ま

た承 認 せ られ た予 算 を任務 別計 画 に 反映 す るた め には、 逆 の変 換 を行 な わ な

けれ ば な らない 。 しか し これ は い わ ば機 械 的 な 手間 で あ っ て、 現行 予 算 の 持

つ 利点 は 、 この よ うな手 ぼ を十 分 償 う もので あ る。 しか も この種 の めん ど う

は 、 コ ン ピュー タの 利用 に よって十 分克 服 す る ことの で き る もの で あ る。 か

ように して、 任務 別 に計 画 し、 資 源別 に年度 予算 を組 む こ とに よって 、 国 防

省 は任 務 と戦 略 とい う文 脈 に お い て管 理 を行 な うと同時 に、 資 源別 に よる管

理 を も遺 憾 な く行 な う ことが で き る。 」 と したの で あ る。

以 上 概 要 をみ た よ うに、3軍(陸 海 空)の 国家 防 衛 目的 へ の 貢献 とい う立

場 か ら、 統 一 した 目的 達 成 の方 法 を手 順 化 して 明確化 した の が 、PPBSと

い われ る もの であ る。 こ う したPPBSの 編成 の ス テ ッ プの 中 で 研 究 され 、

検討 さ れ、 具 体 的 に 展 開 さ れ たの が 、 シス テ ム ・ア ナ リ シスな の で あ る。 す

なわ ち

1

↓

2

↓

3

↓

4

↓

5

↓

仕

とい った 内容 が含 ま れ、

れ らが く りか え され た り、部 分 的 な評 価が任 務 へ の フィー ド ・バ ッ クが行 な

われ る。 そ して 内容 が 規 定 され て 目的 が 達成 され るの で あ る。

こ うした三 軍統一 を企 画 して、 目的 達成 を ね らったPPBSの 展 開 を 中心

に開発 され た シス テ ム ・ア ナ リシスの方 法 や、 ス ケ ジュー ル管 理 の考 え 方や

方法 は、 一 般 企業 に お い て も、 企 業 経営 の 立 場 で企業 目的 を 達 成 す るた めの
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目的 一 任務

代替 手段 一 費 用 分 析(経 営性 分析)

選 択 手 段

モ デル 化

費 用一 効 果 分 析

予算 化

1→6が そ の ステ ッ プ と考 え る こ とが で き よ う。 こ



用 具 と して 理 解 され だ した 。す なわ ち企 業経 営 の シス テ ム化 とそ の効 率 化の

た め に利 用 さ れ初 め たの であ る。

目的 を じ ゅ うぶ ん に検 討 し、 そ の 中か ら必 要 な 「任 務 別 計 画」 を設 定 す る。

そ れ らの具 体 的諸 資 源 を 数量 的 に 把 握 し、 そ れを 費 用 と して、 大別3つ の ス

テ ップで 計 算す る。 そ してそ の プ ログ ラムの構 成 要 素 を、 目的 別 に 明確 に費

用一 効 果 分 析 を行 な って 最 適 化 し、 そ れ を 予算 化す る、 とい っ た ス テ ッ プが

企 業経 営 の 多 角化 か競 争 戦 略 の設 定 で も有 効 な創 造 的 、 代 替効 果 を含 む アプ

ロー チで あ る と同時 に、 そ こ を流れ る基 本 的 目的 、 目標 志 向性 企 業 活 動 の本

質 を 決定す る もの なの で あ る。 それ は 、経 営学 的 な効 果 性 の 分 析、PERT

の利 用 、ORの 利用 な どその 諸 方法 が 総 合 さ れ て お り、 最 も効 果的 な戦 略設

定 に 役立 つ もの とい え よ う。

図1-2PRBSの サ イ クル
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2-2シ ス テ ム ・ア ナ リ シ ス の 内 容 と プ ロ セ ス

ア メ リ カ の ラ ン ド ・ コ ー ポ レ イ シ ョ ン(RandCorporation)の ク ェ ー

ド(Quade,E・S)は 、 次 の よ う に 定 義 し て い る 。 「 シ ス テ ム 分 析 は 、 行
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図1-5シ ス テ ム ・ ア ナ リ シ ス の サ イ ク ル
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/定 され る代 替的 行 動 等が

、 どれ ほ ど敏感 に 異 な

るか につ いて の 分析 で ある。

＼
"/

動 の 目標 を明 らか に し、 そ の 目標 を達成 す るた めの 諸 方 策 を列 挙 し、 それ ら

の 費 用 や有 効度 や 危 険 度 を比 較 して、 目標達 成の た め の方 策 を 提示 す る こと

をね らい と した、 意思 決 定 の 問題 に関 す る 探求 の1つ の 形 態 で あ る。 そ して、

そ れ は 不確 定性 の環 境 の 中で、 複 雑な 選 択の 問題 を解 決す る た め の アプ ロー

チの 方 法 や考 え 方 を提 示 す る もので あ る。 」 そ して 図1-3の よ うなサ イク

ル活 動 を示 して い る。

シス テ ム ・ア ナ リシス の 特 徴 とされ る 「費用 ・効 果(便 益)分 析 」 は 、P

PBSの 予 算 編 成 の 過 程 で行 な われ 、 代 替 策 を徹定 的 に比 較検 討 す る こ とに

よっ て、 そ の 効 果 が 認 め られ た もの で ある。

S・L・ オ プ トナー は 、 「定 性的 か つ 定量 的 属 性 を もった 混 合 問題 を解 く

ため の技 法 が シス テ ム ・ア ナ リシスで ある。 」 と述 べ て い る。 また ク リー ラ

ン ド.キ ン グは 、 「シス テ ムの概 念が 、 マ ネ ジ メン トの プ ラニ ン グの段 階 で

適用 され た 時、 そ れ は シス テ ム ・ア ナ リシス と呼 ば れ る。 シ ステ ム ・アナ リ
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シスの 目的 は 、 マ ネ ジ メ ン トの プ ラニ ン グの段 階 に おい て、 意思 決 定 問 題 を

解決 す る こ とにあ る。 」 と述 べ て い る。 以上 の 内容 か ら システ ム ・ア ナ リシ

スの ス テ ッ プ を次 の よ うに 設 定す る こ とが で き る。

r

2

3

目標 ・目的 の設 定(達 成 しよ う とす る 目標 が あ る)
↓

目標 ・目的 達 成 の 手 段 の列挙(達 成す る手 段 方法 は い くつ か あ る)
↓

目標 と手 段の 相 互 関係の 明確 化(目 的 と手段 ・方 法 ・そ れ に 必 要 な

資 源の 相互 関 係 を 明 らか にす る、 費 用 一 効果 分 析 を含む)
↓

4.選 択 の判 定 基 準 の 設 定(各 々を 比 較検 討 し選 択 す る基 準)

↓
5.不 確 定要 因 の列 挙 と可 能 性 検討(不 確 定 な もの を 明 らか に し、 そ の

以 上 の よ う な プ ロ セ ス で 、

シ ス テ ム ・ ア ナ リ シ ス はPPBSの 開 発 に そ の 端 を 発 し て い る こ と は 前 述 し

図1--4シ ス テ ム'ア ナ リ シ ス の プ ロ セ ス

可能 性 を検 討 し、 そ の 扱い方 を見 極 め る)
↓

6.資 源 と して の 時 間 要 素の検 討(タ イ ミング を考 え る)

↓
7.総 合 的 な 検 討(部 分的な検討だけ でな く総合的に考える)

シス テ ム ・ア ナ リシス を行 な う こ とが で き る。
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た 通 りで あるが 、 その基 本 的 な 目的志 向 をPPBSに 範 を取 って 、 シス テ ム

的 に 戦 略設 定 を行 なっ た企 業 が あ る。 イ ン ター ナ シ ョナル.ミ ネ ラル ズ.ア

ン ド ・ケ ミカル社 の場 合 は、 独 自に図1-4の よ うな展 開 を行 って い る。

シス テ ム ・ア ナ リシスの 第一 の プ ロセ スが 「ニー ズ の研 究 」 であ る
。 す な

わ ち ニー ズ の研 究が 最 も大 切 な シス テ ム ・ア ナ リシスの 前 提 と して 示 さ れて

い る。 次 の ス テ ップは、 企業 に よってそ の 展 開すべ き シ ス テ ムは なん で あ る

か を ハ ッキ リさせ る こ との 必要 性 を示 して い る。

企 業 の場 で考 え る シス テ ムは 、 戦略 と して の 企業 目標 ・目的 に合 致 させ る

こ とに よ っ て成 り立つ 。PPBSが 「国 家 安 全保 障 を ど う確 保 す る か 」 の 目

標 か らス ター トした と同 じ よ うに、 企業 の 目標 ・目的 の 設 定 が 大 切 な の で あ

る。

企業 活 動 の 中 では 、 目標 ・目的 の 設 定 ・す なわ ち環 境 適 応 の ス テ ップか ら

考 え る必 要 が あ る。 「戦 略設 定 を含 む シス テ ム ・ア ナ リシスの 手 順 」 に つ い

て 以 下 説 明 す る。(図1-5参 照)

まず 第1は 現状 の 分析 で あ る。企 業 のk・か れ てい る社 会的 経 済 的 諸条 件の

検 討 を必要 とす る。 す な わ ち企 業 を と りま く環 境が ど う変 わ っ て きてい るか

を 分 析 す るの で あ る。 この 分 析 に よって、 存 続 と成 長 を 願 う企業 が適 応 す べ

き環 境が 問題 とな るの で あ る。企 業 の 主体 制 におい て、 いか な る業種 に 属 し

て い るか、 そ れ は 外部 適 応 に於 い て 問題 は な い か、市 場 や顧 客 が ど うで あ る

か 、 な どが 環 境 要 因 と して 分析 され る 。(環 境要 因 分析)

第2に そ れ を受 け て 立つ 企業主 体 側 に、 一 体 そ の環 境変 化 を 受け 入 れ る体

制 が で きてい る のか 、 企業 の 果 た して い る役 割 が 分析 さ れ る。(企 業 主 体 性

分 析)

第3に 必 要 な こ とは 「変 化 予 測」 で あ る 。将 来 の 変 化 要 因 とその 変 化 に よ

っ て 、 どん な 体 制 や 市場 が 需 要構 造 に なる の か を予 測す る こ とであ る 。 経済 、

文 化、 社会 、 政 治 の面 で の変 化 、 また最 近問 題 にな って い る 「技 術予 測 」 も

将 来 の変 動 予 測 で ある 。(変 化 予 測)以 上 の 内容 を 大 き く 「環 境 研究 」 と考

え る ことが で き る。

第4に 対 応 検 討 で あ る。 客 観的 変 化 に対 して 、 自社 を ど う順応 せ しめ るか 。

又 は チャ レ ン ジす るか を 検討 す る ことで あ る。 それ には 企 業 の長 所 ・短 所 を
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分 析す る こ とが 必要 で あ る 。 ア ン ソ フは、 設 備 や 施設 、 人 的 技能 、 組 織的 能

力、 管 理能 力に区 分 して、 それ を 一 般管 理 財務 、 研究 開 発、 生 産 、 マー ケテ

ィ ン グに区 分 して チ ェ ッ ク項 目を示 してい る.

i
一般管理財務 研 究 開 発 生 産

i

マー ケティング

設 備 や 施 設

人 的 能 力

組 織 的 能 力

管 理 能 力

●

4

こ う して、 自社 の 現 状 を 把 握す る こ と に よっ て、 「敵 を知 り己 を知 らば、

百 戦 して あ や うか らず」 の 体 制が で きるの で あ る。 企業 の 最 も好 ま しい 長期

目標が 確 定 さ れる の で あ る。 す なわ ち、構 造 検 討 と目標 設 定が な され る。

以 上 の 内 容 は、 外部 環 境変 化 に 対 応 す る企 業 側の 対応 と 目標 設 定 の プ ロセ

スで あ り、 戦 略が設 定 され る過 程 で あ る。 この プ ロセス で 目標 研 究 とシス テ

ム ・ア ナ リシス とが 必 要 とな る。 特 に最 も有 利 な戦 略 と資 源の 再 配 分 を行 う

ため の構 造(組 織)の 検 討 が 必要 とな る 。(目 標設 定)

最 後 の ス テ ップは、 期 間 計 画 と して の予 算 化へ のス テ ッ プで あ る。 この ス

テ ップは 企業 の 場 合、 効 率 性 を 中心 に プ ロ ジェ ク トが 評価 され て、 期 間 の 中

で具体 化 が決 定 さ れ、 実 施さ れ る ス テ ッ プで あ る。(具 体 化)

以上 の ス テ ップを 経て 、 企業 の 戦 略 決 定 の 中 で シス テ ム ・ア ナ リシスの 役

割 が完 成 す る。 シス テ ム ・ア ナ リシス は、 今 まで の ヒュー リス テ イク な 意思

決 定 に対 して 、具 体 的 な 内容 を もつ プ ロ ジェク トを、 創 造 性 と客 観 的 な経済

的 妥 当 の上 に、 代 替 策 を考 慮 に 入 れ た効 果 的 な 意思 決定 を しよ う とす る もの

で ある。

▼
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●
図1-5戦 略 設定 にお け る システ ム ・アナ リシスの手 順
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対
応
策

企

業

第1局 面

現 状 分 析

順応策を
検討する

ω

・能な方針

案の検討
C

任 務 別 計 画(D)

外
部
環
境

の
'
企

業

将 来 変 化(A)

第ll局 面

変 動 予 測

第 田局 面

対 応 検 討

第IV局 面

(プ ロジェク ト設 定)

目 標 設 定

具 体 化

企業のおかれてい.

る社会 的経済的、
諸条件を充分検討.
す る こ と

Ψ(IA)

こうした客観条件
の中で、企業の果

た している主体的
役 割を分析 するごと

(IB)

、/

将来の社会的経済
的 諸条件がど う変
化 するか見通す ご
と

nA・B

、/

客観的変化に対 し

て 自社を どう順応

させるか検討 する

田A

、!

以上 の分析を基礎
に して、企業の最

も好ま しい長期 目
標 の確定

皿B

/

目標達成 の現実的

で可能 な任務別計

画 を設定すること

皿C

＼/

その中での最適任

務別計画を選定す
る こ と

MD

環境(要因)分析

現

状

分 企業主体性分析

析

{
変 変化予測(技術

化 予測 を含 む)

覇

十
順 対応譜第(長所

短所分析)
応

策

†
長 構造検討と目
期標設定

暴

†戦略諸案の設方
定

針

案

↑
方任務別計

画運針
択決定

決

定

⊥

L

2

a

4

わが社は現在いかなる業種に属 しているか。

われわれは どの よ うな市場 を対 象 としてい るか。

またわれわれの顧客はだれであるか。

うした問題 の中、

が社 の将来 に重大 な影響 を及ぼすであろ うか。

a現 在わが社は人 々に どん なイメー ジを与えてい

るか、それはわれわれ にとってのぞ ま しいもので

あるか。

われわれがただ ちに解決すべ き問題 は何か、そ

どれが決着のいかんに よってわ

a5年 後にわが社はいか なる事業 にた ずさわ って

いるか、そ して10年 後は どうか。

53年 後 の投資利益率は どうか、 また5年 後10

年後は どうか。

83年 、5年 、10年 後の成長 と製品構成:市 場

占拠率は どれ だけ を実現するのがのぞ ま しいか。

7わ が 社 は現 在 い か なる入 事 方針 を と ってい るか 、

将 来 は い か な る方 針 を とるぺ きか、 例 えば、 オ ー

トメ ー シ ョン と労 働

9.中 級 管 理者 層 の教 育訓 練 な どの 問 題 に対 して ハ

ッキ リした対 策 を もって い る だろ うか。

10成 長 を はか るた め には 、い か な る方 針 を とるべ

きか、企 業 の買 収、 合 併 、研 究 開 発 、 マー ケテ ィン

グ の 改 善

1L企 業 の成 長 に と もない 、い か に資 源 調 達 をは か

るか。

12海 外 市 場 に おけ る当 社 の地 位 を強 化 す る た めに

は なに を なすべ きか。
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環境と企業主体性分析

●

↓

■

変 化 予 測

↓

[三i]ト 三 三

2-3シ ス テ ム ・ア ナ リシス の特 徴

システ ム ・ア ナ リシ スは 従 来の 分析 と幾つ か の 点 で異 な っ た特 徴 を持 って

い る。 例 え ば、

経 済 的 な問題 と して の 資 源配 分(費 用 一 効 果分 析)

不確 定 性 と選 択 権(OR、 基 準 決 定)

代替 計 画

予算 との 結 び つ き

な どは、 前述 した よ うに そ れ らはい つ れ も従 来 の ア プ ロー チ と異 な った 内容

を もつ もの で ある 。 こ こでは ク リー テ ン ド,キ ン グの所 論 に従 って さ らに補

足検 討 してみ よ う。

2-3-1シ ス テ ム ・ア ナ リシス と判 断

人 間の 判 断 は2つ の か た ち で、 シス テ ム ・ア ナ リシスの 中 に持 ち込 まれ る。

1つ は、 「蓋 然 性 の判 断」 で あ り、 「明 日は 雨 だ ろ う」 とい った種 類 の 判 断
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で あ る。 他の1つ は 「価 値 の判 断」 で、 マー ケ ッ ト・シ ェ アか 利 益率 か の問

題 で、 ど ち らを取 るべ きか は、 デ シ ジ ョン ・メー カの 手 で行 なわ れ る もの で

ある 。

シス テ ム ・ア ナ リシス の メ リッ トの1つ は、 こ う した 「蓋 然性 の判 断 」 と

「価 値 の判 断」 の2つ の種 類 の 判 断が ハ ッキ リ区 別 さ れ、 それ ぞ れ独 立 して

行 なわ れ る ように な っ てい る点 で あ る。

2-3-2定 性 的分 析 と 定量 的 分析

シ ス テ ム ・アナ リシスは 科 学 的 な 分析 手法 で あ る 。 科学 的 分析 は 現実 の複

雑 な問 題 を、 抽 象 化 し単 純 に す るた めの 論 理 的手 法 で あ る。 この 科 学的 分析

の 結 果 と分 析の 対 象 にな らな い要 素 に 対 す る判 断 を 総合 して、 最 善 の意 思 決

定 を 行 な うと とがで き る。 科 学的 な客 観 的 分 析 と非科 学的 な主 観的 分析 を 自

由に 駆 使 し、 最 善 の 意思 決 定 を行 な うこ とが で きる。

2-3-3不 確 定 性 の 問題

プ ラ ニ ングは、 必ず 未 来 に か か わ りを持 つ。 未 来 は不 確 定性 の 世 界 で あ る。

意思 決 定が 分析 に基 づ い て 科 学的 に 行 なわ れ て も、 直 観だ け に依 存 して行 な

わ れ て も、 不 確 実 で ある こ とに変 わ りは ない 。 しか し シス テ ム ・ア ナ リシス

の 利 点は 、 この 不 確 実 な もの を徹 底的 に 分析 す る 。 主 観 的 な ものに しろ客 観

的 な もの に しろ、 意 思決 定 の 各 種 の方 法論 にお い て、 不 確実 性 の 分析 を含 め

てい るの は、 シス テ ム ・ア ナ リシス以 外 に ない 。

2-..-3-4シ ス テ ム ・ア ナ リシスの モ デ ル

シス テム ・アナ リシスの 選 定は 、 モ デ ル に よる。 モデ ル は、 目的 と戦 略 と

外 的 条 件 との 組み 合わせで ある。モデルを 使 うこ と に よっ て、 定 量的 な予 測 は、

そ れ を 使わ な い場 合 よ りも、 は る か に容 易 に行 なわ れ る。 シス テ ム ・ア ナ リ

シス では、2種 類 の モ デル が使 わ れ る。 コス ト ・モ デ ル とベ ネ フ ィ ッ トを 予

測 す る ベネ フィ ッ ト ・モ デ ルで あ る。 モ デル の 価 値 は、 基 本 的 には、 そ れが

現実 の 世 界 の あ る も の、 す な わ ち シス テ ムの 代 りの 役 を果 たす こ とに ある。

従 って 、問 題 解 決 の た め の 分 析 に もっ と も必 要 なの は、 現 実の 世 界の シス テ

ム を模 倣す る と ころの モデ ル で ある。 モデ ルを 使 うこと に よって、 アナ リス

トは 、 シス テ ムの 構 成 要 素の 相 互 関係 を 明 らか に し、 そ れ らの 要 素 の変 化が 、

シス テ ム全体 の 働 きにい か な る影 響を 与 え るか を 知 る こ とが で きる 。つ ま り
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現 実 の シ ス テ ムの代 用 品を使 い 、 そ の 代用 品 に よって 実験 を行 な い、 シス テ

ムの 構成 要 素 にお け る変 化が 、 システ ム全 体 の働 きにい か な る影 響を 与 える

か を 予 測す る ことが で きる。

2-3-5代 替 手 段 の 列挙 と比較

目的 達 成 の た めの 手 段 を あげ て、 そ の手 段 の 達成度 合 い を比 較 す る プ ロセ

ス は、 一 見 す る以上 に むつ か しい もの で あ る。 選択 の 対 象 とな る代 替 手 段の

数が 比 較 的 限 定 的 で あ る場 合 には 、 列 挙 さ れ て いる 中か ら1つ を選 択 す る と

い う比 較 的 簡 単 な プ ロセ スに な る。 列 挙 され た 代替 手段 の ほ か に 、 まっ た く

新 ら しい 手段 を考 え なけ れ ば な らない とい う場 合 に は、 す でに あげ られ た幾

つ か の 案 で は、 目的 を じ ゅ うぶ ん に満足 させ る ことが で きな い 場 合、 或い は

そ れ らの 手 段 では コス トがか か りす ぎ る場 合 な どが 考 え られ る 。 こ う した ま

っ た く新 ら しい代 替手 段 を考 察 す る 場 合 には 、 非常 に多 くの 人 間の 力 を必 要

とす る。 とて も1人 の 人間 が あ らゆ る 必 要 な能 力を身 につ け る とい うわ け に

は い か な い。 そ こ で、 シス テ ム ・アナ リシ スで は、 各方 針の 専 門 家を あつ め

た 混合 チー ム(プ ロジェ ク ト ・チー ム)が 大 きな役 割 を果 たす 。

新 ら しい代 替 手 段 を開 発 す る段 階 だ け で な く、 各 プ ロセ スで 各種 の専 門 家

が 必 要 とさ れ る。

従 って 、 プ ロジ ェク ト組 織 には マ ネ ジャが こ うした シス テ ム ・ア ナ リシス

の プ ロセ スを 円滑 化 させ るた め に も是 非 必要 なので あ る。

2-3-6比 較 の基準

目的 達成 の ため の諸 案 を評 価 す る 場 合 の基 準は、 コス トとベ ネ フ ィッ トで
つ

なけ れ ば な らない 。 コス トは そ の 計 画案 を 採用 した場 合 の資 源(人 ・もの.

金)で あ り、 ベネ フィ ッ トとは 、 そ の手 段 を 用 い た結 果 を もた らされ る利 益

で あ り、 便 益 で あ り、 価 値 で あ る。 この2つ が 代替 案 を評 価 ・比 較 す る場合

に 、不 可 欠 の 基準 で あ る。 目的 達 成 の た め に は 、 この両 面 か ら同 時 に評 価す

る こ とが 必 要 で あ る。 例 え ば、 家 を立 て る場合 にい くら コス トが か か る か ら

とい って、 水道 管 や ガス 管 の配 管 を し なか った り、 また 入 口が ない 家 を建 て

る 人は い ない 。 しか し、 コス トだけ を シス テ ム として と らえ る と、 こ うした

こ とが お・こるの で ある 。

シス テ ム ・ア ナ リスが非 常 に 広 い 範 囲 の もの であ る ことを示 す 例 と して、
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戦 時 中 に軍 の 戦略 行 動 を決 定す る方 法 と して考 え られ たORと の 比 較 を図1

-6に 示 す。

上 記 の 内 容か ら、 シス テ ム ・ア ナ リシ スは 企 業活 動 の基本 部 分ヘ ア ブ ロー

チす る もの で あ る こ とがわ か るだ ろ う。

図1-6シ ス テ ム 。ア ナ リシ スの特 徴

ら

●

シ ス テ ム ・ ア ナ リ シス O.R

問 題 の 範 囲 広 い 狭 い

問 題 の 次 元 高 い 低 い

問 題 の 期 間 将来の問題が多い 当面の問題

問題の定量 化 必ずしも可能でない 可 能

問 題 の 目 標
目標の検討そのものが課題とな
りうる

明確 で動か す こ とが で き ない

i

分 析 の 目 的 Whattodo Howtodo

分 析 の 手 法 固有の分析手法をもたない 固有の手法をもつ

分 析 者 各領域の専門家 数学。統計学。工学などの専門家
-

以上 、 幾 つか の 点に お い て、 シス テ ム ・ア ナ リシスの 特 徴 につ い て のべ た

が 、 これ らの 特 徴 も システ ム ・アナ リシス を深 く研 究 す る こ とに よっ て、 じ

ゆ うぶ ん 理 解 で き る もの で あ る。 要 は問 題 へ の アプ ロー チ と して、 システ ム

と して の見 方 や態 度 が 必要 で あ り、 この 点が 見失 なわ れ る と、 内容 や 技法 は

何 の 役 に も立 た ない もの に な って しま うの であ る。

ろ.プ ロ ジ ェ ク ト 。マ ネ ジ ャ 、 組 織

3-1プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャ

プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ ャ は 、 プ ロ ジ ェ ク ト を 管 理 す る 役 割 を 持 ち 、 そ の 職

務 を 遂 行 す る た め に 、 人 ・ も の ・金 の 資 源 を 有 効 に 活 用 し て 、 一 定 の 品 質 の

プ ロ ジ ェ ク トを 決 め ら れ た 納 期 、 決 め ら れ た コ ス ト内 に お い て 完 成 す る よ う

指 揮 ・監 督 す る 。

す な わ ち 、 プ ロ ジ ェ ク トの 大 小 に か か わ ら ず 、 そ の プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て 、

質 ・ コ ス ト ・工 期 を 管 理 し 、 プ ロ ジ ェ ク トの 着 手 か ら 完 成 ま で 最 適 か つ 最 短
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表1-1 プ ロ ジ ェ ク ト 。マ ネ ジ ャ の 職 務

… 一 一

基 本 任 務 と 権 限 プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ ャの 仕 事 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー の 職 務 権 限 プ ロジ ェク ト・マ ネ ジ ャー の 任務 と権 限

1プ ロジ ェク ト活動 内 容の 決 定 上 プ ロジ ェク ト仕 様 書 の作 成 1受 注交渉、顧客との技術的折衝 Lプ ロジ ェク ト関係 活動 の 中心 的位 置 を め る こ と

2組 織の機動性強化 2プ ロジ ェク トに必 要 な技 術 水 準設 計 2積 算及び見積書の提出 a機 能的諸部門と折衝を行なうこと

a管 理と技術に関する意思決定参加 aプ ロジ ェク ト見積 3契 約の締結(契 約の更翫 解除を含む) aプ ロジ ェク トの統 一 性 を保 持 し、 そ の た め関係 活

4予 算 日程に関する意思決定参加 4プ ロジ ェク ト工程 表 4プ ロセス オー ナ ニ 顧 客 ・下請 業者 との ライ セ ン 動の調整を行なうこと

5人 員の獲得と配置 5資 材 ・設備の 購入 、 レン タル契 約 ス契約、秘密保持協定書の締結 4.プ ロジ ェク トの 重要 な意 思決 定 に必 ず積 極 的 に参

6プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ムの 決 定 6下 請業者の選定 5関 係官庁、団体協会などとの対外接渉 画す る こ と

7プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム の 統 一 性 維 持 7プ ロ ジ ェク トの進 捗 aプ ロジ ェク ト運営 方 欽 人 買編 成 の立 案 5必 要な人材を確保すること

&プ ロ ジ ェ ク ト ・プ ラ ン の 作 成 &プ ロジェク トの監督 7設 計 ・提 携 プ ロセス の 選定 6資 源配 分、 支 出 を コ ン トロー ルす る こと

⑨ プ ロ ジ ェク トに関す る情報 シス テ ム の確 立 9プ ロジ ェク ト予 算 の管 理' 9資 材 ・機 器 の調 達 7下 請業者の選択と契約条件の折衝を行なうこと

1α プ ロ ジ ェ ク ト ・オ ー ガ ン ゼ イ シ ョ ン の 形 態 決 定 1α プ ロ ジェク トの進 捗 状況 報 告 9建 設用画師、機器 仮設材の調達 &プ ロ ジェ ク トの 実 施 を妨 げ る意 見 の 対 立 を解 決す

1L顧 客 との 連絡 ・接 触 1α 総合工程表、施工計画書の作成 ること'

具 体 的 任 務
グ レ メ ッ ク ス の 実 務 能 力 江 下請業者の選定及び発注 9プ ロジ ェク ト情 報 システ ムを確 立 す る こと

エ 日程の変更
1契 約者の選定法 12実 行予算書の作成 10全 期 間 の管 理 ・技 術 の 改善 を行 な うこ と

2プ ロジ ェク ト関係 活動 の優 先順 位 づ け 2契 約の型の比較 13工 事用各種保険の仲保決定 ば 活動 分折 と フ ォー マル権 限 を文 書 に よ って 明 らか

a要 求 ・性能 の変 更

4予 算化
3研 究開発実行の際の戦略 14試 運転要領書の設定 にす る こ と

5契 約条件の変更 4計 画上 の 余裕 信 頼 性、 費用、 性 能、 予 算期 日、 15余 剰資材、残材の処分

6資 源配分の変更

7調 査方法(社 内生産 ・社外調達)の 決定
及び指定された性能間のバ ランスの取り方 16所 属員の人事管理:教 育訓練

&プ ロ ジ ェク ト活動 の 重 点変 更 5不 測の事故に対する対処のし方

9プ ロジ ェク ト支援 活 動

1α 設 計の 変更
6Pertnetworkの 活 用

且 下請発注の中止 τ 情報の詳細の程度と価値の認識

12人 員 の採 用 ・配置

13人 員の機能的部門の復帰
8計 画の統制

14.貢 献 者 に対 す る報奨 9費 用、 日程へ の フ ァク タ ー の認 識'

15予 算 の変 更

16目 標原価の再調整
1α 技術的性能と契約に伴 うリスク比較

17そ の他

「 シス テ ム ・マ ネ ジ メ ン トP325」1
1

千代田化工建設㈱ 「 シス テ ム ・マ ネ ジ メ ン ト」P313
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の条 件 を 満足 させ て 遂 行 す る。 そ う した全 責 任 を持 つ のが プ ロジ ェク ト・マ

ネ ジャで あ る。

プ ロジェ ク ト・マ ネ ジャは、 プ ロジェ ク トを 管 理 す るスペ シ ャ リス トで あ

り、 特 に 組織 能 力が 最 も必要 とされ る。一 般 的 に、 数 人 の部 下 か ら、200

～300人 程 度 の チー ムを編 成 して 、 特 定 の プ ロジェ ク トを担 当 す る時(ま

た は 幾 つか の プ ロ ジェ ク ト ・リー ダの責 任 者 をい う場 合 もあ る)、 そ の チー

ム ・リー ダが プ ロ ジェ ク ト・マ ネ ジャ と呼 ば れ る 。 プ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ジャ

はそ の プ ロ ジェ ク トにつ い て の全 責 任者 で あ るが、 全 責 任 を 持 つ とい って も

た だ1人 で プ ロジ ェ ク トに 関す る あ らゆ る仕 事 を処 理 す るわ け では ない 。 別

の 言 い方 をす れ ば 、 そ の プ ロジェ ク トに 関す る コー デ ィネー タ とい って も よ

い 。 つ ま り、 そ の プ ロ ジェ ク トに参 加す る技 術 者 や、 関係 す るあ らゆ る部 門

の い ろ い な担 当者 の協 力の も とに、 プ ロジェ ク トは 計 画 され、 遂行 され 、 完

成 さ れ る の で ある 。 そ の 中心 とな って 運営 す る責 任 者が 、 プ ロジ ェク ト・マ

ネ ジ ャなの で あ る。

プ ロジェ ク ト・チー ムが 編 成 され る と、 チー ム ・メ ンバー に 対す る プ ロジ

ェ ク トに 関す る一 切 の指示 命 令 権は、 プ ロ ジェ ク ト ・マネ ジャが持 つ 。 一 定

期 間 と一 定 の コス トで 決 め られ た技 術 レベ ルの プ ロジ ェ ク トを完 成 させ るた

め に は、 プ ロ ジェ ク ト権 限 の行 使 が ど うして も必 要 に な る。 そ の 権 限 を行 使

す る ことに よって 、 参 加 者 に命 令 し、 必要 な資 材 を調 達 して 、 期 間 内で 仕 事

が 進 め られ る ので あ る。

た だ、 プ ロ ジェ ク トと して仕 事 を進 め る場 合 は、 参 加 者の 自 由な活 動 が 必

要 で あ り、 特 に研 究者 や専 門 家 の参 加 が必 要 な場 合、 相 当程 度 の 自 由創 造が

求 め られ る。 そ う した 配 慮 が ない と、参 加者 の 創 意 や モ ラー ルが低 下 し、 参

画 意欲 を失 い 、 結 局 技 術 レベ ル の 確保が むず か し くな る。 従 って、 プ ロ ジェ

ク トの進 行 の た め の 権 限の 行 使 と、 参加 者 の 意思 を 尊 重 した 自由な活 動 との

両面 を バ ランス さ せ な が ら管 理す る事が 大 切 に なる 。

また 外部 の 業 者 に対 して も、 この プ ロジ ェ ク トに 関す る一 切 の 関係 に つい

て 会 社 を代 表す る 窓 口 とな る。そ こで の交 渉 や コス ト ・品質 ・納 期 の責 任 と

進 度 の管 理 が要 求 され る。

プ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ジャの 仕 事の 内容 は
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。プ ロジェ ク ト仕 様 書の 作成

・プ ロジェ ク トに 必要 な技 術 レベ ルの 設計

。プ ロジェ ク ト見 積 も り

。プ ロ ジェ ク ト工 程 表

。資 材 ・設備 の 購 入 請 求、m/cレ ン タル契 約

。下 請業 者 の選 定

oプ ロ ジェ ク トの 進 捗

。プ ロ ジェ ク トの 監 督

・プ ロ ジェク ト予 算 の管 理

・プ ロジ ェ ク トの進 捗 状 況 の報 告

な どが あげ られ る。 す な わ ち、

。コス ト

。品 質

・納 期

を 中心 と した活 動が 管 理基 準 とな る。 マネ ジメ ン トの活 動は 一 般 に計 画 ・組

織 ・指 揮 ・統 制の 職 能 を もって い る。 あ らゆ る階 層の す べて の管 理 者が そ の

役 割 を果 たす ため に は 、4つ の 職 能 を も遂 行 し なけ れ ば な らない 。
|

＼劃 一,プ 。 ジ 。 ク ト.マ ネ ジ 。の仕 事

計 画 組 織 指 揮 統 制

品質 技術(Q)

費 用(C)

1納'期(D)1

一 一一 　 炉一ト

大 型 の プ ロ ジ ェ ク トの 場 合 に は 、 ト ッ プ 層 が み ず か ら プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ

ジ ャ と な っ て 活 躍 す る こ と に な る し 、 小 型 の プ ロ ジ ェ ク トに な る に 従 っ て 、

部 課 長 ク ラ ス が プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ ャ に な る 。 プ ロ ジ ェ ク トの 効 果 的 運 用

の た め に は 、 企 業 内 の 組 織 や そ の プ ロ ジ ェ ク トの 内 容 、 特 に 技 術 的 な レ ベ ル

に 精 通 し た ベ テ ラ ン が そ の プ ロ ジ ェ ク トの マ ネ ジ ャ に な る 必 要 が あ る 。

リー ダ と して プ ロ ジ ェ ク ト を マ ネ ジ メ ン ト し 、 担 当 す る 人 間 の パ ー ソ ナ リ
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テ ィ も大 き く影 響 す る。 一 般 に い われ て い る リー ダの 資格 要 件 と して は、 次

の もの が あげ られ る 。

。与 え られ た プ ロ ジェク トに対 す る熱 意 と興 味 を 持 ち、 実 行 力の あ る 人

。プ ロ ジェク トの 内容 に対す る十 分 な理 解 力が あ り、 同時 に全 社的 な判

断 の で きる 人

。プ ロジ ェク トの メンバ を ま とめ て、 目標 達成 に協 力 させ る指 導 力の あ

る 人

。従 来 か らの定 常 組織 の協 力 を うる た め の渉 外 力 と トッ プへ の説 得 力 の

あ る 人

よ り少 な い投 資 額 で、 よ り多 くの ア ウ トプ ッ トを生 み 出す よ うな プ ロジェ

ク トの 完成 を、 出 来 る だけ 最短 工 期 で完成 さ せ るか ど うか は 、 プ ロ ジェ ク ト・

マネ ジ ャの 力量 に 左 右 され る事 が きわ めて 大 きい。

こ う した 能 力 ・資質 を もっ た マ ネ ジャの 育成 が 必 要 で あ る。 そ れ は専 門領

域 で の 経 験 の 積 み重 ねが 必 要 とな り、 人材 の 確保 が む ずか しい の であ る。

(注)プ ロジェク ト(Project)と は何かについて

日本IBM、 システム開発部長藤枝氏は次の ように述べている。

「プロジェクトは"特 殊任務事業計画"と して理解されているが、それは通常の作

業、計画、あるいはプログラムとどう異なるのであろ うか。それは、次の"プ ロジェ

ク トの特性"か ら考える事ができる。

(1)長 期的開発作業計画

② 戦略的で企業ポリシー的特務事業

(3)各 種機能の融合と統制

(4)高 額投資と競合性

(5)未 知な開発分析、導入管理技術とその リスク

また、プ・ジェク トの言葉の意味から、 前面、将来に向かってある実存の典型とし

て、思考を、計画を、設計を、長期的に投げ上げ、突出せしめ、投影し、主観的存在

を客観的、生産的存在に転換する作業をプ日ジェク トという」

ケ ー ス ・ ス タ デ ィ

次 の ケ ー ス ・ス タ デ ィ は 「マ ン ハ ッ タ ン 計 画 」 の プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャ

で あ っ た 。 グ ロ ー ヴ ス 将 軍 の 人 と な り と や り方 で あ る 。
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〔設 問 〕次の ケー ス ・ス タデ ィの 場 合 プ ロジェ ク ト ・マ ネ ジ ャ と しての 資質

要 件や マ ネ ジ メン ト ・シス テ ムか らみ て、 何 が 問題 か を考 えて 下 さ い。

グ ロー ヴスが タ フで しか も人 の こ とに無 頓着 な こ とは 有 名 で あ っ た。 グ

ロー ヴスは 自分 の評 判 を知 ら ない わ け では なか ったが、 そ れ だか ら といっ

て 自分 をか え るつ も りは 毛 頭 なか っ た 。 彼 の関 心 事は た だ1つ 、 仕 事 の完

成、 だけ で あ った。 た とえ 他 人の 感 情 を傷 つ け て も"仕 事 が完 了 した"か

ど うか だ け に気 を くば った.グ ロー ヴスの 部 下 は大 てい 彼 を おそ れた 。彼

を 好 き な人 は ほん の小 数 だ った 。 しか し グ ロー ヴス は この方 針 を かえ なか

った 。 彼は 自分 を尊 敬 す る こ とだ け を 強要 した 。そ して グ ロー ヴスは 尊敬

さ れ た。 目上 の 人 か らも、 部 下 か らも、 ま た 同僚か らも。

グ ロー ヴス は1918年 の ウェス ト ・ポ イン トの ク ラス を4番 で卒 業 し

てい らい 、そ の 模 範的 な働 きぶ りと、 能 率 の よ さ と軍に 対す る献 身 とで有

名 で あ った 。 彼が 仕事 を 引 き受 き うけ た ときけ ば、 上 官 は 人間 に でき る仕

事 で あ る限 り、 そ の仕 事 は 完 成す る に ちが い ない とい う確 信 を もっ た 。実

際 彼 は仕 事 を 立派 にか つ 遅 滞 な くや りとげ た。 しか しグ ロー ヴスがそ の仕

事 を どの ように して や りとげ た か は 別 の問 題 で あっ た。 彼 は 必要 とあ らば

無神 経 で、 無 情 で あ り暴 君 で か つ 情 容 赦が なか った。 ち よっ とで もお くれ

た らが まん しな い し、 ぐちは きか ない し、 礼 儀 正 しい形 式 をふ む余裕 もた

くまた考 慮 しなか っ た。 グ ロー ヴス は 仕 事 に対 す る 自か らの異 常 な包 括 力

に よって、す べ て の 人間 を そ の 能 力や 感 情 を無 視 し、 最 高 に生 か して 働 か

せ た 。 自分 自身 も精 力的 に 働 い た こ とは もちろ ん で あ る。

軍 部の 中の グ ロー ヴスの 部 下 は い やお うな しに彼 の強 引 な方 針 に従 うほ

か は な か っ た。 しか し、 建 設 会 社 や 工業 家 で も グ ロー ヴス と仕 事 をい っ し

ょに や る と きは、 まっ た く同 じ方 針 に従 わ され たの で あ る 。 しば しば グ ロ

ー ヴスは 民間 の エ ン ジニ ア に対 して 建 設 計 画 の ため の旅 行 に 同行 す る こと

をさ そ う ことが あ っ た。 彼 は 午 前1時 の よ うな法外 な 出発 時間 を え らん で

エ ン ジニ アを ろ うば い させ るの で あ っ た。 こん な と きた とえ ば 彼 らは 終 着

駅 に午 前6時 にや っ と到着 し、 っか れ果 てた 同行 者 がほ とん ど夜通 し眠 れ

なか ったの でせ め て上 品 な朝 食 に あ りつ こ うと望ん で い る と、 ク ロー ヴス

は完 全 に 回復 してい て ニ コニ コ しなが らい うのだ った 。 「朝 食 を とる時 間
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が な いね、 さ あ会 議 に 出か け よ う」

す じが き 通 りに、 お くれ ず に仕 事 を完 了 で き る とい う能 力が み とめ られ、

グ ロー ヴスは ペ ンタ ゴンの建 設工 事の 指 揮 を命 ぜ られ た。 そ して トマス ・

ロ ビン ソ ン将 軍 の 代 理 と して、 グ ロー ヴスは 国 内のす べ て の 軍 事 的建 設 事

業 を統 轄 した。 たい て い の 場合 、 グ ロー ヴス の上 官は 彼 が き らい だ っ たが 、

そ の 勇気 と責 任 感 は み とめ ざる を え なか った。

早 川 書 房刊rマ ンハ ッタ ン計 画」 よ り

3-2プ ロジェ ク ト組 織

3-2-1プ ロジ ェ ク ト組 織 の 基本

プ ロジ ェ ク ト組 織 は 、 従来 の 組 織 と本 質 的 に次 の 点 に おい て 異 な って い る。

1)プ ロジェ ク ト達 成 の た め の 組織 であ る こ と 。

2)メ ンバー は 、従 来 の組 織 に 関係 な く最 適 の担 当 者が 割 り当 て られ てしぺ

る こ と。

3)期 限 を決 め られ た臨時 組 織 で あ る こ と。(従 っ て終 わ れ ば 解 散す るも

のである こと)

の3つ が あげ られ る。

1)プ ロジェ ク トと して 選 定 さ れ る もの に は、

工 場 建 設

新 製 品 開 発、 改 良

プ ラ ン ト建 設 工 事

工 場 倉 庫 適正 配置

製 品流 通 合理 化

事 務 合 理イヒ推進

ZD推 進

ソ フ トウェ アの調 査 ・研 究 ・開 発

コ ンサ ル テ ィ ン グ活 動

な どが考 え られ る。 これ らの プ ロジェ ク トを プ ロ ジェ ク トと して担 当す る

場合 に、 研 究調 査 か ら実 施 まで 担 当す る もの もあれ ば、 調 査 ま での 段 階 の

場 合 もあ る。 プ ロ ジェ ク トと して 有名 な マ ンハ ッタ ン計 画は 、 原 子爆 弾 を

作 る とい う決定 が なさ れ て か ら、 プ ロ ジェ ク ト・マネ ジ ャ と して グ ロー ヴ
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図1-7導 入 まで に 必要 な作 業(Activi七y)

実.施 計 画 作 成
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/
/
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通 信 回線 の決 定
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/

完 成

"デ ー タ ー プ ロ セ シ ン グ ・ マ ネ ジ メ ン ト'よ り
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図1-9自 社 開発およびPt術 導 入にょる新規事業企業化の手順

自 社 開 発 の 場 合 技 術 導 入 の 場 合

企業化進展段階 処 理 ・審 査 事 項 企業化進展段階 処 理 ・審 査 事 項

テ ー マ

/

ア イ デ ア 収 集

z
デ

ア
!

ア イ デ ア 収 集

文 献 調 査
基 礎 的 研 究

総 合 評 価

研

究
/

テ ー マ の 決 定 予 備 的 調 査
基 礎 研 究

調

査
ノ

コ ン タ ク ト応 用 研 究

研究結果報告書作成 技術的 ・経済的調査
技術的 ・経済的調査

導入方針検討資料作成研究結果の評価
パ イ ロ ッ トプ ラン ト計 画 書 作成

第1次 審 査
第1次 審 査

導

入

交

渉

企

画

/

パ

:

ζ
プ

膓
ト

/

パ イ ロ ッ トプ ラ ン ト設 置 決定
導 入 方 針 決 定

パ イロ ッ トプラ ン ト設 計建 設

コ ンタク トの 強化パ イ ロ ッ トプ ラ ン ト運 転

パイ ロットプラン ト結果 報 告 書 作成
関連部門の調整

パ イ ロ ッ トプ ラン ト結 果 評 価

最終の技術的.経 済的調整セ ミコ マー シ ャル プ ラン ト計画 書

作成

(中 間 報 告)第2次 審 査

㌻

;
|

シ プ

ヤ ラ

ノレ ン

ト

!

セミコマー シャルプラン ト設置 決 定

企業化計画書1次 案作成
セ ミコマー シャルプラン ト設 計建 設

セ ミ コ マ ー シ ャ ル プ ラ ン ト運 転

最終的調査調整
セ ミコマー シ ャル プ ラ ン ト結果 報

告 書 作成

セ ミコマー シ ャル プ ラ ン トの 結果

の評 価

企

業

化

決

定

/

企 業 化 提 案
企業化計画書最終案作成

企

業

化

準

備

!

企業化 方針決 定第3次 審 査

企 業 化 提 案

技術導入契約締結

企業化計画 決 定

担 当 職 制 決 定
人 事 配 置

企 業 化 準 備

設備投資計画書の作成 交渉結果報告書作成
第4次 審査(最 終審査)

申

請
●

、/

官 庁 申請 書 作 成
建設工事

/

設 備 投 資 決 定

建 設 月 報
官 庁 申 請1次修正工事予算書(2次)

中 島 清 －i著"ブ ラ ン ト エ ン ジ ニ ヤ リン グJSよ り
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ス陸 軍 准将 が 選 任 され て、 研 究調 査 が 開 始 され た。 そ して、1945年8

月6日 、 広 島に 投 下 され る まで がそ の 期 間 で あ り、 責任 で あ った 。

工 場 建設 や プ ラ ン ト建 設 の 場 合 は、一 般 に、(研 究 開 発)→(仕 様 決 定)

→(詳 細設 計)→(建 設)ま で が プ ロジ ェ ク トで あ る 。 運 転(そ の 設 備 を

使 っ て の生 産 活 動)や 保全 活 動(そ の 設備 の保 守)は 別 々の 分担 体 制 が組

織 化 さ れ てい る場 合 が 多い 。

新 製 品開 発 ・改 良や ソフ トウ ェア開 発 な どは、(調 査.研 究)→(製 品

化 研 究)→(企 業 化 研 究)→(生 産準備)な どの ス テ ッ プが考 え られ 、そ

れ まで の 作業 が 必要 とな る。

プ ロジ ェク トの パ ター ン別 に そ の手 順 を示 す と、 図1-7の よ うに な る。

そ れ ぞ れ、 テス ト完 了、 生 産 体 制移 行、 建設 工 事終 了、 工 場 引渡 し、 販 売

開始 な どが プ ロ ジェ ク トの 終 了 とい う事 に な る。

国 内 に おけ る プ ロ ジェ ク トの 例 と して は 、 鹿 島建 設 の霞 ケ 関 ビルの建 設 、

世 界 貿 易 セ ン ター ビルの 建設 、 電気 化 学工 業 の接 着 剤開 発 、 関西 電 力 の都

市 配 電近 代 化、 松 下 電 器 の ホー ム ・フ ァッ クス 開発 、 帝 人の 新 蛋 白食 品の

開 発、 日本 石 油 の 重 油 脱 硫 プ ロセスの開 発 な どが あ る。

国外 では、 ア メ リ カ陸 軍の マ ンハ ッ タン計 画、NASAの ア ポ ロ計 画、

AEC社 のLMFBR計 画 や 高速 増殖 炉 開 発、 テ キ サ ス ・インス ツル メン

ト社 の 電子 ・光 学機 器 シス テ ム の開発 、 ゼ ネ ラル ・ダ イ ナ ミック ス社 のA

TLAS開 発 な どが ある。 ソ フ トウェアの 開 発 と して は 、 フ ォー ド社 の排

気 ガ ス処 理 シス テ ム ・交 通 輸 送 シス テ ム、 ロッキー ド社 の コ ン ピュー タに

よるNET-WORKシ ス テ ムな どが あ る。

2)メ ンバー 構 成

プ ロ ジェ ク トが 決 ま って 、 プ ロジ ェク トの 目標 が 明示 さ れ る と、 次 に必

要 な のが メンバ の 編 成 で あ る。 メンバの 編成 は プ ロジ ェク トの成 否 を完全

に支 配す る要 因で あ る。 従 来 の 機能 別 組織 の場 合 で も組 織構 成 員 の能 力は、

そ の成 果 を左 右 す る重 要 な要 因 で あ ったが 、 プ ロ ジ ェク トの場 合 は 期 限が

限 られて お り、 しか も少 数 精 鋭 の 特別 な専 門 的技 能 に プ ロ ジェ ク トの成 果

が 託 され て い る 。す なわ ち、 従 来 か らの組 織 では 解 決 され ない 困難 な課題

で あ るだ け に、 一 層 高 い レベ ル の能 力 に依 存 して 、 長期 的 構 造 的 総合 的 ま
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たは 高額 投 資的 競 合 的 な問題 を解 決 し ょ うとす る もの で ある 。 こ うした 専

門的 能 力が 各 参 加 メン バに 要 求 され るの で あ る。 これ らの 参加 メ ンバは、

どの よ うな条 件 を 備 え て い なけ れ ば な らない で あ ろ うか 。 プ ロジ ェク トの

内容 や 要 求 さ れ る 質 的 レベ ル に も よ って異 な るが 、 一 般 に は 次 の よ うな 資

格 要 件 が 必要 とさ れ て い る 。

1.物 事 を客 観的 か つ 公正 に判 断で きる 人物

2.チ ー ム ・ ワー クに 徹 した 協 力的 な 人物'

3.困 難 な課題 に積 極 的 に取 り組 む フ ァイ トの あ る 人物

4.特 定 の分 野 にお け る専 門的 知 識 また は 技能 を有 す る専 門 家

3-2-2プ ロ ジェ ク ト組 織へ の移行 プ ロセス

ダ イ ナ ミッ ク組 織 は 、 従 来か らの機 能 別 組 織 に 対応 す る も の と して、 こ こ

数 年 来 急 に 注 目さ れ だ した 。 企業 環 境が 激 し く変化 して い る時 に、 企 業 目的

を達成 す る方 法 で あ る組 織 が 固定 的 で、 環 境 変 化 に対 応 で き ない とす れ ば、

場 合 に よって は 企 業 競 争 に らく こす る危 険性 は 十 分 にあ り うる。

東 商 第173回 常 議 員会 議 で あ る 「経 営組 織 の あ り方 につ い て の提 言」 で

は、 次 の よ うにい っ て い る 。

1.企 業 が全 社的 に最 高 の 効率 を あげ るた め には、 まず シス テ ム的 組織 観

の確 立 が 必要 で あ る.

2.企 業が 変 化 に 即応 して、 ダ イナ ミックな経 営 を 展 開す るた め には、機

動的 組 織 の導 入 が 必要 で ある 。

3.経 営組 織 を変 化 に即 応 させ る た め には、 経営 者 は 既存 の 組 織 を絶えず

再検 討 し、 改善 してい く心 構 えが 必要 で あ る。

4.組 織 内の コ ミュ ニ ケー シ ョ ンを改善 し、 トッ プの 意思 決 定 を敏 速、 正

確 に行 ない 得 る 組 織 の 簡 素化 と管 理階 層 の短 縮 を はか る事 が 必要 であ る。

5.従 業 員 の能 力を 開 発 、 活用 し、 組 織 に活 力 を与 え る 人事管 理上 の配慮

が 必要 で ある 。

ま た、 「今 後 の経 営 組 織 は ど うあ るべ き か」 との設 問 に対 して は、 次 の よ

うにい ってい る。

「今後 の 組織 変 革 に 際 して形 態的 な変化 の み な らず、 あ るい は形 態的変 化

の導入 を 通 して 、 こ うした経 営 体 質 の変 革 へ と導 き 出 さ なけ れ ば な らない専
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●

,

が 明 らか で あ ろ う。 上述 の経 営 環 境 に対 応 して 、 か つ こ こに述 べ た様 左既 存

組 織 の 問題 点 を克 服 して行 くた め の具 体 的方 策 と しては 、

1.課 題 中心 組 織(プ ロ ジェ ク ト・チー ム、 タス ク ・フ ォー ス)を 編成 し、

従 来 の職 能 部 門 の壁 を越 え た有機 的、 流 動的 活 用 を 推進 して行 く。

2.独 立 採 算 制、 プ ロ フィ ト ・セ ン ター 方 式 に よる管理(事 業 部制)を 推

進 し、 製 造 、 営 業、 技 術 な どの統 合 的な適 用 を 図 って行 く。

3.責 任権 限 を 明確 化 し、 権 限 委譲 を大 幅 に促 進 して行 く。 さ らには 課 制

廃止 な どの階 層 短縮 に まで進 む企 業 もある。

4.経 営 情 報 シス テ ムの導入 に よ り、 情報 処 理 、 伝 達 の総 合 性、 連 繋性 を

高 めて 行 く。

5.目 標 管 理 を 推進 し、 各部 門、 各個 人が 企 業 の期 待 す る 目標 をは っ き り

つ か み 、 しか もみ ずか らの啓 発 目標、 努 力 目標 を も盛 り込め る様 な体 制

に持 って 行 く。

6.経 営 企 画表 な どの トッ プ ・マ ネ ジ メン ト補 佐機 関 を設 け また将 来 の企

業 態 様 に対 処 し得 る戦 略的 企 画 力 を高 め る な どの 事が あげ られ よ う。」

と述 べ られ てい る 。

従 来 の 組 織 は そ れ な りの よい 点 もあ った 。 しか し ビジネスの 組 織 にお いて

は・ 権 限構 造 が 人間能 力 の 発揮 の面 、 コ ミュ ニ ケー シ 。ンに おい て も、 目的

別 の仕 事 を 合 理的 にす す め る体 制 にな ってい な い。す な わ ち、 従来 の機 能 別

組 織は 次 の よ うな特 徴 を持 って い る。

1.組 織 構 造上 、 い か なる構 成 員 といえ ど も、 他 の構 成 員すべ て を知 る こ

とが で き ない 。

2.組 織 の構 成 員 は、 そ の 属す る 組織 か ら得 る収 入 で生 計 をた て、 そ の組

織 内 に お い て 昇進 す る事 を 第 一の 目的 とす る。 彼 は 組 織 と密 接 不 可 分の

関係 を持 ち、 組 織 内の 支 配的 な思 想 と対 立 す る よ うな言 動 は と らない 。

3.組 織 は 階 級 的 に構 成 され てお り、 昇進 は 、 組 織 内 に おい てそ の 人間 に

与 え られ る評 価 に よっ て決 まる。 個 人の 目的 は組 織 の 目的 に従 属 す る。

組 織 の構 成 員 には、 能 力 と忠誠 と意 欲 が要 求 され る。 しか し、 も ちろん

現実 に は、 自己 中心 に働 く者 もい れ ば、 忠 誠 心 か ら働 く者 も いる 。

4.組 織 は 、 そ の組 織 が 真 に 必要か ど うか とい う基 本的 な問題 とは 関係 な
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く、 常 に生 存 を し続 け よ うとす る。

企業 の 目的 を 達成す るた め に 、 定 常的 な繰 り返 し作業 の 活 動 と、 市 場 適応

をね ら う非 定 常的 な活 動 が 必 要 となる。 そ こでそ れ に対 応 して 組 織 も成立 す

る こ とに なる 。す な わ ちつ ぎの 様 にな る。

企業目… 現く1二
動二三 麟1

/

こ うして組 織 は、 従 来 か らの 公式 的 固定 的 な組 織 か ら徐 々に非 公式 的弾 力

的 な チー ム ・ワー ク 中心 の プ ロ ジェ ク ト組 織 に移行 して き てい るの で あ る。

公式組織

指揮命令

の一元化

〉

委員会に 企画書な

どの ゼ ネ
へ ＼よる部分 / /

ラル ・スタ

的修正 ツフ編 成

部分的に

機能組織

の編成

プロジェク

ト組織の編

成と機能組

織の併用
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llプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの 技 法

●

1PERT、 とCPM

1-1PERT(ProgramEvaluationandReviewTech .nique)

PIERTは

・・土 木 、 建 築 等 の 工 事 日 程 の 管 理

・装 置 の 新 設 、 修 理 等 の 日程 計 画

・原 料
、 部 品 等 の 搬 入 計 画

等 の 問 題 を 解 決 す る 手 法 と し て 、 開 発 さ れ た も の で あ る 。

簡 単 な 日 程 管 理 手 法 と し て は 、 ガ ン ト ・チ ャ ー トが あ る 。

日 →

A

B

仕

事

↓

C

D

…1

一叶

十一ーーー一一ー ー一一__

一'1

t

■

これ は、横 軸 の ほ うに 月 日、 縦 軸 の ほ う に仕 事 を と りそ の仕 事 をA・

B・C・Dと い う作 業 に分 解 し、Aは 何 日か ら始 まっ て何 日で終 わ らな けれ

ば な らない か、Bは ど うか とい っ た具合 に な り、 管理 者 ・監 督 者 が これ を使

っ て 仕 事 の 進 み具合 を簡 単 に管 理 す る こ とがで き る。

しか し、 これ には2つ の欠 点 が あ り、

(1)ど の 作業 が 終 わ らない とどの 作 業 が始 め られ ない とい う作業 間 の前 後 関

係 が不 明確

(2い 特 定 な作 業 、 た とえばCの 完 了 が1日 延 び る と他 の作業 に どの よ うな影

響 を及 ぼ すか わ か らな し(。

とい う こ とで あ る。 この場 合 も作 業 数 が 少 なけ れば 問題 とは な らないが、作業

数 の多 い仕 事 に な る と影 響 して くるわ け で、 そ の解 決 を図 る手 法 と して、

PERTが 開 発 され た の で あ る。
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図ll-1ネ.ト

旧 塀 撤 去

ワ ー ク

○讐○讐,
＼

7日

注説 発 〃○
日

一ー一

型
ヨ

噴 水

砂、 セ メン ト発 注搬 入

シ 誓紗 響 も
/＼

1・0日 芝発 注搬 入

12日

PERTは 仕 事 を細 か く分 解 し、 図1の よ うに マル と矢 印 で網 目状 の ネ ッ ト

・ワー ク を作 成 し、 各 作 業 の所 要 日数 か ら、 各 作 業 の余裕 日数 、 ネ ッ ク にな

る作 業 の流 れ な どを見 出 し、重 点 的 、総 合 的 な 日程 管理 を行 な う手 法 で あ る。

図H-1は 、 今 ま で あ っ た古 い へ い を取 りこわ して新 しい へい を作 り、そ

の ときつ い でに 庭 に噴 水 のあ る池 を作 る仕 事 の場 合 の ネ ッ ト ・ワー ク で あ る。

この仕 事 を行 な う場 合 に、 こま か く作業 に分 け て、 それ ぞ れ の作 業 が何 日 ぐ

らい か か るか と見込 み の数 字 を入 れ た の であ るが、 これ を見 る とガ ン ト ・チ

ャー トの2っ の 欠点 が解 消 され て い る のが わ か る。

1番 目は、 仕事 の前後 関係 が す ぐわ か るこ とで あ る。 た とえ ば 、 ② か ら⑥

へ の矢 印"古 い 塀 を取 りこわせ ・7日 間 で"と い う作 業 は② か ら③ へ の矢

印 とは別 方 向 に出 て い るの で、'③'べの作 業 と同 時点 で行 な っ て よい乏 い うこ

とを あ らわ しているか らであ る。 この様 に 図 を 見 る こ とに よっ て、 ど の作 業 が

終 わ らない とど の作 業 が始 め られ な い か ど うか どい うことが 、 二 目 りょ う然

とな る。

2番 目は、 ど の作 業 力遷 れ た ら他 の作 業 に どの程 度 の影 響 を及 ぼ す か とい

うこ とで あ るが、 足 し算 を行 な うこ とに よっ て は っ き りとす る。 ① が ス ター

トで⑨ が 完 成 で あ るが 、 ① か ら⑨ ま で に到達 す る経路 は伺 本 もあ る。 具 体 的

に書 くな らば ③→ ②→ ⑥→ ⑨、 ①一〉②→ ③→ ⑤→ ⑦→ ⑧→ ⑨ ご ① → ② → ③

→ ④→ ⑦→ ⑨→ ⑨、 ①→ ②→ ③→ ⑦一》⑧→ ⑨ そ して①→ ②→ ③一》⑧→ ⑨ の5
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本 で あ る。

次 に、 経路 の 日数 をそ れぞ れ足 してみ る と、 ①→ ②→ ③一→⑤→ ⑦一プ⑧→ ⑨

が最 大49日 とな る。 最 大 の経路 の こと を、PERTで は通 常 ク リテ ィ カル

・パス とい う
。 管 理 者 ・監督 者 の役 目は この ク リテ ィ カル ・パ スの作 業 に 目

をひ か らせ る こ とで あ る。

す な わ ち 、 ① ② ③ ⑤⑦ ⑧ ⑨ とい う経 路 の各 作 業 は最 大 経 路 のた め、 どの

作 業 で も1日 遅 れれ ば 納 期が1日 遅 れ る こ とで あ る。 だ か ら、 ①② ③ ⑤ ⑦ ⑧

⑨ とい う各 作 業 に 目を ひか らせ る こ とに な る。 では、 他 の作 業 は ど うか とい

う こと に な る と、 引 き算 をす るこ とに よ り他 の作 業 の余 裕 が 出て ぐる こ とに

な る。 そ の余 裕 の こと をPERTで は フ ロー トと呼 ぶ。 た とえ ば↓ ④ か ら⑦

にい く噴 水工 事 の作 業 は、4日 間 とい う様 に 見積 もっ た ので あ るが 、後 の方

か ら逆 に 引 き算 を して い くと、11日 の余 裕 が あ る こ とが わ か る。 そ の場 合 、

た とえば5人 で この作 業 を行 な うとな っ てい れ ば 、2人 を配 置転 換 して 、 ク

リテ ィ カル ・パス の作 業 に割 り当 て る とか、 資 材 や機 械 力 を割 り当 て る とか

の ご と く、 実 際 の ア ク シ ョン にっ なが る よ うな情 報 が 足 し算 す るだ け 、 引 き

算 す るだ け で す ぐわ か る とい う利 点 が あ る。

ネ ッ ト ・ワ一字ークの 例 で は、 ① か ら② とい う作 業 には6日 か か る とい う具 合

に、1つ の数字 で 見積 っ て いた が これ を通 常1点 見積 も りとい う。

そ れ に対 して3点 見積 り とい うのが あ る。 あ る作 業 を行 な う場 合 に 、普 通

の状 態 な らば10日 間 か かれ ば で きるは ず で あ るが 、非 常 に条 件 が よ く うま

く行 け ば8日 間 で あ り、何 か悪 条 件が あ れ ば15日 間 か か るか も知 れ ない と

い うのが3点 見積 りで あ る。 この場 合 、8日 間 を楽 観 値 、10日 間 を最 可 能

値 、15日 間 を悲 観 値 とい う。

1点 見積 りの場合 、 見積 る人 に負 担が か か る感 じで あ るが 、3点 見積 りの

場 合 に は、 そ の よ うな精 神 的 負 担 を軽 くす る利 点 もあ る。 計 算 は 少 し複 雑 に

な るが 、考 え方 は 同 じで あ り、3点 見積 りか ら1点 見積 りの よ うな期 待 値 を

求 め る な ら以 下 の公 式 で計 算 され る。

"楽 観 値
十 最 可能 値 ×4'十 悲 観値

期 待 値 一
6
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楽 観 値 一8日 最 可 能 値 一10日 悲 観 値 一15日 を 考 え て み る と

8十10×4十15

期 待 値 一 一10,5

6

とな り、 期待 値 は10.5日 とな る。

このPERTのi親 戚 にCPM(CriticalPathMethod)と い

うものが あ る。PERTは 、 何 日か か る、 何 ケ月 か か る とい っ た時 間 だ け の

パ ラメー タを使 っ たが 、CPMは 、 時間 と 費 用 とい う2っ のパ ラ メー タを使

用 す る。.例 えば 、 納期 を2日 短 縮 す る為 に は ど の作 業 の所 要 日数 を短 縮 す る

こ とが 最 も費用 を安 く出来 るか とい うこ とを考 え る 日程 管 理 の手 法 で あ る。

PERT、CPMの 実 施 例 と して は土 木 、 建 築 関係 では 日程 管 理 の た め よ

く使 わ れ て い るが 、部 品 や材 料 の搬 入 計 画 に も適 用 され てい る。 変 った 例 で

で、 設 計 図 を何 日、 誰 に 渡 し て や れ ば よい か 一 出国 管理 一 とい う問題

に も使 わ れ て い る。

PERTの 具 体 例

O霞 ケ関 ビル な どの 高 層建 築 の 日程 管理

O建 築 材 料 の搬 入 計 画

高層 建築 作 成の 場合 、 大 都 市 に お い ては 材料 を置 い てお くた め の広 い 場

所 が ない の で、 ど の材 料 を いっ 持 っ て くるか を計 画 す る。

。図面 管 理

大 き い機 械 製 作 の場 合 、 多数 あ る設 計 図 をい っ の時点 で誰 に渡 す か を管

理 す る。 そ れ を出 図 管理 と もい う。

-2CPM(CriticalPathMethod)

PERTは 、 パ ラ メー タ(要 素)と して何 日、 何 ケ月 とい う様 に時 間 だけ

の 要 素 で で きて い る。

それ に対 して 、CPMは 費 用 も考 え る も ので あ る。 た とえば1日 遅 れ た ら

費 用 は どの程 度 か か り、1日 作 業 を早 く終 わ らせ るた め には 費用 が ど の程 度

か か るか とい うこ とで 、 時間 と費 用 とい う2つ の要 素 を同 時 に考 え る こ とで

あ る。 当然 、使 い 方 はPERTよ り複雑 で あ る。 た とえ ば、 契 約 に あ た っ て

納 期 を約 束 した場 合 に、 納 期 遅 延 な らば 罰 金 を払 う とい う契 約が あ る。 そ の

際 に、 罰 金 を払 っ て納 期 を遅 らせ たほ うが 得 に な るか、 あ るい は、 罰金 を払
一106一
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わ な い 様 に 何 日 か 短 縮 す る と 費 用 は い く ら か か る か と い う 様 に 、 考 え て み る

ζ と で あ る 。 そ の 高 度 化 し た も の と し て も う1つ パ ラ メ ー タ を 増 し 、 時 間 と

と 費 用 の ほ か に 資 源 を 加 え て 考 え る も の が あ る ・ 入 間 が 何 名 、 機 械 力 は ど の

く ら い 、 ブ ル ドー ザ は 何 台 、 ト ラ ク タ は 何 台 と い っ た 資 源 ま で 考 え る も の が

あ る 。 そ れ を ラ ン プ ス(RAMPS"ResourceAllocationand

Multi-ProjectScheduliug")と い う。"し か し 、 パ ラ メ ー タ が 増

す と 、 操 作 が 非 常 に 複 雑 に な る の で 、 ラ ン プ ス が 使 わ れ た と い う例 は 少 な い 。

'

'

2線 型 計 画法(LP、Lin,earPrgramming)

LPと は

・利益 が最 大 に な る よ うな生 産 計 画

・輸送 コス トを最小 に す る よ うな輸送 計 画

・原 料費 を最 小 に す る よ うな原 料 配 分計 画

を解 決 す る た めに よ く使 われ てい る手法 で あ る。そ の 意 味 は 、 量 の間 の関 係

で取b扱 われ る数 式 が 、 す べ て1次 式 の形 、 す な わ ち、 直線 で あ る こ とに 由来

す る もの であ る。

簡 単 な例 をあ げ て考 え てみ る。

"太 郎 さん と花 子 さん とい う恋人 がい ます
。太 郎 さん は、 毎 月 デ ー ト代 と し

て、1,000円 が 自由 に な り、 花 子 さん は デー トの ため に毎 月20時 間 が 自 由

に な ります。 デ ー トす る時 に2人 は 喫茶 店 か 、映 画 に行 きま す 。 喫茶 店 は1入

1回50円 、 映 画 は1人1回100円 で す。2人 は取 りと め な く話 をす るの で、

喫 茶店 で は毎 回4時 間 話 を しま す。 映 画 は 入 れ替 え制 の た め に毎 回3時 間 で追

い 出 され ま す。2人 が デー トす る と きの楽 しみ度 は 、喫 茶店 の 時 は1.0、 映画

の時 はL5で す。

以上 の条 件 の も とで、2人 が デ一一トした場 合 にs楽 しみ を最大 に す るに は ど

うし た ら よい で し ょ うか。"

太 郎

喫 茶 店

100円

映 画

200円

使 用可 能 量

1,000円

花 子 4
|

3 20H

楽 し み 11 .ol
}

L5



〔解 決 法 〕'

喫 茶 店 で デ ー トす る 回 数 をX1回 、 映 画 で デ ー トす る 回 数 をX2回 と す る 。 こ

のXl、X2は 未 知 数 で あ る 。

(1)お 金 に つ い て 考 え て み る と、 喫 茶 店 に2人 で 行 く と1回100円 か か り・

X1同 行
.くか ら100×1が 喫 茶 店 で デ ー トす る 費 用 で あ る 。 同 様 に し て 、

200×2が 映 画 の 費 用 で あ る 。 た だ し 、 そ の 合 計 は 太 郎 が 所 持 し て い る

1,000円 の 中 か ら 払 う の で あ る か ら 、1,000円 に 等 し い か ・ 小 さ く な

けれ ば な らな い。

100×1十200×2∠1,000… …(式1)

(2)時 間 にっ い て考 え て みる と、 喫茶店 に1回 行 くと4時 間 か か り、X,回

行 くか ら4×1が 喫茶 店 で デー トす る時 間 で あ る一 同様 に して、3×2が

映画 の時 間 で あ る。 た だ し、 そ の合 計 は花 子 が 自由 にな る20時 間 に等 し

い か、 少 しで なけ れば な らない 。

4×1十3×2∠20… …(式2)

(3)LPめ 特 徴 が 、 こ こに 出て くるわけ で あ るが 、'X1、X2と い う変 数 は

マ イナ ス に な っ て は い け ない こ とで あ る。

X1×X2≧0… …(式3)

何 故 な らば、 も し喫茶 店 に5回 、 映画 に マ イ ナス3回 とい う答 え の場 合 、

実 行 す る こ とは 明 らか に不 可 能 だか らで あ る。

普 通 、(式1)(式2)(式3)を 条 件式 と呼 ぶ 。 この よ うな条 件 式 の

も とで 目的 は2入 の楽 しみ を最大 にす る こ と で あ る。喫 茶 店 で デ ー ト'した

場 合 の楽 しみ の量 が、1.OX1で あ り、 同様 に 映画 で は1.5×2で あ り、 こ

れ らを加 え た も のが 最 大(MAXIMUM)と な る よ プにす る ことで あ る。

目的LoX1+1.5×2→Max

これ でLPの モ デ ルが で き たわ け で あ る。 一般 に、 与 え られ た条 件が 複 雑 か

つ 膨大 で あ っ て も、以 上 の様 な式 構 成 に な る。

こ の例 の場 合 に は 、 未知 数 が2っ で ある か ら、 む ず か しい 計算 を行 なわ な く

て も、 グ ラ フを使 うこ とに よ り、 簡 単 に解 くこ とが で き る。 しか し、 未知 数 が

3っ 以 上 に な る と簡 単 に 書 くわ け には 行 か な くな る。

(式1)を グ ラ フに書 くと、 図 皿一2の 様 に な り、1,000円 に等 しいか 、
-108一
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図ll-2図 解 法
Xl

?
.

'

(式2)

(求 める

(式1)目 的 の式)

>X2

■

■

そ れ以 下 とい う こと で、 直 線 の下 の部 分 に な り、(式2)の グ ラ フも同様 に 直

線 の下 の部 分 に な る。 ま た、(式3)の 条 件 を も満 足す る た め に 該 当 す る部

分 は 斜線 部 分 で あ る。 こ の範 囲 内 に最 大値 が あ る ことが 必 要 条 件に な る。

次 に 、 目的 の式 を考 え るので あ るが 、 た とえ ば 目的 の式 を イ コー ル1と 考 え

る。(1.OX、+1.5×2-1)こ の グ ラフは上 の様 にな る。 最 大 値 を求 め たい

の で あ るか ら、 上 へ平 行 移 動 して行 き、(式1)(式2)の 交 点 を通 っ た時 に

最 大 に な る。 そ の際 の値 を読 めば 、X,=2、X2==4と い うこ とで あ り、 月に

喫 茶店 に2回 、映 画 を4回 と い う具 合 に デー トすれ ば 、 そ の時 に限 っ て2人 の

楽 しみ は最 大 に な り、 最 大 値 は8で 交 わ って い る ので、楽 しみ最 大 値 は8に な

る。 実 際 の 問題 の場 合 は 、未 知数 が50個 ～1,000個 ぐらい 出 て くるが 、 ア

プ リケー シ ョ ン ・プ ログ ラ ムを使 用 す れば あ る要 素、数 字 を投 入 す る こ と に よ
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り、 ど うい う時 に最 大 値 が い くらで あ る とい う結果 が 計 算 され て、 出 て くる仕

組 み に な っ てい る。

LPの 具 体例

O日 本 の専 売 公社 の葉 た ば こ の配合 問題

数 十 種類 の葉 たば こをま ぜ あ わせ て たば こを作 る場 合 に、 ハ イ ライ ト、 ピ

ー ス な ど各 種銘柄 をお の お の伺 本 かず っ作 り、 同時 に、 コス トを最 小 にす る

まぜ あ わせ 方 は、 どの よ うに すれ ば よい か とい うこ とで あ る。

O日 本 専 売 公社 の葉 たば この 輸 送計 画

ど この葉 た ば この乾 燥 倉 庫 か ら、 ど この たば こ製 造 工 場 へ輸 送 す るのが 輸

送 コス トを最 小 にす るか とい う輸 送計 画 問題

O原 油 の加工 関 係

工 場 で の原 油 の処 理 能 力 は 一 定 で あ り、 石 油化 学 工 業 は 原 油 を も とに して、

種 々 の製 品 を作 る。 そ れ ぞ れ の 製 品 の価 格 が わ か っ て い る時 に、 ど うい う製

品 を どの くらい作 れ ば、 き ょ う現 在 の各 製 品 の価 格 で利 益 が 最 大 に な るか を

計算 し、 生産 計 画 を立 て る。

O京 都 市 立病 院 の給 食 の献 立

O私 鉄 の運 賃 値 上 げ

。工 業 立地 問題

■

喝

3シ ミュ レー シ ョン(Simulation).

シ ミュレー シ ョン とは

○サ ー ビス要 因 問題

。長 期収 支 計画

O窓 口増 設 問題

等 にっ い て、現 実 の もの で は な く、 そ の模型(モ デル)を 構 成 して あ る現 象 を

模倣 す る模 擬 実験 の こ とで あ る。

シ ミュレー シ ョンは 、金 が か か りす ぎる とか、 危 険 を と もな う とか、 時 間 が

か か りす ぎる とか、 解 析 的 に解 く方 法 が 見 つ か らない とい うよ うな問題 を解 決

す るた め よ く使 わ れ る手 法 で あ る。
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9

例 を あげ て考 え て み る。

次 ペ ー ジ の流 れ図 は岸壁 の長 さの決 定 を 目的 と して い る。 これ は 、 実 際 に北 海

道 大 学 で、 八 戸 漁 港 の桟橋 延長 問題 で行 なっ たい わ ゆ る待 ち合 わ せ の問題 で あ

る。 そ の 当時 、 八 戸漁港 桟橋 は150隻 分 の岸壁 しか な か っ た ため に、 朝 方 に

な る と操 業 が終 っ た船 で港 は混 雑 し、荷 揚 げ す る こと も出来 ず に 沖 で待 っ てい

る船 が た く さ ん あ っ た。 そ こで桟橋 の長 さ を延 ばせ ば よい わけ であ るが、 む

やみ や た らに延 ば せ ば、 当 然費 用 の問題 が か らん で くる訳 で、 そ の た め に モ デ

ル を構 成 して、 長 さ と費 用 を最 も効 率 的 に生 かせ る よ うに実 験 す る ので あ る。

●

■
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図 ∬-5岸 壁 の 長 さ 決 定 の 流 れ 図
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ア

シ ミュレー シ ョンを行 な う場 合 には、 まず デー タの整 理 を行 な う。

山 今 ま でに 、何 隻 ぐ らい 毎 日入 港 してい た か(入 港 船 数)の 調 査

r2)入 港 船数 が平 均300隻 だ とわ か っ て も、 朝 か ら晩 ま で平 均 して入 って

くるの で あれ ば 問題 な いが 、 ラッシ ュの時 間 が あ るはず な ので 入港 の時 刻

の調 査

(3)入 港 した 船 は荷 揚 げ を す る ので あ るか ら、 荷揚 げ に か か る時 間調 査

っ ぎに 、八 戸 漁港 の現 状 に即 した模 擬 実 験 を行 な うため、 上 記 の デ ー タを使 っ

て、 ま ず今 日何 隻 入港 したか を乱 数 を もちい て きめ る。

そ し て入 港 時 刻 も下 図 の よ うな デー タを もとに乱数 を使 っ て、 そ れ ぞ れ の船

/　 「＼
6.307.007.30 8.00

●

●

に対 して、 入港 時刻 を割 り当 て る。

荷揚 げ に つい て も同様 に所 要 時 間 を決 め る作業 を行 な うの で あ る。

以 上 で シ ミュ レー シ ョン用 の デー タ の準 備 が 出来 たの で、 シ ミュ レー シ ョン

を開 始 す る。 ここ では、 簡 単 に流 れ 図 の読 み方 を説 明す る。

① 第1番 目の デー タを読 む。 この デー タには何 隻 目で あ るか の番 号 、 入 港

時 刻 、荷 揚 げ 時 間 が入 っ て い る。

② 何 隻 目の船 で あ るか の チ ェ ック をす る。 デ ー タが終 りとい う合 図 が な け

れ ば 、NOの 矢 印 の方 に 進 む。

③ 読 み込 ん だ デー タを 入港 の 状態 にセ ッ トし、 時間 を進 め る。

④ 第1番 目の入 港 で あ るか ら、今 か ら荷 揚 け をす る こ とに な り、 離岸 は

NOで あ るの で、下 の 矢 印 に進 む。

⑤ 同 じ く、 第1番 目で あ るか ら、 岸 壁 の空 きは 当然 あ りYesの 矢 印 に進

む 。

⑥ 沖 に待 っ て い る船 が あ るか、こたについ ても第1番 目で あ る か らNOの 矢

印 に進 み、 接 岸 す る。

とい う様 に な る。 これ を コ ン ピ ュー タで行 な わせ るの で あ る。
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た とえば 、1日 分 と して今 日は300隻 入港 した とい う ことで あれ ば、30

0隻 分 が終 る と1日 分 の模擬 実験 が 終 っ た こ とに な る の で あ る。 以 上 の模 擬 実

験 を何 回 も く り返 して、1ケ 月 分 とか2ケ 月分 を計 算 す る と同時 に、1割 岸壁

を延長 した ら沖 で待 っ てい る船 は ど の くらい減 っ たか 、1割5分 延 長 した らど

うか とい うデー タを とるわ け で あ る。

す で に学 ん だLP、PERTと の大 き な違 いが こ こに あ るわ け でLPの 場 合 だ

と こ うす れ ば よい とい う結 果 が す ぐ出て くるが 、 シ ミュ レー シ ョンの場 合 は 、

確率 的 な問題 と して精 度 を上 げ るた めに、 何 度 も乱 数 を使 っ て実 験 を く り返 す

の で あ る。

実 際 に八 戸 漁 港 で行 な った シ ミュ レー シ ョンの 結果 は、 横 軸 に岸壁 の長 さ、

表 五一1シ ミュ レー シ ョン結 果

待
ち
船
数

岸壁の長さ

〉

縦 軸 に沖 で待 って い る船 の数 を とっ て グ ラ フに描 くな らば、 表ll-1の 様 に な

った の で あ る。 上 図 で わ か る様 に、岸 壁 の長 さ を12%延 ば す こ とに よ り、 待

ち船 の数 が40%減 る とい う こ とで あ る。

次 に、 シ ミュ レー シ ョンの精 度 とい うこ とで あ るが 、 確 率 的 に問 題 を解 く以

上 、 模 擬 実 験 の回数 が 多 け れ ば 多 いほ ど よい とい うこ とは 明 らか で あ る。 しか

し、 実 験 費 用が そ れ に と もな っ て、 多 くか か る こ とも明 らか で あ るので 、一 般

的 に は、 誤 差 を1/2、 精 度 を2倍 にす る場 合 は、4倍 の回数 行 ない、 誤 差 を

/10、 精 度 を10倍 に す る場 合 は100倍 の回 数行 な うわけ で あ る。
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シ ミュレー シ ョンの具 体例

。東京 オ リン ピ ックの 際 の メ イ ン ・ス タ ジア ムの入 口 の数

開 会式 等 の入 場 者 を行 列 させ る こ とな く、 管理 、費 用 を最 小 に す るた め で

ある。

o需 要 予 測

o在 庫 管 理

O国 鉄 の通 勤 輸 送 問題

。 日本航 空 の就 航計 画

o道 路 の信 号 制 御方 式

●

,

4イ ン ダ ス ト リ ア ル ・ ダ イ ナ ミ ツ ク ス

ジ ェ イ ・ フ ォ レ ス タ ー(JayW.Forrester)に よ る イ ン ダ ス ト リ ア ル

・ ダ イ ナ ミ
ッ ク ス(IndustrialDynamics)で は 企 業 モ デ ル の シ ス テ ム

要 素 を 受 注 、 人 、 物 、 金 、 設 備 お よ び 情 報 の 六 要 素 に 分 け 、 そ れ ら を フ ロ ー と

し て 把 握 す る こ と に よ り、 意 思 決 定 ポ リ シ イ の 変 化 が ど の よ う に 企 業 シ ス テ ム

に 影 響 を 与 え る か を 分 析 し 、 よ り よ い 企 業 シ ス テ ム の デ ザ イ ン を 行 な わ ん と す

る も の で あ る 。

コ ン ピ ュ ー タ ・ モ デ ル に は 、 オ ペ レ ー シ ョ ン ・ モ デ ル と 、 デ ザ イ ン ・モ デ ル

と が あ り、 ポ ニ ー 二 や サ イ ヤ ・一一 ト ・ マ ー チ の モ デ ル が オ ペ レ ー シ ョ ン ・ モ デ ル

で あ る の に 対 し て 、 イ ン ダ ス ト リ ア ル ・ ダ イ ナ ミ ッ ク ス は 解 析 に も 利 用 で き る

が 、 モ デ ル ・ デ ザ イ ン の ほ う に 有 利 な ダ イ ナ モ(Dynamo)と い う コ ン パ イ

ラ ー(cOmpiler人 間 語 に 近 い 文 章 表 現 で コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ ム が 書

け る よ う に 配 慮 し た 一 種 の 文 法)が 用 意 さ れ て い て 、 シ ス テ ム ・ デ ザ イ ン に も

き わ め て 有 利 で あ る 。

イ ン ダ ス ト リ ア ル ・ ダ イ ナ ミ ッ ク ス も 前 二 者 と 同 様 に 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ミ

ュ レ ー シ ョ ン ・ モ デ ル で あ る が 、 世 の 中 の あ ら ゆ る シ ス テ ム が イ ン フ ォ メ ー シ

ョ ン ・ フ ィ ー ドバ ッ ク を 受 け る と の 仮 設 が 特 徴 で 、 こ れ に 発 散 型 の 正 の フ ィ ー

ド バ ッ ク と 、 収 蔵 型 の 負 の フ ィ ー ドバ ッ ク と が 考 え ら れ て い る 。 そ し て 、 イ ン

フ ォ メ ー シ ョ ン ・ フ ィ ー ド バ ッ ク ・ シ ス テ ム に は 、 時 間 遅 れ と 増 幅 と い う 、 二
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っ の現 象 を伴 う もの で あ る とい う、 現 実分 析 の結 果 が 取 り入 れ られ て い る。

イ ンダ ス ト リアル'ダ イ ナ ミックス ・モ デ ル の実 例 は企 業 の秘 密 性 に災 い さ

れ て、 あ ま り紹 介 され て い ない の であ るが、 米 国 で はか な り実用 化 され て お る

と言わ れ て お り、 わ が 国 で もい ろ い ろ と研 究 され て い る よ うで あ る。 しか し何

分 に も、 フ ォレス ター 教 授 の書 物 が 大著 で もあ り、 邦 訳 もな く、 ダ イ ナモ の マ

ニ ュア ル もマ ス ター し な くて は な らぬ ので、 や や普 及 に難 色が あ るが、 モ デル

化 には有 力 な武 器 と な ろ う。

●

¶

φ
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5LPの 実 例

山 問 題

独立 し た3つ の生 産過 程 に関 連 して、 千 葉 工 場 に新 し く年 産6,000ト ン

の 中間 製 品(B製 品)の 工場 を建 設 した時 の生産 、、販 売k・ よび輸 送(社 内

の他工 場 送 りを含 む)を 企 業全 体 と して最 適 化(製 造 原 価 お よび 輸 送 費 の

和 を最小 化)に な る よ うに、各 工 場 別 の生 産量 、需要地区別販 売量 お よび各

製 品 の工 場 間 の転 送 量 を、線 型 計 画 法(LinearProgramming)で

一 義 的 に決 定 す る こ とを 目的 とす る。

(2)問 題 解 決 に必 要 な デー タ

① 独 立 した3つ の製 品 をA、B、Cと し、B製 品 はA製 品 のo.53原 単 位

で製 造 され 、C製 品 の種類 はか な りあ るので 、 原単 位 的 に把 握 しない で、

工 場 別 需 要 量 と して把握 す る ことに した。

②A・B製 品 の工 場別 設備 能 力 お よび製 造 原価 中 の変 動 費部 分 は下 記 の と

A製 品 の工 場 別 設 備 能 力toよ び コス ト

工 場項
目 千葉 第1 千葉 第2 神 奈 川 山 口 第1 山 口第2 九 州

設 備 能 力

(トン/年)
15,800 15,800 8,400 7,500 1,100 6,600

変 動 費

(円/ト ン)
|

13,380 19,380 38,000 28,810

ii

38,000 144

お りと仮 定 す る。

千 葉 第1、 千 葉 第2、 たん に 千 葉 工 場 お よ び 山 口 第1、 山 口 第

2、 たん に 山 口工 場 と呼 称 して も、 そ れ ぞれ 、千 葉 、 山 口 の同 一地 域 にあ

る工 場 を意 味 し、A製 品 に関 して、製 造 コ ス トの相 違 で、 第1、 第2と 区

別 した の にす ぎ な レ㌔

B製 品 の工 場別 設備 能 力teよ び コス ト

工 場項 目
千 葉 建 設 予 定 神 奈 川 山 口

設 備 能 力

(ト ン/年)
6,000 29,600 26,500

-'

変 動 費
(円/ト ン)

ll

2,260

:

720 370
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③A製 品お よびB製 品の地区別需要量(ト ン/年)

販 売 地 域製 品 名
北 海 道 関 東 関 西 九 州

A製 品 408 13,332 5,796 4,296

B製 品 一

1

8,880

i

10,380 1,380
i

●

,そ

④C製 品用の 自社必要量(必 要転送量)(ト ン/年)

|

千 葉 工 場 神 奈 川 工 場 新 潟 工 場

必 要 量

山 口 工 場

必 要 量

九 州 工 場

必 要 量必 要 量 必 要 量

2,400 14,965 1,000 9,600

「i

2,100

…

⑤A製 品の工場別 ・地区別運賃表(円/ト ン)

千 葉 工 場

山 口 工 場

九 州 工 場

北海道

5,450

7,850

8,370

関 東

1,700

4,850

5,500

関 西

4,630

3,940

4,450

九 州'

4,950

780

700

転 送

千葉工場

3,700

4,700

神奈月江場

1,000

3,300

4,300

山口工場

3.700

1,000

⑥B製 品 の工 場 別 別■地 区 別運 賃 表(円/ト ン)

仕向先

出 荷 元
関 東 関 西 九 州

転 送

千葉工場 神奈1肛場 山口工場 九州工場 新潟工場

千 葉 建 設
予 定 工 場

2,100 4,160 5,140 一 900 3,300 4,200 1,800

神 奈 川 工 場 1,860 3,620 4,720 900 一 3,000 3,870 1,500

山 口 工 場 4,860 3,980

1

1,040 3,300
`

3,000 一 900 4,000
1

s

⑦ 以上 の 前提 条 件 の うえ に、 問題 を数 式 化 す るた め の未 知数 を設 定 す る。

そ の場 合 、 ペ ー ス を合 せ るた め、B製 品 は0.53でA製 品 に換 算 して数 量

をあ らわ す も の とす る。
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(1)未 知数 の設 定

●

●

①A製 品 の販 売量 を あらわす未知数(ト ン/年)
～ ～ _.

A製品 翫 汲 売地区一 北 海 道 関 東 関 西 九 州

千 葉 第1工 場 出100 ¢111 ¢112 ¢113

千 葉 第2工 場 ¢110 ¢114 ω115 ¢116

山 口 第1工 場 (じ120 ¢117 Z118 劣119

山 口 第2工 場 名130 ¢121 ¢122 佑128

九 州 工 場 露140
¢124

雰125 ¢126

計
}

408
il 113・332

r

5,796 4,296

神 奈 川 工 場 のA製 品 にっ い ては 、荷 役 設 備 の不 良 な どの理 由 に よ り、 外 販

お よび他工 場送 りを考 慮 しない こ と に した。

②B製 品 のA製 品製造工場別 ・地区別販売量 をあらわす未知数(ト ン/年)

B製 品製造

A製 品 ＼ 工場名

千葉建設予定工場 神 奈 川 工 場 山 口 工 場

製造工嘉 ㌔ 関東 関 西 九 州 関 東 関西 九州 関 東 関 西 九 州

千 葉 第1工 場 ¢131 ¢132 劣133
'¢

134 ¢135 出136 露141 工142 9¢143

千 葉 第2工 場 ¢147 勿148
当49.

¢151
一

¢152 ¢153 露157 ¢158 ω159

神 奈 川工 場 一 一 一 工'164 錫165 ¢166 一 一 一

山 口 第1工 場 ¢1?1 ¢172 OC178 Z174 ¢175 ¢176 佑181 ⑳182"

一

勿183

山 口 第2工 場 ¢187 9188 工189 ¢191 ¢192 ¢193 ¢197 勿198 露199

九 州 工 場 工204 ¢205 ¢206 ¢207 勿208 ¢209
9214 ¢215 ¢216

計
1

「
関 東 地 区 ・=8,880関 西=10,380九 州=1.380

た とえ ば ・x13・ トン は 、千 葉 第1工 場 で生 産 され たA製 品 の うち千 葉 建 設

予 定 のB製 品工 場 でB製 品 の原料 と して 消費 さ れ、B製 品 と して 関東 地 区 に

輸 送 す べ き もの をA製 品 の量 で示 した もの で あ る。 したが っ て、B製 品 の量

で 示 す な ら ば ・x… × 誌
、 ト ン と な る.・,88・ ・ン 、 ・ ・,38・ 』 ・ び ・,・

80ト ンはB製 品 と し て の 数 量 。
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③B製 品 のA製 品製造工場別 ・神奈 川工場向け転送量 をあ らわす未知数

(ト ン/年)

訟 Ψ
＼

千葉建設予定工場 神 奈 川 工 場

一

山 口 工 場

千 葉 第1工 場 ⑳221 名222 出224

千 葉 第2工 場 ¢226 ぽ227
¢229

神 奈 川 工 場 一 ¢231
一

山 口 第1工 場 工238 勿234 錫236

山 口 第2工 場 ¢23R 出289 ¢241

九 州 工 場 ¢248 ¢244 ¢246

計1全 体 と して14,965ト ンの要転 送 量

9

具
、

た とえばtx238ト ンは、 山 口 第1工 場 で生 産 され たA製 品 の うち千 葉 建 設

予 定工 場 に送 られ てB製 品 の原料 と して 消費 され、 さ らに、 神 奈 川 工 場 にお

け るB製 品 のdownflow用 に転 送 ・消費 さる べ き もの をA製 品 の量 で示

した もの.し たが っ て ・ 膿 品 の量 で示 す な らば ・ … 。÷,ト ンとな る.

14,965ト ン はB製 品 と して の数 量(以 下考 え 方 は 同 じ)。

④B製 品のA製 品製造工場 別 ・千葉工場向け転送量 をあ らわす未知数

(ト ン/年)

＼B製 品の加工
A鑑

揚名＼ ピ名 千鰯 予定工場
、

神 奈 川 工 場 山 口 工 場

千 葉 第1工 場 出248
.

¢249 出251

千 葉 第2工 場 出258 ¢254 苫256

神 奈 川 工 場 一 ¢259 一

山 口 第1工 場 ¢268 出264 勿266

山 口 第2工 場 ¢268 出269 印271

九 州 工 場 ¢273i出274 ¢276}

計 全体 と して2,400ト ンの要 転送 量

4

`
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⑤.B製 品 のA製 品工 場別 ・九州工場向け転送量 をあらわす未知数(ト ン/年)

(
、

鑑 ぎ霧＼ ＼
、

千葉建設予定工場 神 奈 川 工 場 山 口 工 場

千 葉 第1工 場 出278 9σ279 ¢281

千 葉 第2工 場 9283 ¢284 コじ286

神 奈 川 工 場 一 ω289 一

山 口 第1工 場 出293 劣294 ¢296

-「

山 口 第2工 場 9298 ¢299 ¢301

九 州 工 場 ¢303 露304| ⑳306

;計i全 体 と して2,100ト ン の 要 転 送 量

⑥B製 品のA製 品工場別 ・新 潟工場向け転送量 をあらわす未知数(ト ン/年)

■

B製 品の加工工
A製 品 揚名

製造工場名
＼ 、

千葉建設予定工場 神 奈 川 工 場 山 口 工 場

千 葉 第1工 場 佑308 佑309 錫311

千 葉 第2工 場 ¢313 ¢314 醇316

神 奈 川 工 場 ¢318

一

一

山 口 第1工 場 ¢320 ¢321 ω323

山 口 第2工 場 出325 印326 ¢328

九 州 工 場 出330 印331

|

¢333

計i全 体 と・て ・・・… の難 題

一121一



⑦B製 品のA製 品製造 工場別 ・山口工場 向け転送量 をあ らわす未知数(ト ン/年)

＼ ～＼B製 品の加

鑓㌫＼ぎ 千葉建設予定工場 神 奈 川 工 場

,一 層,

山 口 工 場

千 葉 第1工 場 釦335 出336 劣338

千 葉 第2工 場 名340 工341 ¢343

、

神 奈 川 工 場 一
¢346

一

山 口 第1工 場 出350 佑351 露353

山 口 第2工 場 出355 ¢356 出358

九 州 工 場 佑360 ¢361 名363

1計! 全 体 と して9,600ト ンの要 転送 量

(4)数 式 化

(3)で 設 定 し た 未 知 数 と(2)で 示 さ れ て い る デ ー タ に よ り 、 生 産 能 力 、 地 区

別 需 要 量 お よ び 自 社 必 要 量 に っ き 、 っ ぎ の21個 の 制 限 条 件 を 設 定 す る 。

① 千 葉 第1工 場 のA製 品 製 造 設 備 の 能 力 制 限^

Xl・ ・+X111+X112+X、13+XI31+X1δ2十X133+X、34+X、35+X136

十X141十X142十X14S十X221十X222十X224十X248十X、249十X251十XmS

十x279十x281十x308十x309十x311十x335十x336十x338∠15,800

(以 下 の 制 限 式 はxlo1は101と 示 す)

② 千 葉 第2工 場 のA製 品 製 造 設 備 の 能 力 制 限

110十114-F115十116十147-{-148十149十151十152十153十157十158

十159十226→-227十229十253十254十256十283十284十286十313一 ト314

十316十340十341→-343∠15,800

③ 神 奈 川 工 場 のA製 品 製 造 設 備 の 能 力 制 限

164十165十166十231十259十289十318十346∠8,400

④ 山 口 第1工 場 のA製 品 製 造 設 備 の 能 力 制 限

120十117十118十119十171十172十173十174十175十176十181十182

十183-{-233十234十236十263十264十266十293十294十296→-320十321

十323十350十351十353∠7,500
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■

へ
～

'

0.53

十189十204-←205十206十221十226十233十238十243十248十253十263

十268-F273十278十283十293十298十303-}-308十313十320十325十330

十335十340十350十355十360)∠6,000

⑧ 神 奈 川 工 場 のB製 品 製 造 設 備 の 能 力 制 限

1(134十135十
136十151十152十153十164十165一 ト166十174十175

⑤ 山 口 第2工 場 のA製 品 製 造 設 備 の 能 力 制 限

130十121十122十123十187十188十189十191十192十193十197十198

十199-十 一238十239十241十268十269十271一 ト298十299十301十325十326

十328十355十356十35841,100

⑥ 九 州 工 場 のA製 品 製 造 設 備 の 能 力 制 限

140十124十125十126十204十205十206十207ー ト208十209十214十215

十216十243十244十246十273十274十276十303十304十306-F330十331

十333十360十361十363∠6,600

⑦ 千 葉 建 設 予 定 工 場 のB製 品 製 造 設 備 の 能 力 制 限

1
(131十132十133→-147十148十149十171十172→-173十187十188

0.53

十199十214十215十216十224十229十236十241十246十251十256十266

-F271十276一 ト281十286十296十301十306十311十316十323十328十333

十338十343十353十358十363)4≦26,500

⑩ 神 奈 川 工 場 のB製 品 自 家 消 費 必 要 量 の 条 件1
(221十222十224十226十227十229十231十233十234-F236十238

0.53

十176十191十192十193十207十208十209十222十227十231十234十239

十244十249十254→-259十264十2691-274-F279十284十289十294-十 一299

十304十309十314→-318十321十326→-331十336十341十346十351十356

十361)∠29,600

⑨ 山 口 工 場 のB製 品 製 造 設 備 の 能 力 制 限

⊥(141+142+・43+157+158+、59+、81+182+、83+、97+198

O、53

十239十241十243→-244-{-246)=14,965

⑪ 千 葉 工 場 のB製 品 自 家 消 費 必 要 量 の 条 件

1

O.53

十269十271十273十274十276)=2,400
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⑫ 山 口工場 のB製 品 自家 消費 必要量 の条件

1
(335十336十338十340十341十343十346→-350十351→-353→-3550.53

十356十358十360十361-}-363)=9,600

⑬ 関 東 地 区A製 品 需 要 量 の 制 限

111十114十117十121十124=13,332

⑭ 関 西 地 区A製 品 需 要 量 の 制 限

112十115一 ト118十122→-125=5,796

⑮ 九 州 地 区A製 品 需 要 量 の 制 限

113→-116十119十123十126=-4,296

⑯ 北 海 道 地 区A製 品 需 要 量 の 制 限

100十110-十 一120十130十140=408

⑰ 関 東 地 区B製 品 需 要 量 の 制 限

☆(131+134+14・+147+・5・+157+164+171+・74+・8・+・87+19・

十197十204十207十214)=8,880

⑱ 関 西 地 区B製 品 需 要 量 の 制 限

⊥(・32+135+・42+・48+152+・58+165+・72+・75+182+・88

⑨.53

→-192十198十205十208十215)=10,380

⑲ 九 州 地 区B製 品 需 要 量 の 制 限

☆(133+・36+・43+・49+153+・59+・66+・73+176+・83+・89

十193十199-←206十209十216)=1,380

⑳ 九州 工 場B製 品 自家 消 費 必要 量 の条 件

☆(278+279+28・+・8・+・84+286+289+293+294+296+298

十299十301十303十304十306)=2,100

⑳ 新 潟工 場B製 品 自家 消費 必要 量 の条 件

☆(・ ・8+・ ・9+…+313+・ ・4+316+318+32・+321+・2・+325

十326十328-←330一 ト331十333)=1,000

⑫ 目的 関数 の設定

以上 の制 限 条 件 式 に含 ま れ る各 未知 数 にか か わ る係 数(製 造 原 価 中変 動

費+輸 送費)を ② の デ ー タか ら算 出 して、 下 記 の 目的 関数 を作 る。
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●

虫

ト

●

●

目 的 関 数Z-18,830xlo。+24,830x、1。+15,080xn、+18,010xl、2

十1,8,330x113一 ト21,080x114十24,010x115→-24,330x116十33,660x117

十32,750x118十29,590xllg十36,600x120十42ル850x121十41,940x122

十38,780x123十5,644x124十4,594x125十844x126十45,850x130

十21,608x131十25,495x132十27,3'43x133十19,249x134十22,570x135

十24,646x136十8,514x140十26,949.x141十25,288x142十19,710x143

十27,608x147十31,495x14e十33,343x14g十25,249x151十28,570x152

+30,646xl53+32,949・ ・57+31,288x・58+25,740x、59+42,869x、64

十46・190x165十48,266x166十40,738x171十44,625x172-←46,473x173

→-36,979x174十40,300x175十42,376x176十38,679x181→-37,081x182

+31・470xls3+49,928xl8・+53・815x・88+S5,663・ ・s9+4 .6,169x、,、

十49,490x192十51,566x193十47,869x197十46,208x198十40,660x199

十13,072x204-十 一16,959夢205十18,807x206-F9,313x207十12,634x208

十14,710x20g十11,013x214十9,352x215十3,804x216十19,343x221

十15,739x222十23,439x224十25,343x226十21,739x227十29,439x22g

十39,359x231十38,473x233-1-33,469x234-L35,169x236十47,663x238

十42,659x23g十44,359x241十10,807x243十5,803x244十7,503x246

十17,645x248十17,437x24g十24,005x251→-23,645x258十23,437x254

十30,000x2 .5.5十41,057x259十36,775x263→-35,167x264十35,735x266

-{-45
,965x268十44,357x26g十44;925x271十9,109x273十7,501x2?4

十8,069x276十25,570x278-十P23,041x27g十19,476x281一 ト31,570x283

十29,041x284十25,476x286-{-46,661x28g十44,700x293十40,771x294

十31,206x296十53,890x298十49,961x2gg十40,396x301十17,034x308

十13,105x304十3,540x306十21,041x308十18,56gx809十25,326x311

→-27,041x313十24,569x314十31,326x316十42,189x318十40,171x320

十36,299x321十37,056x323十49,361x325十45,489x826十46,246x328

十12,505x330十8,633x331十9,390x333十23,872x335十21,400x336

十17,778x338十29,8.72x340十27,400有41十23,748x343十45,020x346
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*x136の 係 数 茎24,646は っ ぎ の よ う に 算 定 さ れ る 。

千 葉 第1工 場 のA製 品 → 神 奈 川 工 場 に てB製 品 に 加 工 → 九 州 地 区 に 販 売 一 〔千 葉

第1工 場A製 品 製 造 原 価((2)の ② 表)+千 葉 工 場 か ら 神 奈 川 工 場 へ のA製 品 運 賃

((2)の ⑤ 表)〕+〔 神 奈 川 工 場vatsけ るB製 品 の 加 工 賃((2)の ② 表)+神 奈 川 工

場 か ら 九 州 地 区 ま で のB製 品 の 運 賃((2)の ⑥ 表)〕 ÷ 原 単 位

=〔 茎13 ,380十 『¥1,000〕-F〔¥720十¥4,720〕 ÷0.53=¥24,646

十43,002x350十39,130x351十29,508x353十52,192x855十48,320x3se

十38,698x3ss十15,336x360十11,464x361十1,842x363固 定 費 →Minimum

最 適 生 産 ・販 売 ・輸 送 量(ト ン/年)

製

設 備 区 分
品

能 力

限 度

最 適

生 産

販 売 量
自家 消費

輸 送 量 ※

idle

capacity関東 関西 九州 北海道

千 葉 第1工 場 15,800 15,800 6992 5796 408 2,604 一

－

A千 葉 第2工 場 15,800 15,800 6β40 9,460 一

神 奈 川 工 場
製

8,400 3,904 /
/

ノ/

∠
!

/ 3,904 4,496
-－r

山 口 第1工 場 7,500 7,500 7,500 一

品 山[「 第2工 場
1,100 1,100 1,100 一

九 州 工 場 6,600 6,600 4,296 2,304 一

計 55,200 50,704 13332 5796 4296 408 26,872

奄一

4,496

千 葉建設予定工場B 6,000 528 / 528 5,472

神 奈 川 工 場
製

29,600 29,600 8β80 2β83

ノ ノ

/ 1τ837 一

山 ロ 工 場 26,500 20,577 7,497 1,380

/ノ

/ 11,700 5,923

品
計i,。1・ ・1,。 ・。 ・.。88・ 10380 1β80

r'

}/ 30・065i11・395

※は っ ぎの表 お よび そ のつ ぎ の表 を参 照

最 適 計 画vafoけ る製 造 原価 ・輸送 費 の総 計¥1,087,013,000円(こ の

例 の場 合 ほ 費 用 の最 少 化)。
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A製 品 自家 消費輸送量 の内訳(ト ン/年)

へ

設 備 区 分
自家消費

輸送量

転 送 先

千 葉B製 品 設備
建 設 予 定 工 場

神 奈 川B製 品
製 造 工 場

山 口B製 品 製
造 工 場

千 葉 第1工 場 2,004 280 2,324

千 葉 第2工 場 9,460 9,460

神 奈 川 工 場 3,904 3,904

山 口 第1工 場 τ500 7500

山 口 第2工 場 1,100 1,100

九 州 工 場 2,304 2,304

計 26,872
:

28。1_8 10,904

B製 品 自家消費転送量

設 備 区 分
自家消費

転送量

転 送 先

千葉工場用 九州工場用 新潟工場用 神奈川工場用 山口工場用

千葉B製 品設備

建設予定工場

528 528

(280)

神奈 川工場
17,700 1,872

(991)

1,000

(530)

14,965

(τ931)

山 口 工 場
11,700 2,100

(1,113)

9,600

(5,087)

計 30,065
12・400

:li

2,100 1,000

i

14,965 9,600

●
()内 はA製 品の換算量を示す。

⑤ 結 論

①A製 品 の神 奈 川 工 場 は約4,500ト ンのidlecapacityを 生 ず

る。 これ につ い て は需要 の拡 大 を はか る と と もに荷 役 設 備 の整備 の検

討 を 必要 とす る。

② 千 葉 に建 設 予 定 のB製 品工 場 は計画 規 模(6,000ト ン/年 が 最 小 経

済 規 模)に 対 して 、 稼 動 率が き わ めて低 位 に とどま る見込 み とな った。

したが っ て当 面 の建 設 は 中止 す る。
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③ 上 記② の生 産downをCOVerす る ため、 神 奈 川工 場A製 品 の荷 役設 備

の整 備 を行 な うか、 ま たは 、A製 品 を外 部 か ら購入 す るか な どに よ り、 山

口工 場 のB製 品工 場 の生産 を増 加 させ る必要 が あ る。

備考 このLP計 算の解法のためIBM360-50Hを 使用したが、所要計算時間は約50秒 であ

った(UNIVAC-60で10年 前に同様な計算をしたときは30時 間以上を要した)。

表 皿 一20R模 型

在庫模型

在庫保持に要する費用と注文費(自 家生

産の場合は段取費)お よび品切損失との

間に費用の釣合いを考慮 しなが ら発注(

または生産)の 時期および数量を決定す

る模型

待 合 せ模 型

サ ー ビス地 点 にお いて、 サ ー ビス を 受け

る側 の 費用 とサ ー ビス を 提供 す る側 の 施

設 費 との和 を最 小 な ら しめ る模型

競 争模 型

一 方 の決 定 に よる効果 が他 の決 定 に よ
っ

て影 響 を受け る よ うな問題 に適 用 で きる

OR模 型 で、 これ に入 札模 型 とゲー ムの

理論 とが ある。

配 分 模 型

な す べ き 行 動 や 方 法 が 多 数 あ っ て 、 そ れ に

利 用 し う る資 源 や 設 備 が 不 足 して い る場 合

に、 全 体 と して の 行 動 を 最 適 化 す る 模 型 。

線 型 計 画(LinearProgramming)

や 輸 送 問 題 の 解 法 、 さ ら に インチ ジャ ー'プ

ログ ラミング(IntegerProgramm-

ing)、 ダ イナ ミ ック ・プ ログ ラ ミング(Dy-

namicProgramming)、 二 次 計 画

法(QuadraticProgramming)

な ど

取替え模型

修繕費その他の維持費用および非能率による

マイナス面 と新しく取換える費用との合計額

を最小ならしめる模型
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表ff-5 LPの 計 算 時 間 と コ ス ト
w

LPの 解 け 推定計算
計 算 機 名

る最大 サイズ
LPサ イズ 計算時間

コ ス ト
備 考

UNIVAC-60 22(式)× ・192 30時 間

＼

計算穿孔機 といっ

て電子式の計算機》

で は あるが プ ログ

UNIVAC-120 20式 15(式)×20 12時 間
ノ

ラム 内蔵方式ではない

Bendex-G15 50式 48(式)×75 25時 間 ¥750,000
、

已 、世代のコンビ～

USSC-60 48式 48拭)×75 4時 間 妥200,000
]ユ 一 夕

IBM-7090 1,024式 48(式))75 1.2分 妥5,000
〕第 ・猷 の・ンピ
え

/-一 夕

CDC-3600 4,096式 48(式)×75 L2秒 ぎ1,000

＼

IBM-360-50H 4,095式 22(式)×192 5w秒 ぎ1,000 弊3世 代の⇔ ピ
ユ 一 夕

IBM-360-751
}4'095式`48(式)×75

4秒 ¥400

ll
1

… ノ
1 1

三菱石油新野氏の論文中の表に私見を追加 して作成した(『 事務管理』1971年1月 号)

t

●
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皿 経 営 情 報 システ ム(MIS)

1.情 報 化 時代 と新 時代 経 営

1.-1情 報 化 時代 とは

情 報 化時 代 の特 徴 を あげ てみ るな らば

第1に 、 私 達 は従 来 物 の生 産 あ るい は エ ネル ギ ーの生 産 に非 常 に力 を入 れ て

きた の で あ るが、 現 在 は む しろ情報 の価 値 を追 求 す る時 代 にな っ て い る こ と

で あ る。

第2に 、 重 要 な情 報 の量 が爆 発 的 に増 加 して き てお り、 これ をい か に処 理 し

て、 実 際 の ポ リシ ーな り行 動 に 結 び つ けて い くか とい うこ とで あ る。

第3に 、 週5日 制 の企 業 増 加 に よb、 人 間の 生 きる意味 あ るい は人 類 の 目的

は何 か とい う従 来 は哲 学 と して扱 か われ て きた問 題 が、 社 会 的 現 象 と して問

題 に な っ て きた こ とで あ る。

要 す るに、 激 動 の時代 で あ り、 変 化 の速 度 が非 常 に速 くな っ て い る こ とで あ

る0

1.-2新 時代 経 営 の特 徴(必 要 条 件)

激 動 の時代 にお いて、 企 業 をい か に長 期 的 に指 導 してい くか は・ 経 営 者 ・

管理 者 の職 責 で あ るが、 い かな る企業 体 ・組 織体 に お い て も必要 に な る もの

が2つ ある。 た だ し、 これ は必要 条 件 で あっ て、 十 分条 件 ではkい 。

第1は 、 マ ス タ ・プ ラン で あ る。 企 業 は一 般 に、3年 ある い は5年 先 に どの

よ うに会社 を持 っ て行 くか とい う経 営 の長期 計 画 を立 て る。 こ の長 期 計 画 と

は、3年 あ る いは5年 後 の企 業 目的 を設 定 し、 そ れ を実 現 す るた めの年 次計

画 で あ り、 そ の前 に は必 ず 明確 な定 量 的 目標 が な け れば な らず 、 これ を マス

タ ・ブ ラン とい うの で ある。

第2に 経 営組 織 と経 営 情報 組 織 の 弾 力化 で あ る。 目標 を達 成 す る た め に、 会

社 の 組織 をい か にす るか とい うこ とが 問 題 に な る。 ま た、 これ と表 裏 一 体 を

な す もの と して、 経 営 情 報 組 織 の問 題 が ある。 い く らマ ス タ ・プ ラ ン を立 て

て も、 世 の中 は予 想 外 に変 化 す る もの で あ るた め に、 迅 速 にそ れ らの変 化 に

対 して対 応 で き る必要 が あ る。 これ が、 経 営組 織 と経 営情 報 組 織 の弾 力化 で

あ る。
-130一
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2.対 象 業 務 シス テ ム の分類

一 般 企 業 に おい て、 合理 化 の対 象 に な る もの を シス テ ムの設 計 対 象 と呼 び、

大 き く分 け る と3つ に な る。 以下 、 順 次説 明す る。

2.-1大 量 作 業 事務

社 員 の給 与 計算 、 顧 客へ の請 求 書 発 行 事 務、 株 式計 算 な どで、 過 去 にお け

る機 械化 の大 部 分 は これ を機 械化 した こ とで あ る。 この対 象業 務 の特 徴 は企

業 な り組 織体 の 生理 現 象 で あ る こ とで、 なぜ か とい うな らば、 そ の業 務 は絶

対 に企 業 と して は不 可欠 で は あ る が、 そ の機 械 化 を行 なっ た と こ ろ で特 別 な

利 益 が で る わけ で もな いか らで あ る。 しか も、 月 の あ る時 期 ま で に 出来 れ ば

よい とい う性質 の もの で、 ま た比 較 的 初 歩 的 な機械 化 で あ るが、 最 近非 常 に

こ れが 脚 光 を浴 び て い るの で あ る。 な ぜ な らば、過 去 に お いて は人 の採 用 は

企 業 が 自 由 に行 なえ た わ け で あ るが、 現 在 は人 手不足 で あ り、 ま た将来 に わ

た って の 日本 の人 口構 成 もきま っ て い る こ とか ら、 経 済 成 長 を持 続 して行 く

に は労 働 装 備率 を高 く して、 個人 の生 産性 を上 げ て行 か ざ るを得 な い か らで

あ る。 結 局 は 省 力化 で あ る。 この よ うに、 今 日の投 資 は生 産 力 増 強 の投 資 と

い うよ り も、 省 力化 ・合 理 化 投 資 に力 が入 っ てい るの で あ り、 そ の意 味 か ら

も大 量 作 業事 務 が大 事 な対 象 に なっ て い る の で ある。

2.-2科 学 技 術計 算

科 学 技 術 の急激 な発達 と共 に、 造 船 ・建 築 ・設計 な どの計 算 は非 常 に複 雑

な もの とな り、 コ ン ピュー タが なけ れば 仕 事 は 出来 な くな って きた の で ある。

この 機 械 化 の利益 は非 常 に大 きい。

ただ、 大 量 作業 事務 お よび科 学 技 術 計 算 の 機械 化 は企 業 全 体 か ら見 た場 合、

大 き い投 資 で は あ る が、 及 ぼ す影 響 は局 部 的 であ り、 次 にの べ る経 営 管理 の

機 械 化 とは大 き く違 っ て い る こ とを理 解 す べ きで ある。

2.-3経 営 管理

経 営 管理 の機 械 化 の 特 徴 は、 あ る一 部 分 に つ いて始 め た と して も、 そ れ だ

け では お さ ま らない こ とで あ る。 た どえ ば、 い ま、 困 っ て い る問 題 が在 庫 管

理 で あ り、 製 品 在 庫 の 管理 が ま ず い た め に成績 が上 が らな い場 合 、 これ を合

理 化 す るた め に機 械 化 を始 めた とす る。 この よ うな機 械 化 を個 別 機 械 化 と呼

ぶ。 この様 な機 械 化 で在 庫 管理 が一 応 うま くい った場 合 、 在 庫 が 直 った の は
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よい が生 産 管理 が問 題 だ と気 がつ き、 ま た生 産 管理 が 直 る と販 売 管 理 が よ く

ない と気 がつ き、 最 終 的 には これ は全 体 的 問 題 では な いか とな っ て くるの で

あ る。 つ ま り、 管 理 の機 械 化 は部 分 的 に始 めて も、 結局 はそ の重 要 な と ころ

だ け は全 社 的 な機 械 化 に発 展 し、 個 別 機 械 化 か ら総 合機 械 化へ 、 い わ ゆ る ト

ー タル ・シス テ ムなbMISと 一 般 に呼 ば れ る こ とにな るの で ある。

さ らに、 も う1つ の特 徴 は、 工 場 の オ ー トメー シ ョン化 とは違 っ て、 管理

を前 提 と しての 事務 処理 は企 業 の神 経 系 統 で あ る た めに、組 織 の末 端 に ま で

つ な が っ て お り、 影 響 は全 社 に及 ぶ とい うこ とで あ る。 そ のた め に組 織 は当

然変 り、 企 業 の体 質 改善 に な り、 大 問題 とな る た め に、 トッ プが 中心 となっ

て この企 画 を推 進 す る とい うこ とは 当 然 の こ とに なっ て くるの で あ る。

■

3.MIS設 計 の特 徴

企 業 は、 人 事、 経 理 、 資 材、 生 産 等 の様 々な管 理 機能 を持 っ てい る。 この 管

理 機 能 はそ れ ぞ れ所 管 範 囲 を持 っ て管 理 を して い るが、 そ れ らは ある1つ の は

っ き り した 目標 に従 っ て、 お互 い に相 助 け あっ て、 企業 目的 に奉仕 して い る。

従 っ て、 こ うい うシス テ ムを部 分最 適 の考 え 方 で 設計 した場 合 、 全体 と して非

常 に つ なが りの悪 い、 効率 の悪 い もの に な るの で あ る。

MIS設 計 を理 論 的 に考 え るな らば、3年 あ るい は5年 後 の会社 の あ るべ き

姿 を決 め、 そ れ を行 な う企業 の 目的 か ら出発 し、 そ の最 終 目的 を達 成 す るた め

には どの よ うな組 織 化 を行 な い、 各 部 門 に は どの ような 目標 を与 え た ら よい か

とい う2次 目的 を決 め、 さ らに3次 目標 を決 めて企 業 目的 の方 か ら演繹 的 に計

画 を立 て る の で あ る。 それ に よ り、一 般 企 業 の場 合、 幾 つ かの フ ァ ンク シ ョン、

た とえ ば販 売 管理 関係 、 経 理 関 係、 人 事 関 係 、 製 造 関係 等 に分 か れ る。 個 々の

サ ブ ・シス テ ムの誕 生 で あ る。 個 々の サ ブ ・シ ス テ ムは そ れぞ れ に ある仕 様 が

与 え られ、 そ の仕 様 に従 っ て合理 化 ・機 械 化 が決 め られ、 それ ぞ れ の シス テ ム

設計 チ ー ムを任 命 し、 そ の仕 様書 に従 っ て、 個 別 の サ ブ ・シス テ ムの 設計 を

行 なえ ば、 素 直 につ な が る とい う考 え 方 で あ る。

この よ うに、 目的 か ら出発 して手 段 の方 へ 演繹 的 に計 画 を立 て、 実行 は長期

計 画 に従 っ て1番 下 の とこ ろか ら積 み 上 げ てい く とい うやP方 を、MIS設 計
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とい うの で あ る。 この場 合、 気 をつ け なけ れ ば な らない のは 、 経 営組 織 と経 営

情 報 組 織 とは表 裏一 体 で あ る の で、 当 然一 緒 に設計 しな けれ ば な らない とい う

こ とが基 本 的 な条 件 に な っ て い るの であ る。

過去 には、 個 別 の機械 化 を積 み 重 ね て、 それ らを横 につ なげ ぱ全社 的 な機 械

化 が 出来 るの では ない か とい う考 え 方 と して、 トー タル ・シス テ ムが あ っ た。

この 場 合、 必 要 最 少 限 の組 織 の変 更 は 考 え られ た が、 初 めか ら組織 を再 設計 す

る とい う様 には 考 え なか っ た の で あ る。 確 か に、 情 報組 織 は どの よ うな企 業 組

織 で も一 応 は サ ー ビス で き るが 最適 の保 証 は ない の であ り、 最 適 の保 証 の な い

シス テ ムは 作 成 して も効果 の保 証 が な いの で あ る。

次 に考 え なけ れ ばな らない の は、MISを 教科 書 的 に行 な うこ とが 不可 能 な

場 合 、 応 用 動 作 を考 え る必要 が あ るが、 そ の場 合 で も教 科 書 は試 行 錯 誤 を少 な

くす る た め の指 針 で ある とい う こ とで ある。

●

●

4.経 営 管理 の機 能

経 営 管理 を機 能 的 に分 類 す る と、(1)総 合 管 理 ・(2)定型 的 管理 ・(3)計画 の3つ

に な る。 以下 、 順 次説 明 す る。

4.-1総 合 管 理

総 合管 理 とは、 トッ プが 日常 行 な って い る非 常 にむず か しい管 理 で あ る。

なぜ な らば一 般 に、 総 合 管理 とは、 論互 いに 関係 が あ り、 しか も相 矛 盾 して

お り、 あ ち らを立 てれ ば こ ち らが立 た な い とい う仕組 み に な って い る幾 つ か

の案 件 の中 か ら、 最 適 の決定 あ るい は セ レ ク シ ョン を行 な う とい う意思 決 定

の機 能 だか らで あ る。 ま た、 一 義 的 に決 ま る ものは す で に下 の方 で決 め、 ト

ッ プの とこ ろに は本 質 的 にむ ず か しい もの しか こない か らで あ る。 した が っ

て、 ど うにか満 足 で き る程 度 の決 定 を是 非 行 わね ば な らな いの で あ っ て、 最

適 決 定 な ど とい う もの は、 と うて い人 間 に は で きな い もの で あ る。

そ れ では、 この よ うなむ つ か しい総 合 管 理 を コ ン ピュ ー タの シ ステ ム技 術、

あ るい は経 営 科 学 手 法 等 の 情 報処 理 機 能 を持 っ て援 助 をす る こ とが で き るか

とい う問題 であ るが、 部 分 的 には現 在 す で に うま くい っ て い る と ころ もあ る

が、 非 常 に む ず か しい とい うの が現 状 で あ る。 な ぜ な ら、1つ は、 この よ う
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な意 思 決 定 は必 ず しも ロジ カル に行 な わ れ る とは 限 らな いか らで あ る。 個 人

の フ ィ ロ ソ フィ あ るい は パ ー ソナ リテ ィ とい う もの が、 意 思決 定 に 非 常 に大

きな影 響 を及 ぼ して い る か らで ある。

ロ ジ カル に決 定 す る部 分 につ い て は、 これ を助 け る手法 は いろ い ろ あ り、

例 を上 げ れ ばPERT、 シ ミュ レ ー シ ョンな ど であ るが、 む しろ この分 野 が

進 む こ とに よっ て、 トップの必要 性 は かえ っ て増 す こ とに な るの で あ る。

次 に、 情 報 処 理 の面 か ら見 る な らば、 い か な る意思 決 定 がな さ れ るに して

も、 必要 な情 報 が幾 つか な けれ ば不可 能 であ る。 た とえ ば、 あ る重 要 な1つ

の情 報 が 間違 っ て遅 れ て来 た らど うで あろ うか。 ほか の情 報 は非 常 に早 く正

確 に来 て も、 トップ の意 思 決 定 の精 度 は一 番 悪 い もので決 ま る こ とに な るの

で ある。 この こ とは、 トップの 意思 決 定 の た め に必 要 な情 報 は1同 じ早 さ、

同 じ正 確度 で来 な け れ ば困 る とい うこ とで、 情 報 源 とな る所 を合 理 化 し、機

械 化 しなけ れ ばな らない とい うこ とに な る の で あ る。MIS設 計 の特 徴 で学

ん だ こ とで あ るが・、A部 門 とB部 門 は合 理 化 され、 機 械 化 され た が、C部 門

とD部 門 は され て い な い とい うこ とで は、 同 じ早 さ、 同 じ正確 度 で は情 報 が

来 な い た め に、 トッ プの意 思決 定 には役 立 た な い とい うこ とで あ る。 確 か に、

一 部 門 に お いて機 械 化 され る こ とは そ の部 門 にお い て は利益 が あ る が
、 トッ

プの意 思 決定 には 直 接役 立 た な い こ とで あ り、 役 立 たせ る ため に は一 とお り

重 要 な と ころだ け で も、 機械 化 す る必 要 が あ る とい う事 で あ る。 これ が、 管

理 の機 械 化 とい うもの は個別 機 械 化か ら出発 して も、 結 局 は全 社 的 な総 合機

械 化 に進 ま ざ るを得 な い とい う最 大 の理 由の1つ で あ る。

4.-2定 型 的管 理(オ ペ レ ー シ ョナ ル ・マ ネ ジ メ ン ト)

定 型 的 管理 とは、 各 部 門 で行 な わ れ てお り、 一 般 に課 長、 係 長 が行 な っ

て い る管理 で、 合 理 化 ・機 械 化 に よっ て得 られ る利 益 は非 常 に大 きい もの で

あ る。

第1に 、 会社 の い た る とこ ろで定 型 的 管 理 が行 な わ れ て い るの で、 そ れ ら

をす っ き り と した システ ムに す れ ば、 得 られ る利益 がい た る とこ ろ で上 が る

わけ だ か ら、 総 合 的 に非 常 に利 益 が大 に な る か らで ある。

第2に 機 械 化 作 業 で あれ 手 作業 で あ れ、 管 理 の 手段 と しての事 務 を行 なっ

た場 合 に、 事 務 の ア ウ トプ ッ トは何 らか の形 の リポ ー トで あ る。 そ れ らの リ
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ポ ー トは トップへ 直 接行 くこ とは な く、 大 部分 は ミ ドル の行 な っ てい る定 型

的 管理 につ なが っ てい るの で ある。 これ をす っ き りす る と、 物 理 的 な情 報 の

量 が激 減 し、 情 報 処 理 が 楽 に な り、 手作 業 の場 合 は事 務要 員 が減 り、 機械 化

の場 合 は設備 投 資が 減 る こ と にな り、 経済 的 に非 常 に大 きな利 益 に な るの で

あ る。

第3に 定 型 的 管理 は機 械 化 に ま じめ に取bか かれ ば、 必 ず よい シス テ ムが

で き る こ とで あ る。 定 型 管理 の最 も基 本 的 な合 理 化手 法 を以 下述 べ る。
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定 型 的管 理 とい うの は、 会社 の 目的 が決 ま る と、 そ の 目的 を達 成 す る た め

に組 織 化 が行 なわれ 、 各 部 門 が で き、 各 部 門 に対 して部 門 目標 が与 え られ

る。 そ の与 え られ た 目標 をい か に して実 際 に達 成す るか とい う管 理 の こ とで

あ る。

た とえ ば、予 算 とか 目標 あ る い は管理 限 界 とい う言 葉 を使 用 す る が、 この

プ ラ ンに属 す る もの は、 目標 毎 に1つ の ス タ ン ダー ドを つ くる こ とで あ る。

そ して 実際 に経営 活 動 を行 ない(Do)、 そ の結果 オ ブザ ベ ー トにす る(S

ee)。Seeの 過 程 は実 績 デ ー タを集 め情 報 処理 を行 な い、 そ の結 果 を レ

ポ ー トの形 式 等 の何 らか の方法 で、 プ ラ ンす な わ ちス タ ンダ ー ドにぶ つ け る

わけである。計 画 どお りに行 く事 は ほ とん ど あ りえ ない こ とで、 くい 違 いが起

こ る。 そ こ で 目標 ・実 績 の差 異 の 分 析 を行 な うわけ で ある。 こ れ が普 通 定型

的管 理 の典 型 的 な形 で あ る。

た だ、 差 異分 析 を行 な うだ け では な くて、 そ の差異 分 析 の結果 、 本 能 的 に

差 異 の悪 いほ うか ら大 きい もの に対 して、 管理 上 のア ク シ ョ ンを とる わけ で

あ り、 管 理 上 の アク シ ョン とは、 「うま く行 か なか っ た現場 に対 してそ れ が

うま く行 く よ うに、 管理 レベ ル か ら援 助 す る こ と」 で あ る。 す な わ ち、一 番
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うま く行 か な い ところ か らア ク シ ョン を取 っ て行 くの で、 全体 が よ くな る と

い う しかけ に な るわ け で、 これ で一 応 管 理 が で き るわけ で あ る。

と ころ が問 題点 と して は、 本能 的 に悪 いほ うか らア ク シ ョンを とって い く

こ とで ある。 科学 的 管理 とい うの は、 計 数 的 管理 す な わ ち定量 管 理 で あ るべ

きで、 本 能 的管 理 では 困 る の で あ る。 そ こで、 これ を計 数 化 し、 定 量 化 して

科学 的 管 理 に持 って 行 く一・般 的 な 方 法 につ いて 説 明 す る。

最 初 に、 横 軸 に管 理 す る対 象(支 店 、 工 場 、 セ ール ス マ ン等)を と り、 縦

軸 に実 績 値 を とる の で あ る。 実 績 とい うの は、 普通 上へ 行 くほ ど よい もの と、

下 へ行 くほ ど よい ものが あ るが、 今 こ こで は下 へ 行 くほ ど よい とす る。 も し

売 り上 げ み た い に上 へ 行 くほ ど よい もの が あれ ば、 逆数 を とれば よい わけ で

ある。 こ の図 にお い て は、 上 の方 が悪 くな るが、 これ をは っ き りす るた めに

模 線 を一 本 引 き、 これ を定 義 線 と名付 け る。

この定 義 は、 この線 の上 に あ る もの は悪 く、 この線 の下 の ものは よい とい

うこ とで あ る。 この 線 は動 くの であ るか ら、 これ を下 げ る と悪 い のが 増 え、

上 げ る と悪 い のが 減 る とい う しか け であ る。 この図 はい わ ゆ る品 質 管 理(Q

C)の 管理 図 で あ る。 デ ス ク ・ワー ク も品 質 管 理 を行 な え る とい うの で 出来

た の がTQCで あ る。 た だ、 人 間 を対 象 にす る管 理 は物 ほ ど的確 には行 か な

いの で、 ある 程度 ソ フ トな定 量 管 理 が一 番適 当 で あ る。 た とえ ば、 全 管理 対

象の1割 をア ク シ ョンの 対 象 して、 前 期 の デ ー タを プ ロッ ト し、 そ の1割 が

こ の線 の 上 に出 て来 る とこ ろへ 定 義 線 を引 く。 そ して、 この定 義 線 の み を残

して前 期 の実績 点 を 消 し、 今 期 の デ ー タを プ ロッ トす る。 そ れ に よっ て、 ち

ょ う ど1割 には な らな い で あ ろ うが、 そ の前 後 の もの は定 義 線 の上 に飛 び 出

して くる であ ろ うか ら、 こ れだ け を管 理 す れ ば よ くな る の で あ る。 この よ う

に、 この線 か ら上 に出 た もの だけ を管 理 の対 象 と し、 管 理 しな い もの の報告

は 必要 な くな る。 これ を例 外 管 理(ManagementbyException)

とい うの で ある。

これ に よっ て、 報 告書 の紙 だ け で も約9割 近 く節約 に な るの で あ るが、 本

質 的 に学 ば なけ れ ば な らな い こ とは、 必 要 の ない紙 くず の山 を一 杯 作 る こ と

に よっ て、 管 理 を非 常 に毒 して い る元 凶 を断 た ね ば な らな い こ とで あ り、管

理 に つ な が らない、 ま たは ア ク シ ョン につ な が らない もの は い く ら作 っ て も
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意 味 が な い と い う こ と で あ る。

次 に 、 定 型 的 管 理 を3つ に 分 類 し て 考 え る な ら ば 、 管 理 と し て 進 歩 し て い

る 順 に な ら べ る と、 第1に コ ン ト ロ ・一一ル ・ シ ス テ ム、 第2は コ ン ト ロ ー ル ・

リ ポ ー ト、 第3は ゼ ネ ラ ル ・ リ ポ ー ト で あ る 。

コ ン ト ロ ー ル ・ シ ス テ ム と は 、 あ る 目標 ご と に 管 理 限 界(基 準)を 設 定 し

そ の 定 義 線 を 出 た も の に つ い て 、 コ ン ピ ュ ー タ か ら ア ク シ ョ ン 指 令 が 出 さ れ

る 状 態 に な っ た と き を さ し、 そ の 指 令 に 基 づ い て ア ク シ ョ ン を と る の は 人 間

で も よ い 。 コ ン ピ ュ ー タ が ア ク シ ョ ン 指 令 を 出 す た め に は 、 ま ず 何 が よ い 、

悪 い と い う 目標 ご と の 基 準(定 義 線)を 明 確 に し て 、 コ ン ピ ュ ー タ に 教 え て

お く 必 要 が あ る。 そ し て 定 義 線 を 切 っ た 場 合 の ア ク シ ョ ン 指 令 の 内 容 も教 え

てteく 必 要 が あ り 、 以 上2つ を 教 え て お け ば 、 母 集 団 に な る も と デ ー タ は 全

部 コ ン ピ ュ ー タ の 中 に あ る わ け で あ る か ら、 定 義 線 の 上 に 出 た も の に ア ク シ

ョ ン 指 令 を 出 す こ と は コ ン ピ ュ ー タ が 行 な う の で あ る。

次 に 、 コン トロール ・リポ ー ト(管 理 報 告)で あ る が ・ 何 が よ い ・ 悪 い は 決 め

た に し て も 、 ア ク シ ョ ン は 報 告 書 を 人 間 が も ら っ て 、 人 間 が 判 断 し て ア ク シ

ョ ン 指 令 を 出 ナ と い う 段 階 も あ る わ け で 、 こ の 段 階 を コ ン ト ロ ー ル ・ リ ポ
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一 トとい う。

最 後 に、 ゼ ネ ラル ・リポ ー トであ るが、 これ は 何 が よい か悪 い か わ かっ て

な く、 悪 け れ ば ど うす るか も決 まっ て な い段 階 で あ る。 そ して 重要 な こ とは、

コ ン トロール ・シス テ ム、 コ ン トロール ・リポ ー トにつ い ては 例外 管理 原 則

が適 用 さ れ る わ け であ るが、 ゼネ ラル ・リポ ー トに は例 外 管理 原 則 が 適 用 さ

れ ない の で あ るoこ の ゼ ネ ラル ・ リポ ー トは一 般 に管理 に役 立 た な い とい っ

て よい0

4,-3計 画

今 ま で色 々 と学 ん で きた わけ であ るが、 何 が よい か悪 いか を決 め た り、 悪

か っ た場 合 ど うい うア ク シ ョン を とる か とい う こと を決 め るの は結 局、 計 画

で あ る とい うこ とで あ る。

計画 は大 き く分 け て2つ あ る。 そ の第1は 戦 略 的 計 画 で、 トッ プ ・マネ ジ

メ ン トで行 な う総 合 管理 を バ ック ・ア ッ プす る シ ス テ ムで あ る。 すべ てに つ

い て戦 略 を立 てれ ば よい わ け では な くて、 企 業 の 性格 あ るい はそ の企 業 の置

か れ て い る立 場 に よって、 計 画 を 立 て る の が重 要 な の で あ る。 た とえば、 固

定 運 営 費 の会 社 で は設備 投 資、 い わ ゆ る設 備 計 画 とか立地 計 画等 が重 要 で あ

る。 た だ最 近 、 一 般 的 に は人 材 の質 お よび量 を いか に して確 保 す るか とい う、

人 事 シ ミェ レ ー シ ョン等 の計 画 が脚 光 を あび て い る。

第2は 定 型 的 管 理 の計 画 で、 パ ラ メ ト リック ・シ ステ ム とい うの が あ る。

この パ ラ メ ト リック ・シ ステ ムは、 定 型 的 管理 の特 に コ ン トロール ・シ ステ

ラをバ ック ・ア ップす る計 画 システ ムで あ り、 非 常 に新 ら しい分野 で あ るた

め に、 世 界 中 の企 業 全体 をつ う じて、 全 部 が完 成 してい るシ ステ ムは ま だ な

い様 で あ る。

コ ン トロー ル ・シ ス テ ムに おい ては、 あ る管 理 限 界 を設 け る定義 線 を引 き、

そ の線 を 出 た もの につ いて は コ ン ピュ ー タか ら指 令 が 出て ア ク シ ョンを とり・

悪 い方 が よ くな る の で あ るが、 しば ら く行 な う こ とに よ り定 義 線 に ひっ か か

らな くな っ て くる わ け で あ る。 ひ っか か らな くな る と、 今度 は コ ン トロ ール・

シス テ ムが オ ペ レー ト しな くな り、 定 義 線 を下 げ る こ とにな る。 どこへ下 げ

るか とい うの は計 画 の仕 事 であ るが、 そ れ は コ ン ピュー タに 「全体 の1割 を

ひっ か け な さ い。 」 とか、 「標 準 偏差 の2倍 で切 りなさ い。 」 と指 令 を与 え
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る こ とに よって、 母 集 団 た る も とデ ー タは コ ン ピュー タの 中 に あ る わけ だか

ら、 簡 単 に計算 して新 ら しい定 義 線 を引 いて くれ るの で あ る。 この 定 義 線 を

引 く仕 事 が、 パ ラ メ ト リック ・シス テ ム の原 型 で あ る。

定 義 線 が引 かれ る と、 コ ン ピュ ー タの 中 でコ ン トロー ル ・システ ム に移 せ ば

よい の で あ る。 これ を繰 り返 せ ば よい の で、 これに よっ て 自動 計 画 、 自動 管

理 が行 な われ るの で あ る。 とこ ろが これ に は1っ の欠点 が あb、 実 際 の経 営

の場 合 を考 え れ ばす ぐ判 る よ うに、 あ る特 定 の 目標 が よ くな れ ば よ くな るほ

ど、 よい とい うこ とは な い わけ で あ る。 た とえ ば、 時 計 を つ くる こ とを考 え

る と、 どの よ うな性 能 の時 計 を つ くるの か(質 的 な 目標)、 何 個 つ くる のか

(量 的 な 目標)、 い つ ま でにつ くるの か(納 期 目標)、 そ して原 価 目標 とお

互 い に因 果 関係 が あ るの で あ り、 納 期 は短 いほ ど よい と半 分 に した ら、 質 が

悪 くな り、 コス トが高 くな る よ うな こ とで あ る。

そ れ で は ど うす れ ば よい か とい う問題 で あ るが、 目標 が4つ な らそ の各 々

に つ い て、 コ ン トロー ル ・シス テ ムは動 い て い るわけ であ る。 で は、 そ の 目

標 を どの よ うに決 め るか とい うこ とは、 結 局4つ の相 関 の ある 目標 の間 に、

あるバ ラ ンス が保 たれ る必 要 が あ る。 そ の バ ラ ンス を と るパ ラメ ト リック ・

シス テ ム につ い て の考 え方 で あ るが、 比 較 的 相関 の 強 い 目標 群 の 中 でバ ラ ン

ス を何 に 対 して とる か とい うと、 上 位 目標 た とえ ば工 場 の 利 益 最 大 あ るい は

売 り上 げ最 大 に対 して 最 適 に な る よ うに、 い まの 目標 の間 のバ ラ ンス を設

定 す るわ け で あ る。 これ は 目標 間 の因 果 関 係 とい うもの を公 式 に して、 シ ミ

ュ レー シ ョン ・モ デ ル を設 定 す るの で あ る。

そ れ に対 して い ろ い ろ な数字 を当 て は め て、 シ ミュ レー シ ョン を行 な い、

上位 目標 が最 適 に な る と ころ でス トップす れ ば、4つ な ら4つ の 目標 が 同時

に きま る。 こ の よ うな シ ミュ レー シ ョン ・モ デ ル を ビ ジネス ・モ デル とい い、

会社 の 中 に は、 実 際 は1つ で は な く沢 山 あ るの で ある。 しか も、 大 会 社 にな

る と何 段 階 も経 営 階 層 が あ るの で、 そ の 段階 ご とに沢 山 の ビジネ ス ・モ デ ル

が あ り、 そ れ らが す べ て階 層 的 につ な が る わけ で あ るか ら、 そ の よ うな ビ

ジネ ス ・モ デ ル の連 鎖 た る1つ の大 きな計 画 シ ステ ム、 会社 全 体 の計 画 シス

テ ム が考 え られ るわ け で、 そ の 全体 をパ ラ メ トリック ・シス テ ム と呼 ぶ の で

あ る。
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結 局 、 こ の よ うな こ と を行 な うた め に も、 そ の 出発 点 惇例 外 管理 で あっ て・

合理 化 の第1歩 と して 絶対 に行 な う必要 が あ9、 せ め て コ ン トロール ・リポ

ー トの段 階 に持 って 行 くこ とが合 理 化 の1つ の 大 きな キ イ ・ポ イン トで ある。

ρ

5.シ ス テ ム弾 力化 の手 法 ・,rs

シス テ ム弾 力化 が考 え られ て きた 背景 と して、 コ ン ピュ ー タは大 量作 業 事務

あ るい は科 学 技 術計 算 等 の場 合 は、 超 高速 で作 業 を行 ない、 ま た膨 大 な 資料 を

何 時 で も抜 き出せ る形 で持 っ て い る の で問題 は あ ま りな いが・ 経 営 管理 の場 合

は システ ムが非 常 に 硬 直 化 す るの で問 題 が ある。 コ ン ピュ ー タ は プ ログ ラ ムの

一 字 た り と も間違 っ て い れ ば、 間違 い と して処 理 す るの で、 「偉 大 な る低 能 児」

とい わ れ る ので あ る。 そ の た め、 そ の よ うな コ ン ピュ ー タを基 本 と して、 シス

テ ム を作 る と、 非 常 に硬 直化 した シス テ ムが出来 上 るの で ある。

一 方、 経 営 は変 化 す るの が普 通 で あ り、 今 日作 っ た ものが 明 日役 に立 た な く

な る こ とも、 た びた び あ る。 しか し、.欠点 は多 々あ る が、 そ れ を補 っ て余 りあ

る程 、 コ ン ピュ ー タは利 点 を持 っ て い る。 しか も、 硬 直 化 しが ちの システ ムを

い か に弾 力化 す るか が、 シス テ ム設計 の腕 で あっ て、 弾 力化 手 法 は システ ム設

計 の あ らゆ る段 階 で重要 な設計 ポ イ ン トに な る。

詳 細 につ い て は別 項 に譲 り、 こ こで は大 きな形 で開 発 され て きた シス テム の

弾 力 化 手法 につ い て説 明 す る。

5.-1経 営 情 報 シ ス テ ム弾 力 化 の 例

5.-1.-1TSS(Time-SharingSystem〔 時 分 割 シス テ ム〕)

TSSは コ ン ピュ ータのCPUを 、 多数 の人 が、 離 れ た と ころ か ら・ 同 時

に、 即時 に、 共 用 す る考 え 方 で あ る。

多数 の人 とは何 百 人 で あっ て も よ く、 離 れ た と ころ とは テル ス タ を使 っ て

太 平 洋 を横 断 して も よ く、 同 時 とは 同 じ時 刻 に一 斉 に と い う意 味 で あ り、

即時 とは デ ー タな リ プ ロ グ ラ ムを入 れ て、 数 秒 待 って い る間 に返 事 が くると

い うこ とで あ る。 さ らに、TSSの 非 常 に重 要 な条 件 は、 あ る1っ の コ ン ピ

ュ ー タ を何 百 人 が一 緒 に使 用 して い て も、 使 用者 が専 有 感 を持 っ て使 用 で き

る こ とで あ る。
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TSSを 考 え て きた 背景 で あ るが、 コン ピュ ー タは 絶対 価格 が 相当 高 く、

処理 速 度 が早 い た め に遊 び の時 間(ア イ ドル ・タイ ム とか ハ ン ドリン グ ・タ

ム等)が 長 い の で、 これ を有効 に使 うと非 常 に効 率 が 上 が る。 そ の た め、 ユ

ーザ の場 合 、 コ ン ピェ 一 夕 を フル に稼 動 させ るた め に、 大 日程 、 中 日程、 小

日程、 最 後 には分 単 位 の 時 間 管理 で仕事 が流 れ る よ うに、 工 程 管理 や 作業

管理 を行 な うの で あ る。 ま た、 メ ー カは、 同 じ 目的 で コ ン ピェ 一 夕を遊 ばせ

ない た めに、 モ ニ タ リング ・シス テ ム を開発 した の で あ る。 モ ニ タ リング ・

シ ステ ム とは、 仕 事 を行 な っ てい て、 エ ラー等 に引 っ かか っ た時、 コ ン ソー

ル ・タ イ プに即 座 に どの よ うな エ ラーか を打 ち出 し、 エ ラー ・リス トをつ け

て送 り返 す の で あ る。 そ の間 コン ピュ ー タは、 す ぐ次 の仕 事 にか かれ る よ う

に前 の仕 事 を ハ ジキ だ して しま う。

そ の結 果 、 コン ピュ ー タの稼 動 は よ くな った の であ るが 、 仕 事 を頼ん で も

長 く待 た さ れ、 いつ 出来 て くるか わ か らない ため に、 コ ン ピュ ー タの 利用 者

で ある研 究者 とか 企 画 者 等 を遊 ばせ る こ とに な り、 全 体 効 率 と しては ま ず い

こ とに なっ た の で あ る。 そ れ らを解 決 す る もの と して考 え られ た の が、 ア メ

リカ の マサ チュ ー セ ッ ソ工 科 大学(MIT)の プ ・ジ ェク トMACで あ る。

この考 え 方 の 設計 思 想 の基 本 は、 デ ー タ とか プ ログ ラ ムを入 れ る と即座 に返

事 が返 っ て くる こ とを絶 対 条 件 と し、 かつ、 コン ピュ ー タの効 率 もな るべ く

落 とさ な い よ うにす る とい う もの で ある。

なぜ、 そ の様 な事 が行 な え るか を概 念 的 に説 明 す る。

回 線 と コン ピュ ー タ をつ な ぐ場 合、 回線 制御 装 置 を間 に置 き、 そ の回 線 に

端 末 機 を必要 な台 数 つ な ぎ、 回線 制御 装 置 とCPUを つ な ぐの で ある。 端 末

機 タ イプ ラ イ タか ビデ オ ・ター ミナル を使用 す る。 人 間 が そ の タ イプ ライ タ

を打 っ て入 力 す るの で、 速 さ は おそ く、 また この通 信 線 の速 度 は制 約 さ れ る。

現 在、 一 般 に使 用 さ れ て い る通 信 線 の速 度 は、50ピ ッ ト・パ ー ・セ カ ン ド

(50BPS)、 ある い は200BPSで 、50BPSと は1秒 間 に50短

点 送 る とい う早 さ の こ とで あ る。 と ころが、 コ ン ピュー タの処 理 速度 は大 体

マ イ ク ロ ・セ カ ン ド(=百 万 分 の1秒)あ るいは ナ ノ ・セ カ ン ド(=10億

分 の1秒)の オ ー ダ ー で あb、 通 信 回線 の速度 と大 幅 な隔bが ある。

回 線 制御 装 置 には バ ッフ ァ(一 種 の メモ リ)が あ り、 送 られ て きた デ ー タ
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図ll-2コ ン ピ ュ ー タ と 通 信 回 線 と の 結 合
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は一 度 ここに た め られ て、 一 杯 に な る とCPUの 内部 に い れ てそ の 問題 を処

理 し、 結果 を送 り返 す の で あ る。 問題 を処 理 し、 結果 を送 り返 す 時 間 で あ る

が、 これ はTSS設 計 の基 礎 で あb、 い ろ い ろ設 定 で き るが、 かbに20ミ

リセ カ ン ド(50分 の1秒)で 処 理 して返 す とい うシ ステ ムを作 っ て も、 決

して非 常識 では な い。 た とえ ば、20ミ リセカ ン ドは50BPSで 送 った1

短 点 の早 さ で あ る か ら、 結 局、 全 然 待 った とい う感 じが な くて、 専 有 感 を持

って使 え るこ とに な る わけ で あ る。

しか し、 そ の場 合 に も、 時 には20ミ リセ カ ン ドで終 わ らない もの が あ る。

これ らの処 理 に は ラ ンタ▼ム ・メ モ リの補 助記憶 装 置 と して磁 気 ドラムを置 き、

計 算 途 中の式 と数 値 とプ ログ ラム を退 避(ス ワ ッ ピン グ)さ せ る の で ある。

そ して、 この あい たバ ッファへ す ぐ次 の 問題 を入 れ て 処理 す るの で あ る。 こ

の様 に行 な う場 合、 処理 装 置 に あ きが 出 る時 期 が あ り、 そ の時 に退 避 してい

た もの を処理 して返 す の で ある。 簡単 な ようで あるが、 全然 違 う仕 事 を並 行

的 にCPUは 行 な っ て い るの で、 そ れ らを間違 え な い よ うに監 視 す るソ フ ト

ウェア は膨 大 な量 に な る。 しか し、 こ れが行 な え る こ とに より、 使 用 者 へ の

フィ ー ド・バ ック時 間 は早 くな り、 シス テ ムは非 常 に弾 力的 にな るの で ある。

5.-1.-2デ ー タ ・ペ ース(デ ー タ ・バ ン ク)

デ ー タ ・ベ ー ス は 設備 的 に、 また システ ム設計 上 、 非 常 に大 きな 問題 に今

後 な る で あろ う と言 うこ とが 出 来 る。

一142－

q

●



図 皿 一2デ ー タ ・ ベ ー ス

●

へ

(

固

定

情

報

…

/V

Disc

1<

　

く

◎
「
、)

<

〉

へ
/

へ
/

一
マ ネ ジ ャ

研 究 ・開 発者

、

6

上 図 の 矢 印 は 固 定情 報処理 を意 味す る。 固定 情報 処理 とは、 会計 決 算 ある

いは工 程 管理 の一 部 の様 に、 きま り切 っ た プ ロ グ ラム で きま り切 った処 理 を

行 なえ ば よい とい う もの で ある。 これ は コ ン ピュー タの非 常 に得 意 な分 野 で、

良 い プ ログ ラ ム を作 っ て おけ ば す ぐに処 理 で き るの であ る。 しか し、 ル ー チ

ン作 業 中 に臨 時 の要 求 が割 り込 ん で くる と トラ ブルが起 きた りす るた め に、

これ を解 決 す る方 法 と して、 必 要 で あろ う と予 想 され る もの を抜 き出 して た

めて お くの で あ る。

た とえ ば、 ラ ンダ ム ・メモ リの比 較 的大 容 量 の磁気 デ ィ ス ク を使 用 す る の

で あ る。 設計 に よっ て 設置数 は い ろい ろ あ る が、 この例 で は3つ 設置 した と

す る。 トッ プに は トッ プ専 用 を、 研 究開 発 者 に は研 究開 発 者 用 の専 用 を とい

う具 合 に で あ る。

ある トッ プ ・マ ネ ジ メ ン トが、 ビデオ ・ター ミナル か タ イプ ラ イ ター を打

っ て、 北 海 道 地 区 に お け る ある商 品 の売 り上 げ は、 現在 幾 らにな って い るか

あ る い は、 そ の工 程 は い ま どこま で進 ん で い る か とい うこ とを聞 い た場 合 に、
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返 答 は即 座(リ アル ・タ イ ム)に 出 て くる。 なぜ、 リア ル ・タ イ ムに 出 るか

とい う と、 ル ー チ ン作 業 では な くて、 デ ィス ク か ら直 接 に返 答 す る か らであ

る。 た だ、 この場 合 に、 聞 か れ そ うな 答 を、 最 適 の配 列 で入 れ て お く必要

が あ る。 聞 か れ そ うな答 とい っ て もい ろ いろ とあ るわ け で、 シス テ ム設 計者

と して注 意 しなけ れ ば な らな い こ とは、 あの トップは過 去 にお い て こ うい う

こ とを よ く聞 い た とか、 あの トッ プは い っ もこ うい うこ とに 関心 を持 っ てい

るか らたぶ ん 聞 いて くる だ ろ う とか、 そ の他 トッ プと して 当然 知 っ て い るべ

きだ とい う事 を選 択 す る こ とで あ る。 最 初 は少 し トラブル が起 き るだ ろ うが、

よ く聞 かれ る もの は詳 しく、 全 然 聞 か れ ない もの は取 り去 り、 トッ プが進 歩

して高 度 に なれ ば、 除 々 に高度 な もの に、入 れ 替 え て や れ ば よ く、こ う し

て い る う ちに急 速 に デ ィ ス ク の 内容 が トッ プ ・オ リエ ン テ ッ ドにな っ て くる

の であ る。

しか し、 トッ プが変 わ る と システ ム設計 はや り直す こ とに な る。 も ちろん

トップの デ ー タ を管 理 者 の所 へ 廻 した り、 そ の逆 も出来 る。 内容 に よっ ては、

ロ ックす る こ と も可 能 で あ る。

次 に、 デ ー タ ・ベ ー ス の使 い方 につ い て説 明 す る。

第1は 、 単 発 デ ー タの 問合 せ で あ る。 普 通 、 トップ ・マ ネ ジ メ ン ト等 が あ

の デ ー タは今 ど うな っ て い るか と聞 く こ とで、 一 種 のIR(Informa-、

tionRetrieva1)の た め、 比 較 的抜 き出 し易 いの であ る。

第2は 、 課 長又 は企 画 者 レベ ル の場 合 、 単発 デ ー タ を聞 い た だ け では仕 事 に

な らず、 た とえ ば表 頭 と表 側 が あ っ て、 これ に数字 の入 っ た よ うな形 で、 表

形 式 の ア ウ トプ ッ トが必 要 とな るわ け で あ る。 単 発 デ ー タの抽 出 は コマ ン ド

と言 って ご く簡 単 な もの で 出来 るが、 表 形式 の ア ウ トプ ッ トに は一 寸 した プ

ロ グ ラムが必 要 で あ る。 た とえ ば、RRG(レ ポ ー ト ・プ ロ グ ラ ム ・ジェネ

レー タ)の 簡 単 な もの と して、DPG(デ ィス ト リビュ ー ト ・プ ロ グ ラ ム ・

ジ ェネ レー タ)を 使 用 す る場 合 もあ る。

第3は 、 加 工 した結果 一 こ の加 工 とい うの はた とへ ば シ ミュ レー シ ョンの結

果 を打 出す場 合 等一 を ア ウ トプ ッ トす る とい うこ とで あ る。 そ の た め には、

シ ミ ュ レー シ ョ ン ・モ デ ル をい れてk・ 〈必要 が あ るo

第4は 、 ア ラー ムで あ る。 第1か ら第3ま で は使 用者 か らデ ー タ ・ベ ー スに
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向 か っ て ア ク セ ス す る の で あ る が 、 こ れ は コ ン ピ ュ ー タ の 側 か ら く る の で あ

る。 こ の端 的 な例 は・ 例 外 管理 で管 理 限 界 を切 っ た場 合 に・ ア ラー ム を月 動

的 に 出す こ とで ある。

5.-1.-3モ ジュ ラ ・プ ログ ラ ミング

モ ジュ ラ ・プ ログ ラ ミングは、 プ ログ ラムや シ ステ ム設計 を非 常 に簡 単 に

しよ うとい う手法 で ある。 これ は、 た とえ ば、 磁 気 テ ー プ の内容 を プ リン ト・

ア ウ トせ よ とか、2つ の数 列 を一 緒 に して大 きさ の順位 に並 べ よ とか の 様 に、

幾 つ かの単 位 作 業 の集 積に な っ てい るわけ で あ るか ら、 事務 作 業 を部 品 の段

階 つ ま り単 位 作 業 に ブ レ イク ・ダ ウン して、 標 準化 して プ ログ ラム を組 む わ

け で あ る。 これ を モ ジ ュ ラ プ ロ グ ラ ム とい う。一 般 に この種 の プ ログ ラ

ムは 出来 合 い で あ る が、 部 分 的 に は バ ロメ ー タを変 え る こ とに より、 多 少 の

変 更 は可 能 で あるが、 制 限 は も ちろん あ る。

効 果 で あ るが、 シス テ ム設計 か ら プ ログ ラ ムにか か る仕 事 が4週 間 の場 合

に、 この種 の手 法 を用 い る と4時 間 程度 で終 わ る こ とに な る。 しか し、 欠 点

もあ り、 既 成 の プ ログ ラム をつ な ぐた め に、 プ ロ グラ ムが比 較 的 長 くな り、

ラ ンの 数 もふ え るの で、 コ ン ピュ ー タ ・タ イ ムが、1割 か ら2割 ぐらい長 く

な る。 しか し、4週 間 かか る もの が、4時 間 で で きるの で、 非 常 に弾 力 的 で

あ り、 急 に何 か が起 こっ た時 に利 用 す る には、 非 常 に効 果 的 で あ る。

次 に、 モ ジ ュ ラ ・プ ログ ラムの使 い方 につ い て説 明 す る。

第1は 、 シス テ ム弾 力 化 の 使用 で、 急 に必要 が起 こった場 合 に、 す ぐ対 応 で

き る とい うの が1つ の特 徴 で あ る。

第2は 、 シ ス テ ム設計 上 の有 利 な点 で、 普通 シス テ ム設計 で一 番 困 るの が計

画 の初 期 で あ る。 つ ま り、 初 めは皆 、 素 人 ばか りで あっ て、 ど うす れ ば よい

かが わ か らず 困 って しま うの で ある が、 モ ジ ュ ラ ・プ ロ グ ラ ムは 簡単 な プ ロ

グ ラム の組 み 合 わせ であ るか ら、 す ぐ理 解 で き、 実 行 で きる の で あ る。 また、

そ うい う こ とを行 な っ て い る内 に、 皆 の腕 が あが って くるか ら、 常 時 プ ログ

ラム を かえ な い です む もの は、 ア ッセ ン ブ ラ とか コボル に切 りかえ れ ば よ く、

たび たび 変 わ る もの は、 つ く りか え る 方 が大 変 で あるか ら、 モ ジュ ラ ・プ ロ

グ ラ ミ ング を使 用 した方 が よい。

現在 、 この 技 術 が どん どん進 み つ つ あ る わけ だが、 お そ ら く第4世 代 の コ
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ン ピュ 一 夕にな る と、 想 像 で あ るが、 今 ま で とは 逆 に、 既成 の プ ロ グ ラムを

.一 層 こまか い 形 で標準 化 して、 それ をLSI(LargeScaleInte-

gratedCircuit)で 組 む よ うに な る で あ ろ う。 従 来 は、 ハ ー ドで行

なっ た もの を、 ソ フ トに変 え て行 くの が コ ン ピュ ー タの常 道 だ っ た の で あ る

が、 今 度 は ソフ トの 開発 が困 難 にな っ たの で、 逆 にハ ー ドに戻 す とい うわけ

で あ る。 これ を フ ァ ー ム ・ウェ ア とい う。 これ に よ り、 基 礎 的 な コ ン ピュー

タの本 体 にLSIの パ ッケ ー ジをつ け て、 自分 の会社 に マ ッチ した コ ン ピュ

ー タ をつ くる こ とも可 能 に な る と思 わ れ るの で あ る。

5.-2経 営 組 織 弾 力化 の例

最 近 、 多 くの 会社 に お い て は プ ロジ ェ ク ト ・チ ー ム とか タス ク フ ォ ース が

出来 て い る。 そ の メ ンバ と して、 研 究 者、 設計 者、 製造 エ ン ジ ニ ア等 が入 っ

てい る。 つ ま り開 発 を伴 う、 期 限 の非 常 にや か ま しい大 きな シ ス テ ムの場 合 、

プ ロジ ェ ク ト ・チ ー ムの よ うな非 常 に 目的指 向型 の組 織 で行 な って い るの が

普 通 で あ る。 なぜ 左 ら、 ライ ンの 仕 事 を=考え てみ る な らば、 そ れ は大 小 の プ

ロジ ェ ク トの 集 合 な の で あ る。 従 来 の 縦 型組 織 の場 合、 人 に関 す るの は 全部

人 事、 金 は経 理、 製 造 は工場 で あb、 また金 は 試算表 では、要潮1」か何 か に分

かれ て、 人 件 費 が ど う、 物 件 費 が ど う とい うこ とに な り、 プ ・ジ ェ ク ト中心

の管 理 に は全 然使 い もの に な らな い の で あ る。 そ こで、 その 様 な き び しい条

件 の も とで開 発 を伴 うむず か しい仕 事 は、 プ ロジェ ク ト ・チ ー ム で行 な うこ

とにな り、 さ らに徹 底 した場 合 、 ラ イ ンの 仕事 は全部 プ ロジ ェク トの集 合 で

あるか ら、 プロ ジェ ク ト ・チ ー ムの 集 合 形体 の組 織 が もっ と も 目的 指 向的 で よ

い とい う考 え方 に な り、 現 在 徐 々に ダ イナ ミ ック ・オ ー ガニ ゼ ー シ ョ ン とい

う型 に移 りつ つ あ る。

結 局、 プ ロジ ェ ク ト ・チ ー ムが た くさん で き る こ とにな り、 これ だ とあ る

目的 を持 っ て、 しか も必要 な人 間 が全 部一 斉 にそ の 目的 に向 か っ て仕 事 をす

る わけ で あ るか ら、 非 常 に効 率 が よ くな る の で あ る。 しか し、 こ の 組織 には

欠 陥 が あ り、 プ ロ ジェ ク トで あ るか ら、 いつ か終 わる わけ で、 終 わ る と解 散

す る こ とに な り、 解 散 した人 間 が戻 っ て行 く縦 型組 織 が ない こ と に な るの で

ある。 した が っ て、縦 断 的 に見 る もの す な わ ち経 理 、 人 事、 技術 、 営 業 とい

う形 で縦 に見 る もの も必要 では な い か とい う こ とであ る。 そ して、 仕 事 は横
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に 行 な う と い う こ と で 、 こ れ を マ ト リ ッ ク ス ・ オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン と い う。
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例 と して は、 す で に学 ん だPPBSや 、NHKの 番組 編 成 の定 型 管 理 シス

テ ムで あ るTOPICSな どが あ る。TOPICSは 定 型管 理 シス テ ム で あ

るが・ 例 え ば土 曜 日の7時 半 か ら8時 ・8時 か ら9時 とい う様 に チ ー ムが あ

り、 端 末 機(ビ デ オ ・ター ミナル)を 使 っ て番 組編 成 を行 な う。 シナ リオ は

何 を、 ス タジオ は 何番 を、 俳優 は 誰 と誰 を、 放 送範 囲 は ど こ と ど こ とい うこ

とを打 ち込 む の であ る。 そ れ らは コ ン ピュー タに入 力 され、 中 で分 解 さ れ、

た とえ ば ス タ ジオ手 配 係 とか、 放 送 線 管理 係 とか、 大道 具 ・小 道 具 あ る いは

俳 優 手 配 係 とか に分 解 され、 そ れ ぞ れ の 手配 をす るの であ る。 そ して、 普通

一 般 には あ ま り起 らな い との と と で あ るが、 リソ ース が足 りな くな る と、 調

整 係 で調 整 す るの であ る。

結 局、 従 来 の よ うな縦 型 の職 能 組織 で は ど うに もな らな い わけ で、 情 報 組

織 と一 緒 に経 営 組 織 そ の もの が、 非 常に ダ イナ ミック にな りつ つ あ る こ とで

あ り、 シ ステ ム設計 と同 時 に設計 しな け れば 、 情報 組 織 の み が っ ち り して も

何 に もな らな く、 本 当 の効 率 的 な 仕組 み に はな らな い とい う こ とで あ る。

●

6.MIS設 計 の 手順

MIS設 計 の 手順 は、 概 要調 査 、 基 本 設計、 シス テ ム分割 、 シス テ ム構 想 の

確 立、 長期 計画 の策 定、 各種 サ ブ ・シス テ ムの 設計 とい う形 に な る。 各 設計 手

順 につ い て 細部 手順、 注 意 事 項 を順 次説 明 す る。

6.-1概 要 調 査

現 状 調 査 を行 な うわ け で あるが、 純粋 に 目的 か ら演繹 す る こ とが 重要 な の
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で あ っ て、 あま り現 状 に足 を引 っ張 られ て は な らな い。 また、 設計 の始 ま り

は基 本 設計 か らで あ っ て、 概 要 設計 と基 本 設計 は パ ラレル に行 な っ て よい。

6.-2基 本 設計(MasterPlan)

(1)企 業 目的 の 明文 化

一 般 の会 社 にお い ては企 業 目的 は明 文 化 され て い る わけ で あるが 、 も う

一 度 将 来 に向 か っ て、 これ で よい か ど うか を再検 討 す る こ とで ある。

(2)主 体 条件 の調 査

た とえ ば、 社 内 に どの様 な リソー ス が あ るか、 自分 の会社 の性 格 ほ ど う

か とい う事 で、 た とえば、 資 産 を どれ だ け持 っ て い る か、 優 秀 な研 究 者 は

い るか等 を調査 す るの で あ る。

(3)環 境 条 件 の 調査

た とえば、 経 済 状 況 、競 争 会社 の状 況 、 将 来5年 間 の技 術動 向、 マー ケ

ッ ト動 向 とかの調 査 をす るの で あ る。

(4)長 期 基 本 方針 の確 立

以 上 の3つ を も とに して、 どの製 品分 野 に進 出 し、 どの方 面 は 中止 し、

どの程 度 の売 り上 げ の絶 対 額 に して、 利 益率 を どのす るか とい うよ うな こ

とを トッ プが 中心 に な り、 企 画 者 とか シス テ ム 設計 者 の一 部 を入 れ て、 マ

ス タ ・プ ランの 本 体 を作 るの で あ る。

6.-3シ ス テ ム分 割

(1)メ ジ ヤ ・シス テ ムズ(majorsystems)へ の分 割

前 段 階 の結 果 か ら、 組 織 を再 検 討 し、 会社 の全 体 の守備 範 囲 を決 め分野

に分 け るの で ある。 この 分 割 の仕 方 は種 々 あっ て組 織 論 の問題 に な る わけ

で あ る が、 製 品 別 分 割、 地 域 分割 、 職 能 分 割 等 が考 え れ る。 第1次 の分割

単 位 を メ ジヤ ・シス テ ムま た は主 要 系 列業 務 とい い、 この分割 も幾 つ かの

案 が あ り、 代 替 案 つ ま リオ ール タ ネ ィテ ィ ブを つ く り、 その 中 で どれ が一

番 企 業 目的 に合 うか とい うこ とを検 討 して決 め て行 くの であ る。1次 分 割

を終 わ る と、2次 分 割 を行 な うの で あ る。 製 品別 分 割 を1次 で行 な うと、

職 能 分 割 を2次 で行 な う事 に なb、 た とえ ば、 事 業 部 の経理 とか、 事 業 部

部 の営 業 とい う様 な形 に分 か れ て行 くの で あ る。 しか し、2次 分 割 で あっ

て も、 シス テ ム設 計 単 位 と して は大 きす ぎる の で、 普 通 は小規 模 な場 合 で
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●

も、3次 分 割 が シス テ ム 設計 単 位 に な る。 シス テ ム設計 単 位 とは、3人 か

ら多 く とも10人 位 の1チ ー ム で もっ て、 数 ヵ 月、 あ るい は1年 以 上 か け

て シス テ ム設計 を して機 械 化 す る単位 で あ る。 もち ろん 分 割 した もの でも

機 械 化 しない と決 め る こ と もあ る。

(2)サ ブ ・シ ステ ムズ(subsystems)へ の 分割

この場 合 は代替 案 の検 討 を行 な っ て、 各 メ ジヤ ・システ ム、 サ ブ ・シス

テ ム毎 に部 門 目標 、 管 理 方式(基 準 ・標 準)、 ア ク シ ョン内 容、 成 果 測 定

方 式 等 を決 め るの で あ る。

6.-4シ ス テ ム構 想 の 確 立

概 要 設計 か ら シス テ ム分 割 ま では コ ン ピュ ー タを全然 考 え る必要 は な く、

この段 階 にな っ て考 え るの で あ る。 た とえ ば、

(1)コ ン ピュ ー タ.セ ン タ を 中央 に集 中 した方 が よい のか 、 分 散 した 方 が

よい の か、 工場 に入 れ た ら よい のか、 本社 に入 れ た ら よい の か。

(2)オ ン ラ イ ン ・ リア ル ・タ イム ・シ ステ ムを どの分 野 に適 用 す るか、

適用 しな いか。

(3)デ ー タ ・ベ ー ス は ど うい う形 で つ くるか。

(4)モ ジュ ラ ・プ ログ ラ ミ ング の手 法 を どの様 に活 用 す るか。

(5)各 種 デ ィス プ レ イを含 む端 末 等 を どの様 に考 え るか。

(6)例 外 管理 の手 法 を どの様 に活 用 し、 コ ン トロール ・シス テ ムを ど うい

う形 でつ くっ て い くか。

⑦ 運 用 シス テ ム(=各 種 の色 々な規 定類 で全部 改 定 せ ね ば な らな い)を

ど う つ く っ て い く か 。

と い う こ と を 、 マ ン ・ マ シ ン ・ イ ン タ ー フ ェ ス に 注 意 して 、 計 画 す る の で

あ る 。

6.-5長 期 計 画 の 策 定

こ こ で は 以 上 の 資 料 を 全 部 も と に し て 、(1)シ ス テ ム 設 計 計 画 、(2)設 備 計 画 、

(3)要 員 計 画 、(4)組 織 計 画 、(5)教 育 計 画 、(6)運 用 計 画 、(7)P・R計 画 、(8)資 金

計 画 、(9)そ の 他 で は 全 体 の 新 技 術 開 発 計 画 と か 、 マ ー ケ ッ テ ィ/グ 計 画 等 を

考 え る の で あ る 。

こ れ ら は 全 部 因 果 関 係 が あ り 、 た とえ ば 、 建 物 が 建 た な い と コ ン ピ ュ ー タ
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は入 らず、 教 育 が終 わ らない とシス テ ム設 計 が 出来 ない とい う様 に、 相互 関

係 が あ り・ しか もク ローズ ド・シス テ ム(閉 じた シス テ ム)と な っ てい るこ

とであ る。 これ らの 総 合 的 タイ ム ・ス ケ ジュ ー ルに はPERT法 が一 番 よい

の で あ る。

6.-6各 種 サ ブ ・シ ステ ムの シス テ ム設 計

ここ ま で くる と、 第1次 に行 な うシ ステ ムは 何 と何 で あ る とい うこ とが決

ま って い るの で、 シ ステ ム設計 計 画 に従 い、 第1次 の 設計 を行 な う。 た とえ

ば、 サ ブ ・シス テ ムが5つ あ る とす る と、 そ れぞ れ に シス テ ム設 計 チ ーム を

アサ イ ゾ して正 規 の シス テ ム設計 を行 ない、 プ ログ ラムが 出来 て、 並 行 実 施

を行 な い移 行 す る の で あ るが、 出発 点 は 同 じで あっ て も早 か った り遅か った

bす るの で、1つ 終 わ る とす ぐ次 の第2次 計 画 の方 ヘ アサ イン して進 ん で行

くので ある。(図 皿 一4参 照)

■

●

■
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7.シ ステ ム設計 の注 意 事 項

7.-1MIS設 計 上 の基 本 事 項

(1)ト ップみ ず か らの仕 事 で あ る。 会 社 の長 期 計 画 をMIS化 す るた めに、

プ ロ ジェ ク ト・マ ネ ジャ あ る い は プ ロモ ー タに は、 経 営 者 の1人 が な るの が

普 通 で ある。

(2)教育 に始 ま り、 教 育 に終 わ る。

(3)長期 的経 営 の ニ ーズ が先 行 す る。

(4)MISに 既 製 品 は な い。 他 社 の行 な った こ とは参 考 に はな るが、 そ の

事例 を聞 い てま ね す れ ば 出来 る とい うもの では ない。

(5)優i秀なス タ ッ フ を専 任 す る こ と。 優 秀 とい っ て もい ろ い ろ あ るが、 絶

対 に欠 くこ との 出来 な い の は、 経 営 上 の 長期 の見 通 し、 将来 の見 とお しをす

る とい うインテ ン シ ョン を持 っ た人 が1人 は必 要 で あ る。

(6)MISは そ れ 自体 成 長 体 で あ る。3年 計 画、5年 計 画 は要 す るに、 マ

イル ・ス トー ン(一 里塚)で あ っ て、 マス タ ・プ ラ ンは5年 で あれ ば 常 に5

年 先 に必 ず 目標 が移 動 す るの であ り、 永遠 の プ ロジェ ク トで あ る。

⑦経 営組 織 と情報 組 織 を一 緒 に設 計す る こ と。

⑧人 を信 用 す る こ と。 人 を信 用 す る とい うポ リシ イの上 での み 合理 化 は

成 り立 つ の で あっ て、 疑 っ て か か れ ば き りが ない の で あ る。

(9)マス タ ・プ ラ ン樹 立 困 難 な時 は応用 動 作。 マ ス タ ・プ ラ ンの確 立困 難

の場 合 は、 個 別 機 械 化 で開始 し、 将 来 あ る時 点 で マス タ ・プ ラ ンの原 点 に戻

れば よい の で あ る。

㈹ 外部 情 報 は決 定 的 に不 足 して いる。

7.-2シ ス テ ム設 計 上 の要 諦

(1)シス テ ムの 目的 を 明確 にす る こ と。 目的 が明 らか で、 仕 様 書 が はっ き

り して い る もの を シス テ ム設 計 す るの は ロニ レベル の 仕 事 で、 目的 の わか ら

な い所 を 目的 を捜 して行 くの が シ ステ ム設計 の仕 事 な の で あ る。 ま た、 評価

基 準 を決 めて お く必 要 が あ る。 目的 の サ ブ ・シス テ ム と して の評価 基 準 とは、

シス テ ムが成 功 した とは ど うい う こ とか とい うこ とで あ る。 これ を初 め に決

めて お か なけ れ ば、 全 然違 う評 価基準 を持 って きて、 責 め られ る危 険 が あ る。

(2)管理 者 が 自分 の 仕 事 と心 得 る こ と。 シス テ ム設計 は 管理 者 の基 本 的職
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責 で ある。 管 理 者 は基 本 的 に2つ の職 責 を負 っ てい るわ け で、 第1は 組 織 を

つ う じて仕 事 をす る こ とで、 組 織 とは情 報 の処 理 とそ れ に基 づ く意 思 決 定 の

メ カ ニズ ムの こ とで あ り、 自分 の所 管範 囲 の組 織 を より よ く設 計 し、 より よ

く運用 す るの が シ ス テ ム設計 で あ り、 管 理 者 の基 本 的職 責 な の で ある。 第2

は上 司、 同 僚 、 部 下 と よい人 間 関係 を保 っ て、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を よ くす

る ことで あ り、 そ の前 半 は シス テ ム設計 で あ る。 従 っ て、 シス テ ム設計 者 の

教 育 は管理 者教 育 で あ る と考 え るべ き で ある。

(3)目的 指 向型 の態 度 が各 段階 の 設計 者 に必 要 で あ る。 経 営 情 報 シス テ ム

設計 の場 合 に は 目的 を失 う事 は ま ず ない が、 個 別 の シス テ ム設計 に入 る と、

目的 指 向 型 か ら手続 き指 向型 に なる傾 向 が あ る。 極 端 な場 合、 手作 業 を ま る

写 しに した様 な シス テ ムをつ くる危険 が あ り、 能率 化 は は か れ たが、 効 率化

は はか れ な い ことに な るの で あ る。
べ

し

(4)で き るだ け弾 力 的 な シ ステ ム を設 計 す る こ と(既 に述 べ て ある。)

(5)で き る だけ 将来 を見 て進歩 的 な システ ム を設計 す る こ と。

将 来 使 うシ ステ ム を設計 す るの で あ るか ら、 現状 に妥 協 して ば か りい た ら、

い ざ使 う時 に は陳腐 化 して役 に 立 た ない か らで あ る。 しか も最 初 の概 要 設計

の とき、 最 も進 歩 的 な シス テ ム を考 え て い な い と途 中 で様 々な ひ っ かか りが

あ り、 後 退 す る こ とは あっ て も前進 しな いか らで あ る。

(6)定型 管 理 の ア ウ ト・プ ッ トは最 少 限 に お さえ る こ と。 例外 管 理 な どは

そ の例 で、 ア ウ ト ・プ ッ トを少 な くす るの は、 管 理 を よ くす る とい うの が 目

的 な の で あ る。

⑦ シス テ ム設計 単 位 は で き るだけ大 き くと る こ と。 大 き くと るの は、 ア

ウ ト ・プ ッ トを減 らす た めで あ る。 た とえ ば、MIS設 計 では、 業 務 全 体 を

い くつ か の メ ジヤ ・システ ムに分 け る。 これ を、 仮 に シス テ ム設計 単 位 とす

る。 今 、 この 円 を会 社 全体 の

仕 事 とす る。 これ を4つ に分

け て、 そ れ を システ ム設計 単

位 とす る。 そ うす る と、 仕事

と仕 事 の境 目、 た とえ ば 資材

と製造 との関 係、 資 材 と経 理
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との関 係、 そ れ を イ ン ター フ ェース とい う。 イ ン ター フェ ース は シス テ ム間

の デ ー タのや り と りで あ る。 この場 合 は4っ の 組 合せ で あ る。 とこ ろで、 こ

れ をさ らに分割 して シ ス テ ム設 計 す る こ とは可 能 で ある。 これ に より、 サ ブ・

システ ムが で き、 サ ブ ・シ ステ ム相互 間 に全 部 イ ン ター フ ェ ース が で き る。

イ ン ター フェ ース はす べ て デ ー タの や りと りで あ り、 普通 は手作 業 を介 して

行 な・わ れ るの で、 分 割 す れ ばす るほ ど境 界 現 象 が 多 くな り、 イ ン プ ッ トとア

ウ トプ ッ トが ふ え る こ とに な る。 大 きな シス テ ム設計 単 位 を とる と境 界現 象

が 少 な くな り一 シズ テ ム の 中 には あ るが、 そ れ は コ ン ピュ ー タの中 での や り

とり で ある一 ア ウ トプ ッ トは減 る こ とに な るの で あ る。.

(8)合理 化 とは アキ ラメ ル こ とで あ る。 合 理 化 とは 目的 に対 す る寄 与 度 の

少 ない もの を切 る こ とで あ る。 た とえ ば、 資 材 のA、B、C管 理 を考 え てみ

て も効 率 の 高 い と ころ、20%だ け で もす くう と実 質 的 に は8割 ぐらい の管

理 がで きるの で あ る。 ア ウ トプ ッ トの場 合 も、 責 任権 限 を明 確 に した決 定 者

の と ころへ 届 け るの が、 合 理 化 なの で ある。 つ ま り、 な るべ くパ ス を少 な く

す る とい うこ とを考 え な い と、 よい シス テ ムは で きな い の で あ る。

(9)計算 セ ン タの保 安 お よび監 査 上 の 配慮 を設計 にお り こむ こ と。 保 安 は

非 常 に大 事 で、 火 事 を考 え なけ れ ばい け な い。 次 に、 監 査 で あ るが、 設 計 の

当初 か ら監 査 を入 れ な け れば な らず、 方法 は追 跡 調査 的 に な っ てお り、 プ ロ

グ ラ ムその もの を監 査 した り、 特 定 の監査 プ ログ ラ ム をつ くり、 コ ン ピ ュー

タの 中ヘ デ 一 夕を追 っ か け て歩 く とい う様 に な っ て きて い る の で あ る。

⑩ サ ブ ・シ ステ ム設計 上 の重 点。 ④ 経 営 管 理 上 は ア ウ トプ ッ トで あ る。

役 に立 つ ア ウ トプ ッ ト・要 点 を つ いて い る ア ウ トプ ッ トが経 営 管 理 につ な が

る の で あ り、 ア ウ トプ ッ トの 設計 は非 常 に重要 で あ る。 ⑨ シス テ ム運用 上

は イ ン プ ッ ト、特 に イ ン プ ッ トの エ ラー で あ る。 この イ ン プ ッ ト ・エ ラー を

減 らす 方法 と して は、 シス テ ム設計 上 の配慮 の外 に機械 化 移 行 の際 の並 行 実

施 期 間 をい か に うま くマ ネ ジ メ ン トす るか に か'か っ て い る の で あ る(短 か

す ぎるの が いけ な い)。(c)シ ステ ムの寿 命上 は コ'一一・ド設 計 で あ る。 経 営 管

理 上 の要 求 が変 わ れば 当 然 シ ステ ムは 変 わ るが、 そ うい う こ とが な くて、 シ

ス テ ムの寿 命 が くるの は 、 コ ー ドの オ ーバ ー ス ケ ール であ る。 長 す ぎて も、

短 かす ぎてもよくな い。 そ の 辺 の と ころ が 設計 上 のポ イ ン トに な る の で あ る。
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1基 礎 調 査 段 階

1.シ ステ ム設 計 の 目的

シ ス テ ム とい う言葉 は、 一 般 に体 系、 組 織、 制 度 な ど と訳 さ れて い るが、 い

った い シス テ ム とは どん な もの を い うの で あ ろ うか、 シ ステ ム とは 、 「互 に関

連 す るい くつか の 要 素 に よ って、 ある 目的 の ため に構 成 さ れ て い る も の 」で あ

る。 つ ま りあ る もの が シ ステ ムで あ るた め に は、1つ に は、 あ る 目的が一与え ら

れ て い る こ と。 も う1つ に は、 い くつか の要 素 か ら構 成 さ れて い る こ と、 最 後

に、 そ れ らの要 素 が 互 に何 らか の 関連 を持 って い る こと。 以 上3つ の条 件 が満

た され な くて は な らな い 。

そ れ で は、 企 業 シ ス テ ム は ど うであ ろ うか。 企 業 は需 要 者 に対 して経済 的 に

財貨 あ るい はサ ー ビス を提 供 し、 利潤 獲 得 を 目的 とす る一 つ の シス テ ム で あ る。

そ して企 業 シ ス テ ム も財 務活 動 、 生 産活 動 、 販 売活 動 の よ うな要 素 か ら構 成 さ

れ 、 そ れぞ れ が互 に関 連 を もっ て動 い て い るの で ある。

近年 、 経済 社会 の 国 際 化 に 伴 い 、 企 業 間 の競 争 は ます ます激 化 し、 一 方 こ

れ に対 処 す るた め 企業 は ま す ます大 規模 化 す る傾 向に あ る。 この激 しい競 争 を

勝 ち抜 くため に は意 思 決 定 に 必要 な情報 を迅 速 に 得 な け れ ば な らな い。す なわ

ち、 情報 の遅 れ は企 業 に利 潤獲 得 のチ ャ ンス を 失 わせ るば か りで な く、 場合 に

よって は致 命 的 な打 撃 を与 え か ね な い。 一 方 、 企業 の大 規 模化 は情 報 伝達 の径

路 を長 く複 雑 に し、 情 報 の遅 れ が生 じが ちに な る。 ま た 情 報処 理(す な わち事

務)に 携 わ る人員 の 増 加 も企 業 の 利潤 を圧 迫 す る要 因 にな って くる。

大 規 模 化 した 企業 の 中 で意 思決 定 に必 要 な情 報 を迅 速 に 得 る とい う ことは、

従来 の ペ ン とソ ロバ ン に よる情報 処 理 シス テ ム では ほ とん ど不可 能 で あ る。そ

こで コ ン ピュ ー タを導 入 して 情報 処 理 を機 械 化 す る必要が生 じたので ある。 こ こ

で い う情 報処 理 シス テ ム と は、 入間 が 意 思決 定 を行 な うた め に直 接役 立 つ 情報

を意 思 決 定 者 に供 給 す る シス テ ムで あ る。

そ れ で は、 こ こで 情 報 処 理 シス テ ムの 設計 に つ いて 考 え て み よう』 コ ン ピュ

ー タの た めの シス テ ム 設 計 とは、 企業 活動 に直 接 必 要 な情 報 を収集 し、 処 理 し、

伝 達 す る方法 な どの す べ て を、 コ ン ピュ ー タシ ス テム に マ ソチ した形 に設計 す

る こ とで あ る。 した が っ て、 シ ス テ ム設計 は、/コ ン ピュ ー タに 直接 つ なが る面
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だ け で な く、 原 始伝 票 を投 入 す る部 門 におけ る手 作業 の 事 務 処 理 方法 や、'作成

された 報 告 書 の フ ィー ドバ ック の方 法、 さ らに進 ん で、 報 告書 に基 づ く意 思 決

定 の部 門 に ま で わ た って総 合 的 に設計 され るべ きであ る。

そ れ に は、

① 新 シ ス テ ム の 目的 は何 か。

② 現 状 で は どん な問 題 が あ る か。

③ そ の解 決 策 は何 に よ って可 能 か 。

④ い つ ま で実 施 す べ きか 。

⑤ シス テ ム ラ イ フは どの くらいか

な どの点 か ら出発 しなけ れ ば な らない 。

そ れか らシ ス テ ム設計 を考 え る上 で非 常に大 事 な こ とは、 従来 情 報処 理 とい

うのは 、 手 作 業 で行 な って いた 仕 事 を、 よ り精 密 に、 よ り詳細 に 分析 して、 コ

ン ピュ ー タに のせ て い くとい った 形 で あった のが 最近 で は、 た とえ ば、 コ ンテ

ナ船 の コ ンテ ナの 配送 計 画 、 ジャ ンボ輸 送 機 に よる輸送 の 問題 な どに み られ る

よ うに、 コ ン ピュ ー タ に よる情 報 処理 を前 提 と して、 技 術革 新 が行 な われ て い

る。 づ ま り従 来 の処 理 を コ ンピュ ー タに お き か えた ので は な くて、 新 しい 技 術

革 新 の と きに、 す で にそ の技術 革 新 が コ ン ピュ ー タに よる情 報 処 理 を要 求 して

きて、 そ れ に よっ て 解決 を はか ろ う とい うこ とで ある。

これ か ら述 べ るシ ス テ ム設計 は 、 主 に前者 に つ いて説 明 す る こ と とす る。

では コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ムの運 営 に あた って、 シス テ ム設 計 が どん な役 割

を はた し、 どん な位 置 に あ るの か を見 て み よ う。

一 般 に
、 コ ン ピュ ー タ'シ ス テ ムの運 営 に あた って、 つ ぎの4本 の柱 が重 要

で あ るo

ハ ー ド

ウ エ ア'

ソ フ ト

ウ エ ア

ア プ リ

ケーシ諸
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ハ ー ドウェ ア とは、 コ ン ピュ ー タそ の もの、 つ ま り金 物 的部 分 を い い、 ソフ

トウ ェア とは ・ そ の ハ ー ドウ ェア に 指 示 を与 え るた め の プ ログ ラム上 の シ ステ

ム をい う。 この二 つ が コン ピェ 一 夕'シ ス テ ム の両車輪 で あ る
。 ア プ リケ ーシ

ョン とは コ ン ビュ ー・タ ・シス テ ムに種 々 の業 務 を のせ、 全体 と しての 情 報 処理

シス テ ム を作 り上げ る こ とで、 い わ ゆ る 〃シス テ ム設計 〃は
、 この 部 分 の仕 事

で あ る。 人間 とは、 コ ン ピュー タ'シ ス テ ム を動 かす 人 間関 係 を さす もの で
、

最近 と くに重要 視 され て きた 部 分 で あ る。 そ の 中 には、 シス テ .・r、設 計 を担 当す

る プラ ン ナ、 プ ログ ラ ム を担 当す る プ ログ ラマ、 コ ン ピュー タを操 作 す る オペ

レ ー タ、 そ の他 間 接 的 に 接 す る 人達 も含 まれ る
。

これ らの4本 の柱 は、 そ れぞ れ 重 要 な役 割 を もっ てお り、 い ず れ を 除 い て も、

そ の運 営 は不可 能 で あ る。

特 に ア プ リケ ー シ ョン と して の シス テ ム 設計 は、 コ ン ピェ 一 夕 .シ ス テ ムが、

真 に 有効 な働 きをす るか ど うか を決 定 す る重 要 な 部分 であ る。 つ ま リシ ステ ム

設計 は、 いわ ば 〃使 い 方 の科 学 〃で あ り、 最適 な使 い方 に よって 真 の 効果 を 発

揮 さ せ る のが シス テ ム設 計 の 役 割 で あ る。

まず、 新 シ ス テ ム の方針 を 決 定 し、 そ れ に基 づ い て
、 現 状 の 調査 を行 な う。

次 にそ の 調査 結 果 を分析 し、 問題 点 を探 し、 シス テ ムの 基本 的 構 造 を 明 らか に

す る。 そ して 概 要 設計 で は、 現 状 調 査 に よ って 明 らか にされ た シス テ ムの 機 能

要 求 に もとづ き、 コ ン ピュ ー タの 導 入 を 前提 と して、 シ ステ ム の 機 能 向上 のた

め の概 略 的 な 設計 を行 な う。 こ こで、 そ の シ ス テ ムの適 用性 を検 討 し
、OKで

あれ ば・ ⇔ ピュ 一 夕の性 能 を考 慮 しなカ・ら、 ・ ン ピ_タ で処 理 で き る よ う

に細 部 に わた る設計 を行 な う。 そ の 後
、 そ れ に基 づい て実 際 に プログ ラ ミング

を し・ テス トを行kい ・OKで あれば 総合 テ ス トに移
っ て、 本 実施 に は い る。

最 後 にそ の シ ス テ ムの評 価 を行 な うの で あ る。
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次 に シ ス テ ム設計 の手 順 を見 て み よ う。

図1シ ステ ム設計 の手 順

設 計 方針

現 状 調 査

現 状 分 断

概 要 設計

適用性 の

検討

詳 細 設計

プ ロクラミy:グ

フ ログ ラム

テ ス

総 合

テ ス ト

本 実 施

評 価
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2現 状 調 査

シス テ ム設計 に あた っ て、 事 前 に現 状 の 正確 な把 握 が 必要 に な って くる。 つ

ま り現 状 を詳 細 に調 査 し、 そ れ を分 析 して、 そ こに おけ る問題 点 は何 か、 また

シス テ ム設 計 に あた って 必要 な条 件 は何 か 、 な どを つかん で おか な けれ ば な ら

な いo

したが って 現 状 調査 の 目的 と して、

① 設 計 の対 象 とな る情 報処 理 シス テ ムの基 本 的 な構造 の解 明

② 設 計 の対 象 とな る情 報処理 シス デ ムの 問題 点 の把 握

③ 情 報処 理 の手 順 の解 明

が あげ られ る。

そ れ で は、 これ らの 目的 を達 成 す るには 、 どん な こ とを調 査 しな け れ ば な ら

ないで あろ うかg企 業 は、 複 雑 な組織 、 手 続 に 関 す る諸 規 定 の もとで、 必 要 な

情 報 処 理 を行 なっ て い るばか りで な く、 外 部 条 件 に よ って も左 右 され るの で あ

る0

1)外 部 条 件

① 経 済 動 向

② 業 界 の背 景

③ 官庁 規 則及 び法 律

2)内 部条 件

① マク ロ的 見 地

④ 企 業 の規 模、 組 織 、 成 長 率 ぐ

◎ 企 業 の 新 製 品、 新 規 業 種 の開発

6従 業 員 の生 産率 とそ の 消 長

㊤ 労 使 関係

㊥ 関 連 企 業 との 関 係

㊦ 企 業 の 長期 計 画 ま た は経 営 目標

㊦ 企業 経 営 上 の 問題 点

こ の段 階 で の調 査 員 は、 特 に厳 選 され た 従 業 員 を あて る こ とが必 要 で あ り
、

多 くの場 合、 管 理]職員 が 当 るの が普 通 で あ る。

② ミク ロ的 見地
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⑦

◎

◎

e

適 用業務組織 の調査

適用業務手続 の調査

情報処理のた めの手 順体系の調査

情報処理シ ステムの効率 の調査 ・

まず 部 門間 の情 報処 理 業 務 の結 びつ きを組織 的 に把 握 す るた め に、 業 務 組 織

の調 査 を行 な う。 業 務 組織 の調 査 が 終 っ た ら、 情 報 が どの よ うな 手続 きに よっ

て どの よ うに処理 さ れ て い るか、 そ して どの 部 門か らどの 部 門 に流 れ て い るか

等業 務 手 続 の 調査 を行 な い、 シス テ ム設 計 に必 要 な基 本 事 項 を 明確 にす る。

そ して業 務 手 続 の 調 査 に よって、 各 業 務 に おけ る情 報 の流 通 径路 お よ び流通

に要 す る時 間、 また 情 報 の質、 量 、 加 工方 法 な どが わか り、 処 理手 順 お よび判

断基 準 な どの情報 処 理 シス テ ム の設計 に必 要 な基 本 事 項 が明 確 に な る'。次 に情

報 処理 の た め の手 順 体 系 の調 査 を行 な うが 、現 状 の情 報 処 理 シス テ ム の問 題 点

を把 握 す る こ とな しに シス テ ムの改 善 をす る こ とはで き ない の で、 情報 処 理 の

た めの 手順 体系 の 調 査 は、 シス テ ム 設計 を行 な う とき非 常 に重 要 に な
って くる。

情 報 処理 のた めの手 順 体 系 の調 査 が 終 った な らば、 あ る部 門 で 必 要 とす る情 報

が、 他 の 部 門 か ら効 率 よ く伝 達 さ れて い る か ど うか を調 査 す るた め に
、 情 報 処

理 シ ステ ムの効率 の 調査 を行 な う。

それ では、 次 に調査 方法 に つ い てみ てみ よ う。

1)面 接法

これ は、 直接 各 担 当者 に面 接 して、 各 調査 事 項 に つい ての 資料 を得 る方

法 で ある。 この方 法 は、 プ ラ ンナ ー が被面 接 者 に信 頼 され て い る場合 に は
、

もっ と も効率 的 な方 法 で ある。'こ の場 合、 面接 は、 経 営 層 の ト ップか らは

じめ て、 ミ ドル.ロ ワー、 担 当者 とい う順 に行 な うの が よい
。

2)質 問紙 法

これ は、 い ろ いろ な調 査事 項 を書 いて あ る質 問紙 を配 布 して
、 調 査 を行

な う方法 である・ 質問紙 曙 横 間は、その解答を容易 崎 類 で きる よう

に工夫 して お く こ とが大 切 で あ る。

3)観 測 法

これ は情 報処 理 シス テ ムで行 な われ る動 作 を観 察
、 観 測 し、 情 報処 理 に

必 要 な作 業 を知 る 方 法 で あ り、 作業 量 を測 定 す る場 合 に もよ く用 い られ る
。-161一



4)資 料 法

これ は経 理 規 程 、 文 書 作 成 規 則 など 企業 にお け る情 報 処 理 に関す る諸 資

料 を調 査 し、 情報 処 理 シ ス テ ムの構 造 、 処理 手 順 な どを知 る方法 で あ る。

ま た社外 の情 報 源 に は業 界刊 行 物 、 官庁 統 計 、 仲 買 報 告 書、 信用 調 査 書 な

どが ある。 さ らに も っ と略式 の情 報 源 と して は、 原 料 供 給 者 、 顧客 、 保険

契 約者、 預 金者 な どが あ る。

t

3.現 状 分 析

現 状 分 析 とは、 現 状 調 査 に よって 得 られた 情 報 を ま とめ分 析 す る こ とに よっ

て新 シス テ ムの設 計 方 針 を決 定 す る ことで ある。

現 状分 析 の 目的 と して、

1)現 状調 査 に よ って 得 た知 識 を整 理 す る こ とに よって、 現 在 の情 報 処 理 シ

ス テ ム の問題 点 を正 確 に把握 す る こ とが で きる。

2)現 状 調 査 に よっ て得 た 知 識 を体 系 的 に ま とめて お くこ とに よ り
、 対 象 企

業 の現 在 の情 報 処 理 シ ス テ ム の問題 点 が 明確 にな り、 新 シ ス テ ムを 設計 す

る場合 の基 礎 条 件 に な る。

3)現 状 調 査 に よっ て 得 た 知識 を体 系 的 に ま とめ る こと に よ
っ て、 各 業 務 や

各 情報 相 互 間 の つ な が りを 明確 に す る ことが で き、 また 現 状 調査 に おけ る

調 査 もれ を発見 す る こ とが で きるo

次に現状調査 で得 細 殿 体系的贋 とめ るためには、現状調査に よっ

て得 た 資料 を分 析 し な け れ ば な ら ない。 そ の方法 と して は以 下 の もの が あ

げ られ る。

1)組 織 分 析

企業 組 織 は製 造 、 営 業、 経理 、 財 務、 人事 、庶 務 な どの各単 位 組 織 か ら

構 成 され て い る。 組 織 分析 は・ 各 単位 組 織 で発 生 す る情 報 の 関連 性 と
、 各

単 位 組織 が はた して い る機 能 を知 るた め に行 な う。

組 織 分析 では 、 現状 調 査 に よって得 た 知 識 を もとに、 充 分 な 組織 上 の分

析 を行 な い、 問題 点 を もれ な く把 握 しな けれ ば な らな い。 組 織 分析 で は、
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,

■

男

通 常 つ ぎの項 目に つ いて 分 析 を行 な う。

① 企業 組織 が 各単 位組 織 に要 求 して い る機 能 は何 か 。

② 各単 位 組 織 の機 能 に は重 複 あ るい は モ レが な いか。

③ 各単 位 組織 に おけ る機 能 は どの よ うな つな が りを も って い る か。

④ 各単 位 組織 は、 与 え られ た機 能 を どの 程度 果 た して い るか 。

2)職 務 分 析

各組 織 に おけ る職 務 を 明確 にす る ため、 各職 務 の要 点 を記 述 す る資 料 を

分析 し、 確認 し、 報 告 す る過 程 で ある。 この資 料 に は通 常4種 類 あ る。

① 職 務記 述 書 … … 行 な うべ き作 業 の簡 単 な リス ト

② 職務 明細 書… …行 な うべ き作 業 を列 挙 した リス ト

③ 職 務 資 格 要 件 … お の お の の職 務 に必要 な特 性

④ そ の他 の 分析 事 項 … 各 職 場 に含 まれ る 機能 相互 間 の 関係 の分 析

各 職 務 に関 す る4種 類 の 資料 に も とつ い て行 な われ た職 務 分 析 に よっ

て、 職務 の モ レ.重 複 な どを な くし、 職 務 の合理 的 な再 編 成 を行 な う
。

3)業 務分 析

主要 業 務 に おけ る単 位 業 務 の種 類 に わ かれ、 単位 業務 にお け る事 務 手 続

の流 れ 、 必 要 な技 能 経 験 、 用 い られ て い る伝票 ・報告 書 な どを 明確 に確 認

す る。 そ の 目的は3つ に ま とめ られ る。

① 事 務 手続 の流 れ の 明確 化

② 必要 な技能 経 験 の 明確 化

③ 伝 票 ・報告 書 の 明確 化

業 務 分析 の ま とめ 方 と して、 伝票.報 告 書 作成 な どの事 務 作 業 に おけ

る、 それ ぞ れ の 情 報処 理 を記 号 で あ らわ した もの が あ る。 これ を事 務 処

理 現 状 分 析図(事 務 の フ ロー チ ャ ー ト)と い う。

こ こで はNOMA式(日 本事 務 能率 協会)を 参 考 に説 明す る
。
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図2事 務 の フ ローチ ャ ー ト記号 《NOMA式)

① 帳票記号

帳 票 等 名 称

② 作業記号

騨
○◎

ll

検 印、 承 認、 検 討

◇

…　動

輪

複 数 の帳 票類

その他の執務

◇

∩

■

③ 電話記号 一
④ 物品記号

物 品

田
物品の流れ

コm二 〉

⑤ その他
●

以下省略の意

↓

帳票の分割

十
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図3給 与 計 算 事 務 フ ロー チ ャー トの 実 例

・ 社 員 各 課 庶 務 課 経 理 課

/ タ イ
ム カ ー ド

残業記録書

、

課長サ イン

」

勤務時間

通 知 書

課長サイン

○

1 月賦等控除

○
扶養手当、基

本給その他

異動通知書

通
知

主

▽ 課長サイン
個 人 別

給 与台帳

○◎
1給 与統計表

(3)

一1金 種 表

一

〔2)▽ 支給明細書

σ

○

課長サイン

⇔ ・長…
,(2)4
『

? ●

(1)と ③

Ψ

1給 与統計表

支給明細書
、

金 種 表 一

1 1

〉
}

∨
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4)帳 票 分析

企 業 内外 の環 境 が複 雑 化 す れ ばす る ほ ど、 企 業 内 にお い て発生 す る情報

は増 大 し、 情 報 の媒 体 と して 使 わ れ る伝票.報 告 書 な どの 帳票 の管 理 が 重

要 に なっ て くる。 この 情 報 の増 大 と とも にふ え て きた 帳票 の管 理 を再 検 討

す るた め に、 帳票 の簡 素 化、 標 準 化 を 目的 と して、 帳票 の処 理 過程 、 組織

上 の経路 、 項 目な どを 明確 に しなけ れ ばな らな い。 この よ うに現 状 の 情 報

処理 シス テ ムで 用い られ て い る帳票 の 簡素 化.標 準化 を 目的 と して、 各帳

票 の処 理過 程 お よ び 関連 を 明確 にす るの が帳票 分析 で あ る。

帳票 分析 を行 な う場 合、 つ ぎの2つ の面 か ら分析 してい く。

① 帳票 の処 理 過 程 の分 析

② 帳票 の記 入項 目につ い て の 分析

帳 票 の処理 過 程 で、 不 明確 な点 が あれ ば、 実 際 の 帳票 処 理 の担 当 者 か

ら助言 を得 て 明確 に す る。 ま た各 帳 票 の 記入 項 目につ い て分 析 す る と き

には、 単 に個 々の帳 票 を見 て もは っ き り しない の で∴ 入 力 と出 力 とい う

関係 を とらえ る。 これ を1/b分 析 とい う。

1/b分 析 をす を こ とに よっ て、 項 目のモ レや重 複 を 発 見 す る と同時

に、 必 要 の ない項 目を発 見 した り、 あ るい は今 後 必要 と考 え られ る項 目

を 発見 す る基 礎 資料 が得 られる 。

5)手 順 分 析

組 織 分析 、 職 務 分 析 、 業 務 分 析 、 帳 票 分析 に よって 得 た 資料 に もと づ き、

事 務 の 細部 手 順 を分析 す る ことに よっ て、 論理 的 処 理 が なさ れ て い る か ど

うか を明確 にす る。

細 部手 順 を記述 す る場 合 、 一 般 に つ ぎの こ とに注 意 しなけ れば な らない。

① た とえ以 前 に制 定 した規 定.手 続 が あ っ て も、 分 析 に あた っ て は現 状

に おい て実 際 に行 な わ れ て い る手順 を記 述 す る こ と。

② 記 述 す る と きの表 現 方法 は 簡単 か つ具 体 的 で あ る こ と。

③ 使 用 す る用 語 は で きるか ぎ り簡 明 な もの と し、 全 社 的統 一 を は か る こ

とo

④ 使 用 す る用語 が あ い ま い な もの は、 明確 に定 義 づ け る こ と。

⑤ な るべ く箇 条 書 きの方 針 を とる こ と。
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⑥ 手 順 の 書 き方、 使 用 す る器 具 、 用 紙 な どに つい て も明確 な規 定 を す る

こ と。

⑦ 流 れ 図 を 利用 す る と きに は、 そ の 書 き方、 用 い る記号 な どを 明確 に し、

全 社 的 統一 を はか る こと。

細 部 手 順 を 明確 に文書 化 す る方法 と して、 ブ ロ ック ダ イア グ ラム に よ

る 方法 が ある。 こ こで はNOMA式 を説 明す る。

○ 基 本 記 号

① 帳 票 記 号

帳 票、 帳簿 、報 告 書類

複数 の場 合

② 事 務処 理 ブ ロ ック記号

プ ロ ツ ク 名

実施部課係名

③ 方向表示記号

息

烏

Ψ

>

6)事 務 量 測 定

個 々 の事 務 作 業 の 所要 時 間 を測 定 し、 ま たそ の繁閑 の程 度 を調 査 す る こ

と に よって、 現在 の 情報 処 理 シス テ ム に おけ る問 題 点 を 明 らか にす るの が

事 務量 測 定 の 目的 で あ る。

事 務 量 測 定 方法 には、 つ ぎの方法 が あ る。

① 見 積 法

個 々の 事 務 作 業 の担 当 者 の報 告 に もとつ いて、 所要 時 間 を見 積 る 方法

で あ るo

② 実 測法

個 々の 事務 作 業 の担 当者 の そ ば で、 ス トップ.ウ オ ッチ な どに よ り
、
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その作業 の所要時間 を測 る方法で あるo

③ 既定時間法

事 務量を測定 しよ うとする裏 移作業を動作要素 に分解 し、事 務作業 に

必要な動作 にたい して、決 めておいた時 間をあてはめ、 その作業 の所要

時間を求 める方法 で ある。
●
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図4プ ロツ ク ダィ ア グラ ムの実 例
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経 理ii果

↓
支 給 事 務
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1設 計推進 段階

1‡ 既要 言文言十

1-1シ ス テ ム推進 母 体 の組 織化

まず新 シス テ ムを 設計 す るに あた っ て、 最 初 に 考 え な けれ ば な らない ことは、

この シス テ ム を実 施 す る た め の推進 母 体 を どの よ うに組織 化 す るか とい う こと

で あ る。 つ ま り、 そ の シス テ ム推進母 体 を形 成 す る各 々 の メ ンバ ー を どの よ う

に結 び つけ 、 相 互 の関 連性 、 一 貫 性、 総合 性 とい うもの を どの よ うな 形 で ま と

めて1つ の シ ス テ ム をつ く り上 げ て い くか、 とい う こ とが 問題 に なっ て くる の

で ある。

一 般 には 次 の3通 りに わ け られ る
0

1)専 門部 課 に よる推 進

専 門部 課 の 専 門担 当者(シ ス テ ム.プ ラ ンナ ー)が 、 調 査分 析 改善 案 の

作 成 か ら、 電 子 計 算組 織 導 入稼 動 ま で の す べ て に つ い て、 関係 者 の協 力 を

得 なが ら中心 的 役 割 を はたす 方 法 で ある 。

○ 長 所

① 専 門 家 の集 ま りで あ るか ら、 意 思 の統 一 が とれ る。

② 短 期 間 で ま とま りが つ く。

○ 短 所

① 現場 の実 務 家 の参 画 が取 り入 れ に くい 。

② 社 内 の抵 抗 、 急激 な変 化 に対 す る反 応 が 起 こ りや す い。

③ シス テム.プ ラ ンナ ーが そ の 企業 に 精 通 す る ことが 困難 であ る。

◆

2)委 員 会 制 度 に よる推 進

通 常 の 職 制 活動 に 籍 を お きなが らシ ス テ ム設 計 の推 進 に参 加 す る 方法 で
、

シ ステ ム.プ ラ ンナ ー は単 に、 メ ンバ ー
、 ア ドバ イザ ー、 事 務 局 と して参

加 す る こ とが 多 い。

○ 長 所

① 各実 務 現場 の意見 が取 り入 れ られ る。

② それ ぞ れ の 現場 の参 画 意 識 が 高 ま る の で、 社 内 の盛 り上 りが得 られ る。
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●

○ 短 所

① 各 員 が全 体 の利益 、 総 合 的 な 目的 を考 え ない で、 部 門 の利 益 代 表 に 終 っ

て しま う。

② 時 間が かか るお そ れが あ る。

③ 委 員長 に強 力 な リーダ ー ・シ ップが要 求 され る。

委 員 会 制度 に よ る推 進 とい うの は、 時 間 的 な要 素、 決 断 力 と い う面 か ら

みて、 必 ず し も 日本 の 企 業 で は成 功 して い ない。

●

3)プ ロジ ェ ク ト・チ ーム に よる 推進

関連 部 門 よ り適 任者 をえ らび、 シス テ ムの専 門家 、 業 務 の精 通 者 が一 団

とな り、 同一 目的 を もつ チ ー ム を編 成 し、 シ ステ ム が完 成 す る まで は、 現

業 か らは なれ て、 シス テ ム の設 計.推 進 に専 従 す る方法 で あ る。

○ 長 所

① きわ め て能 率 的 で あ る。

② 意 思 の統 一 が とれ る。

③ 目標 を見 失 う ことが少 な い。

○ 短 所

① 優 秀 な人 材 を各 部 門 か ら相 当期 間 に わた って 専従 させ るた め に、 各 部 門

か らの抵 抗 が大 きい。

② 特 に 日本 の場 合 、 プ ロジ ェク トチ ー ム制 に慣 れて い な い。

これ ら組 織 の編 成 方 法 は、 それ ぞ れ の 企業 の 体質 、 新 シス テム の性 格 に

あわせ て考 え て い か な くて は な ら ない。

その 場 合 特 に留意 しな くては な ら ない点 は、 トップ マネ ジ メ ン トよ り公

、式 に任 命 し、 社 内 に広 く公示 す べ き こ と、'任務 、 責任 、 行 動範 囲 を明 確 に

して お くこ と、 対 象 業務 の部 門が 常 に 中 心 で あ る こ との 自覚 と認 識 を持 つ

こと等 で あ る。 つ ま り胆 夷 シス テ ム をつ くる場 合、 コ ン ピュ ー タの 企画 室

が つ くって い るので は な くて、 営 業 部 門が 自分 の仕事 と して考 え ると い う

自覚 と認識 を常 に特 たせ て お く必要 が あ る。 この よ うに してい ろ い ろ な シ

ス テム の 内容 の よ り詳 細 な検 討 、 立 案 が行 なわれ て い くので あ る。

そ の場合 の内容 と して は。
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① 基 礎 調 査 の結 果 の再検 討

② 現 場 の よ り詳 細 な分 析

③ 改 善 しな けれ ば な らない 問題 点 の完 全 な る把 握

④ 改 善 す べ き方法 の解 決策(た とえ ば 制度 、 手 続、 組織 、 経 費)

⑤ 新 シ ス テ ム に も り こむ べ き内容 の検 討 、 優 先 順 位 の 設定

な どが あげ られ る。

この よ うな プ ロジ ェク トチ ーム とい う考 え 方 が、 従 来 の 日本 の 企業 の 縦

割b社 会 に どの程 度 定着 して い くか とい うの が、 これ か らの課題 で あ ろ うc

1-2-一 般 的流 れ 図 の作成

基 本 的 に は い ろい ろ な シス テ ム設 計 を行 な うに あた り、 どの よ うな複 雑 な シ

ス テ ム に対 して も、 仕 事 の 流れ を 分析 して お く必 要 が あ る。

この仕 事 の 中に は、 仕 事 の手 順、 仕 事 の手1贋 に よって 処理 され るデ ー タの2

つが あ る。 つAb給 与 計 算 とい う仕 事 に は、 給 与 計 算 を す をた め の手 順(A社

給 与計 算 規則)、 給 与 計 算 され る各 人 の デ ー タ(出 勤 日数、 残 業 時 間、 遅 刻 の

回 数)が あ る。 この よ うに 仕婁 は、 手 順 とデー タか らで きてい るが、 そ の 中 で

デ ー タが どの よ うに処 理 され るか とい う手 続 の 部分 だ けを、 で きるだ け わ か り

や す く書 いた ものが流 れ 図(フ ローチ ャー ト)で あ る6た とえ ば 「風 が吹 け ば

紺 屋 が儲 か る 」の流 れ 図の 実 例 は 図5の よ うvaな る。

この よ うに、 手 順 を最 もわか りやす い 図解 の形 で、 しか も誰 が読 ん で も間違

わ ない よ うに客 観 化 して図 示 して お く、 この 場合 、 流れ 図 の中 には
、 時 間 的 あ

るい は数 量 的 ま た形 成 的 な要 素 が含 まれ る場合 も あ る。

この よ うな流 れ 図 で 分析 して お くと、 誰 が 見 て も流 れ を追 いか け る こ とが で

き、 客 観 化 され る。 ま た トップマ ネ ジ メ ン トや関 連 部 門 の代 表 者 に説 明す る場

合 、 視 覚 に訴 え て 説 明す る こ とで 非 常 に わ か りや+い 。 つ ま り、 これ か ら設 計

して い こ うとす る シ ス テ ムの一 般 的 な流 れ図 とい うもの を作成 し
、 さ らに新 し

い 方 式 と古 い 方式 との シス テ ムに つ いて そ れ ぞ れ を作 成 し
、 い か に改善 の効 果

が上 が るか とい う ことを た や す く比較 す る よ うな 方法 に訴 え る と非 常 に ト
ップ

に説 明 しやす い わ け で あ る。

流姻 とい うのは前鯛 係・ こ拠 時 間的な関係 も表 わす と同時に、数 量 的

な関係を表 わす こともてきる。 これは しば しば仕事 の分析 とか定量的 な関係 で
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図5流 れ図の実例

(始 め)

/
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↓

ほ こ り が た つ

＼/

ほ こ り が 目

に 入 る

＼/

め く ら が

ふ え る

＼/

め くらは 三味

線 を弾 い て
なりわいをする

/

三 味 線 屋

が 繁 盛 す る

6

○
/

猫 が い な く

な る
一

、レ

ネ ズ ミ が

ふ え る

、レ

ネ ズ ミ が お・

け を か じ る

＼/

お け 屋 が

諸 か る

/

(終 り)

しか 使 わ れ ない と考 え が ちで あ るが 、 量 や計数 的 な関係 だけ で は な くて
、 定 性

的 な 流れ を表 わす場 合 に も、 用 い られ る。 た とえ ば、 南米 で 飢 鍾 が起 きた らそ

れ が 国 際 農 業 機構 を ど う動 か して、 そ れ が 日本 の農業 に ど うい う影 響 を及 ぼ す

か、 そ して それ が 日本 の 肥料 産 業 に ど の よ うな影 響 を及 ぼ す か とい う問題 は あ

くま で定 性 的 な と らえ 方 で あ り、 この定 性 的 な流 れ 図 を見 て も、 何 が どの よ う

に刺 激 す るか とい う、 刺 激 す る源 は わ か るが
、 それ に よって 南米 の 農 業 生 産 が

10%落 ちた か ら、 日本 の肥 料 工 業 に対 して 何%の 影響 が あ る とい うよ うな量
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的 な 結 び つ き方 は わか らない。 定 性 的 な流 れ 図 とい うのは、 政 治 の 問題 とか社

会工 学 的 な問 題 を取 り上 げ る場 合 に多 く作 られ る。

一 般 に
、 企 業 、 団体 、 役所 な どで考 え られ る普 通 の シス テ ムの場 合 に は、 前

の 計算 で で て きた数値 を もって きて、 そ れ を どの よ うに して 次 に もっ て い くか

とい う定 量 的 な流 れ 図 で あ る。普 通 の場 合 は、 この 流 れ図 の 中 には 全 て計 数 的

な記号 とか要 素(給 与計 算 のや り方 とか、 販 売方 式 とか 、技 術 計 算 な ど)が 含

まれ て こな け れ ば な らな い。

こ こで い う一 般 的 流 れ 図 は、 む しろ 全体 の流 れ を とらえ る の で、 定 量 的 とい

うよ りは 、 や や定性 的 な流 れ 図 に な る。 つ ま り、 仕事 の プ ロセス の関 連 が ど う

い うつ な が りにな っ て い るか、 とい うこ とを トップに わか らせ る た めの マ ク ロ

的 な表 わ し方 で あ るか ら、定 量 的 とい うほ ど とまか くな くて、 定 性 的 な もの に

な るの で あ ろ う。

フ ロー チ ャー ド(流 れ 図)の 種 類 には(1)コ ン ピュ ー タに どの よ うな プ ロ セス

で仕 事 を させ る か を図示 した プロセス ・フローチャー ト、(2)各 プ ロセ ス ご とに コ

ン ピュ ー タの 内部 で、 どの よ うな方法 に よっ て処 理 を行 な うか を図示 した ゼ ネ

ラル ・フローチャー ト、(3)プ ログ ラ ミング に使 われ るディテー ル ・フ ローチ ャー ト

が ある 。

プ ロセ ス.プ ロ÷「チ ャー ト、 ゼネ ラル.フ ローチ ャー ト .デ ィテ ー ル.フ ロ

ーチ ャ ー トの例(こ れ は
、商 品 コー ド、 売 上数 量 、 商 品 単 価 が パ ンチ され て い

る カー ドファ イル を入 力 す る こ とに よ り、 商 品 別 の売 上 げ を計 算 す る流れ 図 で

ある。)

図6プ ロセ ス ・フ ローチ

ャ ー ト

「『カ/
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印
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＼
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番 号 記 号 意 味

1 処 理(proceSめ

あらゆる郁頓の処理機能を表わす。.

[

2 判 断(d㏄isi。n)

い くつかの 択・一的 ぴ路の う1ち,ど の径路を とらせるか を決め る判 断.ま たは スイ

プチ式の操 作を表 わす。

3 W{1∬||(preparntlnn)

スイ ッチの設 定,指 標 レジスタの 変更,ル ーチンの初期 値の設定 な ど.プ ログラ

ム自身 を変 える ための 命令,ま た は命令群を修飾 す る機能 を表わ す。

4 定義済み処理(prede6nedprocess)

サブルーチンなど,別 の場所で定義されている命令び,ま たは いくつかの操作か

らなる命名された処理過日を表わす。

「

5 手 作 業(mm川n|operation)

機械的な手段を用いない手作業によるオフラインの処理過程を表わす。

6 捕|1堀池:(auxi|i``ry。peration)

中火処 理掲1∵(でり'[按に制御 され てい ない数「i'∫に よ.ジ ⊂行 な うオフライ ン操作 を表

わす。

7 組 ・合 せ(merg∋

記録 の二つ以上 の集 合を一.'つの患rrに 組み合わせ る ことを2ξわす。

8 抜 出 し(Cxlrac【)

いくつかの記録からなる一つの集合のなかから,特 定のいくつかの集合を取 り分

けることを五わす。

9 照 合(c《,,1《4【L■)

組み合わせたり抜き出したりしながら,記 録の二つ以上の集合から二つ以上の集

合を作 り出すことを表わす。

.

10 分 類(so風)

集合中の記録をある定められた順序に並べかえることを表わす。

.

11 手操作入力(manualinput)

オンラインけん盤,ス イ7チ,押 しボタンなどを手で操作 して,処 理中に情報を

入れる入力機能を表わす。
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番 号 記 号 意 味
.

12

・

'

.

入 出 力(inp叫output)

情報を処理可能にする入力域能,ま た1よ処理済みのII`i川在記録する出力機能を表
・

わす。

13 オ ンライ ン記1:ほ(Ull|i`1cSLor"ge)

磁 気テ ープ,磁 気 ドラ ム,磁 気デ ィスクな ど.あ らWる ψ煩の オ ンライ ン記憶 を

利川 す る入 出力機能 を表わ す。

41

.

＼
オフ ライ ン誼己t己(ominestoraL・e)

情 報を任意 のオ フライ ンの記録媒体 に記憶 する1衷能 を去わす。

51

.

田 頚(d・ 川 ▲mc01↓)

山焼を媒 体とす る入 川 力機f彪.を表 わす 。
一

、一 一/、一

.

16 紙 カー ド(pvnehedcard)

紙 カー ド(マ ー クセ ンスカ ー ド,パ ーシ ャル カー ド.ス タブカ ー ド,マ ーク スキ

ャンヵパ どを舗)郷 とする人助 機峻 は

17 カー ドの組(rleckofCtr{lt)

紙 カー ドの 集 まりを表わす。

18 カー ドの フ ァイル(fileofcards)

派 分.一ド上 の関連;も る記繰 の集 まりを表わす。

19 紙 テープ(punchecltnpe)

紙 テープを媒体 とす る入 出力機能 を表わす。

20

Q
磁気 テープ(rnagnctictnpe)

磁気 テープを媒 体 とす る入出力機能 を表わす。

21 磁気 ドラム(mngneticdrum)

磁気Sヲ ムを媒体とする入出力機能t表 わすg

22 磁 気デ ィXク(mAgnetlCdisk)

磁 気デ4ス クを媒体 とする入出 力機能を表 わす。

[コ
磁 心(c了,re)

磁心肴媒体とする入川力機能を表わす。

一177ー

ノ



.

番 号 記 号 意 味

42.

ノ

表 示(di叩1ry)

処理rl・に,ナ ンライン表示燈,映 像表示装置,操 作卓の印字機.作 図機などを通

じて,肪 慣を人聞が利用できるよ5に 表示する入出力機能を表わす。

お

..1

「
.

流 れ 線(nowline)

記号を結びつける1茂能を表わす。

.

.

26 並行処理(1坦raMm・de)

二つ以上の同時操作の始 まワ,ま たは終 りを表わす(左 図に畳よ流れ線は示 してな

い)。

.

27

.

通{寳(COlnl1)U1)icatiunli1)k)

.

情報を通口線で伝達する機能を表わす。

28

・

結 合 子(connect。r)

流れ図 のほか の場所へ の出∫Lあ るいは ほかの場所 か らの 入rlを 表わ す。
層

-

29

う

端 子(termi1)a},interrUPt)

開 始.終 了,停 止,遅 延,中 断 など,流 れ図 の端子 を表 わす。(

30 一

ー 一 一

注 釈(comment.ann。tation)

明 りょうにす るために,説 明 または注意 を加 える機能 を表 わす。
「

●

,

,
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1-3必 要 な作 成 報 告書 の検 討 と決定

コン ピ ュー タの役 目に は・　大 量 の事 務 処理 〃 とい うのが ある
。 これ は 領 収 書 と

か 請 求書 の作 成 とい うこ とで事務 そ の ものが 生 産 で あ る とい う よ うな場 合 、 コ

ン ピュー タは 印刷機 の よ うに大 量 の書 類 をつ くって い く。 コン ピ ュー タを"印

刷 す る機 械 〃 で あ る とい う よ うな使 い 方 に対 して は批 判 が あるが 、 コン ピ ュー

タの もつ 目的 は ・大 量 の事 務 処理 、 高 度 の 計 数 的 な数 理 計 画 、 経 営 科 学 を

駆 使 して長 期計 画 をつ くる こ と等 い くつ か の段 階 に分 け られ るわ け で、 大 量 の

事 務 処 理 をす る場 合 には 、 コ ン ピ ュー タは プ リン ター的 に使 わ れ て いい し、そ

れ が 最 も経 済 的 な使 わ れ方 で あ る。 た とえ ば磁 気 テ ー プや カー ドに収 め られ た

ア 一 夕の フ ァイル を コ ン ピュー タ で処理 して宛 名 をつ くっ た リ プ リン トす る場

合 、 人 手 で 台帳 か ら転記 す る の と比較 して み る とは るか に前 者 の方 が 時 間 的 に

も経 済 的 に も効 率 的 で あ る。 最 近 で は、 コン ピ ュー タを使 って 百科 辞 典 を作 る

とい う ような方 法 も考 え られ てい る。 つ ま り、 コ ン ピ ュー タ に 自動 的 に編 集 さ

せ る とい う機 能 を もたせ る。30行 打 っ た ら次 へ 、 また30行 打 った ら次 へ 、

とい う よ うに行 な うわ け で あ るが、 これ を人 間 が組 版 す る と非常 に手 間 が かN

る。 この よ うな こ とを 考 え 合 せ る と、 ます ま す コ ン ピ ュー タが持 つ プ リン タ

ー的 な性 格 とか要 素 は 重 要性 を を増 し くるの で あ る
。

そ こで考 え な くては な ら ない こ とは 、 そ れ らの コン ピ ュー タで 打 ち 出 され て

くる報 告書 は 、 それ ぞ れ経 営 レベ ル に応 じて作 られ なけ れば な ら ない とい うこ

とで あ るo

た とえ ば、 在 庫 管理 の場 合 を考 え て み る と、 在 庫 管理 とい うのは一 定 の基 準

で考 え られ た 限 界保 有 量 を、一 定 の期 間 保 持 す る こ とが目 的 で あ って 、そ の場

合 全 品 目を プ リン トア ウ トす る必 要 は ない の で ある。 場合 に よっそ は 、年 に1

度 ぐ らい しか 蔵 出 しの行 なわ れ ない 品 目も ある は ず で、そ の よ うな品 目を毎 日、

毎 週 リス トを 出 した とこ ろで意 味 は ない。 こ の よ う な 場 合 、 む しろ足 りな

くな った 品物 、 あ るい は あ り余 って い る品物 に つい て だ け ウ ォー ニ ン グ リス ト

(警 告 リス ト)を 出す だ け で よい の で あ る。

ま た人 事 管 理 の場 合 に お い て も、 ある一 定 の 人 事 管理 の た め の基 準 を越 え る

よ うな入 だ け を リス トア ップす るだ け で事 が 足 り るか も しれ ない。 全 従 業

員 を打 ち出 す 必要 は な い の で あ る。 この よ うな意 味 で作 成 報告 書 の 内容 の検 討
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とか決 定 の場 合 に 、一 体 そ の報 告 書 は誰 が 見 るの か 、 また何 の ため に、 い つ 必

要 か とい うこ とが重 要 に な って くる の で あ る。

そ こで 作 成報 告 書 の留 意点 と して 、

1)管 理上 の 区分 、 項 目等 を充 分 検 討 す る こ と。

2)従 来 の作 成 報 告 書 の 存廃 を き め る こ と。

3)作 成 報告 書 の 内容 の統 合 化 を はか る こ と。

4)作 成 報告 書 の経 営 レベ ル を きめ る こ と。

5)表 現 方法 、表 示 方法 を よ く検 討 す る こ と。 、

6)報 告書 の 内容 は 現場 実 務 者 に は よ く理 解 され な けれ ば な らない 。

な どが あげ られ る。

1-4機 械 化 費 用 の見 積 り と効 果 の測 定

これ は シス テ ム設 計 の 段 階 で も特 に見 落 され や す い問 題 で 、 やは り あ る締 め

く くりにお い て は、 経 済 性 とい う もの 、　ミニ マ ックス㌘ つ ま り最 小 の 経 費 と最

大 の 効 果 とい う こ とを 目途 に考 え な くては な ら ない。 そ こで 問題 に な っ て くる

の は 、機 械 化 した場 合 の発 生 効 果 の評 価 を ど うす るか 、.と い う こ とで あ る。 こ

れ は、 正 確 に機 械 化 され るべ き仕 事 か ら、 人 員 の 節減 数 、 被代 替 機 械 の節 約 、

そ の他 金 額換 算 可 能 な効果 の み を正 確 に事 前 に 把握 す べ き こ とで あ る。 この正

確 な金 額 を も って予 測 し得 る利 益 を 、 タン ジ ブル.プ ロフ ィ ッ トとい う。要 す

る に、 投 下 した 資本 と投 下 した経 費 に よる効果(金 額 に換 算 可 能 な効 果)だ け

で 、 プ ラス.マ イナ ス を考 え るべ きで あ る。 これ は非 常 に困難 な こ とで あ るが 、

と もす る と情 報 処 理 の 場合 は 、 あい ま い な表現 、 中途 は ん ぱ な手 続 きで終 って

しま うの で、 この点 を特 に注 意 した い。

機 械 化 の 期待 効 果 は 、 作成 資料 を判 断 す る経 営 者 管 理 部 門 の 責任 者 に よって

作 り出 され る もので あ るか ら、 コン ピ ュー タ部 門 の責 任 者 は 、 あ ま り事 前 に吹

聴 しては い け ない。 む しろそ うす る こ とに よ,って コ ン ピ ュー タ部 門 の信 頼 度 は

ます ます 上 が って くるの で あ る。

機 械 化 コス トの事 前 把 握 と、機 械 化 効 果 の事 前把 握 とは 、 シス テ ム設 計 の し

め く くりで ある。 往 々に して この こ とが充 分 に 分 折 され ない まSに 、機 械 化 に

遭 逢 して しま う怒 れ が あ るの で 、 この点 も注 意 しなけれ ば な ら ない 。

最 後 に重 要 な こ とは 、 実 際 に機 械 化 して か ら、 実 際 コス トと実 際効 果 と比 較
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対 比 して、 予測 と実 際 とを一 致 させ てい く よ うな努 力 を、 常 に払 わ なけれ ば な

らな い とい うこ とで ある。

こSで 機 械 コス トの見 積 りの フ ァク ター を上 げ てk・こ う。

'

oデ ー タ 量

o出 力 量

o処 理 方 式

o計 算 内 容

,Oコ ン ピ ュ ー

タの演算能 力

電子計算組織

の処理時間
⇒ 機 械 化 コ ス ト

の 見 積 り

■

●

1…5移 行 計画 の立 案 ・検 討

移行 とは 旧 シス テ ムか ら新 シ ス テ ムへ移 る こ とで あ るが 、 これ に は、 移行

の 日程 計 画 をた て 、 これ に従 っ て フ ァイ ル作 成 の準 備 、業 務実 施 要 領 の作成 、

物 品 の調 達 、 業務 指 導 な どの移行 に必要 な準備 が 含 まれ る。 こ こでは そ れ ら

の 移行 の形 態 に つい て述 べ る。

移行 に は次 の三 つの 形 態 が・あ る。

① 手 作 業(会 計 機 も含 む)→ 電子 計算 化

②PCDP(穿 孔 カ ー ド機 械 方 式)→ 電子 計 算 化

③ 電 子 計 算 組織 → よ り高 度 の 電子 計 算 化

① 及 び② の形 態 、 つ ま りい ま まで手 で計 算 して い た もの を コ ン ピ ュー タに

の せ る とか 、PCDP(PCS)の もの を コン ピ ュー タに のせ る とい っ た場

合 に は 、手 作 業 の ス ピー ドあ るい はPCD?の 穿 孔 カー ド方 式 の ス ピー ドと、

、コ ン ピ ュー タの ス ピー ドの差 に、 非 常 に大 き なギ ャ ップが あ るの で、 並行 的

な 作業 を して い て も、 そ の処 理 の時 間 の タイ ミン グの差 で移 行 を容 易 に行 な

うこ とが で き るo

しか し③ の型 体 の電 子 計 算 組 織 か らさ らに高 度 の コン ピ ュー タシ ス テ ムに

.移 る場 合 は 、 他 の二 つ の形 態 よ り も容 易 にみ え るが 、 これ が一 番 困難 なの で

あ る。 とい う のは 、 前 の 二 者 より も移行 時 に非 常 に大 きな危 険 が伴 う。 も う
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一 つ は、 い わ ゆ る設 備 投 資の 面 で も、 コン ピ ュー タ を2台 同 時 に置 い て、 漸

次、 切 りか え て い か な くては な らな い とい う経 済 的 な負 担 が あ る。 この 経済

的 負 担 とい うの は 、 コン ピ ュー タの値 段 だけ の 問題 で な く、 ス ペ ー ス の問題 、

人 の 問題 も含 ま れ て くるの で あ る。

この よ うに移 行 の 問 題 は 、そ れ ぞ れ の 形態 に応 じて慎 重 に考 え な くて は な

らない。

1-6最 終Q調 整 と確 認

この段 階 で は、 まず これ ま で の機 械 化 シス テ ムに つい て のい ろい ろ な 資料

を ドキ ュ メン トして お か な くて は な らな いo

一 目 的 一

① 経 営 者 に説 明 す るた め

② 各 部 門 の 関係 者 の理 解 の よ り所 とす るた め

③ 各部 門 の担 当者 の諒 解 事項 とす るた め

④ 機 械 化 推 進 の原 典 とな るた め(プ ログ ラ マ ¢)よ り所 とな る)

⑤ シス テ ム設 計 の 詳 細 記録 と して保 管 す るた め

⑥ 後 継 者 の教 育 用 とす るた め

この よ うに シ ス テ ムの概 要 を ドキ ュメ ン ト して お い て、最 終 的 に は 関連 部

門 との確 認 を行 ない 、 公 的 な 会 社 の 承 認 を取 りつ けて お く必 要 が あ る。 こ

れ をお ろそ か にす る と、実 施 の 段 階 に お い て 、各 部 門か らの い ろい ろな抵 抗

を受 け る こ とに もな る。

一内 容 一

① 前途 の機 械 化 シ ステ ム資 料 に基 づ く最 終 確 認

② 必要 な らば一 部 の手 直 し

③ 関連 部 門責 任 者 に対 す る説 明会

④ 会社 と しての 承 認(ト ップ マネ ジ メ ン トの決 裁)

2.詳 細 設 計

現 状 調査 、 分 折 お よ び概 要 設 計 が終 る と、詳 細 設 計 には い る。 詳 細 設計 とは、

概要 設 計 で 明確 に さ れ た構 想 を具体 化 して 、 プ ログ ラ ミン グが で きる よ うにす
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る と ともに、 残置 す る手 作 業 につ い て も具 体 的 な処 理 方 法 を設 計 し、 対 象業 務

全体 が 円滑 に機械 化 で きる よ うにす る こ とで あ る。 したが って 、そ の 内容 につ

い ては 抽象 的表 現 を避 け 、詳 細 か つ 具体 的 で な けれ ば な らない 。

2-1コ ー ド設計

コー ドとは 、　もの"あ るい は"こ とが ら"を あ らわ す符 号 や 記 号 の こ とをい

う。 われ か れ が 日常 使 っ てい る言 葉 を コン ピュー タに直接 理 解 させ る こ とは で

き ない。 そ こで 、情 報 処 理 の ため に 必要 な分類 項 目 な どの重 要 な項 目を コ ー ド

化 し、 コン ピ ュー タが 容 易 に理 解 で き る ようにす る こ とが 必要 に なっ て くるの

で あ る。 それ 故 、 コー ド設計 の 良 し悪 しは 、情 報 処理 の機 械化 の成 否 に大 きな

影 響 を もた らす の で あ る。

次 に コー ド体 系 の条 件 を考 え て み よ う。

経 営 にお い て 、各 業 務 は 何 らか の 関係 を持 って い る。 した が っ て、 コー ドも複

数 の 業務 に関連 を もつ こ と とな り、 コー ド体 系 は複 数 の業務 に 対 して共 通 に適

用 し うる よ うに 統一 性 を も ってい な けれ ば な らない 。 ま た コー ドの ケ タ数 が長

い と、記 入 ミス、 パ ンチ ミス な ど誤 りが 生 じやす くなる 。そ れ 故 、 コー ドの ケ

タ数 は、 なる べ く短 く簡 潔 で なけ れ ば な らない。 そ れ か ら事 業 の拡 張 や新 商 品

の 開発 な どの理 由 に よ り、 コー ドをす べ て変 更 して い たの では 混乱 す るば か り

で ある。 そ こで コー ドと コー ドの間 に空 き番号 を も うけ る な ど して コー ドに変

更可 能性 を もた せ る こ とが必 要 で あ る。 ま た、 コー ドは、 各 々、そ れ に よって

表現 さ れ てい る もの に確 実 に対 応 してい か なけれ ば な らない 。 た とえ ば、1つ

の商 品 に は1つ の コー ド しか つ け て は な ら ない。 これ を識 別 可 能 性 とい う。 ま

た、 情報 処 理 の 目的 の た め には 、個 々の も のが識 別 可能 で あ るば か りで な く、

同 じ性 質 を持 った一群 の もの か 他 の ものか 識別 で きる よ うな コー ドをつ け る こ

とが必 要 で あ る。 最 後 に 、現 在 使 わ れ てい る コ ン ピ ュー タは 、漢 字 や 特殊 な記

号 を解 読 す るた め の入 力装 置 を もって い な いの が普 通 で あ る。そ れ 故 、数 字 や

英字 の よ うに コ ン ピ ュー タの機 械 的 な制 約 に適 合 した コー ドを使 用 す る こ とが

大 切 で あ る。

以 上 を ま とめ る と、

① 統 一 性

② 簡潔 惟
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③ 変 更 可 能 性

④ 識別 可 能 性

⑤ 機 械 に対 す る適 合性

と なるo

それ では 次 に コー ドの種 類 を見 てみ よ う。

(1)川 買春(連 番)コ ー ド(SequenceCode)

これ は 、与 え られ た項 目を一 定 の基 準 で 配 列 し、 これ に1か ら連 続 番 号 を

つ け てい くもの で あ る。

た とえ ば 、

01北

02青

03秋

04山

05岩

06・ 宮

07福

海 道

森

田

形

手

城

島

これ は、 簡 単 で 明解 で あ るが 、分 類機 能 が な く、 変 更 可能 性 が ないの で 、項

目数 が比 較 的 少 な く、 項 目の 内容 が 長 期 間 に わ た って 不 変 で ある こ とが予 想

され る と きに有効 で あ る。

(2).区 分 コ ー ド(BlockCode)

これ は 、 順 番 コー ドに分 類 機 能 を もたせ た 方 式 で、正 順 に 並ぶ 数値 を い く

つ か の ブ ロ ックに 分 け 、各 ブ ロ ック に よ り項 目の分 類 区 分 を示 す 。

た とえ ば 、

01～29農 林 水 産

30～59鉱 業

60～89食 料 品

この方 式 は 、少 ない 桁数 で多 くの グ ル ー プ を表 わ す こ とが で き、後 で追 加

が 生 じる お それ の あ る場 合 には 、 グル ー プご と に空 き番 号 を も うけ る と とに

よって 、一 定 の制 限 内 では あ るが追 加 可 能 で あ る。

一184一
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(3)桁 別 コ ー ド(GroupClassificationCode)

コ ー ドの 各 桁 に そ れ ぞ れ 分 類 上 の 意 味 を 持 た せ
、 順 次 連 続 番 号 を ふ っ て い く 。

た と え ば 、

系

律

治

済

営

科文

法

政

経

経

0

1

2

3

4

0

1

1

2
一

ワ
匂

1

1

1

1

1

系

学

理

械

学

科理

化

物

機

薬

0

1

2

3

4
▲

0

1

1

2

3,

2

2

2

2

9
一

これ は 、各 桁 が分 類 上 の グ ル ー プを示 す の で わか りやす く、機 械 処 理 に非

常 に適 してい るが 、 一 般 に 桁数 が 多 くな る。

(4)10進 コー ド(DecimalCode)

これ は 、 図書 の分 類 に使 われ 、桁 別 コー ドの各 分類 を あ らわ す た めに 、10

進法 の数 字 を用 い る。

o、 一 般 事 項

1、 哲 学

2、 社 会 科 学

3、 自 然 科 学

3、1数 学

3、,2天 文 学

3、3物 理 学

10進 コー ドは 、 い くらで も細分 化 で きる の で変 更 可能 で あ るが 、桁 数 が

不 安 定 で あ る とい う欠 点 が あ る。

(5)表 意 コー ド(MnemonicCode)

これ は 、 記 憶 に役 立 つ もの を 、 コー ドの構 成 部分 とす る。 コー ドは 、数 字

や 文 字 の 組 合 せ に な る こ とが 多 い。

た とえ ば

製 品

TV

TV

TV

サ イ ズ 型

09A… テ レ ビ 、9イ ン チ 、A型

12A… … 〃12〃 〃

14B・ … 〃14〃B型

一185一



TV16Cテ レ ビ、16イ ンチC型

TVlgC〃19〃 〃

表 意 コー ドは 、対 象項 目が 多 くな る とい う欠 点はあるが・識別 が容 易 で あ る。

2-2ア ウ トプ ット設 計

ア ウ トプ ッ トの設 計 とは 、 出力 装 置 か ら どの よ うな様 式 で情 報 を 出 力 させ る

か を決 め る こ とで あ る。 それ には まず 、経 営者 や管 理 者 が 、 どの よ うな報 告 書

を求 めて い るか を知 る こ とが必 要 で あ る。 そ れ に は、 必要 な情 報 を必要 な時 に、

見 や す い 形 で 印刷 しな けれ ば な らな い。

そ れ では 、 こ こで、 代 表 的 な 出 力装 置 で あ る ラ イン プ リン タ の 場 合 に つ い

て の ア ウ トプ ッ ト設 計 を考 え て み よ う。

ω ライ ン プ リン タの機 能概 要

,

⑨

項 目 機 能
　

印 刷 桁 数 100、120、132、144桁 な ど

'活 字 の 種 類
英 字 、 数 字 、 カ ナ 文 字 、 特 殊 記 号

1桁 の 幅 1/10イ ン チ

行 間 1/6ま た は1/8イ ン チ

用 紙 の 最 大 幅 雛 に ・ 。て 異 な るが 最 大 ・81イ ・チ 程度

用 紙 の 最 大 長 〃"22イ ン チ 程 度

働

①

②

③

④

以 上 の ハ ー ド的 な制 約 を考 慮 に入 れ な が ら、 ス ペ イ シ ング

れ る用 紙 に 出力 様 式 を設計 する の で ある が 、設 計上 の留 意 点 と して は 、

① 帳 票 は 、見 や す い こ と、 使 い やす い こ とが最 も重 要 で あ る。

-186一

ラ イ ン プ リ ン タ に よ るア ウ トプ ッ ト設計

ラ イ ン プ リ ン タ の 用 紙 を連 続 用 紙 とい い 、上 か ら下 へ と印 刷す る。

ラ イ ン プ リ ン タ で 印 刷 で き る文 字 の種 類 は 、機械 によって限 られて い る。

ラ イ ン プ リ ン タ は 、1行 に印 刷 で きる桁 数 が限 られ てい る。

行 間は 次の ように とる こ とが で き る。

.チ ャー トと よば

◎



oシ ン グ ル ス ペ ー ス Oダ ブ ル ス ペ ー ス oト リ プ ル ス ペ ー ス

●

碍

数 量

× × × ×

× × × ×

× × × ×

× × × ×

× × × ×

金 額

× × × × × ×

× × × × × ×

× × × × × ×

× × × ×X×

× × × × × ×

数 量

X× × ×

X× × ×

× × × ×

金 額

× × × × × ×

× × × × × ×

× × × × × ×

数 量

× × × ×

× × × ×

金 額

× × × ×・× ×

× × × × × ×

そ の た め には 、項 目の 配置 や 区 分 け に注 意 しなけれ ば な らな い。

② ス ペ イシ ング.チ ャー トに印 刷 す る場 合 、 コンマ、 ピ リオ ド、 マ イ ナ

スの表 示方 法 や 、 カナ文 字 デ ー タ の扱 い に も注意 じな けれ ば な ら ない 。

③ 印字 時 間 の短 縮 、 帳票 の大 きさ に も注意 しな けれ ば な らない 。

④ 帳票 の フ ォー マ ッ トを印刷 してそ れ に印 字 す る場 合 は 、そ の帳 票 の 性格

を よ く考 え なけれ ば な らない。

表1納 品 書 の 例

㊤

●,
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2.-3イ ン プ ット設計

イ ン プ ッ ト設 計 とは 、 コン ピ ュー タに デ ー タ を入 力 す るた めの媒 体(原 票 、

カー ドな ど)の 様 式 を設計 す る こ とで あ る。

こ こで は 、原 票 に もとづ き カー ドに パ ンチ し、 パ ンチ され た カー ドを コン ピ

ュー タに入 力す る場 合 を考 え、 原 票 の 設計 と カー ドの設計 を考 え て み よ う。

(1)原 票 の設 計

原 票 を設 計 す る場 合 に考 慮 しなけ れ ば な らな い点 は 、原 票 で発 生 した デ

ー タ ミスが 、論 理 的 にチ ェ ック し うる ミス を 除い て、 そ の ま ま出 力 され て し

ま うの で 、原 票 で の デー タ ミスは許 され ない とい う こ とで あ る。記 入 ・転 記

の 際 に発 生 す る エ ラーは 、す べて の エ ラ ーの90%を しめ てい る とい わ れ 、

この記 入'転 記 ミス を な くす ため に記 入 項 目、転 記 項 目の配 列 を考 慮 す る必

要 が あ る。

そ の た め に 、各 記 入'転 記 をす る項 目の部 分 を 、太 線 で 囲ん だ り、 ケ タの

区 切 り を あ らわ す た め に、点 線 を使 った りす る。

●

●

記 入 担 当 部 門 で か な らず 必要 な コー ドは 、 あ らか じめ原 票 上 に 印刷 して お

くこ と も有 効 で あ る。 しか し原票 が 良 く設 計 され て い て も、 ど う して も間違

い が 生 じが ちで あ る。 そ こで記 入 、転 記 担当 者 を集 め 、原 始 デー タの ミス は 、

最 後 ま で ひ び くこ とを よ く理 解 させ 、 記入 方 法 の講 習 を す るの も1つ の手 段

で あ るo

つ ぎに 、 この 原 票 に も とづ き、 パ ン チ ャー の手 で デ ー タが カー ドに 穿孔 さ

れ る。 そ の た め 、 パ ン チ ャー に とって 読 み や す く、 パ ンチ しやす い 原 票 で な

け れ ば な ら ない。 左 か ら右 へ 、上 か ら下 へ読 ん でい け る よ うに 、項 目が 配 列

一188一
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■

(良 い 例)

1 2 3

4 5 6

(悪 い 例)

4 1 5

6 3 2

ま た パ ン チす る項 目を太 線 で 囲 ん だ り、点 数 をつ か って ケ タ の区 切 りを明

確 に し、 コ ラム数 を入 れ て パ ン チ しや す い よ うにす る。

社員番号

原 票 設計 で重 要 な こ とは 、原 票 に デ ー タ と して必要 な項 目が 網 羅 され て い

る こ とで あ る。 そ の場 合 、 出 力項 目か ら逆 に入 力項 目を あ らい 出 す こ とに よ

・つて、 デ ー タ と して必 要 な項 目が 網羅 されている原票 を作 成 す る こ とが で きる。

表2個 人別基本フ ァイル作成書設計例

皐 月

ロスロ モ

箋 　 　

目'川‖

支 店 コ 〉一 見 所 名141511ア31y-0

一
、.芸

園
幽

.国
国

■入目..
〈欲 目, 大番ra当看 草生担 当

氏 名 カ ナ 文 字

箪ヨ

ξ

㌣ 三,

銀 行 コ ー ド 幽 胴 ・

月 月 〆

着 こ' 給 族望手当D 務 カ　 手 当

基 本 給 発令年月日
.⊃

難 詰 ・定 題二
分 支給開始年月日

515263.6465℃61 7L 1] 口80211 IIll ]] 山llii3Slg
4ロ] 1岬51 !``幻 「rl

ll
I

畔oi

i
1いi
}`「;

1い‥!iiii liii
Il1^I

l白 川 μ i川il ii lllI!1
1日
`↓1

、肥 離 票。洛 支店。分散す、全‖磯貝。給与計灘 。基本・。・・を作成・・ため・最初・糎 ・一部斑 ・・ 挙'
2.ウ ラ罫で囲ん鰯 分勅 一 ドにパ ンチされるf線 であり,1～80の 数字はカー ドのカラム番髄 赫 ・(実 際助 一ド01は70桁 まで,02は76桁

まで使用)

3.氏 名はカナ文字で投入されるので 「 」で囲む・
e

－189一



② カー ドの 設計

入 力 項 目の配 列 は 、通 常 、左か ら右へ重要 な項 目順に な らべ る。 この順 序 は 、

原 票 上 に お け る項 目 の配 列 順 序 に対応 してい る こ とが 必要 で あ る。 ま た原 票

の 種類 が 多 けれ ば 、 カー ドの種 類 も多 くな り、 同一 業務 に何 種 類 もの カー ド

が使 わ れ る場 合 、 そ れ らの カー ドを区別 す る た め に、 カー ドの種 類 を あ らわ

す"コ ー ド"が 必 要 で あ る。 この カー ドの種 類 を区 別 す るた めの コー ドを、

　カー ド.コ ー ド"と い い 、 コン ピ ュー タは 、 カー ド.コ ー ドに より、 この カ

ー ドが どの入 力 デ ー タで あ るか を判 断 す る。

コ ン ピュー タに よる情報 処 理 で は、 デー タの分 類 や 集 計 が行 なわ れ る。 こ

の 分類 や 集計 の た め に必要 な手 が か り となる コー ドを、 、、キー.コ ー ド"と

い う。 この キー.コ ー ドは 、何 を 出 力す るか に よって決 ま って くるo

カー ド設計 で注 意 す べ きこ とは 、 カー ド1枚 に80欄 しか ない とい う～二と

で あ る。 これ以 上 に な る と、何 故 か の カー ドにわ た る こ とに な り、好 ま し く

ない 。 そ のた め 、各 入 力 は、1枚 の カー ドにお さ ま る よ うに入 力項 目数 、 お

よび各 項 目の ケ タ数 を調 整 す る必要 が あ る。 また1項 目の ケ タ数 は 、そ の 項

目が必 要 とす る と予 想 され る最 大 ケ タ数 を とっ てお くこ とが大 切 で ある。

表5カ ー ドの 設 計 例

`734■ ●,● ●の""u"穆 鯵1)日 ■ 鴻 烈 力 泊 パ 菖 鴻 万 刀 刃x別 宴 ハ 翼 酒 為

/
00000HOOOOOOOOOOO圓000000000000000"000000000009000■000000000000000000000000000

111111口111日"1U1111"11111111111111日1}1日11日111"日1日 目1`1111111n‖"11111

o錫"qo鮪 罰口口"鯖 江5"■ ■■

カ1
!販 売店

1・ 一 ド

月分

布 ・

区 原 票

番 号
部 品 番 号 受注数 出荷数 前月販売数

2222222222222222222222222222222222

3333333333333333333333333333333333

121`5`.■ 葬 」12η η4為 蒼2ハ 為 酋 η

444444444444444444444444444444444444444444444444444444444444444444444`4444444444

55555555555555555555555555555555555555`55555555555555555555555555555555555555555

6666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666μ ξ 嘔66`

η""7η7η ハ17"7H7η"n)η τ117unn111n"η,7"nH)n7」)H)Hηn1η7nH

68888888部 品 受 注 カ ー ド68688回8888186888963868188888888868888668868686868

99999999999999999999999999999999999999999999⑨999999999999999⑨99999999999⑨99勺9999
〉 、"⇔
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2--4フ ァイル設 計

フ ァイル とは記 録 の 集 ま りの こ とで、 あ る 目的 に沿 って組 織 的 に集 め られ た

情 報 をい う。 コン ピ ュー タ.シ ス テ ムに おい て は、補 助 記 憶 装置 の記 憶 情報 を

さ す場 合 が 多 い。 、

具 体 的 に フ デイル とは どん な もの で あ るか 、製 品在 庫 台帳 を例 に とって み る

と、月 日、入 庫 数量 、 出 庫数 量 、在 庫数 量 な どを項 目 とい う。そ して こ の項 目

が集 った もの を レ コー ドとい い 、 レ コー ドが集 ま った もの を ブ ロ ック とい う0

1ブ ロ ックの情 報 は 丁 度 台 張 の1頁 に相 当 す る。 そ して この ブ ロ ックが い くつ

か集 ま って 、1つ の フ ァイル に なる わ け で ある。

それ で は 、 この フ ァイ ル に どの よ うな レ コー ドの編 成 が な さ れ てい るか 見 て

み よ う。

(フ ァイル の形 態)

ω 順 次 編成 フ ァイル(シ ー ケ ンシ ャル フ ァイル)

フ ァイル 中の 記録 の 見 出 しとな る項 目(キ ー項 目)が 、正 しい 順 序 に従 っ

て収録 さ れ てい る フ ァイル を、 シー ケ ン シ ャル フ ァイ ル とい う。 この 方式 の

フ ァイル と しては 、 一 般 に磁気 テ ー プが 多 く用 い られ て い る。

1
一"

ア 一 夕 2
一"

ア ー タ 3
_"

ア 一 夕 4
一"

ア 一 夕

●

t

☆ 数 字 は キ ー.コ ー ド

② 索 引 順 次 編 成 フ ァ イ ル(イ ン デ ッ ク ス.シ ー ケ ン シ ャ ル フ ァ イ ル)

こ れ は 、 索 引(イ ン デ ッ ク ス)を 持 っ た 順 次 編 成 フ ァ イ ル で 、 順 次 に 処 理

す る こ と も 、 索 引 を 用 い て 個 々 の レ コ ー ド を 直 接 ア ク セ ス す る こ と も 、 同 様

に 迅 速 に 行 な う こ と が で き る 。 こ の 方 式 の フ ナ イ ル と し て は 、 磁 気 デ ィ ス ク

や 磁 気 ド ラ ム が 用 い ら れ る 。

(3)直 接 編 成 フ ァ イ ル(ラ ン ダ ム ・ フ ァ イ ・レ)

ラ ン ダ ム.フ ァ イ ル は 、 デ ー タ.レ コ ー ド を 記 憶 す る 場 所 が 、 キ ー.コ ー

ド の 分 類 機 能 な ど を も と に し て 決 め ら れ て い る フ ァ イ ル で あ る 。 し た が っ て

直 接 、 目 的 の レ コ ー ド を 読 み 込 ん だ り 、 書 き 出 し た り す る こ と が で き る 。 こ
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の方 式 の フ ァイル と しては 、 磁気 デ ィス ク や磁 気 ドラムが 用 い られ る。

磁気 テ ー プを媒 体 と した シー ケ ン シ ャル フ ァ'イル の 設計

磁気 テ ー プの場 合 、 レ コー ドは一 般 に つ ぎの よ うな形 態 で記 録 され る。

◆

●

'

/

ごi彩 多蓮悉ごi翼 〃
.

1プ ロ ツ ク IRG1ブ ロ ッ ク IRG1ブ ロ ッ ク

磁 気 テ ー プは、 リー ル状 に な って い るの で 、巻 き取 りな が ら読 み書 きを ブ ロ

ック単位 で行 な うた め、 ブ ロ ック間 に デ ー タの記 録 され ない 部 分 が つ くられ る。

この部 分 の ～二とをIRG(lnterRecordGap)と い う。 ～二の ギ ャ ップの

長 さは 、O.75イ ン チ で一 定 に な ってい る。

磁 気 テ ー プの場 合 、 一 般 に ブ ロ ック の大 き さは数 レ コー ドに な る。1ブ ロ ッ

ク当 た りの レ コー ド数 を多 くす れ ば 、1巻 当 た りのIRGが 少 な くて す む ため 、

大 量 の レ コー ドを記録 す る こ とが可 能 で あ る。 しか し磁 気 テー プの場 合 、 読 み

書 きは ブ ロ ック単 位 で 行 な うの で ブ ロ ックが大 き くな る と、記 憶 装 置 の入 出力

領 域 も大 き くしな けれ ば な らな い。 入 出力 領域 を大 き くす る と、 プ ログ ラムを入

れ る プ ログ ラム領 域 を小 さ く しな けれ ば な らない の で、 複 雑 な処 理 を行 な うこ

とが で きな くな って くる。 そ の た め 、 ブ ロ ックを あ ま り大 き くす る こ と も、 よ

い とは か ぎ らない 。

1ブ ロ ックの 桁数(大 きさ)が 一一定 な らば 、1レ コ ー ドの 桁数 が小 さい ほ ど、

1ブ ロ ック当 た りの レ コー ド数 はふ え る。 したが っ て、 ブ ロ ックの大 きさ に よ

って 、磁 気 テー プ に記 録 で きる レ コー ド数 が左 右 され る。

磁 気 テ ー プ1巻 に記 録 で きる レ コー ド数 は 、次 の 計 算 式 に よb求 め る こ とが

で きる。

・巻の… ・数一{(テ 一振 さ)÷(1:r㌶ 麟 ギ・・娠 さ)}

×(ブ ロ ック 内 の レ コ ー ド数)
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6

☆ 記録 密 度;1イ ンチの長 さ に記 録 で き るケ タ数

以上 の よ うに、 磁 気 テ ー プ.フ ァイル の 設計 を行 な う時 に は、 ブ ロ ックの大

きさを何 桁 にす るか が 重要 に な って くるの で あ る。

⑨

レ コー ド内 の項 目の 配 列

処理 が容 易 に で き る よ うに、磁 気 テー プ上 の レ コー ドに おい て は 、表 示 項 目

(商 品番 号 、 社員 番 号 な ど)を 先 頭 に お き、つ ぎに計 算 項 目(数 量 、単 価 な ど)

を グル ー プにま とめ て 配 列 す る。 また表 示 項 目で キー.コ ー ドとな り うる項 目

.がい くつか あ る場 合 に は 、 グ ル ー プ化 して お く。

●

磁 気 テー プ.フ ァイ ル の設 計 を行 な う場 合 の注 意 点

(1)1ブ ・ ック を構 成 す る レコー ドの数 を決 め る。

(2)1レ コー ドを構 成 す る項 目の 種類 、 桁数 お よびそ の 配置 を決 め る。

以 上 で 磁気 テ ー プ を使 用 して の フ ァイル の設 計 に つい て述 べ て きた わけ で あ

る が、 こ こで フ ァイル 設 計 全 般 につ い て、考慮 しなければ な らない点 を あげ る と、

(1)作 成 す る フ ァイル の性 格 は ど うか 、

(2)フ ァイル の 編成 方 法 は どの よ うにす るか 、

(3)フ ァイル の媒 体 と して は何 を使 用 した ら よい か 、

(4)フ ァイ ルに 収 め るべ き デー タ項 目の決 定

㈲ フ ァ イル に どの くらい の デ ー タが 収 ま るか 、

(6)入 出力 の 時 間 は どの くらいか か るか 、

2-5ア 一 夕.チ ェ ック

コン ピ ュー タを使 う場 合 に 、忘 れ られ やす い の は 、 オ ー デ ィテ ィングい わ ゆ

る監 査 とい う機 能 で あ る。 た とえ ば、手 計 算 の場 合 は、 必 ず検 算 を行 な う。 そ

して、 コ ン ピ ュー タの場 合 で も、 オ ー デ ッ ト(検 算)の 部 分 を必 ず入 れ てお か

な けれ ば な らない わ け だが 、 コ ン ピ ュー タで や る の だか ら間違 い は な い とい う

こと で、 この 部 分 を つ け ない で しま うoこ れ は非 常 に間違 った考 え方 で、 コ ン
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ピュ一 夕で行 な う場 合 に も手 計 算 の場合 と同様 に、 必 ず オ ー デ ッ トの機 能 を処

理 の流 れの 中 に当 然 組 み込 ん で おか な くて は な ら ない 。

この よ うな配 慮 が な され ない と、Aさ ん の 残業 手 配 がBさ ん に支 払 われ たb、

Cさ ん の 口座 に はい る べ き預 金 がDさ ん の 口座 に振b込 ま れ る よ うな とりかえ

しの つか ない結 果 に な っ て しま うの で あ る。

そ こで デー タ.チ ェ ック の必 要性 が生 まれ て くる わ け で あ るが、 チ ェ ック方

法 の設 計 とは、 主 と して コン ピ ュー タが行 な うチ ェ ック の範 囲 、 内容 を設計 す

る こ とで ある。 す なわ ち 、 どの 項 目に つい て、 どの よ うな チ ェ ック を行 な うか 、

ミス が発 見 され た とき に どの よ うな事後 措 置 を とる か を決 め る こ とで ある 。

と ころが 、　コン ピ ュー タは 万 能 で あ る"と 思 い込 ん で 、 ミス発 生 の あ らゆ る

場 合 を想 定 して チ ェ ック を設 け る とい うや り方 は 、一 見 確 か な よ うで あ るが、

経 済 性 とい う こ とを考 え る と必 ず しも得 策 で は な い 。 た とえ ば 、100項 目 に

つ い て チ ェ ックす る よ う プ ログ ラム した業 務 が あ る とす る。 と ころが実 際 に処

理 してみ る とエ ラー発 生 は10項 目程 度 で あ って 、 他 の90項 目はほ とん どエ

ラー を起 こさなか った。こ の よ うな場 合 は、 チ ェ ックに費 す 時 間 の うちgo%が

む だ に な って い る こ とに な る の で、90項 目は 思 い き って チ ェ ック をや め るべ

きで あ るo

●

■

チ ェ ック方 法 の 種類

(1)コ ン ピ ュー タ に イ ン プ ッ トす る まで のチ ェ ック

① 手書 き帳 票 の場 合 は、 最 もエ ラーが 発生 しや す い の で 、 あ らか じめ書 体

を統一 してお く事 が 大 事 で あ る。

② コー ド誤 りに よる エ ラ=は 計 算 精 度 を致命 的 な もの と して しま う恐 れ が

あ るの で、 な るべ くゴム 印 を使 用す る こ と。

③ デー タの投 入 責 任 を 明確 に して おい て、 定 め られ た チ ェ ック ポ イ ン トを

点 検 の うえ 投 入 す る こ とを義 務 づ け る。

④ 投 入 デ ー タの 脱 落 紛 失 を防 ぐ手 段 を講 ず る こ と。

② プ ログ ラ ムに よる チ ェ ック

① トー タル チ ェ ック

イ ン プ ッ トす る デ ー タの合 計 を あ らか じめ 求 めて お き、 コ ン ピ ュー タで
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'

、



司

`

食

φ

の計算 結 果 と比 較 す る方法 。

② バ ラン ス チ ェ ック

貸 借 が バ ラン ス してい る か ど うか を チ ェ ック し、 ア ンバ ランス の と きエ

ラー と して プ リン トす る方 法 。 会計 決 算 書 作成 時 に 多 く利 用 す る。

③ 限 界 チ ェ ック

デ ー タの最 小最 大 値 が あ らか じめわ か って い る と きは 、 これ を コン ピュ

ー タ に憶 え させ て お き
、 個 々の デ ー タ を処 理 す る と き、 これ と比 較 す る こ

とに よリ チ エ ックす る方 法 で あ る。

.④ 対応 チ ェ ック

コー ドの組 合 せ が シ ス テ ム設 計 した組 合 せ に等 しい か ど うか を プ ログ ラ

ム に基 づ い て チ ェ ックす る方 法 。

⑤ シー ケ ンス チ ェ ック

普通売上伝票、物 品発送 伝票 な どは、一連番号 が付 されている。つ まり

欠 番 が あ る と 、 何 か の 事 故 で あ る こ と が す ぐ わ か る 仕 組 に な っ て い る 。

⑥ チ エ ッ ク デ ジ ッ トに よ る チ エ ック

イ)コ ー ドの 各 ケ タ の 数 字 の 和 を と り 、 そ の 和 の1の 位 の 数 字1ケ タ を コ

ー ドの 末 尾 に つ け る 方 法

(/tiif)コ ー ト";13825

1十3-1-8十2-1-5=19

T
l38259

〒
チ エ ッ ク デ ジ ッ ト

ロ)コ ー ド の 各 ケ タ の 数 字 の 和 を11で 割 り 、 そ の 余 り を コ ー ドの 末 尾 に

つ け る 方 法

⑭ コ ー ド;13825

1十3十8ヰ ー2十5=19

19÷11=1.....旦(余 り)

↓
138258

↑チ
エ ックデ ジ ッ ト

(3)最 後 の チ ェ ック方 法 と して 、 出力 され た結 果 を チ ェ ック す る方 法 が ある。

① 出力 され た結 果 と原 票 の計算 結 果 と比較 す る。
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② 出力 され た結 果 匝代 替 す る もの(過 去 の統 計 結果 な ど)と 比 較 す る。

③ 出力 され た結 果 を手 操 作 で 検 討 す る。 た とえ ば、 送状 、 請 求書 な どがそ

の例 で ある 。
〆

2-6例 外処 理

例外 処 理 は 、 プ ログ ラム に組 ん だ命令 で 、特定 の処 理 を拒 否 す る よ うな結 果

の こ とで あ り、場 合 に よって は 、 処理 が何 らか の性 質 を持 って い て プ ログ ラム

の 編 集手 順 にパ ス しない 、 又 は プ ログ ラ ム忙 そ の対 処 方法 を書 い て い ない こ と

の結 果 生 ず る もの もあ る。

そ れ故 、 例外 処 理 はそ れ ぞ れ 調 査 を加 え 、誤 りを 直 し、 そ して 通 常 は も う一

度 処理 し直 す 必要 が あ る。 あ るい は 、性 質 の違 った処 理 とい うこ とで 、別 に手

作業 で行 な う場 合 もあ る。

例外 事 項 を処理 す る には 、 大 き く分 け て2通 りある。

1っ は 、例 外 が 出 て くる と、そ れ を全部 プ リン トア ウ ト し、 そ してそ れ を手

作 業 で行 な う方法 と、 も う1つ に は 、考 え られ るす べ て の例 外 事 項 を分 折 して

フ ロー チ ャー トへ組 み込 ん で お く方 法 で あ る。 た とえ ば 、給 料 計 算 の例 で い く

と、 従業 員1万 人 の会 社 の 中 で 、 自動 車 の 運転 手 が10人 い た とす る。 自動車の

運 転 手 とい うの は 、断 続 勤 務 だ か ら給 料 の 計算 方法 が 違 っ て く る 。 実 際 、

こ うい う人 々の 給与 計 算 もす べ て お り込 ん で計 算 す るか 、 つ ま り、1万 人 の 中

で10人 の人 の計 算 を は た して この 中vak・b込 ん で い くか ど うか で あ る。 た と

れ ば職 員 ナ ンバ ー12345番 の人 は運 転 手 だか ら計 算 は しない 、 とい う リス ト

を 出 した後 、手 で計 算 す る方 法 と、そ の よ うな例 外 もす べ て 含 ん で流 れ の 中に

組 み込 ん で ある、 とい う二 つ の 方法 が あ る わ けで あ るo

実 際 に、 この どち らの方 法 を とるか とい うのは、 あ くまで 全体 に 占め る例 外

の起 こる率 を ど う把 握 す るか に よる。 た とえば 時間 が あ って 分析 の 暇 さえ あれ

ば 、 この10人 とい うの は 必 ず 毎 月起 こる例 外 だか ら入 れ て お こ うとい う考 え

方 に な ろ う。 しか し別 の場 合 、 万 に'1つ も起 りそ う もない 例 外 だ か ら、 そ の例

外 が起 きた場 合 手 作業 で 処理 す れ ば い い とい うこ と もあ る。 そ の 場 合 には 、む

しろ前者 の 例外 事 項 の 摘 出 とい うこ とで 処 理 して しま う。

この よ うな例 外 処理 の シ ステ ム設 計 に あ た って 問題 に な って くるの は、 とか

くシス テ ム.ア ナ リス トが行 な う場 合 は 、 そ う例外 処 理 も シス テ ム の 中 に組 み

入 れ て 、 シス テ ムを大 き く して しま う傾 向 に ある。 と ころ が現 場 の人 は 、例 外

は 別 に 処理 す れ ば よい と考 え る。その ような ときに適 正 な判 断 が で きる のは 、 シ

ス テ ム設 計 の専 門家 では な くて、業務に精通 してい る人 で あ る とい う こ とで あ る。

例外 処 理 とい うのは 、 あ くま で ケ ース バ イ ケー スで あ って 、 む しろ そ の処理

に あた っ ては 、実 際 に業 務 の専 門家 の方 が 正確 に判 断 で き る場 合 が あ る こ とに

注意 しなけ れば な らない 。
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皿 実 施 準 備 段 階

1プ ロ グ ラ ミン グ

詳細 な シ ステ ム設計 が 終 る と、 そ れ に も とつ い て、 プ ロ グ ラム を作成 しな

け れ ば な らない。

プ ログ ラム とは、 経営 者 の経 営 目標 、 経 営 者 の 考 え方 を あ らわす もの で あ る。一]
業 務 処 理 の 手 法

プ ロ グ ラ ム

つ ま り経 営 者 の考 え とか 、 経 営 の 目標 が、 管理 者 に伝 え られ て、 業 務 処理 の手

法 に置 きか れ られ 、そ してそ れ が 実 際 に コン ピュ ー タを動 か す プ ログ ラム とい

う形 に な るわ け で ある。

プ ログ ラム とい うの は、客 観 化 され た 業 務 の 処 理 手 順 で あ る。 した が っ

て、 プ ログ ラムが 作成 さ れ る と、 そ れ を コ ン ピュー タに入 れ る こ とに よっ て、

誰が や っ て も同 じ結果 が で る。 た とえ ば、 従 来 手 でや って いた場 合 に は、 × ×

会社 原 価 計 算 要 領 とか 、 ○ ○ 会 社給 与規 程 な どの よ うな規 則 に よって定 義 づ け

られ、 そ れ が 人間 の頭 の 中 に はい っ て い て、そ れ に基 づ い て 処理 され て い た。

そ れ が コ ン ピュ ー タで 処 理 す る場 合 には、 この手 順 とい うもの が流 れ 図 に 分析

され てい て、 それ が プ ログ ラ ム とい う形 で コ ン ピ ュー タの 中 に入 れ られ、 処 理

され るわ け で あ る。 そ の大 き な相 異 点 は、人 間 の場 合 、 入 に よ って処理 の結 果

の良 し悪 しが 出 て くる が、 コ ン ピュー タで処 理 を した場 合 、 誰 がや って もボ タ

ンを押 す だ け で、 同 じ結 果 が 出 て くる こ とで あ る。 そ うい う意 味 で、 プ ロ グ ラ

ム は、 客 観 化 され た業 務 処 理 の手 順 とい われ るわ けで あ る。

したが って 、 経 営 の 目標 が立 て られ、 定 義 され た な らば、 そ れ を プ ログ ラム

の 形 に おい て行 な う と、 そ れ が会 社 の一 つ の経 営 のや り方 、 あ るい は規 格 、 標

準 に な る。 そ の た め には 、 プ ログ ラムは、 誰 が見 て も分 か る よ うに資料 化 され 、

ドキ ュ メン テ ー シ ョ ンが な され て い なけ れ ば な らな い◎

プ ロ グ ラ ミ ン グ を 行 な う 手 順

(1)シ ス テ ム の 内 容 を 十 分 理 解 す る。
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(2)プ ログ ラム設 計(デ ィ テー ル フ ロー チ ャー トの作 成 等)を 行 な う。

(3)詳 細 設計 の条 件 を満 足 して い る か ど うか の確 認 を うけ る。

(4)コ ー デ ィ ングを行 な う。

(5)デ バ ッグ を く り返 して プ ログ ラム を完成 させ る。

この場 合 注意 しな けれ ば な らない こ とは、 シ ス テ ム設 計 に基 づ い て プ ログ ラ

ム を見 るば か りで な く、 プ ログ ラ ミン グか らシ ス テ ム設計 を み る必 要 が あ る。

とい うの は、 プ ログ ラ ミン グ を無 視 して シ ス テ ム設計 を行 な う と、 プ ログ ラ ミ

ン グが困 難 だ った り、場 合 に よ って は、 不 可 能 とい う場 合 が で て くる。 そ の た

め には、 詳細 設 計 の 説 明 を受 け た プ ロ グ ラマは、 提示 され た資 料 が 十 分 で あ る

か、 ま た設 計 され た シ ス テ ム でそ の ま ま プ ログ ラムが 作 成 で き るか を検 討 し
、

そ の結 果、 必 要 が あれ ば、 資料 の補 充 や シ ステ ムの変 更 に つ い て提案 を行 な わ

なけ れ ば な らない。

アバ ッグ につ い て

プ ログ ラ ムは人 間 が行 な うの で あ るか ら、 細 心 の注 意 をは らっ て も、 誤 りの生

ず る場 合 が多 い。 したが っ て、 プ ログ ラ ミングが 終 了す る と必 ず プ ログ ラ ムの

チ ェ ック をす る必要 が あ る。 この 作業 の こ とを デ バ ッグ とい う。 デバ ッグ には、

コ ン ピュー タを使 用 す る前 に、 机 の 上 で プ ログ ラムを チ ェ ックす る デ スク ・デ

バ ッグ と、 実 際 に コ ン ピュ ー タ を使 い、 そ の結 果 出 た エ ラー リス トを使 って チ

ェ ックす るマ シ ン ・デバ ッグ とが あ る。

プ ログ ラ ムを書 く言 語 に は、 た とえ ば、 フ ォー トラン(FORTRAN)と い う

技術計 算 用 の言語 とか、 コボ ル(COBOL)と い う事 務 計 算 用 の 言 語が ある。

あ るい は ア ル ゴル(ALGOL)と い った数 学 者 向 きの言 語 や、 最 近 使 われ て き

たPL/IIと い った言 語 もあ る。 ところが これ らを全 部 覚え るわ け に は い か な

い。 また1つ の会 社 で2つ も3つ も違 う言語 を使 ってい た ので は、 企 業 の標 準

化が 困難 に な って くる。 そ こで 最 近 で は、 コー ポ レイ ト・ラン ゲ ー ジ とい う全

社 共 通 の プ ログ ラム言 語が 必 要 に な って きて い る といわ れ て い る。 そ の言 語 は、

専 門家 だ け にわ か るの で は な く、 経 営 者 も管 理 者 に も理 解 で きる よ うで なけれ

ば な らない。 っ ま り、 経 営者 、 管 理 者 が、 あ る程 度 勉強 す れ ば、 実 行 者 が書 い

た プ ログ ラ ムを あ る程 度 読む こ とが で き、 チ ェ ックす る こ とが で きる程 度 で な

けれ ば な らない。 それ に ょって、 少 な く と も経 営 者 や管 理 者 が 考 え て い る こ と
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が プ ロ グ ラム とい う段 階 で も、 確 実 に 実行 者 に よって実行 され てい る か とい う

こ とが、 マ ネ ジ メ ン トに対 して フ ィー ドバ ック され るの で あ る。

そ うい う意 味 で、 最 近PL/1と い う ことば を会 社 の コー ポ レー ト ・ラ ン ゲ

ジ、 つ ま り企 業 の共 通 語 に しよ う と してい る動 きが あ る。 これ は世 果 で もわ り

あ い大 き な企 業 が すで に100社 ぐ らい、 又 日本 で も相 当 多 くの一 流 会 社 がP

L/1を 共 通 の言 語 に してい る。

声

2プ ログ ラム テ ス ト

プ ログ ラム が一 応 完成 す る と、 テ ス トデー タに よる プ ・グ ラ ムテ ス トを行 な

う。 この プ ログ ラムテ ス トは、 プ ログ ラ ムに組 み込 ん だあ らゆ る ケー スの 事故

を含 む 資 料 を用 い て行 ない 、 これ らが、 プ ログ ラ ミン グされ た通 りに処 理 され

るか ど うか を テス トす るの で あ る。

プ ログ ラ ムテ ス トには2通 りあ る 。

1つ は 、 非 常 に大 きな シ ステ ムの場 合 に は、 そ れ らを小 さ なサ ブ シス テ ム に分

け て、 そ れ を ブ ロ ック に しなが らテ ス トを進 め てい く方 法、 つ ま り、 そ の ブ ロ

ックの シ ス テ ム を個別 に テス トす る方 法 で あb、 も う1つ は個 別 に で き上 が っ

た もの を 、さ らに組 み 合 わせ なが ら、 ち ょ うど埋 もれ 木細 工 の よ うに して、 全

体 の シ ス テ ム をつ く ってい く総 合 テス トの2通 りで あ る。

た とえ ば、JALCOM(ジ ャル コ ム)の 場 合 を見 てみ る と、 カ ウン ター で チ ェ

ック ・イ ンす る ときの お 客 と女子 職 員 との応 対 の部 分 で の プログ ラ ムの チ ェ ッ

ク、 そ してそ れ が実 際呼 び 出 され て予 約 され て い るパ ッセ ンジ ャー ・リス トと

の 比較 の 部 分 の テス ト、 さ らにそ の人 がそ の飛 行機 の み な らず
、 そ の先 で乗 り

継 ぐ飛 行 機 との か み合 わ せ等 そ れぞ れ の ブ ロ ック、 ブ ロ ック での プ ログ ラ ムを

書 い て い く。 そ の テ ス トが 個別 の テ ス トで あ り、そ れ らを組 み 合 せ て、 一 人 の

人 が予 約 して か ら カ ウン ター に来 て、 チ ェ ック ・イ ン し、 さ ら に行 き先 の 飛 行

機 の確 認 を取 りつ け るま で のす べ て の全体 の シ ステ ムを通 して 総合 テ ス トを行

な うので あ る。
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3ド キ ュ メ ンテー シ ョン

プ ログ ラ ムが 終 る と次 には 実 施 の 段 階 に はい る わけ だ が、 そ の前 に、 業 務

担 当 者 に業務 内容 を、 的 確 に解 説 す る文 書 を作成 してお く必要 が あ る。 この文

書 の作 成 を ドキュ メ ンテ ー シ ョン とい う。 つ ま リシス テ ム を堅 実 に導入 ず るた

め に は、 ま たシ ス テ ム の導 入 後 にお い て も多 くの適 用 業 務 を円滑 に処 理 す るた

め に は、 シ ス テ ムに関 す る詳 細 な事 柄 を標 準 化 して文 書 にま とめ て お く必 要 が

あ る。

⑱

o

文書化 の 目的

(1)仕 事 の範 囲、 仕 事 の 内容、 使 用 され る方 法、 予 想 され る節 減 、 今 ま で の作

業 に対 す る変 更 箇 所 な どに関 して生 ず る誤 解 を 防 ぐこ とに役 立 て る。

② シス テ ム導 入 にお け る進 行 状 況 の重 要 な記録 の一 部 と なる。
ソ リ

(3)新 シス テ ムを業 務担 当者 に周 知 徹 底 させ る基 準 とな る。

(4)新 入 の訓 練、 オペ レー タの 教 育、 シ ス テ ムの一 部 変 更 な どの基 準 参 照 資料

とす る。

文書化 を行 な う際 の留意点

① 文 書 化 を行 な う前 に、 事柄 を標 準 化 して お か なけ れ ば な らない。 使 う言

葉 の意 味 、 ま とめ方 の形 式 な ど を標 準化 して おか ない と誤 解 の もと と な り

混乱 を ま ね く恐 れ が あ る。

② 記入 す る際 には、 今 まで 生 じたす べ ての 変 更 を記録 して お か な くて は な

らない。 それ と同 時 に、 最 近 の 記録 を確 保 してお か なけ れ ば な らな い。

③ 文 書 化 す る場合 、 秩 序 立 っ た フ ァイ リング ・シス テ ム を作 る 必要 が あ る。

そ れ が 乱雑 に なっ てい る と、 せ っか くフ ァイル して ある の に、 ど こ に何 が

書 い てあ るか分 か らない の で は、 文 書 化 の意 味 が な くな って くるの で あ る。

文 書 化 を行 な う場 合 は 、 そ れぞ れ の 目的 に あ った記 録 形式 が と られ るが 、 そ

れ には 次の よ うな もの が あ る。
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(1)ラ ン ・ ブ ッ ク

こ れ は 、 ラ ン ご と に 必 要 な 諸 項 目 を 記 述 し た も の で 、 そ れ に は 、 プ ロ グ

ラ ム 名 、 プ ロ グ ラ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト、 使 用 す る ア ウ ト プ ッ ト用 紙 、 使 用 す

る 入 力 デ ー タ 、 プ ロ グ ラ ム ・ メ ッ セ ー ジ の 意 味 、 再 始 動 の 方 法 、 出 力 デ ー タ

の 見 本 、 チ ェ ジ ク す べ き コ ン ト ロ ー ル 合 計 、 プ ロ グ ラ ム ・ リ ス ト、 コ ー ドの

種 類 、 な ど が 記 入 さ れ て い る 。

こ れ に よ っ て デ ー タ 処 理 の 中 味 が す べ て わ か る よ う に な っ て い る 。

(2)オ ペ レ ー シ ョ ン ・マ ニ ア ル

こ れ は 、 ラ ン ご と の 操 作 に 必 要 な 注 意 事 項 を 記 入 し た も の で 、 オ ペ レ ー

タ の マ ニ ア ル と な る 。

そ れ に は 、 入 出 力 装 置 の 番 号 、 リ ー ル ・ ラ ベ ル の 処 理 法 、 プ ロ グ ラ ム ・メ

ッセ ー ジ の 意 味 と 処 理 方 法 、 入 出 力 の 種 類 と そ の 処 理 経 路 、 コ ン ト ロ ー ル カ

ー ドの 使 用 方 法
、 各 装 置 の 準 備 の 方 法 な ど が 記 入 さ れ て い る 。

以 上 の よ うに文書 化 を正確 に行 な って お く と、業 務 准 行 中 に、担 当者 が 変 わ

って も業 務 を支 障 な く続 け る こ とが で き、 また 新 シス テ ム導 入 後 、 変 更 や 改 善

が あ って も、 そ れ を効 率 よ くまた 確 実 に行 な うこ とがで きる ので あ る。

,

ρ
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4機 械 導 入 の た め の諸 準 備

総合 テス トが 終 る と新 シス テ ム導入 の た め の準 備 を行 な わ なけ れ ば な らな

い。 す なわ ち、 移 行 の 日程計 画 を た て、 これ に従 って フ ァイ ル作成 の準 備 、 業

務実 施要 領 の作 成、 物 品 の調 達、 業 務 指導 な ど移 行 に必 要 な準備 を行 な う。

新 シス テ ム移 行 の場 合 は、 試行 とい う段階 が あっ て、 現 行 シ ステ ム と並 行 し

て処理 を行 な い、新 シ ス テ ムが 円 滑 に動 くか ど うか を確 め てか ら本 格 的 に新 シ

ステ ムに移 る ので ある。

そ れ で はそ の準備 を順 を追 っ て述 べ て み よう。.

(1)フ ァイル の作 成

フ ァイル に は、 シ ステ ムを切 りか え る時 点 で、 最 近 の情 報 が 貯 え られ て

い な くては な らない。 この た め に、 切 替 前 に作成 した フ ァイル は、 常 に現行

に維 持 し、 いつ で も使 用 で きる状 態 に準 備 して お く必 要 が あ る。 した が って、

フ ァイ ル の作 成 時 期 が 早す ぎる と、 これ を使 用す るま での間 の 現 行維 持 に多

くの手数 を要 す る こ とに なる の で、 フ ァイ ルの作 成 す る時期 に は注 意 を要 す

るo

② 業 務処 理 基 準 書 の 作成

機 械 処 理 シ ス テ ム移 行 後 の手 作 業 部 門 の仕 事 の や り方 を示 す の が 業務 処

理基 準 書 で あ る。 業 務 処 理 基 準 書 は、 詳細 設計 書 に基 づ い て、 業務 担 当部 門

が、 作 成 す べ き も ので あ り、 通 常、 イ ン プ ッ ト作 成 まで の事 務 処理 方法 と、

イ ン プ ッ ト、 ア ウ トプ ットの送 達 管理 方法 がそ の 主 体 とな る。

イ ンプ ッ ト作 成 ま で の事 務処 理 方 法 と しては、 従来 の手 作 業処 理 を機 械 処

理 シ ス テ ムに マ ッチす る よ うに改 善 した ものが、 詳 細設 計 に 明示 され て い る

ので 、 そ の や り方 を担 当 者 が理 解 しや す い よ うに 具体 的 に記 載す る こ と と し、

仕 事 の手 順 を示 す フ ロー チ ャー トや 、 イ ンプ ッ ト、 ア ウ トプ ッ トの様 式 を明

示 す る こ とが 望 ま しい。

ま た、 ア ウ トプ ッ トが、 イ ンプ ッ トの 作成 部 門 に フ ィー ドバ ックさ れ ず、

特 定 の管 理 部 門 に送 付 さ れ る よ うな シ ステ ム にお い て も、 全 体 的 な シス テ ム

が わか る よ うな説 明 を行 な い、 現 場 で 投入 さ れ る資料 が どの よ うな形 で ア ウ

トプ ッ トされ、 管理 資料 と して どの よ うに使 用 され るか を明 らか に す る こ と

が望 ま しい。 これ は、 投入 段 階 の 人 た ちに、 自分 の仕 事 の重 要性 を認 識 さ せ、
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責任 あ る仕事 を させ る うえ に役 立 つ の で あ る。

③ 物 品 の調 達

試 行 の ため に必要 な物 品 は、大 部 分 が切 替 後 に お い て も必 要 とす る もの

で あ り、 試 行結 果 に伴 う大 幅 な シ ステ ム変 更 が ない か ぎ り、そ の ま ま 使 用 で

き る もの で あ る。 したが っ て、通 常 は本 実施 のた め に必要 な一 定 期 間 の量 を

見 込 ん で準 備 してお く必 要 が あ る。

所要 物 品 の うち、 コ ン ピ ュー タ部 門 で使 用 す る主 な もの は、 カー ド、 紙 テ

ー プ
、 ア ウ トプ ット用 紙、 で あ るc各 業 務 に共 通 に使 用 で きる応 用 カー ドや

応 用用 紙 を使用 す る場 合 は、 コ ン ピュー タ部 門 で一 括 購入 す る ので、 概 算 し

て購 入 す れ ば よい が、 そ の業 務 特 有 の様式 の もの を作 成 す る場 合 は、 そ れぞ

れ 個 々 に購 入 す る こ とに な るの で、 見込 所 要 量 の算 出 に あた っ て正 確 性 を必

要 とす る と と もに、 経 済 的 な購入 数 量 に つ い て特 に 留意 す る必 要 が あ る。 ま

た、 現場 で使 用 す るお もな物 品 は、 イ ンプ ッ ト用紙 であ る が、 そ の業 務 に特

有 な もの は、 適 正 な購 入数 量 、 発 注 の時 期 な どに留 意 す る必 要 が あ る。

(4)業 務 指導

移 行 にあ た っ て最 も重要 な こ とは、 そ の仕 事 に関係 あ るす べ て の人 々の

積 極 的 な協 力 を得 る こ とで あ り、 と くに現 場 の人 た ちの理 解 と協 力 が た い せ

つで あ る。 したが って 、試 行 前 に、 機械 化 の必 要性 や 効 果 につ い て積 極 的 に

周 知 を行 な う こ とが 必要 で あ る。 シス テ ムの周 知 に あた っ ては、 現 在 実 施 し

て い る手 作 業 が、 機 械 化 後 どの よ うに改 善 され、 現場 の負 担 が い.かに軽 減 さ

れ るか に重 点 をお き、 そ の シ ステ ムの実 施 に よ り業 務 全 体 が いか に合 理 化 さ

れ るか を強 調す べ きで あ る。

ま た、 現場 の作 業 は 機 械化 に伴 っ て大 幅 に変 更 され る こ とに な るの で 、 現

場 に対 す る業務 指 導 を十 分 に行 な う必 要 が あ る。 現場 の人 た ちが と くに知 り

た い こ とは、新 シ ス テ ム の 移 行 に伴 っ て、 自分 たち の仕 事 が ど の よ うに変

わ る か とい う ことで あ るか ら、仕 事 の 内容 につ いて、 業 務 処理 基 準=書 に基 づ

い て詳 細 に説 明 し、 新 しい業 務 内 容 に十 分 習 熟 させ る こ とが たい せ つ で あ る
。

ま た、現 場 の担 当者 は 、 新 シス テ ム導入 後 、 自分 た ちの果 たす べ き役 割 につ

い て認 識 す る必 要 が あ る。 そ の た め には、 業務 指 導 に お い て、単 に担 当者 と

して 直 接 関係 の あ る業務 内容 のみ で な く、 シ ス テ ム全 体 の構 成 とそ の シ ステ
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ムの 目的 につ いて十 分研 究 し、 これ らを認 識 した うえ で、 自分 た ちの仕 事 を

進 め て い くこ とが望 ま しい。

●

■

4
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5コ ン ピ ュー タ要 員

こ こで も う一 つ重 要 な こ とは コ ン ピュー タの 要 員の 問題 で あ る。

こ こで は 要員 と して どん な職 性 を もっ た人 た ちが 必要 か、 ま たそ の 選 出 の 問題

は何 か を述べ てみ よ う。

コ ン ピュー タの要 員 には 、 シ ステ ム ・エ ンジニ ア、 プ ログ ラマ、 オ ペ レー タ

キー パ ンチ ャー な どが い るが 、 これ らの 選 出 にあ た って は、 組 織 と人 事 移 動 に

関す るの で、 公然 とは打 合 せや討 議 が で きない性 質 の問 題 で あ る。

(1)シ ス テ ム ・エ ンジ ニ ア

シス テ ム ・エ ン ジ ニ ア とは、 理想 的 なデー タ処 理 シス テ ム を設計 す る に

あ た り、 これ を現 実 に移 行 す る人 の こ とを いい、 そ の職 務 と して は、

○ 実務 担 当者 と協 力 し、 現 状 の情 報処 理 シ ステ ムの 問題 点 を摘 出 し分 析 す

るo

O新 しい情 報処 理 シ ス テ ム の設 計 を行 な う。

○ プ ログ ラマ に、 プ ログ ラ ムの内 容 を 指示 す る プ ログ ラ ム作 成 仕 様書 を作

成 す る。

ま た シ ステ ム ・エ ンジ ニ アに具 備 す べ き条 件 としては、

○ 優 れ た分 析 能 力 を持 ち、 論 理 的 で ある こ と。

○ 精 神 的 に も安定 し、 優 れ た創 造 力 、独 創 力、 応 用 力 を有 す る こ と。

○ ト ップ マネ ジ メ ン トや 関連 部 門 に対 して、 説得 力 や 表 現 力が あ る こ と。

○ コ ン ピュー タに 関 して深 い知 識 を持 って い る こ と。

○ コ ン ピ ュータ知 識 以 外 に広 い 知識 を持 ってい る こ と。

(2)プ ロ グ ラマ

システム ・エンジニアに よって作 成 され た プ ログ ラム仕 様 書 に も とつ い て

プ ログ ラ ミング をす る人 の こ と をい う。

そ の 職 務 としては 、

○ プ ログ ラ ミ ング

○ デバ ッギ ング

○ プ ログ ラムテ ス ト

○ オ ペ レー シ ョン ・マ ニ アル の作 成

ま た具 備 す べ き条 件 と して は、
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○ 分 析 能 力 を持 ち、 論 理的 で細 か な仕 事 を正 確 に行 な う能 力 を持 って い

る こ と。

○ 忍 耐 強 く、 集 中 力が あ る こ と。

○ 注 意 力 が あ りしか もそ の転 換 能 力 を有 す る こ と。

○ 理 解 力 と問題 解 決 の 能 力 を有 す る こ と。

(3)キ ー パ ンチ ャー

プ ログ ラマ に よっ て作 成 され た プ ロ グ ラ ムや 、 伝 票 な どに書 か れ た情 報

を コ ン ピュー タ に入 力す る た め に カー ドや、 紙 テー プ にパ ンチ(せ ん 孔)す

る入 の こ とをい い、 女性 が ほ とん どで あ る。

具備 す べ き条 件 と して は、

○ ス ピー ド と正 確 性

○ 単 純 作 業 の繰 り返 しに耐 え られ る こ と。

○ 仕 事 の拘 束 性 に耐 え られ る こ と。

○ 特 殊 な人 間 関 係 に あ るの で協 調性 に 富 む こ と。

(4)オ ペ レー タ

ォ ペ1/一 夕は、 パ ンチ ャーが 作成 した カー ドや紙 テー プを コン ビ=一 夕

に入 力 し、 プ ログ ラ マが作 成 した プ ログ ラ ムを使 用 して、 必 要 な情 報処 理 を

行 な う。

具 備 す べ き条 件 と して は、

○ 誠実 で反 復 的 な仕 事 を正 確 に行 な う能 力 を有 す る こ と

○ 冷 静 な判 断 力 と責 任 感 の強 い こ と。

○ 使 用 す る装 置 を よ く理解 し、 オ ペ レー シ ョン上 の特 性 と限 界 を知 る こ と。

●

■

`

`
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N実 施 お よび 評 価 段 階

1実 施 結 果 の検 討 と反 省

実 施 準 備 が 完 了 して、 い よい よ試 行 の段 階 には い るわ け で あ るが 、 試 行 中

は・試 行 計 画 に 基 づ い て 、 コ ン ピ ュ ー タ 室 と デ ー タ の 投 入 点 の 周 辺

につ い て、 試 行 の実 施 状況 を点 検 しなけれ ば な らない。 試 行 の 点検 は、 随 時 、

現 場 に訟 も むい て試 行 状 況 を調査 す る と ともに、 一 定 周 期 ご とに、 つ ぎの よ う

な点 を調 査 して検 討 す る と と もに、 手 作 業 と コ ン ピュー タ ・シス テ ム に よる ア

ウ トプ ッ トの照 合 に よっ て、 シ ステ ム を点 検 しなけ れ ば な ら ない。

(1)イ ン プ ットの到 着 状況

これ は イ ン プ ッ トデ ー・タが、 締 切 日ま で確 実 に到 着 して い るか ど うか を

調 べ る と同時 に、 どの デー タが遅 れ てい る か を チ ェ ック して対 策 を考 え る。

(2)イ ン プ ッ トの 事 故 状 況

これ は、 イ ン プ ッ トデー タ の エ ラー の状 況 を調 べ る こ とで 、 帳票 段 階 で

は、 記 入 もれ、 記 入 ミス・記 入 不 鮮明 な どの情 況 を調べ、 パ ン チ段階 で は、 パ

ンチ ミスの 情 況 な どを調 査す る。

③ ア ウ トプ ッ トの 発 送 状況

シス テ ム設 計 で定 め られ た期 日まで に、 報 告 書 が作 成 され て、 発 送 さ れ

て い るか ど うか を チ ェ ックす る。

(4)機 械 処 理 時 間 の 予 定 と実 績

これ は、 デー タ処 理 中、 各人 出 力装 置 や 、 中央処 理 装 置 が 、 シ ス テ ム設

計 で定 め られ た時 間 内で処 理 さ れ て い るか ど うか を調 査 す る こ とで、 この情

況 に よっ ては、 シ ス テ ム改善 を考 え なけれ ば な らない こ とに もな りか ね な い

の で、 タ イム を計 り正 確 に チ ェ ックす る必 要 が あ る。

これ らの他 に 調べ ね ば な らな い重 要 な こ とは、 シス テ ムの 目的 は、 要求 さ

れ た ア ウ トプ ッ トを正 し く作成 す る こ とであ るか ら、試 行 段 階 に お い て、 ア

ウ トプ ッ トが シ ス テ ム設 計 で 指示 され た とお り作 成 され て い る か ど うか を 点

検 す る こ とで あ る。

ア ウ トプ ッ トの 点 検 は、 同 一 の原 始 情報 に基 づ い て作 成 した 手 作 業 に よる

ア ウ トプ ットと、 コ ン ピ ュー タ処 理 に よる ア ウ トプ ッ トと を照 合 し、 両者 の
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相 違 点 を調 べ る。 この場 合 、 両 者 の 間 に著 しい相 違 が あ る時 は、 コ ン ビ ュー'

タ ・シ ステ ム また は、 プ ログ ラ ムの不 備が 原因 で あ る こ とが 多 いが 、 ア ウ ト

プ ッ トの数 値 に若干 の誤 差 が あ るの は、 手作 業 に おけ る誤 りか 、 プ ログ ラム

の計 算 式 のた て方 に よる誤差 の場 合 が 多 い。

試行 状 況 の検 討 は、 プ ラ ンナ ー、 プ ログ ラマ、 お よび 業務 部 門 の担 当 者 が

中心 とな っ て行 在 い、 そ の検 討 の結果 次 の ような措 置 を と る。

(1)プ ログ ラムが適 当 で ない場 合

ア ウ トプ ッ トの 分析 の結 果 、 プ ログ ラムの不備 に よ る と思 わ れ るエ ラー

が発 見 され た場 合、 そ の 部 分 につ い ての プ ログ ラム を再 検 討 し、 必要 な修正

を行 な う。 この 修 正 が 完 了 す れ ば、 そ の プ ログ ラ ムに よっ て情報 の再 処 理 を

行 な い、 手 作業 に よる作 成 資 料 との比 較検討 を行 な う。

(2)シ ス テ ムの変 更 を要 す る場 合

設 計 した シス テ ム に不備 が あ り、 これ を修 正 しなけ れ ば 適 切 な コ ン ピュ

ー タ処 理 シス テ ムが期 待 で きな い こ とが 明 らか にな った場 合 は、 当該 部 分 に

つ い て の シス テ ムの再 検 討 を行 ない、 必要 な変 更 を行 な う。 設計 内容 の変 更

に伴 って、 通 常 プ ログ ラムの修 正 を必要 とす るが 、 場合 に よ っ ては手 作 業部

分 の変 更 の み で措 置 で き る こ ともあ る。

以 上 の よ うに試 行結 果 に よ って シ ス テ ムの変 更 を行 な うこ とは、 変 更 の た

め に、 多 くの費 用 と時 間 を要 す る こ とが 多 い の で、 シ ステ ム設計 お よび プ ロ

グ ラ ミン グの段 階 で十 分 検 討 して お くよ うに注 意 しなけ れ ば な らな い。

今

`

2効 果 と コス トの比 較

最 後 の 段 階 と して、 実 際 に実 施 には い っ て、 そ の シス テ ムを どの よ うに評

価 す るか が重 要 な問 題 に な って くる。 そ の評 価 の 方 法 は、 非 常 に難 しく、 現 在

で も標 準 的 な シ ステ ム評 価 の 方 法 に は定 説 が な い。 い ま現 在考 え られ る点 とし

て、 シス テ ムの効 果 と コス トの比 較 が あ る。 これ には、 実 際 の 効 果 と事 前 評価

との 比 較 や、 機 械 化 コス トの 実 際 と事 前 評 価 との比 較 とい うこ とに関 連 して く

るわけ で あ るが 、 事 前評 価 とか 、 事 前 予測 につ い て は、 シ ス テ ム をつ く り上 げ、

とれ を推進 す る た め に非 常 に大 き な問題 で あ っ て、 トップ マネ ジ メ ン トも、 一

体 この シ ステ ムに どの ぐ らい の費 用 が か か るのか、 ま た ど うい う効果 が あ るか
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とい うこ とは、 大 き な関 心 事 で は あ るが 、 しか し、 実施 に移 っ て、 事後 の効 果

把 握 をお ろそ か にす る場 合 が 多い。 本 当は、 実 施 後 の効 果 が ね らいで ある は ず

な の に決裁 の た め だ け に事 前 評価 とか、 事前 予 測 だけ で こ とが 終 るの で は意 味

が ない ので あ る。 コス トの把 握 とい うのは、 相 当定 量 的 に行 なわ れる ので あ る

が 、新 シス テ ムの導 入 後 、一 体 どの くらい人 間 が 減 った か、 あ るい は、 現在 機

械 で行 な って い る仕 事 を か りに人 間 に引 き戻 して考 えた 場 合 、 どの く らい の コ

ス トが かか るか、 とい うよ うにか な り明 確 に と らえ る こ とが で きる。

そ れ はつ ま り、 コス トとそ れ か ら得 られ る効 果 か ら割 り出 す と、 生 産 性 とい

う こ とに な る。 そ れ らの効 果 は、 は っ き り数 字 で表 わす ことが で き るの で さほ

ど問題 では な い が、 こ こで重 要 な こ とは、 潜 在的 な効果 を どの よ うに み るか と

い うこ とで あ る。 つ ま りお金 に換 算 す るこ とが 困難 な効 果 を一体 どの よ うに考

え る か とい うこ とで ある。

そ れ は、 管 理 効果 と して、 い わ ゆ る会 社 の仕 事 の質、 あ るい は、 で き上 が る

時 間 内 に どれ だ け の 問題 を、 また どれ だけ の利 益 を与 え て いる か とい う点 か ら

見 るべ きで あ る。

コ ス トの 把 握

効果 の把握＼ 巖

相 当 定 量的

生 産 性

管聯 ＼:
間

経済 性 の評 価
,

た とえ ば、 船 を つ くる場 合 、船 の仕 様書 が与 え られ て、 次 に仕 様 書 に も とつ

い て諸 元が で き、 それ に よっ て設計 が 進 む わけ で あ る。 だ い た い初 期 の ころ の

コ ン ピュー タは この程 度 まで処 理 して いた が、 さ らに進 ん で くる と、 この設 計

に基 づ い て、 この 船 が どの よ うな性 能 を持 つ か とい うこ と も計 算 で きて、 さ ら

に、 出 され た 仕 様 書 と実 際 に合 ってい るか ど うか、 ある いは そ の仕 様 書 に与 え

られ た許 容 誤差 の 範 囲 には い るか ど うか まで コ ン ピ ュー タで 行 な うの であ る。

これ が コ ン ピ ュー タを 使 った 第2の 時 期 であ る。

とこ ろが、 問題 は船 を つ く る とい うのは、 紙 の上 で諸 元 を出 して設 計 して、
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性 能 を計 算 す るだ け で は な くて、 そ れ が は た してで き るか とい う加 工 性 の 問題

可 能性 の問 題 も重要 に な って くる ので あ る。 つ ま り、 こ うい う船 をつ くる ため

には どの く らい の ド ックが 必 要 か 、 船大 工 は何 人 い るか、 あ る いは 資金 が どの

く らい必 要 か とい う よ うな もっ と管 理 的 な あ るい は経 営 的 な要 素 が は い っ て く

る ので あ る。 そ して さ らに、 船大 工 が足 りなけ れ ば、 設 計 を変 え た り、 仕 様 を

変 え た り しな けれ ば な らない か も しれ な い。 あ る い は他 か ら船大 工 を借 りて解

決 しなけ れ ば な らない。 そ う して初 め て加 工性 とい う もの が解 決 され て、 いわ

ゆ る工程 表 だ とか 、材 料、 資料 の 割 り当 て表 とか、 資金 繰 り とか、 人 員 の 配置

表 な どの こま かい 、 い ろ い ろな管 理 の諸表 が 出 て くるわ け で ある。 現 在 で は こ

の よ うな段 階 まで も可 能 に な って きたの で ある。

従 来、 この範 囲 は 完全 な技 術 計 算 の 範 囲 で あ った。 しか しなが ら これ か ら以

後 に なる と、 そ の工 場 な り造 船 所 の持 つ 管 理能 力 とい う もの を加 味 した 管 理計

算 に な って きた の で あ る。 つ ま り従 来 は技 術 計 算 で あ った ものが、 さ らに仕 事

と して拡 張 され て くる と、 技 術 管 理計 算 とい う形 にな る。 そ れ が ど うい う効 果

を もた らす か とい うと、 お 客が い て、 い わ ゆ る仕様 が 出た 場 合 、 は た して これ

は会 社 と して可 能 で あ る か、 ま た そ れ を引 き受 け た場 合 どの く らい の利 益 が あ .

が るか とい うマー ケテ ィン グの基 本 的 な問 題 に戻 るわけ で あ る。

こ うい うよ うな一 連 の技 術 管 理 シ ステ ム とい うもの が 完成 して い る な らば、

お 客か らあ る仕 様 が 出 た場 合 に、 これ につ い ては受 注 が で き る、 あ る条 件 の も

とで は受 注 で きる、 あ るい は、 これ を受 注 して も決 して利益 は な い け れ ど、 受

注 したほ うがい い、 とか 受注 す べ き では ない 、 とい うよ うな適 切 な経 営 判 断 の

も とが で きるわ け で あ る。

現在 では、 これ が す べ て網羅 され た もの が でき ては い な い が、一 部 す で に技

術 管理 計 算 とい っ た とこ ろ まで な され て い る。

こ こで以 上述 べ た のは、 実 は、 潜 在 的 な効 果 とい うの は、 そ の マー ケテ ィン

グの原 点 に戻 っ て、 こ うい うよ うな注 文 が 出 た ときに、 い ち早 く、 そ れ が受 注

可 能 で あ るか ど うか とい うこ とを見 きわ め る時 間 の問 題 が、 どれ だ け 企業 に対

して効 果 を もた らす か とい う一 例 で あ り、 これ は きわ めて定 性 的 な問 題 な の で

あ る。 しか し、 これ が 会社 に と って プ ラス で あ る こ とは間 違 い ない の で あ り、

この よう な定性 的 な効 果 は、 ト ップマ ネ ジ メ ン トが 判 断 して い く問 題 な ので あ
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3シ ス テ ムの改 善

新 シ ステ ムの 切替 が 完 了 し、 全 体 的 に ス ムーズ に運 営 され て い る こ とが確

認 され る と一 応 の仕 事 は 終 了 した こ とに な る。 しか し、 情報 処理 シス テ ム とい

うの は、 常 に 生 き もの で あ る。 常 に新 しい応 用 の 開発 とか、 新 しい 手 法 の適 用

に よっ て シス テ ムが拡 張 され る ので あ る。 前項 の例 に見 られ る よ うに、 最 初 は

技 術 計算 で あ った もの が、 次第 に拡 張 して い って、技 術 管理 計 算 、 さ らには マ

ー ケテ ィ ング
、 つ ま り営 業 の シ ステ ム と結 びつ い て大 き なシ ス テ ム にな って い

った の で あ る。

この よ うな シ ス テ ム改 善 とか変 更 が、 い わゆ る シス テ ム メイ ンテ ナ ンス とか

システム リフ ァイ ン とい わ れ る仕事 で あ る。 シ ステ ム メイ ンテ ナ ンス が小 さ い補

修 を さす の に対 して、 システム リフ ァイ ン は シス テ ムの大 き な改 造 をい うの で あ

る。 た とえ ば 、給 与 計 算 業 務 に お け る扶 養 家族 手 当や超 過 勤 務 手 当 の醸 金 変 更

な どは、 メイ ンテ ナ ンス にあ た り、 投 入 資料 の項 目を変 更 して、統 計 資料 を同

時 に作成 す る シス テ ム に変更 す る よ うな場 合 は リフ ァイ ン に該 当す る。 一 般 に、

メインテナンス の場 合 は プ ログ ラムの 大 幅 な変 更 が な く、 フ ァ イルの 内容 補 正 な

ど で対応 で きる こ とが 多 いが 、 リフ ァ イ ンは プ ログ ラ ムの 大 幅 変更 を必 要 とす

るo

シス テ ム は な るべ く長 い将来 を見 通 して設 計 し、 設計 した シ ス テ ムの寿 命 が

長 い こ とが 望 ま しい。 しか し、 生 きて い る企 業 の 管理資 料 を主 眼 とす る シス テ

ム を、 常 に 固定 さ せ て お くこ とは きわ め て困難 で あ り
、 シ ス テ ムの変 更 要 請 は

必ず起 こって くる。 この場 合、 当初 の シス テ ムが、 将来 の変 更 を見 込 ん で設 計 さ

れ て い れ ば、 比較 的 ス ムー ズ に変 更 が可 能 で あるが、 そ うで ない場 合 は、 シ ス

テ ムの全 面 的 な や り直 しを 必要 とす る こと もあ る。

システム リファイ ンの 手順 は、 新 し くシス テ ム設計 を行 な う場 合 とほ ぼ 同様 で

あ り、 必 要 な現 状 分析 と将 来 の 管理 方 法 に基 づ い て設 計 す る。 特 に リフ ァイ ン

は 、 現 に実 施 して い る シ ス テ ムの大 幅 な変 更 で あ り、 短 期 間 の うちに何 回 も リ

フ ァイ ン を行 な うこ とは許 され な いの で、 そ の必 要性 を十 分検 討 す る と と もに、
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変 更 が や む をえ な い場 合 は、 将 来 を十 分 考 慮 した リフ ァイ ンを行 な う よ,う留意

しなけ れ ば な らな い。

最 後 に こ の ような シ ステ ム改 善 を可 能 にす るの は、 正 確 な ドキ ュ メ ンテー シ

ョンが あ っ て初 め て可 能 であ る とい うこ とを忘 れ て は な らない。

●

■
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1プ ログ ラ ミング

1-1プ ログ ラム

卓 上計 算機 で計 算 をす る場 合 、 まず数 字 のキ ー を押 す 。つ ぎに、 十、 一、

×、 ÷ な どのキ ー を押 し、 つ ぎに数 字 の キ ー を押 して計 算 をす る。 この時 に

我 々は、 。加 算 しろ"、"減 算 しろ 。とい った指 示 を、 卓 上 計 算機 に与 え る。

つ ま り、卓 上計 算 機 に、"つ ぎは どの よ うな事 を しなさ い 、、とい う指示(制

御)を して い る こ とに な る。

同 じよ うな計 算 が 数 多 くあ る場 合 には、 何 度 も同 じ操 作 を行 なわ なけ れ ば

な ら ない。そ こで 、 この操 作 の手 順 を、 あ らか じめ覚 え こませ て お き、 デー

タを ま と め て与 え れ ば、 計 算 で き る こ とに な る。 また 、 計 算 が複 雑 で長 い も

のは 、 手操 作 に誤 りが 生 じやす い。 こ の場 合 に も、 操 作 手 順 を覚 え こませ て

おけ ば、誤 りが な くな る。 しか し、卓 上 計 算機 に は、 この操 作 手 順 を覚 え こ

ませ る機 能 が ない。 コ ン ピュ ー タには、 との機 能 が あ り、 さ らに覚 えた 命令

を間 違 い な く実 行 す る機 能 もあ る。

一 連 の計算 手順 を、 コ ン ピュ ー タに わか る言葉 で、 覚 え こま せ て処理 をす

れ ば、 誤 りな く計 算 す る ことが で きる わけ で あ る。

この一連の計 算手 順 の ことを、 プ ログ ラム とい う。 そ して、 プ ログ ラム を作

成す る人 のこ とを、プ ログ ラマ と よび、この作業の こ とを、プログ ラミングと言 う。

1-2流 れ 図(フ ロー チ ャ ー ト)

複 雑 な一 連 の処 理 手 順 を、 何 も見 ない で、 コ ン ピュ ー タ にわ か る こ とばで

書 くこ とは、 困難 な こ とで あ り、 誤 りが生 じやす い もの で あ る。 そ こで、 ま

ず一 連 の処 理手 順 を、 記 号 で表 わ した図 に す る。 この 図 の事 を、 流 れ図(フ

ロー チ ャ ー ト)と い う。

流 れ 図 を見 な が ら、 コ ン ピュ ー タにわ か る こ とば に書 き直 せ ば、 誤 りは減

少 し、 プ ログ ラム をは や く作 成 す る こ とが で きる。 した が って、 流れ 図 が正

し く書 け れば、 ほ ぼ プ ログ ラム が で きた と も言 え る。 日常 の生 活 も流 れ図 に

表 わす 事が で きる。

〔洋 服 店 で背 広 を作 る例 〕

た とえば 背広 を作 る手 順 を、 つ ぎ の よ うに分 解 す る こと が で きる。

o洋 服 店 へ行 く:'
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o生 地 を選 ぶ。

O生 地 が 気 にい っ たか。 気 にい れ ば色 を選 ぶ。 気 にい らなけ れば 、 さ ら

に 生 地 を選 ぶ。

o色 を選 ぶ。

o色 が 気 にい っ たか。 気 にい れ ば 店員 を よぶ。 気 にい らなけ れ ば、 さ ら

に色 を 選 ぶ。

O店 員 を よぶ。

Oサ イ ズ を はか る。

Oお 金 を支 払 う。

o洋 服 店 を出 る。

こ の分 解 例 を、 流 れ図 に表 す と、 つ ぎの よ うに な る。

この例 で は、 生 地 が気 に い るま で生地 を選 ぶ ため、 矢印 を⑦ の よ うに も ど

す こ とに よ り、 生 地 を選 択 す る作 業 が、 くり返 さ れ てい る こ とを表 わ して い

る。 色 の場 合 も、 同様 で あ る。

〔1か ら10ま で の数 字 を加 算 す る例 〕

この加算 で は、 まず最 初 の数(1)に 、 つ ぎの数(2)を 加 え(1十2=

3)、 そ の答 えに、 つ ぎの数(3)を 加 え る○ こ の よ うな くb返 しを10ま

で行 な うこ とに よ り、 計 算 す る こ とが で きる。

これ を分 解 して み る と、

「 ある数 ま で の合計 」十 「つ ぎの数 」=「 つ ぎの数 ま で の合計 」

で あ る ことが わか る。

この 「ある数 ま で の合 計 」を 「T」 と し、 「つ ぎの数 」を 「N」 とす る と、

つ ぎの よ うな式 に なる∩

T十N=T

した が っ て、Tに は二 絶 えず 最新 の合計 が入 っ てい る こ とに な る。

つ ぎに、 加 え る数 は、

1十2十3十4→-5十'6十7十8十9十10

と、1つ ず つ増 え て いる。

最 初 の数(1)をNで 表 わす と、 つ ぎの数(2)は 、

N十1=N

で表 わ す こ とが で き る。3以 降 の数 字 も、 同様 に して表 わ せ る。 こ のNの 数
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図1 背 広 を 作 る 例

開 始

④

洋 服 店 へ行 く ●

生 地 を 選 ぶ

NO 生地が気に

いつたか

YES

色 を 選 ぶ

NO 色が気にい

つたか

YES

店 員 を よ ぶ

サ イズを はか る
■

お金 を支 払 う

洋服 店 を 出 る

終 了
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奄

を見 る こ とに より、 今 ど こま で計算 が進 ん で い るか が わか る ので あ る○ この

計算 例 では、Nは10ま でで あ る。

以 上 の よ うに、1か ら10ま で の加算 の 式 を分 解 で きれ ば、 これ を 流 れ 図

に表 わ せ ば よい の で あ る。

,

図2数 字の加算例

●

以上 の よ うな計算 な どが 、 コ ン ピュ ー タ内部 で は、 ど の よ うに行 なわ れ て

い るか を見 て み よ う。

そ の手 順 と して は、

① 主記 憶装 置 か ら、 命令 を持 っ て くる。

② 命令 を 命 令 レ ジ ス タに入 れ る。

(命 令 レジス タは、 制御 装置 の中 に あ る も ので、記 憶 装 置 か ら読 み 出
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され た命 令 を 、 一 時 記憶 す る場 所 の こ とで あ る。)

③ つ ぎに実 行 す る命 令 の番 地 を記憶 す る。

④ 命令 コ ー ドを解 釈 す る。

⑤ 実 行 す る。

の順 に行 なわ れ る。

A番 地 のデ ー タを、B番 地 のデ ー タに加 算せ よ とい う命令 は、 次 の よ うに

なるo

加算せよ
　

A番 地 B番 地

㌧一' ノ

Y

'

●

操 作 部'番 地 部

こ の よ うに、 番 地 部 に2?の 番 地 を 用 い る方 式 を、2ア ドレス方 式 とい う。

これ に対 して、1ア ドレ ス方 式 とい うの が あ り、 次 の よ うに なって い る。

、加 算 せ よ
…

A番 地

}}

部地番部作操

(例)

① 移 せ A番 地
まずA番 地 の デ ー タを 累算 器 に

移 せ 。.

② 加 え よ B番 地
つ ぎ に、B番 地 の デ ー タ を累算

器 に 加算 せ よ○

③ 移 せ B番 地
累算器 の加算結果 をB番 地へ移

せo

(鷲 器 とは、 演算 をす る場 所の ことである)

命 令 の 順 序 を 制 御 す る た め に 、'制 御 装 置 内 に プ ロ グ ラ ム ・カ ウ ン タ(P－

カ ウ ン タ)と い う も の が あ る 。 プ ロ グ ラ ム ・ カ ウ ン タ は 、 自 動 的 に つ ぎ の 命

令 が 記 憶 さ れ て い る 番 地 を 記 憶 す る ○ 今 、2000番 地 の 命 令 が 実 行 さ れ て

い て 、 つ ぎ に 実 行 さ れ る も の が 、2001番 地 の命 令 で あ る 時 、 こ の2001
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■

■

'

番 地 と い う も の が 、 プ ロ グ ラ ム ・ カ ウ ン タ に 記 憶 さ れ て い る と い う こ と で あ

る0

1-3コ ー デ ィ ン グ と デ バ ソ グ

流 れ 図 が で き れ ば 、 流 れ 図 を 見 な が ら コ ン ピ ュ ー タ に わ か る こ と ば に 書 ぎ

な お す 。 こ の 作 業 の こ と を 、 コ ー デ ィ ン グ と い'う 。

コ ン ピ ュ ー タ が わ か る こ と ば と し て 、 最 も一 般 的 に 知 ら れ て い る の が 、 コ

ボ ル と フ ォ ー ト ラ ン で あ るo'

コ ボ ル(COBσL)は 、CommonBusinessOrientedLanguage

の 略 で 、 事 務 計 算 に 適 し た こ と ば で あ る 。

フ ォ ー ト ラ ン(FORTRAN)は 、FormulaTranslatorの 略 で 、

技 術 計 算 に 適 し た こ と ば で あ る 。

流 れ 図 に も と つ い て 、 正 し く コ ー デ ィ ン グ さ れ た プ ロ グ ラ ム が 、 正 し い 処

理 を す る プ ロ グ ラ ム で あ る と は 限 ら な い 。 言 う ま で も な い こ と だ が 、 コ ン ピ

ュ ー タ は 、 誤 っ た 指 示 を す れ ば 、 誤 っ た 結 果 を 出 すo

そ こ で 、 プ ロ グ ラ ム が 正 し い か ど うか を 、 十 分 調 べ る 必 要 が あ る 。 こ の プ

ロ グ ラ ム を 調 べ る'こ と を 、 デ バ ソ グ と い う 。

デ バ ッ グ に は、'

① 机 上 デ パ ツ グ

② コ ン ピ ュ ー タ に よ る デ パ ツ グ

が あ るo

机 上 デ パ ツ グ は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 し な い で 、 人 間 が プ ロ グ ラ ム を 調 べ

直 す も の で あ る ○ コ ン ピ ュ ー タ に よ る デ バ ッ グ で は 、 テ ス ト'デ ー タ を 用 意

し、 テ ス ト ・ デ ー タ を 処 理 す る こ と に よ り 、 正 し く結 果 が 出 る か を 調 べ る も

の で あ る 。 さ ら に 本 番 用 の デ ー タ も使 用 し て 、 プ ・ グ ラ ム が 正 し く作 成 さ れ

て い る か を 調 べ る の で あ る 。

2ハ ー ド ウ エ ア

2-1中 央 処 理 装 置

コ ン ピ ュ ー タ の 最 も 大 切 な 中 心 部 分 は 、 中 央 処 理 装 置(Central
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－
ProcessingUnit:CPU)と よ ば れ る も の で あ る 。 中 央 処 理 装 置 は 、

記 憶 装 置 、 演 算 装 置 、 制 御 装 置 か ら構 成 さ れ て お・b、 記 憶 、 演 算 、 制 御 の3

つ の機 能 を も っ て い る 。 こ の 関 係 を 図 示 す る と、 つ ぎ の よ うに な る 〔

図5コ ン ピュー タ構 成 図

力

量

入

装

中 央 処 理 装 置

一 制 御 装 置
『

1

記 憶 装 置

演 算 装 置
ー

」
一

『 「

出 力

装 置

●

一→ デ ー タの流れ

一ー一〉 制 御 の 流 れ

デ ー タ、は 、 入 力装 置(カ ー ド読 取装 置、 紙 テー プ読 取装 置 な ど)か ら記憶

装 置 に入 る 。演 算 をす る必要 の あ るデ ー タは、)演算装 置 に送 られ、 演算 が行

なわ れ る。 そ して、 再 び記 憶 装 置 に もど り、 出 力装 置(ラ イ ン プ リン タ な ど)

に 出力 され る。

制御 装 置 は、 入 力装 置 、 記憶 装 置、 演算 装 置、 出 力装 置 が 指示 どお り動 く

よ うに コ ン ト ロール す る。

補 助 的 な記憶 の ため に使 われ る磁 気 テ ー プ装置 や、 磁 気 デ ィス ク装 置 に対

して、 中央処 理装 置 内 の記 憶 装 置 の ことを、 主 記憶 装 置 とよん で い る。 主記

憶装 置 は、 読 み込 ま れ た デ ー タや、 演算 の 中間結 果 や、 書 き出さ れ るデ ー タ

や、 プ ログ ラム な ど、 デ ー タ処 理 に 必要 な情報 を記憶 す る装置 であ る。

主記 憶 装置 の 多 くは、2進 化 さ れ た信号 を記 憶 して お くた め に、 磁 気 コァ

を使 用 して い る。磁 気 コ アは、 強磁 性体(磁 石 に な りや す い性 質 の もの)を

図4の よ うに ドー ナ ツ状 に した もの で あ る。

磁 気 コア の中 に電 線 を通 す 。 そ の電 線 に一 定以 上 の電 流 を流 す と、電 流 の
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奄

■

図4

ー

/

〃
(
U
田
)

/

磁
化

の
方
向

↑

流
一
電

磁化 によ る記憶の方法

./

＼

磁
化

の
方
向
"

電流

流 れ る 方 向 に よ って、 磁気 コア は一 定 の方 向 に磁 化 され る。 また磁 気 コア に

一 定以 上 の逆 め電 流 を 流 す と、 磁 化 の方 向は 逆 に な る。 磁 気 コア の状態 を読

み とる た め に、 読取 り線 を磁 気 コァ の 中 に入 れ てお く。 読 取 り線 は、 磁 気 コ

ア の磁 化 の方 向が変 わ った 時 に、 電 流 が 流 れ る。 この読 取 り線 に、 電 流 が 流

れ るか、 流 れ な いか に よっ て、磁 気 コア が、oの 状 態 で あ るか、1の 状 態 で

あ るか を知 る ことが で き る。 つ まb、2つ の磁 化 の方 向 の状 態 を、2進 数 の

0と1に 対 応 させ て い るの で あ る。 した が っ て、 磁 気 コア1個 で、1ピ ッ ト

の情 報 を表 現 す る こ とが で き る。

磁 気 コ ア を 何個 もな らべ て編 ん だ ものを、 コ ア'プ レ ー ン とい い、図5の よ

うな もので あ る。 この コア ・プ レー ンが、 何 故 か重 ね あわ さ れた と ころ に、

デ ー タや プ ログ ラム が記 憶 され る の で あ る。

●

ρ

図5

太 .(工 ＼

≧二N べべ
べべべ＼s
,ミべべぷ)
w)" ▽

読取 り線

コ ア プ レ ー ン
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我 々が住 ん で い る町 に は、 番 地 とい うものが 付 け られ、 居 住 区域 を区 別 す

る よ うに なっ て い る。一 般 に、個 々の居 住 区 域 には、1軒 の家 が あb1家 族

が住 ん で い る。貴 方 の住 ん でい る場 所 に も、 一定 の番 地 が付 い て い る は ず で

あ る。 したが って、 貴方 の番 地 を さが す こ とに より、 貴 方 を見 つ け る こ とが

で きる。 下 図 の例 で は、34番 地 にAさ ん が 住ん でい る こ とに なる。

この よ うに、 主 記憶 装置 に も各 記 憶場 所 に一 定 の番地 が付 い て い て、 そ の

番 地 に記 憶 す べ き内 容(デ ー タや プ ログ ラム)を 書 き込 ん だ り、 そ の番 地 に

記憶 され てい る内 容 を読 み取 っ た りす る。

上 の例 で は、20個 の 記憶 場 所 が あ り、 それ ぞ れ に番 地 が付 け られ て い る。

34番 地 とい う記 憶場 所 に入 っ て い る内容 は、Aと い う ことで あ る。 コ ン ビ

一 夕で は
、 主記憶 装置 ヘ デ一 夕 な ど を書 い た り、 読ん だ りす る場 合 、 そ の記

憶 場 所 ゐ番地 を指定 す る ことに よ り行 なわ れ る。

演 算 装 置 は、 加 算 回路 、 累算 器 、 シ フ トレジ ス タな どか ら構 成 さ れ てお り、

φ

11番 地 21番 地 31番 地 41番 地 51番 地

12番 地 22番 地 32番 地
,

42番 地 52番 地

13番 地 23番 地 33番 地 .
43番 地 53番 地

14番 地 24番 地
34番 地

A
44番 地 54番 地

1

㌃ タ閲 し四則瀬 ・論理鮪 ≡ の処理を行なう縦 を持っている・カ回

訓 蹴 生 して四則瀬 をする時願 い・れる・顯 鯨W茸 の

一 種 で、演 算 に先 だ っ て数 値 を あ らか じめ貯 え てお く機 能 も持 つ そい る。論

醐 算(故 は論理 判断)と は・演雛 置 の持つ判断機 能 で、 何 らか の条件

に応 じて、 あ らか じめ決 め て あ るい くつ か の処理 手 順 の うち、 一 つ を選択 す

る操 作 の こ とを い うo

制御 装 置 は 、記 憶 装 置 、 演 算 装 置 、 入 力装 置、 出力 装 置 な どの装 置 を制 御

す る も ので ある。 制 御 装置 は 、 コ ン ピュ ー タの各 装 置 に、 プ ログ ラム の実 行
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◆

吟

に必 要 な指令 パ ル ス を与 え る。 この指令 パ ル ス は、 制 御 装 置 が プ ログ ラ ムを

構成 してい る命令 を、 逐 次解 読 す る こ とに よっ てつ くられ る。

2-2入 出 力装 置

'
2-2-1カ ー ド読 取装 置 、 カー ド穿孔 装 置

カ ー ド読 取 装置 は、 下図 の よ うな穿孔 さ れ た カー ドを読 み、 カー ドに 穿

孔 さ れ た デ ー タや、 プ ログ ラム の内容 を、 中 央処 理 装置 に送 り込 む た め の

装 置 で あ る。

カー ドに穴 が あ い て い るか い ないか、 どの よ うな穴 の組 合 せ で 穿孔 さ れ

てい るか とい う こ とで、 何 とい う文 字 が表 わ され て い るか を読 取 る。 図 の

カー ドの1桁 目は、Oと い う数 字 を表 わ して い るが 、 そ の情報 は 、0と カ

ー ドに 印刷 され た 位 置 が
、穿 孔 され てい る こ とで読 取 る。 同様 に、 数 字 の

1は 、1の 部分 、2は2の 部 分 が穿 孔 され て い る019桁 目 のAと い う文

字 を表 わす ため に、一 番上 の部 分(ゾ ーン)と 、1の 部 分 との組 合せ で表現

し、Bは 、 一番 上 の部分 と、'2の 組 合せ で表 現 す る とい っ た具 合 で あ る。

カ ー ドに穿 孔 され て い る状態 を、2進 数 の1に 対 応 させ 、 穿 孔 され て な

●
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い状 態 を、0に 対 応 さ せ る ことに よ り、 中央 処 理 装 置 にそ の情 報 を伝 達 す

る ので ある 。 カ ー ドが 穿孔 され て い るか ど うか を調 べ る方 法 と して、 光 を

利 用 す る方法 が あ る。 声

や

カー ド読 取装 置 の速 度 は、 機種 に よっ て異 な るが、 普 通1分 間 に400

枚 か ら1500枚 位 い を読 む こ とがで きる。

中央 処 理装 置 に情 報 を送 る カ ー ド読 取装 置 に対 して、 逆 に中央 処 理装 置

か ら の情 報 を、 カ ー ドに穿 孔 す る装 置 があ る。 これ を カー ド穿 孔装 置 とい

い、1分 間 に100枚 位 か ら500枚 位 の カ ー ドを穿 孔 す る。

カー ドの特徴 と しては、 つ ぎ の よ うな こ とが い え る。

① カー ド上 の原 始デ ー、タ の修 正、 追加 、変 更、 検 孔 が容 易 で あ る。

② 情 報 が人 間 の 目で確 認 しやす い。

③ 原 始 デ ー タの,編集 が 容 易 で ある。

④ 紙 テ ー プに くらべ高 価 で ある。

2-2-2紙 テ ー プ読 取 装 置 、 紙 テ ー プ穿 孔 装置

紙 テープ読職 置 媒 図6の よう細 長噸 テー プ上 口 け 晒 た穴の

状態 を 読み 取 る こと にエ リ、 情 報 を 中央処 理装 置 に伝 達 す る装 置 て㌧あ る。

紙 テrプ は、6単 位 の もの と、8単 位 の ものが よ く使 用 さ れ る。6単 位

とは、6つ の穴 の組 合せ で文 字 や 記 号 を表 わ す もので、 上 図 の紙 テ ー プは、

8単 位 の例 であ る。 紙 テ ー プ読 取 装 置 は、 普 通6単 位 の も ので も、8単 位

の もの で も取扱 え る よ うに な って い る。穿孔 さ れ て い るか ど うか を調 べ る

方 法 は、 カー ド読取 装 置 と同様 に、 光 を使 う。

・紙 テー プ読 取 装 置 の読取 り速度 は、1秒 間 に300字 か ら1000字 位
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図6紙 テ ー プ と読 取 リ装置
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匂穿 孔 穿孔
テープ送りの孔

㍗7 1㌫
口

の速 さで あ る。

垣三 三プ穿五 装置は、 カー ド穿孔装置 と同様に、 中央処理装置 か らの情

報 を 出 力 す るだめ の装置 で ある6穿 孔 速 度 は、1秒 間 に100字 か ら300

字 の速 さで あ るo

紙 テ ー プの特徴 と しては、 つ ぎの よ うな こ とが い え る。

① テ ー プ上 に任 意 の長 さ の情報 を連 続 し て穿 孔 で き る。

② 紙 テ ー プの価 格 が安 い。

③ 原 始 デ ー タ の変 更、 誤 りの訂 正 が面倒 で あ る。

2-r-2-3光 学 文 字読 取装 置 、磁 気文 字 読 取 装 置、 光学 マ ー ク読 取 装 置

光 学 文 字 読 取 装 置(OpticalCharacterReader:OCR)は 、 穿

孔 カー ドや紙 テ ー プの よ'うにご コr・・、トこ化 した ものを読 ませ る の では な く、

直 接 文 字 や数字 を 入 力 す る装置 で あ る。 カー ドや紙 テ ー プの よ うに、 パ ン

チ ャ に よ る穿孔 作 業 が 省略 で きる ため、 デ ー タ作成 の た め の時 間 が大 幅 に

節 約 で きる。 読 取 り方 法 として は、 強力 な光 源 と レ ンズ を使 って、 文 字 に

反射 す る白 と黒 の模様 を解 読 す る方 法 と、 書 類 の特 定 位置 につ け られ た、
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マ ーク を読む 方 法 とが あ る。 読取 り速 度 は、 書 類 の大 きさ に も よ るが、1

秒 間 に330文 字 か ら2,400文 字 位 で ある。

磁 気 文字 読取 装 置(Magne‡jcInkCharacterReader:MICR)

は ぐOCRと 同様 に、 文 字 や 数 字 を直 接 読 む こ とが で きる。 これ は磁 気 イ

ンク で印刷 され てい る特殊 な文 字 を読 取 る装 置 で、 文 字 の パ タ ー ン と特 徴

を解 読 して、入 力 す る もの で あ る。 読 取b速 度 は 、1分 間 に950枚 か ら

1,600枚 位 で あるo

OORやMICRは 、銀 行 の小 切手 や ガ ス、 水 道 、電 気 な ど の料金 請求

書 な どで使 用 さ れ て い るo

光 学 マー ク読 取 装 置(OpticalMarkdReader:OMR)は 、特 定

の カー ドや帳票 に マ ー ク をす るだ け で、 文字 や数 字 な どのデ ー タを
、 直 接、

電 子 計算 機 に 入 力 す る装 置 で あ る。読 取 り速 度 は、1分 間 に200枚 位 で

あ るo

図7光 学 文 字 読取 装 置 用 の 文字 と読 取 装 置

β

数 字0123456789

英大文字ABC-● ・●一う(Y乏

●
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図8磁 気文字読取用の帳票 と読取装置

「

図9光 学 マー ク読取用 の帳票と読取装置
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2-2-4ラ イ ン プ リン タ

ライ ン プ リンタ(高 速 製表 印 字 装置)は 、 中央処 理 装置 か らの情 報 を、

1行 単 位 で印刷 す る 出力装 置 で あ る。1行 に120か ら144の 文 字 や記

号 を、 印刷 す る ことがで きる。 印字 機 構 と しては、 タ イ プ'ホ イー ル式 と、

タ イプ'チ ェー ン式 が あ る。 前 者 は、 横 方 向に文 字 が不 ぞ ろい に な りゃす

く、後 者 の場 合は、 逆 に縦 方 向 に不 ぞ ろ い に な りやすい。 タイプ ・ホイール

式 は、 活字 を い っぱ いは め込 ん だ円筒 が 回転 し、 タ イプ チ ェー ン式 は、

活 字 をチ ェー ン状 に したもの が、 回 転 してい る。 中 央処 理 装置 か ら伝達 さ

れ て きた 情 報 に対 応 す る活 字 が 、 印字 位 置 に来 た時 に、 タイ ミン グ よ く、

用 紙の 裏 か らハ ンマで 打 つ こ とに よ り、 印 字 され る。 印 字速 度 は、1分 間

に200行 か ら1,000行 位 で あ る。

●

'

図10ラ イ ンプ リン タ の構 造 と本 体

ハ ンマ ー 群

フォ ト`ラ ンジス'一

イ ンク シ ー`

タイプホイール式

イ ン ク リ 〆 ン

●

ト

2-2-5映 像 表 示装 置

映像 表示 装置(CRTデ ィス プ レイ装置)は 、 図 形 、 グ ラ フ、 文 字 、 数

字 な どの形 で 入 出力 で き る装 置 で あ る。 入 力 方法 として は、 コ ン ソール の

キー ボー ドか ら タイ プ して 入力 す る方 法 と、 ライ ト ・ペ ンを使 用 して、 ブ

ラ ウン借 上 か ら入 力す る方 法 が あ る。 出 力方 法は 、 中央 処理 装 置 か らの情

報 を、 ブ ラ ウン管 上 に 図形 や グ ラ フや 文 字 な どの 目で 見 え る形 で、 表 わす
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図11映 像 表示 装 置
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方 法 で あ る。映 像 表 示装 置 を機 能 的 に分類 す る と、 文 字 と数 字 のみ が表 示

で きる キ ャ ラ ク タ 。デ ィス プレイ装置 と、 図形 や グ ラフ も表示 で きる グ ラ

フ ィ ック 。デ ィ ス プ レイ装 置 とに 分 け られ る。

2-3補 助 記 憶 装 置

主記 憶 装 置 の記 憶 能 力 に は 限度 が あ る。 そ こで、 主記憶 装置 に記 憶 さ れ て

い るデ ー タや プ ログ ラムを取 り出 し て、 別 の と ころ に記録 、 保 存 して お く必

要 が あ る。 こ の よ うに、 主 記憶 装 置 を補 助 す る機 能 を持 った 装置 の こと を、

補 助 記憶 装置 ま た は外 部 記憶 装 置 とい う。補 助記 憶 装置 と して代表 的 な も の

と して、磁 気 テ ー プ装 置 、 磁 気 デ ィス ク装置 、 磁 気 ドラム装 置 が あ る。

2-3-1磁 気 テ ー プ装 置

磁 気 テ ー プ装置 は、 入 力、 出力 の両 方 の機 能 を持 った装 置 で あ る。磁 気

テ ー プ装 置 は、 デ ー タや で ・.グ ラムを磁 気 テ ー プ に書 き込 ん だ り、 磁 気 テ

ー プに書 か れ て い るデ ー タや、 プロ グ ラム を読 み 取 った りす る装 置 で ある。

磁 気 テ ー プは、 オ ー プン ・ リー ル の録 音 テ ー プと 同 じよ うな もの で あ る。

幅 が 約13nbm位 で、 長 さが2,400フ ィ ー ト(約730m)、1,200フ
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図12磁 気 テー プ と磁 気 テー プ装 置

⑨

ρ

一イ ・一 ・ト㌻ 噛300ブ イ ー ト な ど の 種 類 が あ る
o

磁 気 テ ー プ は 、 磁 気 テ ー プ の 縦 の1行 で 、1文 字 を 表 現 す る 。 こ の1文

字 に 、 磁 気 ヘ ッ ド の 通 過 す る 位 置 が 、7つ あ る も の を7ト ラ ッ ク 、8つ あ

る も の を8ト ラ ッ ク 、9つ あ る も の を9ト ラ ッ ク と い うo

磁 気 テ ー プ は 、 動 き 出 し て か ら一 定 の ス ピ ー ドに 達 す る ま で に
、 時 間

(ス タ ー ト時 間)が 必 要 で あ る 。 ま た 、 停 止 す る の に も 、 時 間(ス ト ッ プ

時 間)が 、 か か る。 そ こ で 、 デ ー タ と デ ー タ と の 間 に は 、 ス タ ー ト時 間 と ス

ト ソ プ 時 間 の 部 分 が 生 じ る わ け で あ る 。 こ れ をIRG(InterRecord

'

Gap)と い い 、 通 常 、2α πほ ど の 長 さ が 必 要 で あ る 。

◆

■

' )
、

1

7～9ト ラ ッ ク

↑
1文 字を表わす
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A

◆

■

磁 気 テ ー プ装 置 は、磁 気 テ ー プを取 りか え るだけ で、 大 量 のデ ー タを記

録 す る こ とが で きる。 シ ー ク エ ンシ ヤ ル に デー タ を処理 して よい ものは 、

一 般 に磁 気 テ ー プに プア イル され 保 存 され る
。最 近 で は、 各 種 の台 帳 や伝

票 や帳 簿 な どが、 磁気 テ ー プに置 きか え られ て きてい る。

:

ス トッ プ1ス ター ト

:
ス ト ソ プ1ス タ ー ト {

デ ー タ ` デ ー タ ;
デ ー タ

時 間1時 間 時 間1時 間 {

` |

}
IRG

}

IRG

磁 気 テ ー プの特 徴 と しては、 つ ぎ の よ うなこ とが あげ られ る。

① プア イル の形 式 が シ ー クエ ン シヤル で ある。

② 記録 密度 が高 い。

③ 保 存 場 所が 比 較 的 小さ くてす む。

④ 価 格 が安 い。

2-3--2磁 気 デ ィス ク装置

磁 気 デ ィ ス ク装 置 は、 表 面 と裏 面 を、 磁 性 物質 で被 った レ コー ド盤 の よ

うな 円盤 を、 数枚 重 ね た ものを回 転 させ、 デ ー タや プ ロ グ ラム な どを記録

す る装 置 で ある。 円 盤 の表 面 と裏 面 には、 ア クセ ス アー ムが 出 てい る。 ア

ク セ ス アー ム の先 端 に は、 読 み書 き用 の磁 気 ヘ ッ ドが つ いて い る。 こ のヘ

ッ ドを とお して、 デ ー タな どが 円盤 上 に書 き込 まれ た り、 記録 さ れ て い る .

デ ー タな ど を読 み 取 った りす る。

レ コー ド盤 は、 溝 が1本 の渦 巻線 に:な って い るが、磁 気 デ ィス ク は、 同

心 円 に な っ て い る 。 こ の 同 心 円 の1つ1つ を 、 ト ラ ッ ク と い う。 ま た 、 各

盤 上 の同 じ トラ ック を、 円筒 に 見た て てミ そ れを シ リン ダ とい う。

磁 気 デ ィ ス ク 装 置 に は 、 数 枚 重 ね あ っ た レ コ ー ド盤 の よ う な も の が 、』固

定 さ れ て い る も の と 、 取 り は ず し が 出 来 る も の と が あ る 。 こ の 取 り は ず し

が 出 来 る レ コ ー ド盤 の よ う な も の を 、 デ ィ ス ク パ ッ ク と い う 。 し た が っ て

デ ィ ス ク パ ッ ク を 取 り か え る こ と に よ り 、 数 億 、 数 十 億 と い っ た 多 量 の デ

ー タ も
、 記 録 保 存 す る こ と が で き る わ け で あ る 。

-233一



図15磁 気デ ィ ス クの 構造
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φ

司

磁 気 テ ー プに デ ー タを書 き込 ん だ り、磁 気 テ ー プか らデー タを読 み込 ん

だ りす る場 合、磁 気 テ ー プ は、 最 初 か ら順番 に読 み書 き しなけ れ ば な らな

い が、 磁 気 デ ィス ク装 置 は、 円盤 の よ うな ものが 同心 円 で回転 し てい るた

め 、 直接 デ ー タを読 み書 きす る こ とが で きる。 この よ う な処 理 方式 を ラ ン

ダム処理 とい う。

磁 気 デ ィス ク装 置 の大 きな特 徴 と しては、 つ ぎの こ とが あげ られ る。

① ラ ンダ ム処 理 が で きる。

②磁 気 テ ー プ装 置 よ り読 み 書 き速度 が速 い。

③ 記録 さ れ て い るデ ー タを 部分 的 に書 きな おす ことが で きる。

図14デ ィ スクパ ック と磁 気 デ ィ スク装 置

●

■

2-3-3磁 気 ドラ ム装 置

磁 気 ドラム装 置 は、 表面 が磁 気 被膜 で お おわ れ た金 属 製 の円筒 を 回転 さ

せ 、そ の表 面 にデ ー タを書 き込 ん だ り、読 み込 ん だ りす る装 置 で あ る。

磁 気 ドラム もデ ー タ な ど の読 み書 きは、 磁 気 ヘ ッ ドを とお して行 な わ れ

る。 また磁 気 デ ィス ク装 置 と同様 に、 ランダ ム処理 が で きる装 置 で あ るが、

デ ィス クパ ック の よ うに、 取bは ず して使 用 す る ことは で きな いo
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図15磁 気 ド ラ ム
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2-4デ ー タ通 信

デ ー タ通 信 とは、 中 央 の コ ン ピュ ー タ と遠 隔地 の端 末 装 置 と を、電 信 や 電

話 回線 な どの通 信施 設 を使 っ て結 び、 相互 に デ ー タを交 換 す る こ とを い う。

広 域 に 分 散 してい る支 店、工 場 な どで 発 生 した デ ー タを、 正 確 に そ して迅速

に送 る必 要 性 が で て きた今 日、 デ ー タ通 信 は 、 重 要 な地 位 を しめ る よ うに な

っ て きた。 デ ー タ通 信 を使 用 し ない場 合 に は、 デ ー タが 発生 した場 所で、 紙

テ ー プや カー ドに 穿孔 し、 中央 の コ ン ビ一 夕室 に送 る方法 と
、原 始 伝票 を 中

央 の コ ン ピュ ー タ室 に送 り、 そ こで カー ドな ど に穿孔 す る 方法 とが あ る。 い

ず れ に して も、 デ ー タを郵 送 や運 送 す る必 要 が あ るた め、 コ ンピュ ー タに デ

ー タを入 力す るま で の時 間 がか か りす ぎ る
。 出 力 の場 合 も同様 で、 中央 の コ

ン ピュー タ室 で作 成 さ れ た報告 書 や レポ ー トな どを各地 に郵 送 しなけ れ ば な

らず、 これ も時 間 が か か る。 これ では 、 コ ン ピュ ー タの もつ高速 性 が半減 さ

れ て しま うoそ こで、 デ ー タの発生 した場 所 で、 端 末装 置 か ら直 接デ ー タを

入 力 し、 通 信 回線 を 通 して、 中央 の コ ン ピュ ー タに デ ー タを入れ た り、 逆 に

中央 か ら遠 隔地 の 端 末装 置 に、 直接 出力 す る デ ー タ通 信 の方 法 が とられ る の

で あるo

通 信 回 線 に は、 デ ー タを一 方 向 だ け に しか送 る こ とが で きない単 一 回線 や、

両 方 向 ヘ デ 一 夕を 送 る こ とが で きるが 、 同時 に送 る こ とが で きない半 二 重 回

線 や、 両 方 向へ 同 時 に、 デ ー タを送 る こ とが で きる全 二 重回 線 が あ る。

デ ー タが発 生 した時 、す ぐに端末 装 置 か らデ ー タを入 力 し、・処理 す る もの

を・ リア ル タ イム処 理 とい い、 あ る程度 デ ー タを貯 め 、 一 括 処理 す る も のを

リモ ー トバ ッチ処 理 とい う。 リア ル タイ ム処理 は、 経 済 的 に高 くつ くた め
、

一 般 に は リモー トバ ソチで 処 理 され るケ ー ス が 多 い
。
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1.シ ス テ ム設 計

シス テ ム設 計 の手 順 は 、 問題 の 提起 に始 ま り、 導入 計 画 、 予備 調 査、 現状 分

析 、 概 要設 計 、 詳 細 設 計 の 順 に行 なわ れ る。

"

■

一 起!導 入計画 〉こ割 ＼ 現 状 分析

1… 計
1-illlEillM

現状 分 析 が終 ると、 基 本 シス テ ムの 設 計 を行 な う。 これ には、 シス テ ム設 計

者 の基 本構 想 だ け で な く、 経 営 者 の基 本 方 針 な ど も加味 した 上 で、 設 計 しなけ

れ ば な らない 。

基 本 シス テ ムの構 想 は 、 つ ぎの よ うな 流れ 図(フ ロー チ ャー ト)に 表 わされ

る。

,
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図1流 れ 図 の 例 ・・・… 給与 計算 の 月例 計 算業 務

休

弍/
勤 怠 表 作 成

そ の 他 通 知 書

控 除 要 求 書

●

勤

/
給 与

マ ス タ
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基 本 シス テ ムの流 れ 図が 出来 れ ば、 シス テ ムの概 要 設 計 、 シス テ ムの詳 細 設

計へ と、 作業 を進 めて い く。 こ こでは 、 概 要 設計 に 関 して 学 習す る 。

概 要 設 計 とは、 現 状調 査 と分 析 の 結果 、 明 らか に なっ た 現状 の 情 報処 理 シス

テ ムの 問題 点 を解 決 し、 企業 目的 に適 合 した情 報 シス テ ムの 概要 を 定 めて い く

過 程 の こ とを い う。

シス テ ムの概 要設 計 の 手 順 と しては 、 出 力(ア ウ トプ ッ ト)の 設 計か ら入 り、

入 力(イ ン プ ッ ト)の 設 計 、 フ ァ イル の設 計 、 コー ドの設 計 を行 な い、 最 後 に

コス ト分 析(ま たは シ ス テ ムの 評 価)を 行 な うの が、 一 般的 で あ る 。

■

ρ

,
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1-1出 力 の設 計

出力 の 設計 で まず考 え なけ れ ば な らない事 は、 出力 の 目的 は何 か と

い う事 で あ る。 何 の た め に 出 力す るのか、 誰 の た め に出 力す るの か、 出

力 を使 用 す る人 に とって価 値 あ る情報 が も り込 まれ てい るか な ど とい っ

た 事 を明確 に してお く必 要 が あ る。 そ こで、 つ ぎの よ うな項 目 につ い て

個 々 に検討 す る。

① 対 象 業 務

出 力 を しな けれ ば な らな い対 象業務 は 何 であるのか、 また、 どの

範 囲 ま で を対 象 とす るの か とい った事 を整 理 す る。 これ は 、 シス テ

ムの基 本設 計 が で きた時 に 自動 的 に 決定 され る こ とで あ るが、 再確

認 して お く と よい。

た とえ ば、 対 象業 務 に人事 管理 を取 り上 げ てみ て も、 人 事 、 勤 労、

厚 生 な ど もあ り範 囲 は広 い。 給与 計 算 を対 象 に して も、 月 例 の 給与

計 算 事 務 もあ れ ば 賞与 事 務 や年 末 調整 事 務 な ど.もあ り、 どの範 囲 ま

で を対 象 にす るか を最 初 に確 定 してお く必 要 が あ る。

② 出力 の 種類

対 象 業務 の 範 囲 が確 定 す れ ば、 つ ぎに対 象 業務 内 で 必要 とされ

る出 力 には どの よ うな ものが ある か を整 理 す る。

月例 の給与 計 算 事 務 には、 給与 明細 書、 全種 別表 、 住 民税 納 付表 、

給 与 受領 表 、 部 門別 合 計 表、 統計 表 な どが あ る。

③ 出 力 の作成 周 期 お よび時 期

各 出力 に つ い て、 そ れ ぞ れ の作 成 周期(日 、週 、 月、 季、 年)

や時期 を検 討 す る。 コ ン ピュ ー タに よる出 力 の迅 速 性 も大切 だ が、

必 要 な 出力 を タ イ ミン グ よ く出力す る事 は、 さち に重要 表 問題 で あ

るo

給 与 明細 書 は、 月 に1回 の サイ ク ルで、 毎 月20日 に作 成 す る と

か 、 部 門別 合 計 表 は い つ作 成 す れば よいか とい った こ とを検討す る。

④ 出 力の形 態

出力 の形 態 と しては、 帳 票、 カー ド、 紙 テー プ、 磁 気 テ ー プ、

磁 気 デ ィス ク、 磁 気 ドラ ム、 映像 表 示装 置 な どが あ る。 帳票 には、
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④ 見 やす い よ うに項 目名 や、 枠 ど りの 線 が あ らか じめ 印刷 して あ る定

型 用 紙

◎ 横 線 だ けが入 っ てい る連 続 用 紙

とが あ る。

ここで は、 各 出力 が どの形 態 を とれ ば よいか とい う こ とを検 討 す る。

目で 見 え る形 で 出力 しなけ れ ば な ら ない もの は、 普 通、 ライ ン プ リン タ

(行 印字 機)や 、 タ イ プ ライ タに よっ て、 用紙 に印 刷 され る。 外 部 に出

す 必要 の ない もの は、 連続 用紙 に 印刷 さ れ る こ とが 多 い。 給 与 明 細書 や 納

品 書 な どは、見 ば え の よい定 型 用 紙 に印刷 され る ことが 多 い。

一 時 的 に
、 しか も迅 速 に情 報 を知 る必 要 の あ る もの は、 映 像 表 示装 置 に

出 力 され る。

コン ピュー タか らの 出力 情 報 に、 他 の 情報 を追 加 した も のが、 新 しい入

力情 報 となる シ ステ ム を、 ター ンア ラ ウン ド ・シ ス テ ム とい う。 この ター

ンア ラ ウン ド ・シ ステ ムの一 環 と して、 出力が 考 え られ る場合 に は、 しば

しば カー ドが 用 い られ る。

出力 の 内 容 を遠 方 に送 付 しなけ れ ば な らない 場合 や、 遠 隔 地 に端 末装 置

な どの設 備 が あ り、 デ ー タ通 信 が可 能 な場 合 には、 紙 テ ー プが 用 い られ る。

出 力が 同時 に フ ァイ ル と して取 扱 われ る もの は、 磁 気 テー プ、 磁 気 デ ィ

ス ク、 磁 気 ドラム な どに納 め られ る。

⑤ 出力 の項 目名 と桁 数

各 出 力の 種類 や形 態 が決 定 され る と、 各 出 力に つ い て、 どの よ うな項

目が あ るの か、 そ の 項 目の重 要 度 は ど うか、 そ の項 目の桁 数 は何 桁 必要 か、

使用 す る文字 の種 類(数 字 、 力六 ア ル フ ァベ ッ ト、 記 号)は 何 か、 な ど

とい った 事 を検 討 す る。

給 与 明 細書 の項 目に は、 年 月、 社員 番 号 、氏 名、 所 属 コー ド、 本給 、 役

付 手 当、 時 間外手 当 な どが あ り、 そ れぞ れ必要 な桁数 が あ る。

ラ イ ン プ リン タや タイ プ ライ タで 出 力す る場 合 には 、1行 に 印刷 で き る

桁数 を調 べ てお く必 要 が あ る。

⑥ 出 力の 提 出先 お よび 使用 者

出 力 を使 用 す る人 に と って、 使 い易 く、 見 や す い よ うに設 計 す る こ と も
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大 切 で あ るが、 まず だれ がそ の 出力 を使 用 す るの か を検討 す る必要 が あ

る。 経 営 者 、 管 理 者 、 顧客 な どに よ って、 必 要 な情 報 が異 な り、 したが

っ て 出 力 の設 計 が異 な って くる こ とは 言 うまで もな い。

⑦ 出 力の 処 理 件 数 と コ ピー枚 数

出 力 の種 類 を整 理 した後 に、 各 出力 の処 理件 数 が何件 ある か を検討

す る。1枚 の用 紙 に 出力 され る統 計 表 の よ うな もの もあ れば 、 給 与 明細

書 の よ うに従 業 員 の 数 だけ 出力 され る もの もある。 処 理件 数 を 明確 にす

るこ とに よ り処 理 時 間 が明 らか に な り、処 理 コス トも算 出で きる。'

控 が 必 要 な出 力 で あるか ど うか、 控 が 必 要 な場 合 は何 部 必 要 か とい う

こ と も検 討 す る。

1-2入 力 の設 計

適 切 な 出力 を得 るた め ¢はそ れ に必要 な入 力 デー タを 作成 してお か なけ

れ ば な らない。

入 力 の方 法 と して、 普 通一 般 に用 い られ て い る方法 と しては各 現 場 で作 成

され た原 始 伝 票 を集 め、 カ.一 ドや紙 テー プに穿 孔 し、 入 力 す る方 法 で あ る。

入 力 の設 計 に は

④ 原 始 伝 票 の設 計

◎ カーほ どρ設計

の2つ が あ る6 、

原 始 伝 票 は、 パ ンチ ャが 穿孔 しやす い もの で ある と共 に、 まず 第1に 現 場

で 原 始 伝 票 を使 用 す る人 々に とって 取扱 い 易い もの で なけ れ ば な らない。

カー ドな どの設 計 をす る場 合、 つ ぎの事 を検 討 して設 計 す る。

① 入 力 の種 類'.

対 象 業 務 に は どの よ うな入 力が あ るか を明 らか にす る。 給 与 計 算 を

例 に とる と

④ 個 人 か らの デ ー タ と して

タ イ ム カ ー ド、 扶 養 控 除 甲告 書、 保 険料 申告 書 、 家 族 異 動 届、 住

所 変 更 な ど

◎ 人事 部 門 か らのデ ー タ と して

入社 退社 通 知 書、 人事 異 動表 、 賞 与 計算書 な ど

◎ 地 方 自治 体 か らのデ ータ と して

住 民税 決 定 通 知書 な ど
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が ある。

② 入 力 の周 期 お よび時期

こ こで は、 各 入 力 につ いて 、そ の周期 と時 期 を調 べ る。 タ イム カー

ドを何 日に締 切 るの か、 カー ド穿 孔 を何 日ま で にす るの か とい った こ と

を検 討す る。

入 力 デ ー タの発 生 部 門 の作 業 ス ケジ ュー ル や、 コ ン ピ ュー タ室 お よび

パ ン チ室の 作 業能 力 な ど も検 討 しなけ れ ば な らない。

③ 入 力 の形 態

入 力の 形態 には、 カー ド、 紙 テー プ、 直 接 入 力 帳票(OCR、OM

R、MICRで 使用す る用 紙)、 端 末 装 置、 磁 気 テー プ、 磁 気 デ ィス ク な

どが あ る。 入 力 の形 態 は、 処 理 す る対 象業 務 の 内容 や、 経 費 の 問題 や、

ハ ー ドの機 器 構成 な ど に よ り異 な って くる。

各 入 力の 特 徴 を あげ る と、 つ ぎの よ うに な る。

〔カー ド〕

○ 追 加 訂 正 が簡 単 で あ る。

○ 検 孔 が で きるo

O分 類 機 で分類 で きる。

01枚 の カー ドに 穿孔 で き る桁 数 に制 約が あ る。

○紙 テー プ よ リコ ス ト高 で ある。

○保 管 や運 搬 が 困難 で あ る。

〔紙 テ ー プ 〕

○ 追 加 訂 正 が 困難 で あ る。

○ 検 孔 が 困難iで あ る。

○ 分類 で き ない。

○ 桁数 に制 約 が な いQ

O保 管 や 運搬 が容 易 で あ る。

○ 伝 票発 行 と同時 に紙 テ ー プを作 成 す る こ とが 出来 る。

○ デー タ伝 送 が 可 能 で あ る。

〔直接入 力 帳 票90CR、OMR、MICR〕

○ パ ンチ ャが不 用 で あ る。
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○ コス トが 高 くつ く。

○ 取 扱 い に制 約が あ る。

〔端 末 装置 〕

○ 直 接、 入 力 で きる。

○入 力 す る場 所 が 端 末装 置 の あ る所 に 限定 され る。

○ コ ス トが 高 くつ く。

〔磁 気 テー プ、 磁 気 デ ィス ク 〕

○ カー ドよ り操作 しや す い。

○ 入 力 が速 い。

○ 少 量 の デ ー タを取 扱 うに は不 向 きで あ る。

○ デ ー タの 内容 を 目で見 る こ とが で きな い。

④ 入 力 の項 目名 と桁 数

各 出 力 を作 成 す るた め に どの よ うな入 力項 目が必 要 なのか、 各 項 目

はそ れ ぞ れ何桁 必 要 なの か、 使 用 す る文 字 の種 類 は何 か、 とい った こ と

を検 討 す る。

給与 計 算 の勤 怠 カー ドの項 目 と して

カー ド ・ナ ンバ ー、 社員 番 号 、 出勤 日数、 有給 休 暇 日数 、 欠 勤 日数 、遅

刻 早 退 回 数 、 遅刻 早 退 基準 回数 、 早 強 時 間、 休 出時 間、 深 夜 時 間、 徹 夜

代 休 回数

な どが 考 え られ る。

つ ぎ に 、上記 の項 目 につ い て、 桁 数 や文 字 の種類 を検 討 す る。

桁 数 が 固 定 の もの(固 定 長)を 取 扱 う時 は カー ドが使 用 され、 可変 長 の

時 は 紙 テ ー プが 使 用 され る こ とが 多 い。

⑤ 入 力 の 発生 部 門

と こで は、 コン ピュー タで処 理 をす るために必要 な入力デー タが 、 ど

の 部 門 で 発生 す るか を 明確 にす る。 各種 の デー タが 各 部 門 で発 生 す るが 、

発 生 した デー タの すべ てが コ ン ピ ュー タ処 理 に必要 な入 力 デー タ で あ る

とは 限 らない。 あ る程 度 人手 で加工 され た デー タが 入 力 デ ー タ とな る こ

とも あ る。 そ こで、 コ ン ピュー タ処 理 に必 要 な入 力 デ ー タの最 終 発 生 部

門 は どこ か、 とい う こ とを検 討 す る。
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⑥ 入 力 の デー タ件数

各 入 力 につ い て、 そ れぞ れ 何 件 の デ ー タが 発 生す る か を調 べ る。

現 在使 用 してい る伝 票 の枚 数 を把 握 す る事 や、 把 握 で きな い もの は推 定

で デー タ件数 をわ り出 して お く。

デ ー タ件数 の把 握 は、 コ ン ピ ュー タの処 理 時間 の算 出 や 、 処 理 コ ス ト

の算 出の た め に も必 要 で あ る。

1-3フ ァイル の設 計

ファイルの設計 をす る時に検 討 しなければ ならない ことは、っ ぎの事 である。

① フ ァイルの種類

まず 基本 シ ス テ ムの設 計書 に も とづ き、 どの よ うな フ ァイル が あ る

の か を調 べ る。 給 与 計算 シス テ ムでは 、 給 与 明 細 フ ァイル、 給 与 変動 フ

ァイル、 給 与 マ ス タ ーフ ァイル な どが 考 え られ る。 これ らの フ ァイルが 、

マ ス タ ー フ ァイル として取 扱 わ れ るも のか 、 トランザ ク シ ョン フ ァイ ル

と して取 扱 われ る ものか とい った事 も 同時 に 明 確に して お く.

② フ ァイル の作 成 お よび更 新 の 周期 と時 期

こ こで は各 フ ァ イル に つ い て、 いつ 作成 す るのか、 い つ更 新 す るの

か、 そ の周 期(日 、 週、 月、 季、 年)は ど うか とい っ た事 を検 討 す る。

売 上 フ ァ イル の よ うに 日毎 に更 新 さ れ る もの もあれ ば給与 明細 フ ァ イル

の よ うに 月毎 に更 新 さ れ る もの もあ る。

フ ァイル の更 新 時 期 を考 え る時 に注意 しな けれ ば な らな いの は、 旧 フ

ァイル をいつ ま で保存 す る必 要 が あ るか とい うこ とで あ る。 台 帳 や 帳 簿

が 磁 気 テー プや 磁 気 デ ィス ク な ど に置 きか わ った シ ステ ム では、 フ ァ イ

ル の 保 存 ・保 管 は 重 要 な問 題 で あ る。 何 か の 手 違 い や 事 故 や 災 害 な ど

で、 フ ァイル が 消 され た り、 破 損 した りす る こ とが あ る。 この 時 、す ぐ

に フ ァ イル を再 成 した り、 回 復 で き なけ れば 業 務 に大 き な支 障 を きた す

こと に な る。 す べ ての フ ァイ ル を コ ピー す る と費 用が か か りす ぎ る。

した が っ て、 旧 フ ァイ ル を いつ 消 して よいか とい う問題 を慎 重 に検 討

しなけれ ば な らない。

③ フ ァイ ルの形 態

フ ァイル の 形 態 に は、 カー ド、 紙 テー プ、磁 気 テー プ、 磁 気 デ ィスク
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な どが あ り、 そ れ ぞ れ の特 徴 を整 理 す る とつ ぎの ように な る。

〔カー ド 〕

01枚 の カー ドに フ ァイ ル で き る桁 数 に制 約 が ある。

○ 保 管、 運 搬 が 困難 で あ る。

○ 追 加、 訂正 が比 較 的容 易 で あ る。

○ デ ー タの 内容 を 目で 読 む こ とが で き る。

○ 固定 長 のデ ー タに向 い て い る。

〔紙 テ ー プ 〕

○ 桁 数 の 制 約 が ない。

○ 保 管、 運搬 が容 易 で あ る。

○ 追 加 、訂 正 が 困難iであ る。

○ 紙 質が 弱 いた め、 何 度 も使 用 す る こ とが で きない。

○ 可 変 長 の デー タに向 い てい る。

〔磁 気 テー プ 〕

○ 長 期 の保 存 が で き る。

○ 記 録 密度 が高 い。

○ 磁 気デ ィス ク や磁 気 ドラ ム よ り安 価 で ある。

○ 保 管 の場 所 が小 さ くて よい。

○ バ ッチ処 理 に 向 い てい る。

○ シ ー ク エ ン シ ャル(順 次)な 処 理 に しか 向か ない。

〔磁気 デ 元ス ク、 磁 気 ドラム 〕

○必 要 なデ ー タを、 直接 取 り出 した り、 記録 した りす る こ とが で き

るo

O同 心 円で 回転 して い るた め 、 アク セ ス時 間が 均等 で あ る。

○ 即 時 処理 に向 い て い る。

○ 複 数 の フ ァイ ル を一 時 に更 新 で きる。

以 上 の 各 形 態 の 特徴 を 理解 す る と共 に、 フ ァイ ルの 更 新(追 加 、 訂 正 、 削

除)が 頻 繁 に行 なわれ る もので あ るか、 そ の フ ァイル 自体 が頻 繁 に使 用 され

る もので あ る のか、 フ ァイ ルの大 きさ は ど うか 、 将来 そ の フ ァイル は どの程

度 拡 張 され て い くもの か な ど とい った フ ァイ ルの特 性 を加味 した 上 で 検 討 し
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なけ れ ば な らない。

④ フ ァイ ルの 項 目名 と桁 数

各 フ ァイ ル には、 そ れ ぞ れ どの よ うな項 目が 必 要 で あ る か、 ま た、

そ れ らの項 目の中 で必 要度 、利 用度 の高 い もの は どれ か とい った こ と を

検 討す る。 一 般 に、 フ ァイル を設 計 す る場合 、 必 要度 の高 い項 目か ら並

べ られ る ことが 多 い。 各 項 目の桁 数 や文 字 の 種 類 も、 同 時 に明確 に して

as・け ば、1件 分の デー タの長 さ が 明 らか に な り、 しい ては、 フ ァイ ル の

大 きさ も把 握 で きる。

⑤ フ ァイル の 件数

こ こでは、 フ ァイル す べ きデ ー タの件 数 を把 握 し、 何 件 の フ ァイ ル

が あ る か を明 確 にす る。 デ ー タの 件数 とデー タの長 さか ら、 フ ァイ ル全

体 の 大 き さを知 る こ とが で きる。 したが っ て、 そ の フ ァイル が1本 の 磁

気 テ ー プ(ま た は磁 気 デ ィス ク な ど)に 納 ま るか ど うか、 ま た は、 伺 本

必 要 か とい うこ とが わか る。

⑥ フ ァイ ルの編 成 方法

どの よ うな フ ァイル に編 成 す るか とい う問題 は、 ファ イル を作 成 す

る た め の時 間 や費 用 、 デー タ量 な どに よ り異 な っ て くる。 ま た、 デ ー タ

の検 索 や ファイル の使 用頻 度 に よ り編成 方 法 を考 え な けれ ば な らな い。

フ ァイ ルの編 成 方法 には、 ④ シー ク エシ シ ャル ・フ ァイル、 ⑤ イ ンデ

ック ス ド ・シー ク エ ン シ ャル ・フ ァ イル、 ◎ ラ ンダ ム ・フ ァイル な どが

ある。

そ の 特 徴 はつ ぎの よ うな こ とで ある。

〔シー ク エ ンシ ャル ・フ ァイ ル:Sequeneialfile〕

○ フ ァイ ル の 多 くの 項 目を、 一 度 に処 理 す るの に よい。

○ 必 要 な項 目を ラン ダ ム に抽 出 す る こ とが困 難 な た め、 情報 検 索的

な処理 には 不 向 きで あ る。

○追 加 処 理 や 削 除処 理 をす る場 合 、 フ ァイル の全 部 を書 き直 さ な け

れ ば な らな い。
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〔イ ンデ ック ス ド ・シー ク エ ンシ ャル ・フ ァイ ル

:IndexedSequentialfile〕

○ シー ク エ ンシ ャル処 理 と ランダ ム処 理 の 両方 を処 理 す る こ とが

で き る。

○ オ ー バ ー フ ロー エ リア を使 用す る こ とに よ り、 項 目の追 加 が容

易 にで き る。

○ 索引 しなが ら処 理 を して い くの で処 理 時 間 が長 くな る。

〔ラ ンダ ム ・フ ァイル:Randomfile〕

○ 情報検 索 が 容 易 にで き る。

○ フ ァイ ル を拡 張 しや す い。

○ 記憶 エ リア の利 用 効 率 が 悪 い。

⑦ フ ァイル の レー ベ ル

磁 気 テー プや 磁 気 デ ィス ク な どに、 集 中 的 に フ ァ イル さ れ た デ ー

タが破 損 した り消 さ れ た り して は、・業 務 が停 滞 し混 乱 をお こす だ け で

あ る。 したが っ て、 フ ァイ ル の保護 策が 必要 と なっ て くる。 そ の一 つ

は フ ァイ ルの 管理 上 の保 護 で あ り、 他 の一 つ は プ ログ ラ ム上 の保 護 で

ある。

プ ログ ラ ムに よる保 護 は、 ま ず 各 フ ァイル に特 別 な レー ベ ル を付 け

てお く。 つ ぎに、 プ ログ ラムで レーベ ルが一一致 してい る か ど うか を調

べ 、 処 理 に必 要 な フ ァイ ルか ど うか を判断 す る。

こ こで は、 各 フ ァイ ル に どの よ うな レーベ ル を付 け る か を検 討 し整

理 して お くの で あ る。

1-4コ ー ドの設 計

各 デ ー タ に記 号 を付 け る こ とに よ り、 デ ー タの識 別 、 分類 、 照 合 、 集

計 な どが しや す い よ うに付 け られ た もの を コー ドとい う。

コー ドをい か に統 一 的 に、 しか も利 用 しやす い よ うに設 計 す る か とい う

事 が ここで の 問題 で あ る。

コー ド設 計 で考 慮 しなけ れ ば な らない の は、 つ ぎの よ うな 事 で あ る。

ま ず、 コー ドは、 統 一 され た 体 系 の も とで 設計 され な け れ ば な一らな い。

使 用す る記 号 の種 類 や 桁 数 な どす べ て全社 的 に考 え るべ き もの で ある。 つ
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ぎに コー ドは 簡 潔 にす る。 コー ドは 多 くの入 に使 用 され る もの で あ るの で 使

う入 の立 場 に な っ て設 計 さ れ なけ れ ば な らな い。 そ こで で き るだ け簡潔 な コ

ー ドが 望 ま しい。

コー ドは 、 事 業 や 取 扱 商品 の拡 張 な ど と共 に量 的 に増 加す る可 能性 が あ る。

そ れ に対 処 で き る よ うに、 コー ドの拡 張 性 も考 慮 に入 れ る必 要 が あ る。 ま た

コー ドは 、1つ の対 象物 に対 して1つ の コー ドで なけ れ ば な らな い こ とは、

い うま で も ない こ とで あ る。 コ ン ピュー タ で処 理 しや す い コ ー ドにす る こ と

も大 切 な こ とで あ る。

以上 の こ とが らに 注意 しなが ら、 つ ぎの よ うな手 順 で、 コー ドの説 計 をす

るo

① コー ドの 目的

何 の た め に コー ドが必 要 な のか、 そ の コー ドを使 用 す る こ とに よ り

どの よ うな メ リ ッ トが あるの か とい った 問題 を明確 に し、 そ の 目的 を達

成 す るた め に、 都 合 の よい コー ドを 設計 す る。

② コー ドの付 番 件数

コー ドを付 け なけれ ば な らな い対 象物 の件 数 は、 現在 どれ位 あ る の

か、 将 来 どれ 位 の幅 で増 減 す るの か とい った こ とを検 討 す る。

③ コー ドの有効 期 間

一 度 設定 した コー ドが 永 久的 に不 変 で あ る とい うこ とは な ぐ
、 絶 え

ず 変 化 が あ る。 ま た コー ドが 目的 に合 わ な くな り消滅 す る場合 も あ る。

した が ってそ の コー ドが いつ まで 有 効 で あ るか を明確 に してお く必 要 が

あ る。

④ コー ドの種 類

コー ドの種 類 に は、 順番 コー ド、 区 分 コー ド、 桁 別 コー ド、10進

コー ド、 表 意 コー ドな どが あ る。 しば しば、 そ れ らが組 合 わ さ れ て使 用

さ れ てい る。 どの コー ドを使 用 す るか は コー ドの 目的 に よって決 ま っ て

くる。 た とえ ば 、 大 分類 、 中分 類、 小 分 類 とい った分 類 処理 が頻 繁 に行

な われ る もの に付 け る コー ドは、 分 類 機 能 を持 った コー ドで あ る 必要 が

あ る。 そ こで各 コー ドの機 能 を検 討 し、 設 計 しな けれ ば な らな い。
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⑤ コー ドの付 け 方

コー ドを付 け る方 法 に は、 つ ぎの3種 類 の方法 が あ る。

○ コー ドを付 け る専 任 担 当者 に よる方法

○ 専任 担 当者 以 外 の人 に よ る方 法 。

○ コ ン ピ ュー タで 自動 的 に付 け る方 法。

⑥ コー ドの 管 理

コー ドは変 更 や 追 加 が 発生 す る。 この変更 や追 加 処 理 を正 確 に、 し

か も迅 速 に行 な う必 要 が あ る。 この た め に、 コー ドの 管 理 担 当 者 を決 め

コー ド一覧 表 を作 成 して管 理 す る ケー スが 多い。

出 力、 入 力 、 フ ァイル 、 コー ドの概 要 設計 を す る場 合 、'つ ぎの よ うな

設 計書 に整 理 し、 検 討 す る と よい。

〔日本電 気 マ ニ アルES-5001-1よ り〕

ム

ノψ
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表t 出 力 設 計 書
1/2

資 料 ぬ ア ウ ト ・ プ ッ ト の 名 称 発 行 周 期 発 行 時 期 形 態

KO101 給 与 明 細 書 毎 月 25日 LP

作 成 部 数 発 生 件 数 レ コ ー ド/件 件 数/頁 用 紙 の 種 類

2部 8,000 3/2 6
印 刷 用 紙
一'

袋 カ ー ボ ン

送 付 先 ・ 使 用 者 送 付 方 法 使 用 後 の 処 理

'

給 与 課 メ ー ル ボ ー イ 1部 を3年 間 保 存 後 焼 却

順 序 項 目 桁 数 文 字 区 分 順 序 項 目 桁 数 文 字 区 分

1 年 月 4 数 値 11 減 額 4 数 値

2 社 員 番 号 6 〃 12 支 給 額 6 〃

3 氏 名 16 カ ナ 文 字 13 失 業 保 険 料 4 〃

4 所 属 コ ー ド 4 数 値 14 厚 年 ・健 保 料 4 〃

5 本 給、
6 〃 15 所 得 税 5 〃

6 扶 養 給 5 〃 16 住 民 税 5 〃

7 役 付 手 当 5 〃 17 組 合 費 4 〃

8 時 間 外 手 当 5 〃 18

9 皆 精 勤 手 当 4 〃 19 通 勤 費 4 数 値

10 そ の 他 給 一与 6 数 値1桁 は 符 号 20 預 金 控 除 額 5 〃

チ

ェ

。

ク

項

目

本給+扶 養給 十役付 手 当+時 間外 手 当+皆 精勤

手 当 十そ の他 給 一与ω 一 減 額=支 給 額

支給 額 一失業 保 険 料一 厚 年 ・健保 料 一所得 税一

住 民税 一組合 費+そ の 他給 与(2)+通 勤 費 一預金

控除 額 一 貸付金 返済 額 一 家賃 支 払額 一生協 代金

支 払額 一保険 支 払額 一 その 他控除 額+前 月繰越

額 一翌 月繰越 額=渡 額

特

記

事

、項

早残 ・休 出 ・深夜 時 間 は小 数点 を含 まず5桁 で

小 数点以 下2桁 で あ る。

氏 名 は シ フ ト ・コー ドを含 まず、 その他 の項 目

は 数値 の み の桁 数 であ るo

集 計 区 分

項 目 項 目 項 目 項 目

1 2 3 4
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表2
入 力 設 計 書

デ ー タNO デ ー タ 名 ・ イ ン プ ッ ト周 期 使 用 後 の 処 理 形 態

K'-10

〉

勤 怠 カ ー ド 月 半 年 後 廃 棄 カ ー ト◆

原 始 帳 票 名 発 生 部 署 推 定 発 生 量

勤 怠 表 給 与 課
MAXMINX

8,000

N● 項 目 桁
固
可 備 考 NO 項 目 桁

固
可 備 考

1 カ ー ドNα 5 固 K'-10 14

2 社 員 番 号 6 〃 15

3 出 勤 日 数 2 〃 16

4 有 給 休 暇 日 数 2 〃 17

5 欠 勤 日 数 2 〃 18

6 遅 刻 ・早 退 回 数 2 〃 19

7 遅 刻 ・早 退基準 回 数 3 〃 20

8 早 ・ 残 時 間 5 〃 21

9 休 出 時 間 5 〃 22

10 深 夜 時 間 5 〃 23

11 徹 夜 代 休 回 数 2 〃 24

12 25

13 26

チ

ェ

。

ク

項

目

特

記

事'

項
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表5 フ ァ イ ル 設 計 書 1/2

フ ァ イ ル 随 プ ア イ ル 名 作 成 ・更 新 サ イ ク ル 新 別 形 態

KF〃C4 給 与 明 細
⑰ 月

更

M.T

(P・1)

M・T

レ コ ー ド 件 数 字/レ コ ー ド 固 ・可区 分 件/レ コ ー ド 字/件 保 存 期 間

1,600 900 ⑧ ・v 5 180 3ケ 月

NO 項 目 桁
数

輌
区分 備 考 NO 項 目 桁

数
輌
区分

備 考

1 社 員 番 号 6 固 13 時 間 外 手 当 5 固

2 所 属 コ ー ド 4 〃 14 減 額 4 〃

3 氏 名 18 〃
カナ文字で、前後に」二

下 段 シフトコー ド 有
15 休 出 時 間 5 〃

4 本 給 6 〃 16 深 夜 時 間 5 〃

5 扶 養 給 5 〃 17 徹 夜 ・代 休 回 数 2 〃

6 役 付 手 当 5 〃 18 そ の 他 給 与 5 〃

7 出 勤 日 数 2 〃 19 前 月 繰 越 2 〃

8 有 給 休 暇 日 数 2 〃 20 通 勤 費 4 〃

9 欠 勤 日 数 2 〃 21 支 給 額 6 〃

10 遅 刻 ・早 退 時 間 5 〃 基準 回数 ×6分 22 失 業 保 険 料 4 〃

11 早 ・ 残 時 間 5 〃 23 厚 年 ・ 健 保 料 4 〃

12 皆 ・ 精 勤 手 当 4 〃 24 所 得 税 5 〃

分 類 項 目 期 限 後 処 理 方 法

① 社 員 番 号 ②
所 属 コ ー ド

役 職 コ ー ド

社 員 第 号

レ_ベ ル 特 記 事 項 関 連 帳 票 ・ プ ア イ ル 類

ヘ ツ タ ー1作 成 年 月 (F)給 与 マ ス ター ・フ ァイ ル、 給 与変動 フ ァ イル

(0)給 与 明細書、 金 種 別表 、給 与受 領表、 住 民 税

納付 区 分表、 部 門別合 計 表、 総計 表

ト ・一 ラー1
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表4 コ ト 設 計 書

⑨

給 与 明細 書 等、 個 人に配布 す る帳 票類 は、 部 門別 にま とめ て、作 成 す るの も、

事後 処理 を容 易に す る。 また原 価管理 に関係 す る部門 別 合計 表 等の帳 票作成 に

使 用さ れ る。 この様 に部 門 別の統計 を必要 とす る時 に使 用す る。

構 成 ・付 番 方 法

匡 亘 「 一一一回 一一 国

事業 部(AlAt)

本 社所 属 の 部、 お よび事 業 部 の匿 分を10

進 数2桁 で行 な う。現 在 これ に 属す る ものは

11ケ あ るo

部(As)

各 事業 部 ご とに、そ の 事業 部 に所属 す る部

の区 分を10進 数1桁 で行 な う。 なte、 本社

所 属 の部 に対 しては 、 この桁 は、oに す る。

課(A4)

各 部 ご とに、 そ の 部 に属 す る課 の区 分を10

進 数1桁 で行 な う。

そ

の

他

所 属 コー ドは、 お もに 部門 別の統計 を表わ す為

に使 用 され、 大、 中、 小 の分類 の必 要性 があ る。

ま た機構 改正 等 に よ り、 増減 も考 え られ るの で、

10進 組 別式 コー ドを採 用 す る。各 組 の構成 は前

述 の通 りで あ る。

一257 一



1-5コ ス ト分析

こ こ で は、 コン ピュー タ を使 用 す る こ とに よる費 用'と効果 を算 出 して評

価 す る.

コス トと して考 え られ る もの に は、 シス テ ム を開発 す る費 用 と シス テ ムを

運 用す る費 用 とに分 け られ る。

○ シス テ ムを 開発 す る費 用

人 件 費、 機 械 使 用料 、 設備 費 な ど、

○ シス テ ムを運 用 す る費 用

人 件 費、 機 械 使 用料 、 設 備 費、 償 却 費 、 消耗 品 費 、一 般 管理 費 な ど、

コス トを算 出す るた め には、 ま ず処 理 時 間 を見積 らなけ れ ば な ら ない。 処

理 時 間 の計 算 は、 普 通、 中央 処理 装 置 の所 要 時 間 と、 周辺 装 置 の 中 で最 も時

間 の か か る もの とを比 較 して、 大 きい方 の時 間 を処 理 時 間 とす る こ とが 多 い。

つ ぎ に業 務 の 日程 計 画 をた て稼動 時 間 を算 出す る。 以 上 か ら、 コ ン ピュー タ

の 使用 料 が 明 確 に な る。

つ ぎに、 そ れ に要 す る人 件 費 や 消耗 品 費や 一 般 管理 費 な どの コス トを算 出

す る。

効 果 には 、 直接 的 な効果 と間接 的 な効 果 とが あ る。

〔直接 的効果 〕

○人 件費、事務 コス ト、在庫費 な どの節減

○仕掛 品の減少

○能率 の向上、 ス ピー ドア ップ

〔間接 的効果 〕

○組織、事務 な どの簡素化

○ 管理の質的向上

○ サー ビスの向上

○信用 の増加
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2.演 習 問題

〔演 習1〕

貴社の給与 シス ㍉ を流れ図で表わ して下 さい。

〔演 習2〕

貴社 用 の 出 力 設計 書 、 入 力設 計 書 、 フ ァイル設 計書 、 コー ド設 計 書 を開発 して

下 さい。

〔演 習3〕

貴 社 の給 与 明細 書 の概 要 を出 力設 計書 に整 理 して下 さ い。

〔演習4〕

上 記 の 給与 明細 書 を出力 す るた め には、 どの よ うな入 力 デ ー タが 必要 です か。

〔演 習5〕

演 習1の シ ステ ム を糊 す る た め の コス トを計算 してTさ い・

一259一
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